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アサー示イプ行動とは•••••••••••••••••••••••••••••••••• 正賓に、率重に自己表現をし、忽おかつ、相手の依求と

権平日を尊重し、得手も自分ち大切にしようとする行動

です。つまり、相手の言動により自分の態度を決め

たり、また自分の満足だけを考え、行動をするので怠〈、

はっきりと自己表現する行動です。この行動により、

より豊か本人間関係を築いていIjます@

女性社員能力開発の決め手!
高まる中、女性却詰極的能力開尭無くしては企量の尭震は考えられ在い

時代です。そして多くの企草が女性♂能力開尭のた佼のさまざま怠研修、また管理瞳向けにも

女性の璃値的霊用のための研博に取り組んでいます。こうした取り組みをサボ トするために、

撃に教材のみZよらず教育プロヲラムをも提共すべ〈開発された本シリ スを是非ご活用ください。

全3筈研修マ二ユア凡テキスト付
"ツト僑絡 13引田円

対象1.2者=女性従員 3巻=釜理監話者

軍1巻VJ-2o7j25分Let'sGet a Chance!!-自分らしく生きよう~
車E書VJ-268/20分HowT 0 Develop Myself.-アサティブ'1']動の実践~
第3巷VJ-269/25分女性の能力を拓く1-曽理監督者への提言~

，tお申し込み・お問い合わせは下記ヘ女 ※価格は税込です
TEL(03)340ト 1134(前ヤルイン) FAX(03)3409-7789 
財団法人日本生産性本部 娘像教育部〒150東京都渋詰区渋昔3-1-1
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圃醐充実したマニュアJレ・テキスト続犠圃醐
インストラクタ周マニュァル、受語生陪テキストがビデオ

教材を立体的にザポートし効果的研修を約束します。

圃圃醐園教育研修へのご提案圃圃圃圃
当部で陪 実績ある力ウンセリンクマインドビデオ教材を
活用した実践的C主管理者研修を象っておりますe管理者研修

Ie関してと倹討、お悩みの際はぜひご格設下さいc

詳しくはカヲロヅをご請求下さい。



正
式
に
は
寸
第
一

O
囚
人
口
と
同
開
発
に
関

す
る
ア
ン
ア
同
会
議
員
代
表
者
会
議
」
(
斗
ぽ

アジア国会議員北京会議とその地球規模的意義
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目
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O
口

自

ι
り
ゆ
く
ゆ
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O
百
日
目
汁
)
と
呼

は
れ
る
。
第
一
回
は
一
九
八
五
年
で
あ
り

毎
年
必
ず
開
催
き
れ
て
い
る
た
め

γ皮
一

O

年
目
に
あ
た
る
。

巻
頭
言

@ 

田
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
と
い
う
組
織

は
ア
ジ
ア
で
は
最
初
に
日
本
で
結
成
さ
れ
、

ア
ジ
ア
各
国
に
お
け
る
日
同
様
な
相
組
織
化
に
協

そ
の
活
動
の
中
心
的
役
割
を
果
し
て

力
し

き
た
。こ
の
一

0
年
間
に
お
け
る
各
自
議
員
の
人

ロ
・
開
発
に
関
す
る
認
識
、
政
策
へ
の
関
心

は
著
し
く
高
ま
っ
て
き
た
。
個
々
の
国
の
繁

栄
と
い
う
指
向
に
加
、
え
て
ア
ン
ア
と
い
う
7

ク
ロ
的
視
点
が
明
確
に
と
り
入
れ
ら
れ
る
よ

7
に
な
っ
た
こ
と
は

こ
の
代
表
者
会
議
の

特
筆
す
べ
き
貢
献
で
あ
る
。

今
聞
の
会
議
の
、
支
出
閣
は
「
一
二
世
紀
に
お

け
る
女
性
|
|
平
和
と
繁
栄
へ
の
戦
略
」

あ
る
。
本
年
の

寸
国
際
家
族
年
L

寸
国
際
婦
人
年
L

一
九
九
五
年
の

を
考
慮
に
入
れ
ま
た
出
生
率
の

低
下

死
亡
の
改
華
円
な
ら
び
に
開

発
分
野
に
お
け
る
友
性
の
重
大
な

役
割
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
る
。

各
国
代
表
に
よ
る
主
題
に
つ
い
て

の
報
告
な
ら
び
に
自
由
活
発
な
討

論
は
、
極
め
て
意
義
の
深
い
情
報

交
換

E
な
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

本
年
九
月
五
日
か
ら
二
二
日
ま
で
カ
イ
ロ

で
開
催
さ
れ
る
国
連
人
口
・
開
発
会
議

(
I

に
お
い
て
、
ア
ジ
ア
国
会
議
員
か

c
P
D
)
 

ら
の
発
信
は
重
要
な
影
響
を
与
、
え
る
こ
と
に

な
ろ
う
。

(
黒
閏

俊
夫
) l 
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人口問題のカギ擾る

百哀惜固盟国事自儲屈

北京で聞く4日• 3月3

女性21世紀における
繁栄と平和の戦略

財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
・
隠
発
協
会

(
A
P
D
A
)
主
催
の

1

第
十
回
人

2 

口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
」

は
三
月
一
二
、

四
両
日

中
国
の
首
都
北
京
に
、

日
本
は
じ
め
中
間
、

イ
ン
ド
、

ゐノ

J
e

、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
韓
国
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

マ
レ
ー
シ
ア
、

ニュ
1
l
H
V
J
i
a

一フ、/に・、

ア

ィ
リ
ピ
ン
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

ス
リ
ラ
ン
力
、

ベ
ト
ナ
ム
、

シ
リ
ア
、

ノて
、
/ 

グ
一
フ
デ
シ
斗
の
十
五
カ
国
国
会
議
員
代
表
と

U
N
F
P
A
 (
国
連
人
口
碁

金
)
l
p
p
F
(
国
際
家
族
計
函
連
盟
)

c
i
D
A
(
カ
ナ
ダ
国
際
間
開
発
局
)

な
ど
国
際
機
関
代
表
百
二
十
人
が
参
加
し
て
問
聞
か
れ
た
。

第
十
回
と
い
う
記
念
す
べ
き
会
議
を
迎
え
た
北
京
会
議
は
、

人
口
問
題
の

主
体
は
。
女
性
。

に
あ
る
、

と
の
基
本
認
識
か
ら
メ
イ
ン
テ

i
マ
を
ご
二

世
紀
に
お
け
る
女
性
|
|
繁
栄
と
平
和
の
戦
略
|
|
l
L

タ」'し、

「
社
会
、
経

済
、
人
口
の
視
点
か
ら
み
た
|
|
家
族
と
主
婦
1
1
1し
に
し
ぼ
っ
て
討
議
し

Tこ

A
P
O
A
と
し
て
は
、
今
回
を
初
年
度
と
し
て
こ
ん
後
三
年
間
に
わ
た
り

寸
女
性
の
就
業
と
経
済
活
動
」

二
九
九
五
年
度
)

寸
女
性
の
社
会
参
加
お

よ
び
女
性
と
開
発
の
た
め
の
政
策
提
言
し

二
九
九
六
年
度
)

の
テ
!
?
を

掲
げ
て
幅
広
い
問
題
領
域
の
討
議
を
深
め
、
最
終
年
次
に
と
り
ま
と
め
て
総

合
的
な
政
策
提
言
を
行
な
い
、

二
一
世
紀
の
展
望
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

漏
出
総
合
政
策
を
提
言

引
世
紀
を
展
望
し
て

会
議
初
日
の
三
日
は
、

メ
デ
ィ
ア
・
ホ
テ
ル
の
大
ホ

i
ル
で
開
会
式
が
行



な
わ
れ
、
李
柏
崎
苔
相
の
祝
辞
を
那
治
純
・
全
人
代
教
育
科
学
文
化
衛
生
委
員

会

(
E
S
C
P
H
)
副
議
長
が
代
読
、
越
東
宛
・
向
議
長
が
歓
迎
挨
拶
を
行

L 、

一
向
を
迎
え
た
。

こ
の
あ
と
前
回
福
三
郎
・
本
財
岡
山
理
事
長
が
開
会
挨

拶
(
別
項
)
、
桜
井
新
A
F
P
P
D
議
長
(
別
項
)
、
安
藤
博
文
U
N
F
P

A
事
務
局
次
長
が
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
し
、
午
後
か
ら
は
セ
ッ
シ
ョ
ン
I

「
人
口

と
開
発
に
関
す
る
研
究
」
が
行
な
わ
れ
た
。

開会式鼠景(北京・メディア・ホテルの大ホールで)

先
ず
、

黒
田
俊
夫
博
士

(
日
大
人
口
研
名
誉
所
長
、

A
P
D
A
理
事
)
が

寸
人
口
・
開
発
基
礎
認
査
」

ス
リ
ラ
ン
カ
の

に
つ
い
て
、

ま
た
、
彰
玉
・
中

園
田
家
計
酪
生
育
委
員
会
副
大
臣
が
「
中
国
の
人
口
・
潤
発
」

に
つ
い
て
そ

れ
ぞ
れ
発
表
、
討
議
し
た
。

(
い
ず
れ
も
別
項
)
。

ベ
ト
ナ
ム
の
農
村
人
口
と
農
業
開
発
調
査
に
つ
い
て
の
川
野
重
任
博
士

川
野
博
士
が
学
会

(
東
大
名
誉
教
授
、

A
P
D
A
理
事
)

の
研
究
発
表
は
、

の
都
合
で
不
参
加
と
な
っ
た
た
め
、

ペ
ー
パ
ー
を
配
布
し
た
(
内
容
は
別
項
)
。

午
後
五
時
か
ら
は
全
面
人
民
大
会
堂
に
喬
石
・
全
人
代
常
務
委
員
会
委
員

長
を
表
敬
し
、

同
大
会
堂
で
雷
潔
涼
・
全
人
代
常
務
委
員
会
副
委
員
長
主
催

の
歓
迎
夕
食
会
に
の
ぞ
ん
だ
。

二
回
目
の
四
日
は
、
午
前
九
時
か
ら

寸
社
会
、
経
済
、

人
口
の
視
点
か
ら

み
た

l
i家
族
と
、
主
婦
L

に
つ
い
て
、

各
国
代
表
が
カ
ン
ト
リ
ー
ペ
ー
パ
ー

を
発
表
、
討
議
し
た

(
別
項
)
。

午
後
も
引
続
き
、

発
表
、
討
議
を
行
い
、

同
二
時
か
ら
本
財
団
が
製
作
し

た
ス
ラ
イ
ド

「
女
た
ち
の
挑
戦

i
j女
性
の
地
位
向
上
と
日
本
の
人
口
し
を

上
映
し
、
好
評
を
得
た
。

3 

午
後
四
時
か
ら
閉
会
式
を
行
な
い
、

二
日
間
に
わ
た
る
会
議
を
閉
じ
た
。



園

園

繁各
栄国
語とと
よ平協
宇和力
層lこし
穴ニ己 、

自主ァ
首閉八、J

宇し二二
重た i
い世
界
の

全人代教育科学文化衛

生委員会(ESCPH)

副議長

都治純
(ハオ・イ・チュン)

三士

吉冗f¥; 

李鵬首相の祝辞を代読す

る都治純ESCPH(全
人代教育科学文化衛生委

員会)副議長

第
一

O
回
人
口
と
開
発
に
開
閉
す
る
ア
ジ
ア

河
会
議
員
代
表
者
会
議
が
関
か
れ
る
に
あ
た

り
ま
し
て
、
中
国
政
府
な
ら
び
に
国
民
に
か

わ
り
ま
し
て
、
ご
同
慶
の
意
を
表
し
ま
す
。

ま
た
、
歓
迎
の
窓
を
各
国
の
代
表
、
国
際
機

関
の
代
表
、
専
門
家
に
対
し
て
表
明
申
し
上

げ
ま
す
。

ア
ン
ア
地
域
は
人
口
が
最
も
多
く
世
界
総

人
口
の
六

O
%を
擁
し
て
お
り
ま
す
。
一
方

ア
ジ
ア
は
、
最
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
経
済
が

成
長
し
て
い
る
地
域
で
も
ご
ざ
い
ま
す
。
そ

匝司

園

同

の
意
味
で
ア
ジ
ア
に
お
け
る
人
口
問
題
を
取

り
上
げ
研
究
す
る
こ
と
は
、
た
だ
一
つ
ア
ジ

ア
の
繁
栄
に
寄
与
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、

広
く
世
界
平
初
と
開
発
に
寄
与
す
る
も
の
と

信
じ
ま
す
。

人
口
の
問
題
は
、
す
な
わ
ち
開
発
の
問
題

で
あ
り
ま
す
。
社
会
経
済
の
開
発
と
人
口
の

管
理
が
両
立
し
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
発
展
を

実
現
す
る
こ
と
で
は
じ
め
て
人
U
問
題
が
根

源
か
ら
解
決
で
き
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
各

国
に
お
き
ま
し
て
、
国
の
条
件
は
異
な
っ
て

お
り
ま
す
。
経
済
の
発
展
、
自
然
の
状
況
、

伝
統
、
文
化
、
宗
教
の
慣
行
も
違
う
わ
け
で

す
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
有
効
な
人
口
開
発
政

策
を
自
己
の
絞
済
社
会
の
発
展
に
反
映
さ
せ

て
確
定
し
、
実
行
す
る
こ
と
が
好
ま
し
い
の

で
す
。
こ
の
多
様
性
を
基
礎
左
し
て
協
力
し

て
い
く
こ
と
が
好
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。

人
類
の
発
展
、
社
会
の
開
発
に
お
い
て
、

女
性
は
重
要
な
勢
力
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
意

味
で
女
性
の
地
依
向
上
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

4 

て
、
合
理
的
な
人
口
問
題
の
解
決
を
は
か
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
し
、
同
時
に
社

会
全
体
の
進
歩
と
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

世
界
で
最
大
の
人
口
を
擁
し
ま
す
中
国
は
、

ま
た
経
済
が
最
も
急
成
長
し
て
い
る
国
で
も

ご
き
い
ま
す
。
中
国
政
府
は
、
常
に
人
口
と

開
発
の
問
題
の
重
要
性
を
認
識
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
中
部
校
計
画
を
用
問
家
政
策
と
し
て
線

用
し
、
一
方
に
お
い
て
、
社
会
絞
済
発
展
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
家
族
計
画
を
実

施
し
、
人
口
の
成
長
と
経
済
社
会
の
発
展
の

両
立
を
期
し
て
ま
い
り
ま
し
た
G

そ
の
よ
う

に
し
て
国
民
の
生
活
の
安
定
を
は
か
つ
て
き

た
わ
け
で
す
。

我
が
国
は
引
き
続
き
各
閉
山
と
の
協
力
を
は

か
り
な
が
ら
、
ま
た
国
際
機
関
と
密
接
に
協

力
し
な
が
ら
、
人
口
の
安
定
化
を
は
か
り
、

ア
ジ
ア
ま
た
世
界
の
繁
栄
と
平
和
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
今
会
議
の
成
功

を
祈
念
い
た
し
て
お
り
ま
す
。



主

催

者

挨

拶

福三郎

例アジア人口・開

発協会(APDA)

理事長

田前

ツ
ァ
ォ
・
ト
ン
・
ワ
ン
全
人
代
教
育
・
科

学
・
文
化
・
衛
生
委
員
会
議
長
、
ハ
オ
・
イ
・

チ
ュ
ン
全
人
代
同
委
員
会
副
議
長
、
国
連
人

口
基
金
ナ
ブ
ィ
ス
・
サ
デ
ィ
ク
事
務
局
長
、

桜
井
新
A
F
P
P
D
議
長
、
各
国
代
表
議
員

の
皆
様
、
第
一

O
国
人
口
と
開
発
に
関
す
る

ア
ジ
ア
闘
会
議
員
代
表
者
会
議
を
開
催
す
る

に
あ
た
り
、
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会
を
代

表
し
て
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
会
議
は
、
私
ど
も
ア
ジ
ア
人
口
・

開
発
協
会
に
取
り
ま
し
て
、
第
一

O
凶
と
い

う
記
念
す
べ
き
会
議
で
お
り
ま
す
。
こ
の
記

念
す
べ
き
会
議
を
世
界
で
最
も
人
口
の
多
い
、

そ
し
て
人
口
政
策
の
面
で
人
類
史
に
例
を
み

な
い
成
功
を
納
め
ら
れ
、
ま
た
絞
済
発
展
著

し
い
こ
の
偉
大
な
中
医
の
首
都
北
京
で
間
開
催

開会の挨拶をする前

回APDA理事長

人口・開発・アジア国会議員代表者会議第101QJ

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
誠
に
意
義

深
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
日
間
の
会
議
開
催
に
当
た
り
、
開
催
国
と

し
て
多
大
の
ご
=
貝
献
を
賜
り
ま
し
た
、
中
国

全
人
代
の
ツ
ァ
オ
先
生
、
ハ
ォ
先
生
は
じ
め

ス
タ
ッ
フ
の
皆
同
悼
の
ご
努
力
に
深
く
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
設
に
有
難
う
こ
ざ
い
ま
し

た
き
て
、
本
年
九
月
に
は
、
二

O
一
五
年
ま

で
の
人
口
と
開
発
の
方
針
を
決
め
る
国
際
人

口
・
開
発
会
議

(
I
C
P
D
)
が
エ
ジ
プ
ト

の
カ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
会
議
は

一
九
七
四
年
の
ブ
カ
レ
ス
ト
会
議
、
八
凶
年

の
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
ー
会
議
に
続
き
第
三
回

目
の
世
界
的
な
人
口
問
題
に
関
す
る
重
要
な

会
議
と
な
り
ま
す
。
こ
の
会
議
で
は
人
口
・

環
境
・
開
発
に
関
す
る
様
々
な
問
題
が
主
に

政
府
間
で
話
し
合
わ
れ
、
人
類
の
未
来
を
決

定
す
る
ク
ロ
!
パ
ル
な
人
口
政
策
を
決
定
す

る
場
と
な
り
ま
す
。

ア
ジ
ア
は
、
世
界
人
口
の
ほ
ぼ
五
九
%
を

し
め
る
地
域
で
あ
り
ま
す
。
ア
ジ
ア
地
域
の

人
口
問
題
の
帰
趨
が
地
球
の
人
口
問
題
を
決

め
る
と
も
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
り
ま
す
。

な
か
で
も
、
今
回
の
開
催
地
で
あ
り
ま
す
中

山
田
の
人
口
は
陛
界
人
口
の
約
四
分
の
一
一
切
を

市
め
、
一
九
世
紀
後
半
の
世
界
人
口
に
匹
敵

す
る
巨
大
き
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
中
間
が
人
口
問
題
で
努
力
き
れ
た
結

果
、
め
ざ
ま
し
い
勢
い
で
絞
済
的
な
発
展
を

遂
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
人
口
と
開
発
が

安
接
な
関
係
に
あ
る
こ

E
を
明
ら
か
に
示
す

も
の
で
あ
り
ま
す
。
近
年
、
ア
ジ
ア
地
域
は
、

経
済
開
発
の
面
で
急
速
な
成
長
を
遂
げ
て
お

り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
ア
ジ
ア
の
諸
国
の
多
く

で
は
、
ア
フ
リ
カ
等
の
諸
恩
と
比
べ
て
良
い

と
は
い
え
、
教
育
や
プ
ラ
イ
マ
リ

l
ヘ
ル
ス

ケ
ア
や
家
族
計
画
の
普
及
は
ま
だ
ま
だ
充
分

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
口
増
加
率
の
低
下
も

充
分
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
し
、
農
村
部
で
は
、

農
地
の
劣
化
に
よ
る
生
産
力
の
減
少
、
ま
た

人
口
の
都
市
へ
の
集
中
、
そ
の
結
果
と
し
て

ス
ラ
ム
の
拡
大
、
居
住
環
境
、
衛
生
環
境
の

劣
化
な
ど
の
大
き
な
問
題
も
抱
、
え
て
お
り
、

人
口
・
開
発
・
環
境
の
分
野
で
よ
り
一
層
の

真
剣
な
取
組
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
ア
ジ
ア
諸
闘
は
そ
の
康
史
、
伝
統
、

文
化
が
非
常
に
多
様
で
か
つ
複
雑
で
あ
る
と

い
う
特
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
例
、
え
ば
、
世

5 



喬石全人代常務委員会委員長を霞んで(人民大会堂)

界
宗
教
と
い
わ
れ
る
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ

ム
教
、
仏
教
、
ヒ
ン
}
ウ
教
は
全
て
ア
ジ
ア

か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
だ

け
複
雑
か
つ
深
い
廃
史
、
伝
統
、
文
化
の
な

か
で
わ
れ
わ
れ
は
生
活
し
て
お
り
ま
す
。

巨
大
で
複
雑
な
ア
ジ
ア
は
不
幸
な
こ
と
に

紛
争
の
絶
え
な
い
地
域
の
一
つ
で
も
あ
り
ま

す
。
残
念
な
こ
と
に
、
ア
ン
ア
は
世
界
の
、
一
主

要
な
武
器

7
i
ケ
ッ
ト
に
も
な
っ
て
い
る
の

で
あ
り
ま
す
。

決
へ
の
歩
み
が
遅
れ
た
な
ら
ば
、
世
界
の
人

口
問
題
は
再
ひ
振
出
し
に
一
反
っ
て
し
ま
い
ま

こ
の
ア
ジ
ア
で
人
口
問
題
解

す
私
た
ち
は
こ
の
ア
ジ
ア
池
域
の
重
要
性
を

認
識
し
、
お
互
い
の
社
会
や
文
化
、
習
慣
の

速
い
に

g
を
向
け
る
の
で
は
な
く
、
同
じ
目

的
の
も
と
に
歩
む
の
だ
と
い
、
7
意
志
を
再
ひ

明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
よ
う
か
。

人
口
問
題
を
担
、
7
の
は
私
た
ち
全
て
で
す

が
、
そ
の
中
で
も
特
に
友
性
が
そ
の
主
体
と

な
り
ま
す
。
人
口
問
題
の
い
か
な
る
分
野
、

た
と
え
ば
、
医
療
の
闘
で
も
、
討
会
、
経
済

の
尚
で
も
立
性
が
そ
の
影
響
を
最
も
強
く
直

接
に
受
け
る
の
で
す
。
私
ど
も
ア
ジ
ア
人
口
・

間
同
発
協
会
は
こ
の
視
点
に
立
っ
て
、
今
回
の

会
議
を
含
め
ま
し
て
こ
れ
か
ら
三
回
、
女
性
を

6 

主
題
と
し
て
こ
の
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者

会
議
を
開
催
す
る
予
定
で
ご
き
い
ま
す
。
そ

の
共
通
論
題
は

J

二
世
紀
に
お
け
る
女
性

繁
栄
と
平
和
の
戦
略
|
」
と
題
き
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
第
一
凶
白
と
し
て
寸
社
会
、
経
済

お
よ
び
人
口
の
慌
点
か
ら
み
た
!
家
族
と
主

婦

l
L
を
主
題
と
し
て
お
り
ま
す
。
な
に
と

ぞ
、
実
り
の
あ
る
討
議
が
行
わ
れ
ま
す
よ
う

期
待
申
し
あ
げ
ま
す
の

ま
た
本
ロ
午
後
の
セ
ソ
シ
ョ
ン
で
は
ス
リ

ラ
ン
カ
な
ら
び
に
ベ
ト
ナ
ム
の
研
究
成
果
に

つ
い
て
日
本
の
心
専
門
家
に
よ
る
発
表
が
ご
き

い
ま
す
。
私
ど
も
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会

は
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

U
N
F
P
A
、

I
P
P
F
、
ア
ジ
ア
の
国
会
議
員
、
政
府
、

研
究
機
関
、
な
ら
び
に
専
門
家
の
皆
様
の
こ

尽
力
に
支
、
え
ら
れ
て
、
使
命
感
に
燃
、
え
て
ア

ジ
ア
の
人
口
問
題
解
決
に
向
け
て
努
力
を
続

け
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
な
に

と
ぞ
皆
様
の
ヲ
)
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
本
/~λ 

'" 議
開
i産

当
た
っ
て
グ〉

中
国
の
か戸

大



な
こ
協
力
、
ご
貢
献
に
重
ね
て
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

J失

拶

新

A F P P D議長

井桜

人口・開発・アジア毘会議員代表者会議

ツ
ァ
ォ
・
ト
ン
・
ワ
ン
全
人
代
教
育
・
科

学
・
文
化
・
衛
生
委
員
会
議
長
、
ハ
オ
・
イ
・

チ
ュ
ン
会
人
代
同
委
員
会
副
議
長
、
国
連
人

口
基
金
ナ
フ
ィ
ス
・
サ
テ
ィ
ク
事
務
局
長
、

前
回
福
三
郎
A
P
D
A
理
事
長
、
こ
列
席
の

国
会
議
員
の
皆
様
、
ご
参
会
の
皆
様
、
今
年

で
一

O
同
を
迎
え
た
記
念
す
べ
き

η
人

υと

開
発
に
出
向
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会

議

(
A
P
D
A
会
議
)
し
が
、
世
界
で
最
も

人
口
が
多
く
、
し
か
も
人
口
政
策
で
は
伊
一

人
っ
子
政
策
。
を
掲
げ
て
か
つ
て
な
い
偉
業

を
達
成
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
中
国
の
首
都
、

北
京
で
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
は
、
誠
に
意
義

深
い
こ
と
で
あ
り
、
ご
同
慶
に
た
え
ま
せ
ん
。

第101司

私
は
北
京
空
港
に
下
り
た
ち
、
宿
舎
に
到

着
す
る
一
時
間
余
り
の
行
程
の
中
で
、
整
備

さ
れ
た
道
路
、
車
窓
に
展
開
す
る
風
景
を
眺

め
、
活
気
み
な
ぎ
り
、
め
き
ま
し
い
大
躍
進

を
遂
げ
て
お
ら
れ
る
中
国
の
空
気
に
圧
倒
さ

れ
ま
し
た
。
偉
大
な
中
岡
政
府
、
国
民
の
皆

様
の
ご
努
力
に
哀
心
よ
り
敬
意
を
表
す
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

今
回
の
会
議
開
催
に
当
た
り
、
主
催
の
ア

ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会
は
じ
め
、

E
り
わ
け

開
催
周
と
し
て
こ
の
よ
う
に
見
事
な
会
議
の

取
り
運
び
に
多
大
の
ご
貢
献
を
賜
り
ま
し
た
、

中
国
全
人
代
の
ツ
ァ
オ
先
生
、
ハ
オ
先
生
は

じ
め
ス
タ
ソ
フ
の
皆
様
に
厚
く
浮
く
お
札
を

申
し
上
げ
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
年
は
人
口
問
題
に
取
り
組
む
上
で
、
大

変
重
要
な
年
で
あ
り
ま
す
。
九
月
に
は
エ
ジ

プ
ト
の
カ
イ
ロ
で
寸
国
際
人
口
・
開
発
会
議

(
I
C
P
D
)
L
が
開
か
れ
、
二

O
一
五
年

ま
で
の
世
界
の
人
口
政
策
の
基
本
的
な
枠
組

み
が
構
築
さ
れ
ま
す
。

こ
の
人
類
の
未
来
を
決
め
る
大
事
な
年
に

当
た
り
、
わ
れ
わ
れ
は
各
国
国
民
の
代
表
と

し
て
改
め
て
人
口
問
題
の
重
要
性
に
思
い
を

そ
の
使
命
を
厳
粛
に
自
覚
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

私
た
ち

A
F
P
P
D
は
、
世
界
人
口
の
六

割
を
市
め
る
ア
ジ
ア
の
人
口
問
題
の
帰
趨
が
、

人
類
と
地
球
の
未
来
の
鍵
を
握
っ
て
い
る

と
い
う
散
し
い
認
識
の
も
と
に
、
カ
イ
ロ
で

の
I
C
P
D
を
成
功
に
導
く
た
め
、
す
で
に

一
九
九
二
年
八
月
バ
リ
烏
で
開
か
れ
た
寸
E

S
C
A
P
第
四
日
間
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
人
口
会

い
た
し
、

議
」
、
一
九
九
三
年
二
月
の
ハ
ノ
イ
に
お
け

る
「
第
九
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア

湾
会
議
艮
代
表
者
会
議

(
A
P
D
A
会
議
)
」
、

さ
ら
に
は
同
年
一

O
月
ク
ア
ラ
ル
ン

7
i
ル

で
開
か
れ
た
寸

A
F
P
P
D
第
四
国
大
会

L

に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
熱
意
を
こ
め
て
提
言
し
、

宣
言
を
発
表
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

人
口
問
題
を
理
解
す
る
上
で
良
く
知
ら
れ

た
例
、
ぇ
訴
が
あ
り
ま
す
。

「
あ
る
と
こ
ろ
に
大
き
な
大
き
な
池
が
あ

り
、
選
が
一
本
生
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
蓮

は
毎
月
、
一
本
の
遅
か
ら
一
本
つ
つ
増
え
て

い
く
蓮
で
し
た
。
二
カ
月
日
に
は
二
本
、
三

カ
月
日
に
は
四
本
と
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

永
い
年
月
が
経
っ
て
、
そ
の
大
き
な
池
の
半

7 



分
が
蓮
で
埋
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
人

々
は
こ
の
大
き
な
池
が
蓮
で
埋
め
つ
く
さ
れ

る
ま
で
に
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る
、
心

配
す
る
こ
と
は
な
い
、
と
話
し
合
っ
て
い
ま

と
こ
ろ
が
そ
の
頚
月
、
人
々
は
そ
の

し
た
。

大
き
な
泌
に
行
っ
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

そ
の
大
き
な
大
き
な
池
が
一
面
蓮
で
埋
め
つ

く
さ
れ
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
し

て
、
そ
の
数
ヶ
月
後
、
こ
ん
ど
は
そ
の
蓮
が

全
て
枯
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
す
L

O

以

上
が
そ
の
例
、
ぇ
話
で
す
。

人
口
問
題
も
ま
た
、
こ
の
蓮
の
た
と
え
話

左
同
様
、
人
々
が
ま
だ
ま
だ
余
裕
が
あ
る
と

患
っ
て
い
る
う
ち
に
、
そ
の
間
以
界
が
す
く
近

く
ま
で
迫
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
限
界
を
越

え
て
は
何
物
も
生
存
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
蓮
で
あ
れ
ば
、
一
度
全
部
枯

れ
て
し
ま
っ
て
も
、
新
し
く
芽
を
出
し
た
数

十
ゃ
か
ら
再
生
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
ま
し

ょ
う
。
し
か
し
、
人
減
が
こ
の
よ
う
に
激
し

い
変
化
で
絶
え
て
し
ま
っ
た
な
ら
ば
、

一
体

ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
人
間
に
と
っ
て

「
生
き
る
L

と
い
う
こ
と
は
人
間
社
会
の
中

で
生
き
る
こ
と
、
と
同
時
に
地
球
上
に
住
む

他
の
生
物
と
も
共
生
し
て
い
く
、
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

人
口
問
題
は
、

い
ま
様
々
な
視
点
か
ら
論

じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
人

間
が
そ
の
歴
史
を
省
み
た
時
、
自
分
に
危
機

が
追
り
、
自
ら
の
存
亡
が
追
ら
れ
る
中
で
、

果
た
し
て
利
他
的
に
個
人
の
尊
厳
を
守
る
よ

う
な
行
動
を
取
る
こ
と
が
で
き
た
で
し
ょ
う

か
。
私
た
ち
は
歴
史
の
厳
し
い
事
実
を
正
視

し
、
二
度
と
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
人

間
の
尊
厳
を
守
る
こ
と
に
必
死
の
努
力
を
行

う
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

人
口
問
題
は
い
ま
ま
さ
に
、
人
類
に
と
っ

て
重
一
大
な
る
危
機
で
あ
る
と
同
時
に
、
わ
れ

わ
れ
が
地
球
上
に
お
け
る
一
つ
の
運
命
共
同

体
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
的
確
に
教
え
て

く
れ
て
い
ま
す
。
先
進
国
に
お
け
る
お
び
た

だ
し
い
資
源
の
浪
費
も
、
激
増
を
続
け
る
途

上
国
の
人
口
増
加
も
、
人
頬
と
地
球
が
そ
の

生
命
を
存
続
さ
せ
、
共
生
し
て
い
く
た
め
に

は
絶
対
的
な
圧
迫
要
因
と
な
り
ま
す
。
私
た

ち
は
人
口
問
題
・
環
境
問
題
を
通
じ
て
、
人

類
と
地
球
と
は
共
同
体
の
一
員
で
あ
る
、
と

い
う
こ
と
を
さ
ら
に
自
覚
す
べ
き
で
あ
り
ま

す。
私
た
ち
は
、
私
た
ち
に
関
わ
れ
て
い
る

こ
の
最
悪
の
事
態
を
い
か
に
回
避
す
る
の
か
、

か
つ
て
人
類
が
そ
の
歴
史
の
な
か
で
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
こ
の
事
態
に
、
ど
の
よ
う
に

振
る
舞
う
べ
き
か
、
い
ま
一
度
、
立
ち
止
ま

り
、
正
確
に
将
来
を
見
据
、
え
て
熟
慮
し
、
行

動
に
立
ち
上
が
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
は
、
い
ま
こ
そ
国
際
社
会
が
、
人
口
・
開

発
・
環
境
分
野
に
惜
し
み
な
き
努
力
を
集
中

し
、
傾
注
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

各
国
は
現
在
、
構
造
調
整
や
、
経
済
不
況
、

軍
事
支
出
の
増
大
等
に
悩
み
苦
し
ん
で
お
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
人
類

全
体
の
緊
急
の
課
題
で
あ
る
こ
の
人
口
・
環

境
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
に

は
特
に
軍
備
拡
大
な
ど
の
不
要
な
支
出
を
行

う
余
裕
は
全
く
な
い
筈
で
あ
り
ま
す
。
民
族

問
の
疑
い
や
、
国
と
国
と
の
憎
し
み
に
憎
し

み
を
も
っ
て
答
え
、
抗
争
を
繰
り
返
す
思
は

8 

ヰ
引
き
れ
ま
せ
ん
。

一
二
世
紀
に
向
か
っ
て
生
き
る
似
た
ち
に
、

こ
の
地
球
と
人
類
の
未
来
を
守
る
こ
と
が
出

来
る
の
か
ど
、
7
か
、
祖
先
か
ら
一
預
か
っ
た
こ

の
地
球
を
、
私
た
ち
の
子
孫
に
責
任
を
も
っ

て
引
き
渡
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
ど
、
フ
か
、

そ
れ
と
も
滅
び
さ
る
を
得
な
い
の
か
。
似
た



ち
は
、
ま
さ
に
選
択
の
限
界
に
立
っ
て
い
る

の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
厳
し
く
困
難
な
現
実
の
選
択
は
、
わ

れ
わ
れ
議
員
に
課
せ
ら
れ
た
大
き
な
責
務
で

あ
り
ま
す
。

地
球
共
同
体
の
一
員
と
し
て
、
個
々
人
が

尊
散
を
保
ち
、
お
互
い
を
認
め
合
い
な
が
ら

水
遠
な
る
平
和
を
目
指
し
て
共
存
共
栄
し
て

い
く

i
こ
の
身
震
い
す
る
よ
う
な
崇
高
な
使

l
i
l
回
連
人
口
基
金
事
務
局
長

J失

f多

ナ
フ
ィ
ス
・
サ
デ
ィ
ク
ー
ー
ー

国連人口基金事務局

人口・開発・アジア国会議員代表者会議

文

Z 土

自冗

長

博

代

次

藤安

問
ド
、
代
表
各
依
、
ご
出
席
の
皆
様
、
第

一
O
囚
人
口
と
開
発
に
開
削
す
る
ア
ジ
ア
同
会

議
員
代
表
者
会
議
に
お
き
ま
し
て
、
ナ
フ
ィ

ス
・
サ
デ
f
ク
事
務
局
長
の
代
理
と
し
て
ご

挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く

忍
っ
て
お
り
ま
す
。

第10箇

ム
叩
を
達
成
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
は
英
知
と

情
熱
を
ふ
り
し
は
り
、
さ
ら
な
る
前
進
を
盟
主
一
円

い
合
お
、
7
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
の

A
P
D
A
会
議
は
、
テ
!
?
が
人
口

問
題
の
最
大
の
課
題
の
一
つ
で
あ
る
「
女
性

問
題
L

に
絞
ら
れ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
活
発

な
ご
討
議
と
実
り
あ
る
成
果
を
期
待
中
し
ト

げ
、
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

き
て

ナ
フ
ィ
ス
・
サ
デ
ィ
ク
氏
は
先
約

が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
今
回
出
席
で
き
な
い

と
を
大
変
残
念
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様

方
に
是
非
ど
、
7
ぞ
よ
ろ
し
く
、
そ
し
て
ま
た

会
議
の
成
功
を
祈
る
と
こ
と
ず
か
つ
て
ま
い

り
ま
し
た

ま
た
今
回
の
会
議
が
女
性
、
人
口
、
開
発

と
い
う
テ
|

7

に
絞
っ
て
討
議
が
な
さ
れ
る

と
い
、
7
こ
と
を
サ
デ
イ
ク
事
務
局
長
は
大
変

に
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
の
機
会
を
拝
借
い
た
し
ま
し
て
、

A
P

D
A
、
A
F
P
P
D
、
そ
し
て
ま
た
中
国
政

府
に
対
し
、
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。

北
京
で
こ
の
会
議
を
主
宰
し
て

F
き
り
、

誠
に
あ
り
が
と
う
、
」
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た

こ
の
よ
う
に
温
か
く
お
迎
え
い
た
だ
き
、

ろ
い
ろ
な
形
で
ご
援
助
い
た
だ
き
ま
し
た
組

議
委
員
会
に
対
し
、
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

き
て
、
人
口
と
開
発
に
関
す
る
回
出
際
会
議
、

い
わ
ゆ
る
同
際
人
口
・
開
発
会
議
に
お
き
ま

し
て
は
、
そ
の
持
続
可
能
な
開
発
と
い
う
こ

と
が
大
変
に
大
き
な
テ

7
E
し
て
上
げ
ら し、

れ
て
お
り
ま
す
。

人
口
は
持
続
的
成
長
と
持
続
可
能
な
開
発

と
い
う
テ
l
?
を
サ
フ
タ
イ
ト
ル
と
選
び
ま

し
て
、
人
口
、
環
境
、
そ
し
て
天
然
資
源
、

生
産
、
消
費
を
き
ち
ん
と
管
理
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
現
世
代
及
び
将
来
の
世
代
の
幸
福
を

は
か
ろ
う
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
持
続

可
能
な
開
発
と
い
う
目
標
を
達
成
す
る
に
は
、

女
性
の
全
面
的
な
参
加
が
な
け
れ
ば
実
施
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
は
皆
様
こ
存
じ

の
通
り
で
す
。

す
べ
て
の
社
会
と
は
い
い
ま
せ
ん
が
、
多

く
の
社
会
に
お
い
て
止
性
は
今
な
お
男
性
よ

り
価
値
が
な
い
と
考
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

家
庭
に
お
い
て
職
場
に
お
い
て
、
ま
た
社
会

に
お
い
て
女
性
は
大
変
に
大
き
な
役
割
を
果

9 



た
し
て
い
る
に
も
潟
わ
ら
ず
、
女
性
の
社
会

的
、
絞
済
的
な
貢
献
は
無
視
さ
れ
、
し
か
も

非
常
に
低
く
評
術
き
れ
て
お
り
ま
す
。

女
性
は
家
庭
に
お
い
て
も
、
ま
た
家
庭
の

外
に
お
い
て
も
意
士
山
決
定
に
対
し
て
ほ
と
ん

ど
、
ま
た
は
全
く
発
言
権
を
持
ち
ま
せ
ん
。

も
し
ア
ジ
ア
の
諸
国
が
社
会
絞
済
的
な
開

発
の
目
標
を
達
成
す
る
と
す
れ
ば
、
女
性
に

対
し
て
投
資
を
す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
り
ま

し
ょ
う
。
女
性
に
対
す
る
投
資
、
そ
れ
は
何

を
意
味
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
女
性

に
対
す
る
選
択
の
機
会
を
与
え
、
広
く
す
る

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
女
性
が
持
て
る
能
力
を

発
揮
す
る
こ
と
を
さ
ま
た
げ
て
い
る
障
設
を

取
り
除
く
こ
と
で
す
。
そ
し
て
ま
た
、
個
人

と
し
て
政
治
的
な
権
利
を
確
立
し
、
そ
し
て

教
育
、
一
雇
用
の
機
会
を
拡
大
し
、
そ
し
て
性

と
生
殖
に
関
す
る
健
康
、
そ
し
て
家
族
計
画

に
対
す
る
情
報
サ

l
ヒ
ス
を
よ
り
多
く
提
供

す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

少
女
に
対
す
る
教
育
、
こ
れ
こ
そ
女
性
の

地
位
向
上
を
実
現
す
る
上
で
、
一
番
大
き
な

役
割
を
来
た
す
も
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
教

育
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
女
性
は
伝
統
の

あ
し
か
せ
か
ら
同
開
放
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
ま

た
出
生
率
を
下
げ
、
乳
幼
児
死
亡
率
を
下
げ

る
上
で
も
、
女
性
の
教
育
が
非
常
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
ま
す
し
、
家
族
全
体
の
幸
せ

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
連
人
口
基
金
は
、
一
九
六
九
年
設
立
以

米
、
女
性
、
人
口
、
開
発
に
全
磁
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
人
口
基
金
は
政
府

に
対
し
て
人
口
と
間
開
発
計
画
に
取
り
組
む
よ

う
に
推
奨
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
女
性
の
平

等
、
そ
し
て
ま
た
女
性
の
地
位
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
は
、
間
際
人
口
・
潤
発
会
議
で
の
大

き
な
目
標
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
会
議
は
九
四
年
九
月
五
日
か
ら
二
二

日
ま
で
カ
イ
ロ
に
お
い
て
関
か
れ
ま
す
。
こ

の
会
議
に
お
い
て
国
際
社
会
は
、
行
動
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
す

な
わ
ち
人
権
と
国
家
の
主
権
に
基
づ
い
た
形

で
、
人
口
と
開
発
の
問
題
に
対
す
る
行
動
計

画
を
策
定
す
る
わ
け
で
す
。

性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
と
権
利
、
こ
れ

は
今
回
の
国
際
人
口
・
開
発
会
議
の
中
心
的

な
課
題
と
な
り
ま
す
。
性
と
生
殖
に
関
す
る

自
由
が
な
け
れ
ば
、
女
性
は
自
分
の
権
利
を

一
O
O
%発
揮
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
し
て
そ
の
権
利
と
は
、
教
育
、
雇
用
に
対

す
る
権
利
を
含
み
ま
す
。

現
在
、
途
上
国
の
夫
婦
の
五

O
%
が
家
族

計
画
を
実
行
し
て
お
り
ま
す
。
一
九
六

0
年

代
と
比
べ
ま
す
と
、
家
族
計
画
を
実
行
し
て

い
る
数
は
五
倍
に
増
え
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
今
な
お
、
家
族
計
画
悲
し
実
地
し
た
い

E
考

え
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
女
性
の
数
は
一
億
二

0

0
0
0万
人
に
の
ぼ
り
ま
す
。

国
際
人
口
・
開
発
会
議
の
準
備
に
た
ず
き

わ
る
私
ど
も
は
、
こ
の
国
際
人
口
・
同
開
発
会

議
が
最
終
的
に
は
九
五
年
九
月
北
京
で
関
か

れ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
第
四
回
世
界
女
性
会

議
に
対
し
て
、
非
常
に
葉
市
古
な
貢
献
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
忽
っ
て
お
り
ま

す。

10 

カ
イ
ロ
会
議
で
は
女
性
の
権
利
が
大
変
に

重
要
な
議
題
と
な
る
で
あ
ろ
、
7
と
思
い
ま
す
。

昨
年
ウ
ィ
ー
ン
で
開
か
れ
ま
し
た
人
口
会
議

に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
た
よ
う
に
、
女
性
の
会

議
こ
そ
が
、
女
性
の
権
利
こ
そ
が
、
人
口
と

持
続
可
能
な
開
発
に
お
い
て
、
行
動
計
画
を

実
行
す
る
上
で
大
変
大
き
な
役
割
を
果
た
す

こ
と
を
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

第
四
国

A
F
P
P
D
の
総
会
で
採
択
さ
れ



ま
し
た
、

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
!
ル
宣
言
は
、
閉
国

会
議
員
の
役
割
と
決
窓
が
記
き
れ
て
お
り
ま

す。
ク
ア
ラ
ル
ン
プ

l
ル
{
百
二
コ
一
百
は
悶
会
議
員
に

対
し
て
、
そ
の
国
会
を
通
じ
て
次
の
よ
う
な

こ
と
を
行
う
こ
と
を
呼
び
か
け
て
お
り
ま
す
。

ま
ず
第
一
に
女
性
の
生
産
的
な
そ
し
て
報
酬

の
得
ら
れ
る
雇
用
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
強
化
す

る
。
第
二
に
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
差
別
か
ら
女

性
を
保
護
す
る
。
こ
れ
は
経
済
的
な
差
別
、

そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
暴
力
を
含
み
ま
す
。

第
三
に
は
、
女
性
の
権
利
、
そ
し
て
ま
た
社

会
的
絞
済
的
独
立
を
来
た
す
上
で
の
法
律
的
、

震一

人口・開発・アジア国会議員代表者会議

麟麟鶴間関

員議会国

第l自由

行
政
的
、
社
会
的
な
降
壁
を
取
り
除
く
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
権
利
の
中
に
は
財
産
権
、

そ
し
て
ま
た
信
用
を
得
る
権
利
も
入
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
し
て
次
に
同
一
慨
値
労
働
、
日
間

一
賃
金
を
保
障
す
る
法
律
を
制
定
し
、
実
行

す
る
こ
と
を
求
め
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
ま

た
す
べ
て
の
間
開
発
計
画
に
お
い
て
、
性
を
き

ち
ん
と
考
、
え
る
と
い
う
こ
と
を
呼
び
か
け
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
少
女
の
池
位
、
平
等
、

そ
し
て
幸
福
を
促
進
す
る
よ
う
な
政
策
、
計

画
を
策
定
す
る
こ
と
。
そ
し
て
ま
た
、
男
児

に
対
し
て
性
の
平
等
を
旨
?
と
す
る
価
値
感
と

そ
し
て
行
動
規
範
を
植
え
付
け
る
こ
と
を
呼

新(衆・自民)

松(参・公明)

嘉与子(参・自民)

子(参・社会)

知恵子(参・自民)
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(日大人口研究所名誉所長)

門専

び
か
け
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
会
議
で
、
今
申
し
上
げ
ま
し

た
よ
う
な
問
題
が
討
議
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
あ
た
り
ま
し
て
、
サ
デ
ィ
ク
事
務

局
長
か
ら
、
こ
の
会
議
に
対
し
て
成
功
を
祈

る
と
い
う
メ
ソ
セ

l
ジ
を
お
伝
え
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
ま
た
、
今
閥
、
私
が
出

席
で
き
ま
す
こ
と
を
大
変
、
7
れ
し
く
思
い
ま

す
こ
と
を
お
伝
え
し
て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。

福三郎(理事長)

雄(常務理事)
事務局長

At{ 

/[ 

主催者・ APDA

大

1多

久美子

美

次

正

春

{中真

百事

本

井

沢

国前

広

遠

I由

桜



同
団

園

E電

l2 

黒
黒
田
俊
夫
博
士
は
、

A
P
D
A
が
平
成
五

年
ス
リ
ラ
ン
カ
で
実
施
し
た

H

東
南
ア
ジ
ア

諸
国
等
人
口
・
開
発
慕
礎
調
査
。
の
総
括
を

中
心
に
、
ス
リ
ラ
ン
カ
と
東
南
ア
ジ
ア
、
南

ア
ジ
ア
の
人
口
と
開
発
に
つ
い
て
報
告
を
行

っ
た
。

間
報
告
は
、

J
問
ア
ジ
ア
に
お
け
る
人
口

転
換
の
パ
イ
オ
ニ
ア
、

ーし

ス
リ
ラ
ン
力
。
と
称

ス
リ
ラ
ン
カ
は
経
済
発
展
が
十
分
で
は

な
い
が
人
口
分
野
に
お
い
て
大
き
な
成
眠
不
を

収
め
て
い
る
状
況
に
つ
い
て
次
の
よ
、
7
に
指

繍
し
た
。

ス
リ
ラ
ン
カ
は
、
人
口
転
換
指
数

が
一
九
九
二
年
に

0
・
八
六
%
で
ほ
ぼ
九
O

%
近
く
あ
り
、
人
口
転
換
を
達
成
し
た
と
言

こ
の
こ
と
は
、

ま
ず

、えヲム日。

ス
ワ
ラ
ン
カ
が
山
山
生

率
も
低
く
、
寿
命
が
長
い
こ
左
を
意
味
し
て

お
り
、
南
ア
ジ
ア
の
中
で
は
人
口
転
換
指
数

が
非
常
に
高
く
、
人
口
転
換
が
他
の
国
よ
り

も
進
ん
で
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

次
に
、
五
歳
以
下
の
幼
児
死
亡
率
を
日
比
る

と
、
南
ア
ジ
ア
で
は
出
生
一
、

0
0
0対
で

[!] 

12 

平
均
が
二
二
一
で
あ
る
が

ス
リ
ラ
ン
カ
は

一
二
と
非
常
に
低
い
数
値
を
示
し
て
い
る
。

一
人
当
り
の

G
N
P
五

0
0ド
ル
以
下
の
出

で
見
て
も
、
ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
の
乳
児
死
亡

率
が
五
O
前
後
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
過
去
一

O
年
簡
に
幼
児
死
亡
率
が
半
分
以
下
に
な
っ

た
国
を
見
る

E
ス
リ
ラ
ン
カ
は
六
O
%
の
低

下
が
あ
り
、
死
亡
率
で
は
、

7

レ

シ

ア

と

河
じ
水
準
に
達
し
た
。

小
学
校
五
年
生
ま
で
の
初
等
教
育
と
、
一

人
当
り
の

G
N
P
の
関
連
で
見
る
と
、
一
人

当
り
の

G
N
P
が
一
、

0
0
0ド
ル
以
'LESS

いで

五
年
修
了
の
割
合
は
、
タ
イ
が
六
三
%
で
、

一、

0
0
0ド
ル
以
下
で
は
、
ジ
ン
ハ
ブ
へ

の
九
四
%
に
次
い
で
ス
リ
ラ
ン
カ
は
九
一
%

を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
経
消
は
そ
れ

ほ
ど
発
展
し
て
い
な
い
が
教
育
を
高
め
た
こ

と
を
実
証
し
て
い
る
。

最
後
に
、
母
親
の
死
亡
率
を
見
る
と
、
ア

ジ
ア
、
特
に
、
南
ア
ジ
ア
全
体
で
は
、
出
生

一
O
O
、
O
O
O
M
月
間
九
O
と
い
う
数
値
に



〔写真・右〕スリ・ランカの人

口・開発基礎弱査を発表する

黒田俊夫博士。

な
っ
て
い
る
。

ス
リ
ラ
ン
カ
は
八

O
で
、
南

ア
ジ
ア
の
平
均
の
六
分
の
一
と
い
う
極
め
て

低
い
数
字
を
示
し
て
い
る
。

経
済
成
長
が
ま
だ
さ
ほ
ど
進
ん
で
い
な
い

国
で
も
、
出
生
率
も
死
亡
率
も
減
ら
し
、
人

口
転
換
を
達
成
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
ス
リ

一
ア
ン
カ
の
状
況
が
実
証
し
て
い
る
。

富

砲

人ロ・偶発・アジア国会議員代表者会議〈セッション 1) 

-
ネ
ビ
ル
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド(
ス
リ
ラ
ン
カ
)

禁
固
先
生
の
素
晴
ら
1
J
い
ペ
ー
パ
ー

と、

A
P
D
A
の
調
査
に
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
わ
が
国
政
府
は
五

0
年
代
に

家
族
計
画
に
取
組
み
ま
し
た
。
合
計
特

殊
出
生
率

(
T
F
R
)
が
低
い
の
は
、

義
務
教
育
が
貢
献
し
て
い
る
と
思
う
。

経
済
が
自
由
化
し
て
二

O
年
位
に
な
る

が
、
外
部
か
ら
の
流
入
資
金
が
武
器
購

入
に
流
れ
、
テ
ロ
の
活
助
を
助
長
し
て

い
る
。
大
統
領
も
内
務
大
臣
も
暗
殺
さ

れ
た
が
、
問
題
は
民
族
対
立
で
は
な
く

テ
ロ
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
是
非
、

第101Q1

日
本
や
他
の
国
に
こ
の
こ
と
を
理
解
し

協
力
し
て
ほ
し
い
。

出
生
率
低
下
と
乳
幼
児
死
亡
率

の
低
下
の
影
響
は
?

-
ナ
フ
シ
ア
・
ム
ボ
イ

(
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
)

一
二
世
紀
の
女
性
を
考
え
る
持
、
山
山

生
率
が
下
が
り
、
乳
児
・
幼
児
の
死
亡

率
が
下
が
る
と
い
う
こ
と
が
、
ど
の
よ

う
な
影
響
を
与
え
る
で
し
ょ
う
か
。
特

に
生
活
の
質
と
い
う
側
面
か
ら
み
た
時

に
ど
う
変
っ
て
い
く
の
か
。
長
寿
の
独

居
老
人
と
の
か
ら
み
で
お
伺
い
し
た
い
。

-
ネ
ビ
ル
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド

(
ス
リ
ラ
ン
カ
)

お
金
を
持
っ
て
い
る
た
め
に
強
盗
、

殺
人
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
も
あ
り
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て

、
3
0

し

314

一
人
暮
し
に
は
親
戚
・
家
族

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
を

-
チ
ャ
イ
・
ワ
イ
・
チ
ュ
ン
(
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
)

わ
が
国
で
は
人
口
転
換
の
経
験
の
な

か
で
独
身
女
性
が
増
、
え
て
い
る
。
専
門

職
に
つ
い
て
一
人
暮
し
、
晩
婚
化
が
進

み
、
独
居
老
女
の
問
題
が
出
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
家
族
の
価
値
と
い
う
も
の

で
き
れ

を
進
め
て
い
き
た
い

E
想、
7
0

ば
親
戚
・
家
族
と
、
不
ツ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

を
し
、
親
と
同
居
し
た
り
、
交
流
を
進

め
る
と
い
っ
た
ア
ジ
ア
の
持
つ
本
来
の

大
家
族
制
度
、
山
間
値
感
を
導
入
し
よ
う

と
し
て
い
る
。

重
要
な
二
つ
の
相
関
関
係

-
高
桑
栄
松
(
日
本
)

ご
く
最
近
、
統
計
的
調
査
を
し
た
が
、

二
つ
の
相
関
関
係
が
は
っ
き
り
し
た
。

一
つ
は
、
乳
幼
児
死
亡
率
と
出
生
率
と

の
問
に
は
統
計
上
の
有
意
味
な
棺
関
関

係
が
発
生
し
て
い
る
。

0
・
八
コ
一
と
い

13 



う
関
数
で
、
一
対
一
と
も
等
し
い
関
係

が
成
立
し
て
い
る
。
高
山
山
生
率
イ
コ
ー

ル
高
乳
児
死
亡
率
で
す
。
も
う
一
つ
は
、

乳
児
死
亡
率
と
成
人
婦
人
の
識
字
率
で

こ
れ
は
マ
イ
ナ
ス

0
・
九
一
と
い

す

う
高
い
き
れ
い
な
相
関
を
示
し
て
お
り
、

婦
人
の
教
育
の
レ
ベ
ル
が
非
常
に
重
要

な
要
素
に
な
る
、
と
い
、
え
る
の
で
は
な

し
カ

川

野

重

任

博

士

は
じ
め
に
l
農
業
を
基
礎
と
し
た
ベ
ト
ナ
ム

制
ア
ジ
ア
人
口
・
同
開
発
協
会
で
は
、

九
二
年
度
に
ベ
ト
ナ
ム
の
農
村
を
中
心
と
し

た
人
口
問
題
の
調
査
を
行
い
、
一
九
九
三
年

度
に
農
業
開
発
に
関
す
る
謁
査
を
現
地
調
査

を
含
め
て
行
っ
た
。
そ
の
結
果
を
も
と
に
、

ベ
ト
ナ
ム
の
農
村
人
口
問
題
の
現
状
と
農
業

開
発
上
の
課
題
が
何
で
あ
る
か
に
つ
い
て
述

べ
た
い
。

1L 

ベ
ト
ナ
ム
の
人
口
の
大
部
分
は
今
な
お
、

農
業
生
産
に
よ
っ
て
所
得
を
得
る
農
業
就
業

人
口
な
ら
び
に
こ
れ
に
関
連
す
る
農
村
地
域

の
人
口
で
あ
る
。

そ
の
所
得
水
準
の
向
上
の

た
め
に
は
農
業
開
発
の
推
進
と
そ
れ
に
よ
る

農
業
生
産
力
の
向
上
、
発
展
が
何
よ
り
も
鳶

要
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
き
ら
に
ベ

ト
ナ
ム
の
場
合
、
そ
の
食
料
需
要
は
今
後
人

口
増
加
と
所
得
水
準
の
上
昇
と
と
も
に
益
々

増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

面
か
ら
も
食
料
生
産
を
中
心
と
す
る
農
業
開

発
の
推
進
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
く
る

と
考
、
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

2
、
農
村
人
口
問
題
の
現
状

一
九
九
三
年
現
在
、
ベ
ト
ナ
ム
の
人
口
は

総
数
七
一
七

O
万
人
、
う
ち
、
七
八
%
五
六

三
六
万
人
が
農
村
人
口
だ
と
さ
れ
る
。
人
口

増
加
率
は
…
九
七
五
年
八

0
年
代
の
二
七

%
近
い
高
い
水
準
か
ら
漸
次
低
下
し
、
現
夜

一
一
二
%
水
準
と
さ
れ
て
い
る
が
依
然
と
し
て

古
向
く
、
そ
の
中
心
は
農
村
部
に
あ
る
と
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
都
市
部
で
は

T
F
R
二
・

一
一
と
ほ
ほ
置
き
換
、
ぇ
水
準
を
達
成
し
た
と
さ

れ
る
が
、
農
村
部
で
は
依
然
と
し
て

T
F
R

閲
以
上
の
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
。

現
に
調
査
し
た
地
域
で
も
次
の
通
り
で
あ

る
こ
九
九
二
年
)

(単位%0)

f血 域 普通出生率 普通死亡率 自然増加率

アィエンサ2ン
2 7. 6 7. 1 2 O. 5 I 

'7ロピィンス
ドンナイ

2 8. 4 4. 9 2 3. 5 
-プロピィンス

ナムハ
2 5. 4 <1. 0 2 1. 4 

-プロピィンス

ホアピン
3 O. 7 7. 2 2 3. 5 

目フロピィンス

14 

こ
の
古
同
い

自
然
増
加
率

は
、
家
族
計

凶
普
及
率
が

調
査
地
域
で

六
O
%
(
ナ

ム
ハ
・
。
7
ロ

ビ
ン
ス
)
な

い
し
四
五
%

(
-
ア
ィ
エ
ン

ザ
ン
・
プ
ロ

ビ
ン
ス
)
と

高
い
率
に
あ

る
に
も
関
わ



人口・開発・アジア国会議員代表者会議{セッションI)第四回

1990-95'手、 5カ年計画の目標

ら
ず
、
毎
年
同
全
体
と
し
て

九
五
)
普
通
出
生
率
が
三

0
・
一
二
%
の
高
さ

に
あ
り
、
一
方
普
通
死
亡
率
が
八
・
二
%
の

低
水
準
に
ま
で
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ

る
。
す
な
わ
ち
、
普
通
出
生
率
が
一
九
五
五

六
0
年
代
の
四
二
%
か
ら
三

0
・
三
%
近

く
に
ま
で
引
き
下
げ
ら
れ
た
一
方
、
普
通
死

亡
率
は
同
じ
期
間
に
二
五
回
六
%
か
ら
八
・

二
%
へ
と
、
そ
れ
以
上
の
割
合
で
引
き
下
げ

二
九
九

O
!

ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
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こ
れ
は
他
耐
に
お
い
て
は
、
平
均
寿
命
を

悶
全
体
と
し
て
四
一
…
・
九
歳
ご
九
五
五

i

一
九
六

O
)
か
ら
六
三
・
五
歳
二
九
九

O

l
一
九
九
五
)
ま
で
引
き
上
げ
た
が
、
こ
の

人
口
の
急
増
は
同
時
に
、
短
期
的
に
は
若
年

年
齢
層
人
口
の
急
増
と
そ
れ
を
養
う
た
め
の

扶
養
負
担
の
増
加
を
意
味
す
る
。

現
在
ベ
ト
ナ
ム
の
一
人
当
た
り
G
N
P
は

年
に
二
三

O
ト
ル
と
き
れ
る
が
、

き
上
げ
る
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
大
部

分
の
人
口
が
就
業
し
て
い
る
農
業
を
中
心
と

し
て
そ
の
生
産
力
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で

こ
れ
を
引

ふめづ
A
V

。

3 

農
業
五
ヶ
年
計
画
の
目
標

ベ
ト
ナ
ム
は
南
北
統
一
に
よ
る
相
会
主
義

計
耐
経
済
の
も
と
で
、
長
く
物
資
の
生
産
、

分
配
な
ど
に
つ
い
て
強
度
の
管
理
政
策
を
取

っ
て
き
た
が
一
九
八
六
年
に
い
わ
ゆ
る
ド
イ

・
モ
イ
(
刷
新
)
政
策
の
採
用
を
行
い
、
さ

ら
に
一
九
八
八
年
に
新
外
貨
法
制
定
、
財
政

・
金
融
改
革
お
よ
び
同
営
企
業
改
革
開
始
を

も
っ
て
実
質
的
に
体
制
を
一
新
し
た
が
、
…

九
九

O
年
|
九
五
年
の
農
主
出
産
物
、
水
産
物

な
ど
の
生
産
目
擦
を
次
の
よ
う
な
も
の
と
し

て
示
し
て
い
る

(
上
表
)
。

方

ベ
ト
ナ
ム
の
農
業
政
策
の
公
式
日

擦
は
次
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
不
さ
れ
る
と

す
る
。

(
国
際
農
林
業
協
力
協
会
「
ベ
ト
ナ

ム
の
農
業
」

ω
食
料
の
自
給

ω
農
産
物
輸
出
に
よ
る
対
外
債
務
返
済
と

外
貨
の
獲
得 九

九

(3) 

協
同
組
合
と
民
営
農
場
の
指
導
力
の
維

(4) 

ら都持
一市
定部
の消
農費
村の
部レ
グ)く

4Y. }レ
入を
確維
保持
をし
はな
かが

る
ω
自
然
環
境
の
保
護

つ
ま
り
、
食
料
の
自
給
を
実
現
し
な
が
ら

な
お
輸
出
農
産
物
の
確
保
に
よ
っ
て
、
ベ

i

ナ
ム
国
経
済
の
発
展
を
凶
ろ
う
と
い
、
7
わ
け

で
あ
る
が
、
上
述
の
目
標
数
字
は
お
そ
ら
く
、

こ
の
河
内
消
費
と
輸
出
分
の
双
お
を
含
ん
だ

も
の
と
考
、
え
る
べ
き
で
あ
ろ
、
ー
そ
の
内
訳

は
不
明
だ
が
、
国
内
消
費
に
つ
い
て
い
え
ば
、

九
九
五
年
の
人
口
七
一

七
(
百
万
)
が

一
人
当
た
り
栄
養
隈
取
量
と
し
て
…
日
二
、

タ
ン
パ
ク
質
、

脂
肪
の
摂
取
量
も
そ
れ
ぞ
れ
一
日
四
八
グ
ラ

四
三
一
K
カ
ロ
リ
ー
を
続
出
刷
、

15 



ム
、
一
一
四
グ
ラ
ム
に
な
る
も
の
と
想
定
さ
れ

る
。
こ
れ
は
一

O
年
余
り
前
の
一
九
八

O
年

に
く
ら
べ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
一
九
九

O
年
に

比
べ
て
も
大
変
な
栄
養
改
善
と
い
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
所
得
水
準
が
上
が
れ
ば
当

然
、
こ
の
よ
う
に
し
て
食
料
の
国
内
需
要
は

大
編
に
増
え
る
も
の
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め

に
は
、
農
地
と
し
て
播
種
で
き
る
面
積
は
一

O
、
八

O
O
(
千
加
)
に
増
え
、
米
に
つ
い

て
い
え
ば
、
そ
の
作
付
け
面
積
は
二

O
、
五

回
二
(
千
凶
)
と
な
り
、
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当

た
り
畑
悼
の
収
量
も
三
・
二

i
ン
に
な
ら
ね
ば

な
ら
な
い
と
す
る
。
そ
し
て
畜
産
物
、
水
産

物
に
つ
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
増
産
が
怨
定
さ

れ
て
い
る
。
倒
れ
に
し
て
も
、
級
生
産
に
つ

い
て
は
年
率
三
%
に
近
い
増
産
率
が
想
定
さ

れ
、
畜
産
物
に
つ
い
て
は
一
層
高
い
率
で
の

増
産
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
所
得
水
準
の
上

昇
と
と
も
に
、
斎
産
物
に
対
す
る
需
要
増
が

一
層
強
い
も
の
と
し
て
見
込
ま
れ
る
と
い
う

事
か
ら
で
あ
る
。

4 

目
標
実
現
上
の
課
題

問
題
は
こ
う
い
う
目
標
を
い
か
に
し
て
実

現
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
率
直
の
と

こ
ろ
、
そ
の
日
襟
は
か
な
り
野
心
的
で
、
他

の
途
上
国
の
過
去
の
例
か
ら
す
る
と
実
現
必

ず
し
も
容
易
で
な
い
と
考
、
子
句
れ
る
が
、
そ

れ
を
可
能
に
す
る
理
論
的
筋
道
と
し
て
は
二

つ
が
考
え
ら
れ
る
。

第
一
は
ト
イ
・
モ
イ
政
策
の
効
果
で
あ
る
。

こ
れ
は
社
会
全
体
と
し
て
の
物
的
生
産
要
素

た
る

5HUE'例
、
え
ば
労
働
力
、
種
子
、
肥
料
、

農
薬
、
農
業
機
械
な
ど
の
利
用
量
、
投
入
量

は
仮
に
不
変
と
し
て
も
そ
の
合
理
的
利
用
、

投
入
が
各
種
の
政
策
的
規
制
に
よ
っ
て
歪
め

ら
れ
、
組
ま
れ
て
い
る
場
合
、
規
制
の
緩
和
、

廃
止
な
ど
に
よ
っ
て
よ
り
合
理
的
な
生
産
方

法
が
可
能
と
な
り
、

0
2百
三
が
同
唱
え
る
可
能

性
を
持
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
九
八
九
年
、
ベ
ト
ナ
ム
は
平
然
と
し
て

米
の
大
輸
出
国
と
な
り
、
一
八

O
万
ト
ン
の

大
量
輪
出
を
行
、
?
に
至
っ
た
が
、

こ
れ
は
少

な
か
ら
ず
ド
イ
・
モ
イ
政
策
の
結
果
と
考
、
え

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
は
一
応
以
上
の

よ
う
な
も
の
と
し
て
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
れ
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
生

産
、
販
売
、
流
通
な
ど
の
諸
過
駁
を
変
、
え
た

の
か
。

16 

ホ
ア
ビ
ン
・
プ
ロ
ビ
ン
ス
で
は
、
寸
米
に

適
し
た
地
域
で
は
な
い
た
め
、
野
菜
へ
の
転

作
を
進
め
た
、
労
働
コ
ス
ト
の
安
さ
と
土
壌

及
び
気
候
が
野
菜
生
産
に
適
し
て
い
る
L

な

と
の
報
告
を
受
け
た
し
、
ま
た
っ
ド
イ
・
モ

イ
に
よ
っ
て
農
民
の
責
任
が
合
作
社
に
指
定

さ
れ
た
最
を
約
め
る
こ
と
か
ら
、
直
接
政
府

に
土
地
使
用
税
を
約
め
る
よ
う
に
変
わ
っ
た
、

土
地
使
用
税
は
土
地
生
産
力
に
よ
っ
て
七
段

階
に
分
け
ら
れ
、
ま
た
実
質
的
な
納
税
負
担

が
四
分
の
一
程
度
に
減
少
し
、
こ
れ
が
、
農

業
生
産
力
の
向
上
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

た
し
と
も
開
い
た
が
、

こ
れ
な
ど
そ
う
で
あ

ろ、
7
。

土
地
利
用
税
負
担
の
減
少
は
逆

に
政
府
の
輪
出
米
減
少
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
と
の
疑
念
も
起
こ
り
、
こ
れ
に
答
え

る
た
め
に
は
、
そ
れ
で
も
な
お
政
府
米
、
あ

る
い
は
総
出
米
の
増
加
を
も
た
ら
す
だ
け
の

米
の
増
産
が
あ
っ
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
少
な
く
と
も
単
な
る
一
時
的
な
豊
作

現
象
で
な
い
と
す
れ
ば
そ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
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し
か
し
、
そ
う
し
た
ド
イ
・
モ
イ
政
策
が

ど
の
よ
う
に
具
体
的
な
生
産
、
流
通
な
ど
の

関
係
を
変
、
え
、
増
産
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な

っ
た
か
。
一
層
呉
体
的
に
は
、
種
子
の
選
択
、

播
様
、
移
植
、
施
肥
、
水
管
理
、
肥
培
の
方

法
、
収
穫
、
収
穫
後
の
処
刑
相
な
ど
ど
う
変
わ

っ
た
の
か
。
ま
た
、
農
地
の
条
件
が
ど
う
変

わ
っ
た
の
か
な
ど
の
関
係
に
つ
い
て
は
残
念

な
が
ら
、
限
ら
れ
た
時
限
内
で
の
現
地
調
査

で
は
充
分
に
確
か
め
得
な
か
っ
た
が
、
少
な

か
ら
ぬ
変
化
が
あ
り
、
ま
た
現
に
起
こ
り
つ

つ
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
今

後
の
政
策
推
進
の
た
め
に
も
こ
の
関
係
は
我

々
と
し
て
さ
ら
に
学
ば
ね
ば
な
ら
な
い
と
思

人口・開発・アジア箆会議員代表者会議〈セッションI)

7 。
第
二
に
は
、

FHUE
の
量
、
そ
の
組
み
合

わ
せ
、
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
の
技
術
な
ど

が
変
化
し
、
そ
れ
が
全
体
と
し
て
の
。
巳
甘
三

の
犠
加
、
生
産
量
の
向
上
を
も
た
ら
す
と
い

う
道
筋
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
い
え
ば
、

調
査
地
域
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
多
く
の
問

題
点
が
一
層
の
生
産
力
発
展
に
つ
な
が
る
言

わ
ば
処
方
培
主
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
。
一
般
的

に
は
資
金
不
足
、
金
融
業
務
運
営
上
の
ス
タ

ソ
フ
の
不
足
、
南
部
地
域
で
は
電
力
不
足
な

ど
が
い
わ
れ
、
ま
た
テ
ィ
エ
ン
ザ
ン
・
プ
ロ

ヒ
ン
ス
で
は
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
加
工
設
備
の

不
足
が
指
摘
さ
れ
、
ド
ン
ナ
イ
・
プ
ロ
ビ
ン

ス
で
は
布
地
で
の
潅
紙
不
足
、
マ
ラ
リ
ア
の

蔓
延
が
問
題
点
と
し
て
指
摘
さ
れ
、
更
に
技

術
普
及
に
つ
い
て
は
貧
凶
家
庭
の
非
識
字
率

の
高
き
が
問
題
だ
と
の
指
摘
も
あ
っ
た
。

慨
し
て
い
え
ば
、
米
作
の
一
層
の
発
展
に

よ
っ
て
米
の
生
産
を
増
や
す
。
米
作
の
適
作

地
以
外
で
は
茶
、
コ

l
ヒ
!
、
果
実
、
野
菜

生
産
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
ン
な
ど
の
飼
料
生
産
に

重
点
を
お
き
、
一
部
そ
の
加
工
、
輪
出
も
考

え
る
。
養
豚
、
養
鶏
な
ど
の
高
産
の
拡
大
に

つ
い
て
も
、
増
大
す
る
国
内
需
要
を
満
た
す

と
共
に
総
出
に
よ
る
外
貨
袋
得
も
考
え
る
と

い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
特
に
必
要
と
さ
れ
る
国
際
協

力
と
し
て
は
、

ω資
金
の
導
入
に
よ
る
A
D

B
融
資
枠
の
拡
大
、

ω新
品
種
の
導
入
、

ω

農
薬
知
識
の
普
及
、

ωイ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク

チ
ャ

i
l
l
-水
利
改
善
な
ど
ー
ー
の
改
善
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

関
連
す
る
条
件
は
数
多
く
、
全
て
を
尽
く

す
こ
と
は
で
き
な
い
。
要
は
土
地
条
件
の
整

備
、
水
利
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
、
技
術
普

及
、
流
通
条
件
、
金
融
条
件
の
整
備
な
ど
慕

礎
条
件
の
整
備
に
つ
い
て
、
公
的
努
力
が
ど

れ
ほ
ど
な
さ
れ
る
か
、
そ
れ
に
は
国
際
協
力

が
ど
の
得
度
、
ど
の
よ
、
7
に
行
わ
れ
る
か
と

い
う
こ
と
、
そ
れ
に
個
々
の
農
業
者
が
い
か

に
そ
れ
ら
の
条
件
を
有
効
に
利
用
し
、
活
用

す
る
か
左
い
う
こ
と
に
か
か
っ
て
い
る
と
い

、7
-へ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
概
括
的
に
い
、
7
な
ら

ば
、
自
然
条
件
の
厳
し
い
北
部
と
広
大
な
メ

コ
ン
デ
ル
タ
に
恵
ま
れ
た
南
部
と
の
間
に
は

経
済
水
準
の
差
が
今
後
と
も
残
る
で
あ
ろ
う

こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
し
か
し
将
来
の

発
展
に
つ
い
て
は
か
な
り
楽
観
的
な
印
象
を

否
定
し
得
な
い
。
か
つ
て
の
大
地
主
の
も
と

で
の
零
細
小
作
農
と
い
う
農
民
の
地
位
は
革

命
に
よ
っ
て
解
体
き
れ
、
土
地
の
利
用
権
も

長
期
に
一
旦
っ
て
安
定
的
な
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
に
ベ
ト
ナ
ム
の
教
育
水
準
の
一
般

的
な
高
さ
と
勤
勉
な
関
民
性
は
将
来
に
つ
い

て
か
な
り
明
る
い
展
望
を
与
え
る
。
用
開
際
協

力
を
含
め
た
内
外
の
努
力
に
よ
っ
て
よ
き
成

功
の
得
ら
れ
る
こ
と
を
念
願
し
た
い
。

17 
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副大臣

怒
玉
出
制
大
臣
は
、
世
界
の

人
口
大
国
中
国
の
人
口
と
開

発
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

現
在
、
中
間
山
政
府
は
…
賞

し
た
開
発
総
合
計
画
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
人

口
、
家
族
計
凶
、
教
育
H
E
保

健
の
一
質
の
向
上
の
た
め
の
開
発
政
策
で
、
日

僚
は
人
口
増
加
が
社
会
経
済
開
発
を
超
え
な

い
、
資
源
を
枯
渇
き
せ
な
い
、
環
境
保
護
に

努
め
る
と
い
う
三
点
で
あ
る
。

中
岡
の
人
口
は
世
界
人
口
の
一
…
二
%
を
占

め
、
膨
大
な
人
口
を
か
か
、
え
て
い
る
こ
と
が

特
性
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
人
口
の
分
布
で

は
、
国
土
石
山
積
の
四
五
%
に
あ
た
る
大
陵
の

東
南
部
に
九
四
%
が
居
住
し
て
お
り
人
口
分

布
に
不
均
衡
を
生
じ
て
い
る
。
ま
た
、
人
口

地
加
に
よ
り
、
耕
地
の
減
少
、
森
林
伐
採
、

牧
草
地
の
縮
少
な
と
環
境
の
感
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
一
人
当
り
の
耕
地
面

債
は
、
一
九
四
九
年
に

0
・
一
八

M
あ
っ
た

が
一
九
九

O
年
に
は

0
・
。
八
泊
に
減
少
し

た
。
一
人
当
り
の
穀
物
生
産
も
河
様
に
一
九

八
四
年
に
三
九
回
同
だ
っ
た
も
の
が
五
年
後

の
一
九
八
八
年
に
は
三
六
二
見
に
減
少
し
た
。

雇
用
に
つ
い
て
は
、
人
口
規
模
が
大
き
い

こ
と
も
あ
り
、
毎
年
二
、

0
0
0万
人
が
労

働
市
場
に
参
入
し
て
お
り
、
雇
用
機
会
の
不

足
か
ら
農
村
で
は
…
億
人
以
上
の
過
剰
労
働

者
が
発
生
し
て
い
る
。

家
族
計
画
政
策
は
、
晩
婚
の
奨
励
、
児
童

の
保
健
を
は
じ
め
一
人
っ
子
政
策
が
あ
る
が
、

農
村
や
少
数
民
族
に
対
し
て
は
第
二
児
を
も

つ
こ
と
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
中

国
の
人
口
増
加
が
こ
の
ま
ま
す
す
む
と
二

0

0
0年
に
は
二
二
億
、
二
一
世
紀
中
葉
に
は

一
一
志
憶
に
な
る
と
予
想
き
れ
て
い
る
。
こ
の

た
め
で
き
る
だ
け
人
口
増
加
を
抑
制
す
る
た

め
、
政
府
は
人
口
プ
ロ
ク
ラ
ム
を
社
会
経
済

計
画
と
統
合
し
、
人
口
教
育
を
行
い
人
口
問

題
の
認
識
を
高
め
る
努
力
を
し
て
い
る
。
具

体
的
に
は
、
脊
児
・
出
産
、
家
族
計
画
、
避

妊
教
育
な
ど
を
新
婚
夫
婦
や
大
学
を
は
じ
め

学
校
教
育
を
通
じ
実
地
し
て
い
る
。

女
性
の
地
位
向
上
に
関
し
て
政
府
は
、
立

往
の
権
利
・
利
益
を
保
護
す
る
た
め
の
法
律

を
一
九
九
二
年
に
導
入
し
た
。
こ
の
法
律
の

導
入
に
よ
り
女
性
が
さ
ら
に
社
会
的
な
活
動

に
参
罰
す
る
機
会
が
培
、
え
た
。

最
後
に
、
中
国
は
人
口
問
題
の
解
決
の
た

め
対
外
援
助
に
頼
る
こ
と
な
く
自
ら
の
力
で

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

18 
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砲

@
チ
ェ
イ
・
ワ
ン
・
チ
ェ
ン
(
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
)

農
村
部
の
一
人
っ
子
政
策
で
農
業
生

産
が
落
ち
る
と
い
う
心
配
は
な
い
か
。

中
国
の
農
村
部
は

ほ
と
ん
ど
が
二
人
つ
子

-
ベ
ン
・
ユ
ウ

一
人
っ
子
政
策
は
都
市
部
で
定
着
し



て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
農
村
部
で
は
第

二
子
が
い
ま
す
。

-
ナ
フ
シ
ア
・
ム
ボ
イ

(
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
)

文
献
で
よ
く
見
て
き
た
が
、
一
人
っ

子
政
策
は
人
権
問
題
と
か
ら
ん
で
取
上

げ
ら
れ
て
い
る
。
第
一
子
が
女
子
だ
っ

た
場
合
、
処
置
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な

こ
と
を
よ
く
読
み
ま
す
。
中
国
文
化
は

ま
だ
男
子
を
大
切
に
し
て
い
る
の
か
。

人口・開発・アジア国会議員代表者会議{セッションIl)

園

~ 

社
会
・
経
済
お
よ
び
人
口
の
視
点

か

ら

み

た

家

族

と

主

婦

第lO@l

-
ベ
ン
・
ユ
ウ

基
本
的
人
権
は
尊
重
す
べ
き
で
す
し
、

生
活
の
質
を
向
上
き
せ
る
よ
う
な
人
権

擁
護
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
や
は
り
農
村
は
男
子
を
好
み
ま
す

ね
。
都
市
部
で
は
男
女
の
平
等
が
高
ま

っ
て
き
た
。
男
女
の
山
山
生
比
率
調
査
を

し
て
い
る
が
、
立
子
が
出
生
し
た
場
合
、

必
ず
し
も
登
録
さ
れ
て
い
な
い
、
こ
う

い
う
問
題
が
あ
る
よ
う
で
す
。
女
子
ー
を

産
ん
だ
場
合
、
そ
の
母
親
が
い
じ
め
ら

れ
る
と
い
っ
た
場
合
に
は
、
法
律
違
反

な
の
で
違
反
者
は
処
罰
さ
れ
ま
す
。

園
圃

画

統
計
に
疑
問
が

-
ナ
フ
シ
ア
・
ム
ボ
イ

と
い
う
こ
と
は
、
中
国
の
統
計
が
あ

ま
り
あ
て
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
ら
な
い
か
。

数
字
は
是
正
し
た

@
ベ
ン
・
ユ
ウ

女
子
の
出
産
登
録
が
き
れ
て
い
な
い

こ
と
が
、
広
ど
も
の
調
査
で
判
っ
た
の

で
、
数
字
は
是
正
を
し
て
入
れ
た
。

回

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ー
コ
リ
ン
・
ホ
リ
ス
議
員

1

無
料
の
仕
事
の
叩
%
を
分
担

オ
ー
ス
↑
ラ
リ
ア
で
は
、
女
性
が
主
た
る

介
護
者
で
あ
り
、
無
料
の
サ
!
ヒ
ス
の
提
供

者
で
す
。
家
事
の
分
担
と
い
う
教
育
が
行
わ

れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
無
料
の
仕
事
の

七
O
%
ま
で
が
女
性
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
労
働
者
の
四
二
・
一
%
は
女
性
で
占
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め
、
女
性
は
有
給
、
無
給
の
削
方
の
仕
事
を

こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

扶
養
さ
れ
て
い
る
子
供
の
一
七
・
九
%
が

片
親
家
族
で
す
。
片
親
家
族
の
八
八
%
が
女

性
が
戸
、
王
と
な
っ
て
い
ま
す
。
片
親
家
族
は

貧
困
度
が
高
く
、
低
所
得
層
の
二
O
%
を
市

め
て
い
ま
す
。

オ
i
ス
ト
ラ
リ
ア
の
家
狭
計
画
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
農
村
地
域
の
女
性
、
原
住
民
、
ト
ゥ

レ
ス
諸
島
の
女
性
、
そ
し
て
英
語
を
話
さ
な

い
女
性
に
対
し
て
は
、

i
分
な
サ
ビ
ス
が

提
供
き
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
政
府
は
少

女
へ
の
教
脊
こ
そ
、
そ
し
て
民
主
的
な
意
志

決
定
の
プ
ロ
セ
ス
に
対
す
る
女
性
の
取
り
組

み
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
長
期
的
な
家
族
計
副
の
課
題
と
し

て
も
重
要
で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
、
オ
!
ス

i
ラ
リ
ア
に
は
八
四
一

人
の
国
会
議
員
が
お
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち

女
性
は
わ
ず
か
一
二
八
人
で
、
…
五
・
二
二

%
に
す
き
ま
せ
ん
。
止
白
川
和
は
二

0
0
0年
ま

で
に
半
分
を
女
性
議
員
と
す
る
日
擦
を
た
て

て
い
ま
す
。

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

ー
シ
ャ

l
ジ
ハ
ン
・
シ
ラ
ジ
議
員

l

女
性
の
識
字
率
は
一
六
%

ハ
ン
ク
ラ
デ
シ
ュ
は
人
口
一
億
一
千
万
人
、

国
士
而
積
は
一
四
万
八
三
九
五
回
で
、
人
口

密
度
は
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
七
回

O
人
の
南
ア
ジ
ア
の
途
上
国
で
す
。
世
帯
数

は一…

o
一
八
万
七

0
0
0、
平
均
家
族
数
五
・

困
問
人
で
、
女
性
が
戸
主
と
す
る
家
庭
は
一

O
%
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

一
九
八
九
年
の
掃
討
に
よ
る
と
、
女
性
の

識
字
率
は
一
六
%
で
男
性
の
一
一
一
O
%
の
寸
分

で
す
。
小
学
校
の
就
学
卒
は
、
男
子
七
七
・

七
%
で
友
子
は
六
一
・
四
%
と
低
く
、
小
学

校
に
入
っ
て
も
落
こ
ぼ
れ
る

k
子
は
男
子
よ

り
二
倍
も
多
く
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
パ

ン
ク
ラ
テ
ン
ュ
で
は
、
非
常
に
多
く
の
女
性

が
今
な
お
非
識
字
者
で
あ
り
、
栄
養
も
十
分

に
ゆ
き
わ
た
ら
ず
、
貧
し
く
そ
し
て
恵
ま
れ

な
い
立
場
に
あ
り
ま
す
。
一
九
七
一
一
年
に
制

定
さ
れ
た
ハ
ン
グ
ラ
テ
シ
ュ
の
憲
法
に
よ
る

と
、
女
性
の
権
利
、
全
て
の
市
民
の
平
等
、

正
義
を
う
た
っ
て
お
り
、
二
O
条
で
は
男
女

平
等
も
う
た
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
日

常
生
活
で
は
、
必
ず
し
も
男
女
平
等
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
結
婚
・
離
婚
、
持
参
金
、
遺
産

相
続
な
ど
で
女
性
は
い
つ
も
不
利
な
立
場
に

あ
り
ま
す
。

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
女
性
は
、
一
人
平
均

四
・
三
人
の
子
供
を
生
み
ま
す
。
ま
た
、
中

絶
に
よ
る
敗
血
症
、
妊
娠
中
毒
症
な
ど
で
毎

年
三
万
人
の
女
性
が
死
ん
で
お
り
ま
す
。
そ

し
て
、
女
性
の
寿
命
は
男
性
よ
り
二
歳
低
〈

五
四
歳
で
す
。

今
後
、
特
に
農
村
で
の
女
性
の
地
位
向
上

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

20 

中
国

ー
リ
・
ク
ワ
イ
オ
ン
議
員

l

家
計
収
入
の
三
四
%
を
女
性
が
稼
ぐ

中
岡
山
の
憲
法
は
、
男
女
共
に
政
治
、
経
済
、

社
会
、
家
族
の
分
野
で
同
じ
権
利
を
持
つ
こ

と
を
保
出
陣
し
て
い
ま
す
。
法
律
的
に
男
女
平

等
の
立
場
に
た
ち
、
女
性
の
資
源
と
し
て
の

完
全
な
利
用
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

一
方
で
は
女
性
が
、
主
婦
と
し
て
の
役
割
を

担
う
こ
と
と
、
労
働
力
と
し
て
の
二
議
の
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
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現
在
、
北
京
で
は
一
七
三
万
三

0
0
0人

の
女
性
が
働
い
て
お
り
、
雇
用
率
は
六
五
%

を
超
え
ま
し
た
。
女
性
の
教
育
水
準
の
向
上

に
伴
な
い
、
科
学
、
技
術
、
医
療
、
ヘ
ル
ス

そ
し
て
経
常
に
お
け
る
女
性
の
専
門

特
に
大
学
の
教
師
は
三
、
。
六

セッション1Iて'活発に

討論に参加した日本議

員団(左から高桑・清

水・川橋・南野の参議

院議員)

ケ
ア
、

職
も
増
、
ぇ
、

/ 

O
人
お
り
、
全
体
の
二
m
m
%
を
占
め
て
い
ま

す
。
農
村
部
で
は
、
七
九
%
が
女
性
の
労
働

力
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
農
業
、

議
産
、
漁
業
や
町
営
の
工
場
に
お
い
て
も
女

性
は
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

全
国
の
家
計
収
入
を
見
ま
す
と
女
性
は
全

収
入
の
三
四
%
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
都
市
部
で
の
賃
金
格
差
で
は

立
性
は
男
性
の
八
六
%
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま

す。
結
婚
年
齢
の
変
化
を
、
一
九
八
七
年
と
八

八
年
で
比
較
す
る
と
、
都
市
部
で
は
、
二
三

歳
以
上
で
結
婚
す
る
女
性
が
八
四
・
五
%
か

ら
八
七
・
七
%
に
増
加
、
農
村
部
で
も
四
九

%
か
ら
四
九
・
八
%
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

同
時
に
育
児
・
出
産
に
関
し
、
一
人
っ
子
を

望
む
女
性
は
都
市
部
で
八
三
・
沼
%
、
農
村

部
で
も
七
八
・
六
%
と
高
い
水
準
を
示
し
て

い
牛
小
ー
す
。

中
間
で
は
、
女
性
の
地
位
向
上
を
計
っ
て

き
ま
し
た
が
、
都
市
と
農
村
の
絡
差
を
是
正

し
、
社
会
経
済
開
発
と
女
性
の
役
割
の
重
要

性
の
認
識
を
深
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

イ
ン
ド

ー
サ
テ
ィ
シ
ュ
・
プ
ラ
ド
ハ
ン
議
員

l

整
備
さ
れ
た
法
体
系
、

」
課
題
は
「
実
行
」
だ

女
性
に
対
す
る
投
資
こ
そ
が
最
も
コ
ス
ト

効
来
の
優
れ
た
万
法
で
あ
り
ま
す
。
女
性
は

母
親
と
し
て
、
食
料
の
生
産
者
、
供
給
者
と

し
て
、
燃
料
や
水
を
も
た
ら
す
者
と
し
て
、

商
人
と
し
て
、
そ
し
て
政
治
、
地
域
の
リ
!

タ
ー
と
し
て
ま
さ
に
、
女
性
は
社
会
の
主
人

公
で
あ
り
ま
す
。

イ
ン
}
で
は
、
女
性
の
慕
本
的
な
権
利
が

認
め
ら
れ
て
お
り
、
法
に
お
け
る
平
等
、
法

に
よ
る
保
護
、
カ
ー
ス
ト
、
人
種
、
性
別
、

あ
る
い
は
出
生
池
に
関
わ
り
な
く
平
等
が
保

障
き
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
イ
ン
ド
の
社

会
は
非
常
に
階
層
的
な
社
会
で
あ
り
、
社
会

経
済
制
度
も
多
妓
に
わ
た
っ
て
お
り
、
文
化

も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
た
め
、
均
一
的
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
し
て
も
、
様
々
な
ク
ル

ー
プ
の
中
で
向
ヒ
効
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で

こ
の
こ
と
は
一
九
七

0
年
代
前

そ
の
後
、
報
酬
の
平

き
ま
せ
ん
。

2/ 

半
ま
で
続
き
ま
し
た
。



等
法
、
持
参
余
禁
止
法
、
児
童
の
結
婚
規
制

法
、
妊
娠
に
関
わ
る
法
律
、
女
性
の
代
表
に

関
る
法
律
な
ど
を
制
定
し
友
性
の
地
位
'
同
上

に
つ
と
め
ま
し
た
。
イ
ン
ド
政
府
は
、
プ
ラ

イ
マ
リ

l
へ
ん
ス
ぃ
セ
ン
タ
ー
、
地
域
の
保
健

セ
ン
タ
ー
な
ど
を
普
及
さ
せ
、
家
族
計
画
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
避
妊
方
法
の
適
切
な
選

択
肢
を
与
え
ま
し
た
。

一
九
九
二
年
か
ら
開
始
し
た
第
八
次
五
カ

年
計
画
で
は
、
女
性
の
地
位
向
上
に
開
附
す
る

政
府
予
算
を
増
額
し
、
教
育
、
雇
用
、
健
康
、

福
祉
の
函
で
の
改
善
を
す
す
め
ま
す
。

イ
ン
ド
と
し
て
は
、
政
府
と
民
間
図
体
が

一
体
と
な
っ
て
女
性
問
題
解
決
の
た
め
の
行

動
を
起
こ
す
苧
」
と
を
重
点
課
題
と
し
て
お
り

ま
す
。イ

ン
ド
ネ
シ
ア

ー
ナ
フ
シ
ア
・
ム
ボ
イ
議
員

l

一
二
世
紀
に
は

「
専
業
主
婦
」

日
J

昭
附
山
口

p
f
i
 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
人
口
一
億
九

0
0
0
万

の
世
界
第
四
位
の
人
口
大
留
で
す
。
邑
田
の
数

は
、
二
二
、

0
0
0あ
り
、
赤
道
を
中
心
に

東
西
五
、

0
0
0キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
る

島
政
民
家
で
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
特
性
は
、
社
会
・
経
済
、

女
性
と
家
族
生
活
に
影
響
す
る
も
の
は
、
人

口
動
態
、
都
市
化
と
経
済
、
労
働
力
の
時
間
成

で
あ
り
ま
す
。
特
に
、
女
性
と
家
族
を
左
右

す
る
の
は
、
経
済
と
女
性
参
加
に
よ
る
労
働

市
場
の
変
化
で
あ
り
ま
す
。

六
五
歳
以
上
の
人
口
の
変
化
を
見
ま
す
と
、

一
九
八
五
年
に
三
・
四
%
だ
っ
た
も
の
が
一
…

O
二
O
年
に
は
七
・
三
%
に
ふ
、
え
ま
す
。
寿

命
は
、
一
九
六

O
年
生
れ
の
女
性
は
、
四
八

年
で
し
た
が
、
二

O
一一

O
年
に
な
る
と
女
性

?
 
J
 

一

J

ベ
一

一

H
J

一

一
ト
一

一
ン
一

一

市

H

一

の
平
均
寿
命
は
七

O
歳
ま
で
延
び
ま
す
。
結

婚
に
つ
い
て
は
、
二
一
世
紀
に
向
け
ま
す
ま

す
晩
婚
化
が
す
す
み
、
女
性
の
意
見
が
取
り

入
れ
ら
れ
、
小
家
紋
化
も
す
す
む
だ
ろ
う
と

忍
い
ま
す
。

健
康
問
題
で
は
、
向
う
二
五
年
を
見
ま
す

と
、
貧
国
間
に
よ
る
健
康
問
題
、
欽
水
や
保
健

サ

i
ビ
ス
の
欠
如
、
公
害
、
ス
ト
レ
ス
、
麻

薬
乱
用
な
ど
に
よ
る
都
市
型
の
も
の
が
ま
す

ま
す
増
え
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

結
論
と
し
て
、
一
二
世
紀
の
イ
ン
ド
、
不
シ

ア
社
会
で
は
専
業
主
婦
は
ほ
と
ん
ど
お
ら
ず
、

母
と
し
て
、
妻
と
し
て
仕
事
を
持
つ
女
性
が

平
均
的
立
性
像
と
な
る
と
思
い
ま
す
。
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ー
、
日
本
に
お
け
る
家
庭
像
の
変
化

《
変
わ
る
家
族
構
成
・
・
・
小
さ
く
な
る
世
帯

人
員
、
増
え
る
高
齢
者
》

日
本
の
家
庭
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
結

日

本

ー
清
水
嘉
与
子
議
員

l

社

会

・

経

済

・

人

口

学

的

に

見
た
日
本
の
家
庭
と
主
婦

後
の
き
ま
ざ
ま
な
変
革
と
経
済
的
発
展
の
中

で
、
少
産
少
死
の
時
代
を
迎
え
、
多
人
数
世

帯
の
減
少
、
核
家
族
化
や
高
齢
者
単
独
世
帝

の
増
加
な
ど
家
族
構
成
を
大
き
く
変
え
て
き

た
。
一
九
九
二
年
の
日
本
の
世
帯
総
数
は
四



二
二
万
、
平
均
世
帯
人
数
は
二
・
九
九
人
。

世
帯
構
成
の
推
移
を
み
る
と
、
核
家
族
世
帯
、

単
独
世
情
が
培
、
え
て
い
る
の
に
対
し
、
三
世

代
世
帯
は
減
少
し
て
お
り
、
祖
父
母
か
ら
の

子
育
て
支
援
や
生
活
の
知
恵
の
伝
承
な
ど
は

期
待
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
殺

帯
毎
に
六
五
歳
以
上
の
者
の
い
る
割
合
を
み

る
と
三
世
代
世
帯
八

0
・
七
%
、
単
独
世
帝

♂一

0
・
八
%
、
核
家
族
世
帯
一
七
・
O
%
と
、

い
ず
れ
の
世
帯
に
お
い
て
も
高
齢
者
問
題
を

抱
え
つ
つ
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

《
結
婚
・
出
産
:
・
:
娩
婚
化
、
上
昇
す
る
未

婚
率
、
出
生
率
の
低
下
》

一
九
九
二
年
の
主
性
の
平
均
初
婚
年
齢
は

二
」
ハ
・
六
歳
と
こ
れ
ま
で
の
最
高
、
男
性
は

二
八
・
四
歳
と
な
っ
て
い
る
。
二
O
歳
代
前

半
の
未
婚
率
は
八
五
・
O
%
、
二
O
歳
代
後

半
で
図

0
・
二
%
。
晩
婚
化
、
二
O
代
の
女

性
の
有
配
偶
率
の
低
下
が
専
ら
出
生
率
の
低

下
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、

合
計
特
殊
出
生
率
も
一
・
五
O
と
ド
っ
て
き

て
い
る
。
こ
の
率
は
き
ら
に
下
が
り
、
こ
の

ま
ま
般
移
す
れ
ば
一

0
0
年
後
に
は
日
本
人

の
人
口
は
現
在
の
半
分
に
な
る
と
い
う
極
端

な
推
計
す
ら
あ
る
。
夫
婦
の
平
均
出
生
児
数

人口・開発・アジア盟会議員代表者会議{セッション11)第1日@)

は
従
来
か
ら
変
わ
る
こ
と
な
く
二
・
二
人
の

水
準
を
維
持
し
て
い
る
。
寸
理
想
の
子
供
数

は
三
人
、
し
か
し
実
際
に
産
む
の
は
二
人
し

と
い
う
の
が
主
婦
を
対
象
に
し
た
調
査
の
結

果
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
寸
子

育
て
に
お
余
が
か
か
る
い
、
「
教
育
費
が
高

い
L

、
寸
育
児
の
肉
体
的
目
心
理
的
負
担
」
、

「
住
居
が
狭
い
L

、
「
仕
事
の
支
障
に
な
る
し

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
子
育
て
期
間
中

の
経
消
的
支
援
や
社
会
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
仕

組
み
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

《
主
婦
の
就
労
'
・
・
専
業
主
婦
を
越
え
る
働

く
主
婦
数
》

一
九
九
二
年
の
調
査
に
よ
る
と
、
女
性
の

労
働
力
人
口
は
二
、
六
七
九
万
人
、
労
働
力

人
口
総
数
に
占
め
る
女
性
の
率
は
四

0
・
七

%
と
な
っ
て
い
る
。
雇
用
者
全
体
に
占
め
る

女
性
の
割
合
も
三
八
・
六
%
と
な
っ
た
。
女

性
の
雇
用
者
の
中
高
年
齢
化
は
進
ん
で
お
り
、

高
学
際
化
も
進
ん
で
い
る
(
大
学
・
短
期
大

学
の
進
学
率
一
女
性
問

0
・
八
%
、
男
性
三

七
・
O
%
)
。
女
性
雇
用
者
の
約
三
分
の
一
は
、

週
三
五
時
間
以

F
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
、

三
分
の
二
は
サ
!
ピ
ス
産
業
を
は
じ
め
と
す

る
第
三
次
産
業
で
働
い
て
お
り
、
そ
の
伸
び

が
大
き
い
。
主
婦
の
就
業
状
況
を
み
る
と
、

働
く
主
婦
二
、
六
六
三
万
人
)
は
専
業
主

婦
(
一
、
五
五
三
万
人
)
よ
り
多
く
な
っ
て

い
る
。
年
齢
階
級
別
に
労
働
力
率
を
み
る
と
、

M
字
型
に
な
っ
て
お
り
、
出
産
・
育
児
で
一

度
家
庭
に
一
一
反
り
、
子
育
て
後
に
再
就
業
す
る

姿
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。
結
婚
・
育

児
が
仕
事
と
両
立
し
に
く
い
現
実
を
表
し
て

い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
農
山
村
地
域
で
は
、
農
業
で
約
六
O

%
、
林
業
で
約
三
O
%
、
漁
業
で
約
二
O
%

と
、
か
な
り
多
く
の
女
性
が
従
事
し
て
い
る
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
業
務
は
家
族
絞
営
で
あ
り
、

雇
用
者
で
あ
れ
ば
当
然
配
慮
き
れ
る
女
性
の

保
護
規
定
も
な
く
労
働
は
過
重
、
経
常
に
お

け
る
評
価
も
低
く
、
八
ム
の
発
言
の
場
の
な
い

こ
と
な
ど
社
会
経
済
的
地
伎
は
ま
だ
低
い
。

家
抜
や
部
落
で
の
男
女
の
出
定
的
な
役
割
分

担
意
識
も
強
く
、
都
市
に
比
べ
て
女
性
の
社

会
参
加
は
遅
れ
て
い
る
。

《
家
庭
に
お
け
る
夫
と
妻
の
役
割
分
担
:
:
・

家
事
の
担
い
手
は
専
ら
妻
、
働
く
妻
は
経

済
的
に
自
立
》

家
庭
生
活
上
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
、
有

配
偶
者
を
対
象
に
し
た
謂
奈
に
よ
る
と
、
寸
園
町
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除
、
洗
濯
、
買
い
物
、
食
事
の
支
度
、
食
後

の
後
片
付
け
し
な
ど
ほ
と
ん
ど
の
家
事
が
妻

の
役
割
に
な
っ
て
お
り
、
「
育
児
、
介
護
い

に
お
い
て
も
妻
の
分
摂
し
て
い
る
割
合
が
高

い
。
労
働
時
間
の
短
絡
が
現
実
の
も
の
に
な

り
つ
つ
あ
る
と
は
い
、
ぇ
、
ま
だ
夫
の
仕
事
中

心
の
生
活
パ
タ
ー
ン
は
あ
ま
り
変
わ
っ
て
お

ら
ず
、
長
い
労
働
時
間
、
遅
い
帰
宅
、
家
族

と
離
れ
て
生
活
す
る
単
身
赴
任
者
も
少
な
く

な
い
な
ど
、
夫
は
家
庭
の
仕
事
を
ほ
と
ん
ど

分
担
し
て
い
な
い
。
共
働
き
の
夫
婦
に
お
い

て
も
家
事
の
負
抑
制
は
妻
に
重
く
、
妻
が
寸
も

っ
と
夫
に
分
担
し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
し
と

し
て
は
、
「
子
供
の
し
つ
け
L

や
「
子
供
の

勉
強
を
見
る
こ
と
」
、
寸
近
所
付
き
合
い
L

な
ど
の
ほ
か
、
と
く
に
共
働
き
の
妻
は
寸
帰

除
・
洗
濯
、
食
事
の
後
片
付
け
」
な
ど
を
あ

げ
て
い
る
。
一
方
寸
家
庭
に
お
け
る
家
計
の

管
理
責
任
し
は
妻
と
な
っ
て
い
る
家
庭
が
多

い
が
、
寸
重
要
事
項
の
決
定
し
ゃ
「
家
庭
に

お
け
る
全
体
的
な
実
権
を
撮
っ
て
い
る
し
の

は
夫
で
あ
り
、
伝
統
的
な
妻
と
夫
の
役
割
分

担
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

寸
経
済
的
に
自
立
し
て
い
る
」
と
答
え
た

者
は
努
性
八
九
・
八
%
に
対
し
て
女
性
五
八

目
六
%
と
、
男
性
に
比
べ
る
と
拍
相
当
の
開
き

が
あ
る
が
、
自
立
で
き
る
も
の
の
割
合
は
確

実
に
増
え
て
い
る
。
年
齢
が
高
く
な
る
に
つ

れ
て
自
立
度
も
高
く
な
る
。
ま
た
共
働
き
の

女
性
の
自
立
度
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

《
結
婚
や
家
庭
に
対
す
る
考
え
方
:
・
・
変
わ

り
つ
つ
あ
る
か
、
男
女
の
固
定
的
考
え
方
》

「
仰
と
い
っ
て
も
女
性
の
幸
せ
は
結
婚
。

女
性
は
結
婚
す
べ
き
L

と
い
う
考
え
方
に
女

性
の
七
八
・
二
%
、
男
性
の
八
一
・
五
%
が

賛
成
。
未
婚
者
の
場
合
は
男
女
と
も
そ
れ
に

反
対
と
答
え
た
割
合
が
商
く
な
っ
て
い
る
。

ー
夫
は
外
で
働
き
、
妻
は
家
庭
を
守
る
べ

き
し
と
い
、
7
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
賛
成
と

答
え
た
割
合
は
女
性
五
五
・
六
%
、
男
性
六

五
・
七
%
と
な
っ
て
お
り
、
…
九
七
九
年
調

去
と
比
較
す
る
と
賛
成
と
答
、
え
た
割
合
が
男

女
と
も
下
が
っ
て
(
女
性
七

0
・
一
↓
五
五

・
六
、
男
性
七
五
・
六

ψ

六
五
・
七
)
き
て

、、
3
0

し
J
Z「
結
婚
し
て
も
必
ず
し
も
子
供
を
も
っ
必

要
は
な
い
し
と
い
、
7
考
え
方
に
は
、
賛
成
が

女
性
で
三
二
・
二
%
、
男
性
で
二
八
・
六
%

に
対
し
、
反
対
が
女
性
で
五
九
・
O
%
、
男

性
で
六
二
了
凶
%
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
賛

成
と
答
え
た
者
の
割
合
は
男
女
と
も
表
年
層

や
未
婚
者
に
高
く
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

寸
女
は
家
庭
、
男
は
外
で
仕
事
し
と
い
う

背
な
が
ら
の
考
、
ぇ
方
は
根
強
く
残
っ
て
い
る

も
の
の
、
時
代
と
と
も
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
、

と
く
に
若
い
年
齢
層
で
意
識
の
変
化
が
期
待

さ
れ
る
。
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2
、
健
や
か
な
家
庭
づ
〈
り
と
主
婦
の
役
割

《
急
が
れ
る
家
族
政
策
の
充
実
:
-
a
女
性
の

た
め
だ
け
で
な
く
、
家
族
に
必
要
な
政
策

を、v一
九
七
五
年
の
閉
山
際
婦
人
年
を
契
機
に
女

性
に
か
か
わ
る
差
別
が
法
制
上
改
正
さ
れ
、

働
く
環
境
も
整
え
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
女
性
の

高
学
歴
化
が
進
み
、
主
婦
の
社
会
進
出
も
す

す
ん
で
き
て
い
る
。
働
い
て
い
な
い
主
婦
も

ス
ポ
ー
ツ
や
健
康
づ
く
り
、
カ
ル
チ
ュ
ア

i

セ
ン
タ
ー
や
学
習
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や

環
境
保
護
・
消
費
者
運
動
、
同
窓
会
と
多
様

な
社
会
参
加
を
し
て
い
る
。
社
会
の
変
化
に

伴
っ
て
生
活
パ
タ
ー
ン
を
巧
み
に
変
、
え
て
き

て
い
る
妻
に
対
し
、
夫
は
ま
だ
仕
事
中
心
・

企
業
中
心
の
生
活
か
ら
抜
け
切
れ
ず
、
家
事

目
育
児
・
介
護
な
ど
に
参
加
す
る
余
強
は
な



い
。
そ
れ
ら
に
対
す
る
社
会
的
サ

i
ピ
ス
も

不
十
分
と
あ
っ
て
は
、
や
り
甲
斐
の
あ
る
仕

事
と
自
由
を
謡
歌
し
て
い
る
女
性
が
結
婚
を

た
め
ら
う
の
も
当
然
か
も
し
れ
な
い
。
妻
も

夫
も
家
族
と
と
も
に
充
実
感
を
も
っ
て
健
や

か
な
家
庭
生
活
・
職
業
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
、
ま
た
若
い
女
性
た
ち
が
，
H
分
の
人
生
設

計
の
中
で
結
婚
や
育
児
を
喜
ん
で
受
け
止
め

ら
れ
る
よ
う
に
、
家
族
に
関
す
る
施
策
の
充

実
が
急
が
れ
る
。

一
九
九
六
年
度
末
ま
で
に
年
間
同
労
働
時
間

を
一
八

0
0時
間
に
す
る
こ
と
を
め
き
し
て
、

本
年
度
よ
り
一
週
間

0
時
間
労
働
制
に
な
る
。

こ
の
こ
と
は
働
く
女
性
に
と
っ
て
福
音
で
あ

る
だ
け
で
な
く
、
男
性
に
と
っ
て
も
家
扶
と

と
も
に
ゆ
と
り
と
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
こ
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と
に
な
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

一
九
九
二
年
に
施
行
さ
れ
た
育
児
休
業
法

は
男
女
に
適
用
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
無
給

で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
利
用
し
て
い
る
の

は
殆
ど
が
女
性
。
近
い
将
来
育
児
休
業
期
間

中
の
手
当
の
給
付
や
v

}

の
聞
の
社
会
保
険
料

免
徐
な
ど
の
措
置
が
す
す
め
ら
れ
る
。
保
育

所
に
つ
い
て
も
保
育
時
間
の
延
長
や
事
業
所

内
保
育
所
の
設
置
、
地
域
で
の
母
親
の
、
不
ツ

第lO@l

ト
ワ

l
ク
づ
く
り
、
保
育
棺
談
の
一
一
層
の
充

実
が
す
す
め
ら
れ
る
。
児
童
手
当
の
助
成
(
第

一
子
・
二
子
月
額
五
、

0
0
0円
、
第
三
子

以
降
一

O
、

0
0
0丹
、
三
歳
ま
で
)
も
行

わ
れ
て
い
る
。

介
護
、
と
く
に
老
人
の
世
話
は
こ
れ
か
ら

の
日
本
で
は
家
族
の
抱
え
る
大
き
な
潤
題
で

あ
る
。
病
院
、
長
期
療
養
老
の
た
め
の
老
人

保
健
純
設
、
介
護
を
中
心
と
し
た
養
護
老
人

の
た
め
の
施
設
、
ン
ョ

l
ト
ス
テ
ィ
、
デ
ィ

ケ
ア
な
と
の
施
設
ケ
ア
の
充
実
が
は
か
ら
れ

る
と
湖
特
に
、
…
九
九
二
年
度
か
ら
在
宅
老

人
の
た
め
の
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
が
始
め
ら

れ
て
い
る
が
、
施
設
・
在
宅
サ

i
ビ
ス
と
も

ま
た
十
分
と
は
い
え
ず
、
老
人
保
健
福
相
一

0
ヵ
年
戦
略
の
中
間
年
で
あ
る
今
年
、
計
画

全
体
の
見
直
し
が
岡
山
ら
れ
て
い
る
。
介
護
休

暇
に
つ
い
て
は
ま
だ
法
制
化
に
は
至
っ
て
い

な
い
が
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
り
企
業
の
自

主
的
運
用
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。
子
供
の

教
育
費
負
担
を
和
ら
げ
る
た
め
の
税
制
上
の

措
置
も
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。

《
子
供
を
産
め
る
性
と
し
て
の
自
覚
と
喜
び

を》「
子
供
を
産
む
産
ま
な
い
は
伺
人
の
決
め

る
こ
と
、
行
政
が
山
山
生
増
加
に
介
入
す
べ
き

で
は
な
い
L

と
考
え
て
い
る
人
は
多
い
。
当

然
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
す

べ
て
の
女
性
が
子
供
を
産
め
る
性
で
あ
る
こ

と
を
自
覚
し
、
正
し
い
知
識
を
も
っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
日
本
で
は
性
の
問
題
を
家

庭
で
話
題
に
す
る
習
居
間
に
乏
し
く
、
学
校
教

育
に
お
い
て
も
ま
だ
す
分
で
は
な
い
。
妊
娠

・
分
娩
の
体
験
を
伝
え
て
く
れ
る
老
親
も
い

な
い
現
在
で
は
、
母
性
へ
の
不
安
を
も
っ
女

性
も
多
い
。
妊
娠
や
出
産
の
経
験
の
乏
し
い

女
性
が
、
自
分
の
身
体
を
母
体
と
し
て
ど
う

正
し
く
理
解
す
る
か
、
家
族
計
画
や
妊
娠
・

出
産
に
つ
い
て
の
必
要
な
知
識
を
ど
こ
で
誰

か
ら
得
ら
れ
る
か
、
産
出
向
刑
期
や
育
児
中
に
必

要
な
支
援
を
ど
う
し
た
ら
受
け
ら
れ
る
か
、

公
的
・
民
間
を
含
め
た
き
め
細
か
い
サ
ー
ビ

ス
が
準
備
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

今
後
家
族
の
規
模
は
さ
ら
に
縮
小
し
、
家

庭
生
活
の
個
人
化
も
進
む
で
あ
ろ
う
が
、
女

性
が
自
ら
健
や
か
な
母
性
を
育
む
こ
と
が
で

き
る
能
力
を
も
ち
、
母
性
の
大
切
さ
を
子
供

に
伝
え
ら
れ
、
家
族
の
心
身
の
健
康
管
理
者

と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ
る
こ
と
が
、

層

25 

期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
ろ
う
。



ハ)川韓毘
ー
ス
ン
・
ヤ
ン
・
カ
ン
議
員

1

い
ま
だ
に
残
る
女
性
へ
の
差
別

現
在
、
韓
国
の
女
性
は
政
治
的
、

及
び
他
の
分
野
に
お
い
て
大
い
に
活
躍
し
て

い
ま
す
。
最
近
女
性
の
社
会
参
加
は
急
速
に

増
加
し
て
お
り
ま
す
が
、
女
性
の
地
位
は
そ

れ
程
高
ま
っ
て
は
お
り
ま
せ
ん
。
女
性
の
地

位
向
上
の
た
め
に
努
力
を
は
ら
う
必
姿
が
あ

N
F
土品、す。

経
済
的

一
九
九
三
年
現
政
権
が
計
誕
生
し
た
時
、
三

人
の
女
性
が
閣
僚
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
各

政
党
も
友
性
に
関
す
る
政
策
に
関
心
を
示
す

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
公
務
員
で
高

宮
に
な
っ
た
女
性
は
わ
ず
か
一
%
で
す
が
、

全
国
一
五
都
市
に
あ
る
家
庭
福
祉
局
は
、
会

て
主
性
局
長
で
、
女
性
の
た
め
の
政
策
が
き

ち
ん
と
実
焔
さ
れ
る
よ
う
監
督
を
し
て
い
ま

す。
女
性
の
大
学
へ
の
進
学
率
は
、
全
学
生
の

四
五
%
が
女
性
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
内
、
学
部
在
籍
が
三

0
・
九
%
、
大
学
院

が
二
二
・
五
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
数
字
を
見
ま
す
と
、
質
量
と
も
に
女
性
の

高
等
教
育
を
受
け
る
機
会
が
増
、
え
て
お
り
ま

す
が
、
教
育
の
内
容
か
ら
み
る
左
ま
だ
ま
だ

女
性
に
対
す
る
差
別
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
韓
留
に
お
い
て
も
女
性
問
題
を
研
究
す

る
機
関
を
設
立
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

マ
レ
ー
シ
アー
ア
フ
・
パ
カ

l
議
員

1

将
来
の
労
働
力
不
足
に

女
性
の
参
加
を

マ
レ
!
ン
ア
の
人
口
の
五
O
%
は
女
性
で
、

労
働
人
口
の
一
…
一
分
の
一
は
女
性
で
占
め
て
い

ま
す
。

7

レ
l
ン
ア
の
女
性
は
、
家
庭
、
社

会
・
経
済
分
野
で
大
き
な
役
割
を
果
し
て
お

り
、
そ
の
能
力
と
技
能
を
高
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
も
女
性
の
社
会

的
貢
献
を
重
視
し
国
家
女
性
政
策
を
一
九
八

九
年
一
-
一
月
に
策
定
し
ま
し
た
。
目
的
は
、

資
源
、
情
報
、
雇
用
の
機
会
な
ど
に
対
し
男

女
が
平
等
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
立
性
を

国
家
開
発
計
画
に
参
画
さ
せ
、
貧
困
や
非
識

字
者
の
撲
滅
を
す
す
め
る
こ
と
で
す
。
き
ら
、

に
、
女
性
は
経
済
の
資
源
と
し
て
、
家
庭
に

お
い
て
経
済
活
動
に
お
い
て
多
大
な
貢
献
を

果
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、
政
府
は
立
性

が
家
庭
の
内
外
で
活
動
す
る
た
め
の
媛
肋
を

行
う
こ
と
を
決
議
し
ま
し
た
。

ま
た
政
府
は
、
女
性
の
能
力
の
開
発
の
た

め
人
材
育
成
計
画
を
立
案
し
、
技
能
訓
練
、

新
し
い
分
野
へ
の
立
性
の
参
加
な
ど
を
す
す

め
て
お
り
ま
す
。
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女
性
の
た
め
の
権
利
で
は
、
憲
法
に
よ
っ

て
男
女
平
等
を
保
障
し
て
お
り
ま
す
。
労
働

に
関
し
て
は
、
男
女
平
等
が
保
摩
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
夜
間
労
働
や
危
険
な
仕
事
に
対

し
て
は
女
性
は
保
護
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、

7

レ
l
ン
ア
は
将
来
労
働
力
人

口
の
不
足
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
女
性
の
労
働
市
場
へ
の
参
加
が
期
待
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

ー
ウ
ヱ
テ
ウ
・
サ
リ
パ
ン
議
員

i

女
性
に

「
妊
娠
」
に
対
す
る

権
浪
を
与
え
よ

一ュ

l
ジ

l
ラ
ン
ド
は

一
八
九
三
年
世



界
に
先
駆
け
て
女
性
の
参
政
権
を
認
め
ま
し

た
が
、
そ
の
後
五

O
年
に
わ
た
っ
て
男
性
の

特
に
政
治
家
の
反
対
に
あ
い
女
性
問
題
の
改

善
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、
問

。
年
か
か
っ
て
女
性
の
闘
会
議
貝
が
誕
生
し
、

一
九
四
七
年
に
は
、
は
じ
め
て
の
女
性
閣
僚

が
誕
生
し
ま
し
た
。

ニュ

l
ン
i
ラ
ン
ド
の
代
表
は
、
閏
阻
郎
婦

人口・開発・アジア毘会議員代表者会議〈セッションII)

人
年
の
会
議
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
発
表
を

行
い
ま
し
た
。
寸
人
間
の
発
展
は
選
択
肢
を

広
げ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
人
々

に
力
を
与
、
ぇ
、
自
ら
の
人
生
を
決
定
す
る
意

志
決
定
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
U

・・と

言
い
ま
し
た
が
、
し
か
し
ま
だ
ひ
と
つ
欠
け

て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
す
べ
て
の
罰
の

全
て
の
人
々
は
、
女
性
の
尊
厳
を
高
め
よ
う

と
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
た
め
に
は

パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
セ
ッ
ク
ス
の
拒
否
の
権
利

も
あ
り
ま
す
。
女
性
の
健
康
、
福
初
、
望
ま

れ
た
子
供
、
そ
し
て
愛
情
を
受
け
た
子
供
の

た
め
に
そ
の
権
利
は
認
め
ら
れ
る
べ
き
だ
と

考
え
ま
す
。

世
界
の
人
口
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、

女
性
一
人
一
人
に
妊
娠
に
対
す
る
権
限
を
与

え
る
こ
と
で
す
。
人
口
問
題
は
女
性
が
引
き

第1日@)

起
こ
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
女

性
に
対
し
権
利
を
与
、
え
て
、
自
ら
が
決
定
す

る
権
利
を
与
、
え
る
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
人

口
と
開
発
に
関
わ
る
す
べ
て
の
意
志
決
定
に

女
性
が
参
加
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

フ
ィ
リ
ピ
ン

1
7
ル
ガ
リ

l
卜
・
テ
ベ
ス
議
員

l

農
村
部
の
妻
は
負
担
が
大
き
い

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
口
・
開
発
議
員
連
照
と
フ

イ
ワ
ピ
ン
大
学
と
で
行
な
っ
た
雇
用
、
家
事

及
び
育
児
の
男
女
作
業
分
担
の
調
査
結
果
を

紹
介
し
ま
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
女
性
あ
る
い
は
妻
の
役

割
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
夫
は
育
児
、
家

事
に
あ
ま
り
参
加
し
ま
せ
ん
。
男
女
を
比
較

す
る
と
女
性
が
三
倍
も
家
事
、
育
児
を
し
て

い
ま
す
。
農
村
部
で
も
女
性
の
労
働
時
間
は

多
く
、
男
女
の
仕
事
の
分
担
は
進
ん
で
い
ま

せ
ん
。高
所
得
で
共
稼
ぎ
の
家
庭
は
か
な
り
家
事

の
分
担
が
進
ん
で
い
ま
す
。
家
計
や
家
庭
内

の
役
割
分
担
で
は
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
重

姿
で
す
。
夫
妻
の
学
墜
の
レ
ベ
ル
が
同
じ
に

な
る
と
分
担
も
す
す
み
、
そ
の
結
果
妻
は
育

児
や
家
事
の
た
め
仕
事
を
犠
牲
に
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
一
方
農
村
部
で
は
、
稼
ぎ
手

の
妻
に
負
拐
が
多
く
な
り
、
家
事
や
育
児
が

犠
牲
に
な
り
が
ち
で
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
法
の
下
で
男
女
平
等

を
保
障
し
て
い
ま
す
。
結
婚
す
る
カ
ッ
プ
ル

は
大
統
領
令
に
よ
り
、
判
明
と
し
て
の
教
育
や

家
族
計
画
の
教
育
を
、
7
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す。
現
在
、
上
院
で
は
男
女
不
平
等
の
是
正
の

た
め
、
夫
が
婚
姻
外
で
子
供
を
つ
く
っ
た
場

合
、
妻
が
離
婚
申
請
で
き
る
よ
う
審
議
し
て

いキふ十ヲ。

高
学
歴
化
は
山
山
生
率
を
下
げ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
人
口
抑
制
に
は
女
性
へ
の
教
育

が
重
要
な
方
策
で
す
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

ー
チ
ャ
イ
・
ワ
イ
・
チ
ェ
ン
議
員

i

出
生
率
上
げ
る
た
め
免
税
、

育
児
補
助
金
な
ど
を
導
入
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シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は

人
口
二
八

O
万
人
の



多
民
族
・
都
市
用
問
家
で
す
。
日
比
伸
駅
構
成
は
、

中
岡
山
系
七
八
%
、

7

レ
i
系
一
山
%
、
イ
ン

ド
系
七
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。
核
家
族
化
率

は
八
五
%
と
な
り
、
伝
統
的
ア
ジ
ア
文
化
が

侵
食
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
シ
ン
カ
ポ
!
ル
政
府
は
三
つ
の
課
題

を
抱
、
え
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
単
身
家
抜
の
増

加
で
す
。
三
五
歳
以
上
の
女
性
の
未
婚
率
は
、

一
九
八
O
年
に
五
回
一
二
%
で
あ
っ
た
が
、
一

九
九
O
年
に
八
・
三
%
に
上
昇
。
高
学
尿
化

が
主
な
要
因
で
す
。
次
に
、
離
婚
の
増
加
で

す
。
一
九
八
O
年
に
離
婚
率
が
三
・
八
%
で

あ
っ
た
が
一
九
九
二
年
に
六
・
三
%
に
培
加
。

第
三
は
、
家
族
構
成
の
縮
少
で
す
。
一
九
八

O
年
の
平
均
家
族
数
は
凶
・
九
だ
っ
た
が
、

一
九
九
O
年
に
は
沼
・
二
に
減
少
し
た
。
主

な
要
因
と
し
て
初
婚
年
齢
が
一
九
八
二
年
以

降
一

0
年
間
に
二
歳
上
昇
し
た
こ
と
に
よ
り

出
生
数
が
減
少
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

シ
ン
カ
ポ

l
ん
に
お
け
る
女
性
を
取
り
巻

く
状
況
は
、
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
ま
ず

大
学
へ
の
進
学
率
が
四

0
・
九
%
と
な
り
、

健
康
も
改
善
さ
れ
寿
命
が
七
五
歳
に
伸
び
た
。

雇
用
も
一
九
六
二
年
以
降
、
男
女
平
等
に
雇

用
の
機
会
が
与
え
ら
れ
、
同
…
賃
金
が
支
払

わ
れ
て
い
る
。

出
生
率
を
引
き
上
げ
る
た
め
、

年
に
新
人
口
政
策
を
導
入
し
た
。
出
生
奨
励

策
の
内
容
は
、
免
税
、
育
児
補
助
金
、
子
供

の
い
る
家
族
へ
の
公
開
山
住
宅
の
優
先
入
居
、

女
性
の
公
務
員
に
有
給
の
育
児
出
産
休
暇
を

与
え
る
こ
と
、
な
ど
で
す
。

一
九
八
七

ス
リ
ラ
ン
カ

ー
ネ
ヴ
ィ
ル
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
議
員

1

初
婚
年
令
は
二
八
才

人
口
増
加
率
は
一

-
二
%

ス
リ
ラ
ン
カ
は
英
国
則
よ
り
早
く
一
九
三
一

年
、
女
性
に
参
政
権
を
与
え
ま
し
た
。
ま
た
、

佐
界
で
初
め
て
女
性
の
首
相
を
出
し
ま
し
た
。

ス
リ
一
ア
ン
カ
で
は
現
在
労
働
力
の
二
一
O
%

が
女
性
で
す
。
多
く
の
児
童
は
一
二
歳
ま
で

の
初
等
教
育
し
か
う
け
ま
せ
ん
が
、
中
産
階

級
の
家
族
か
ら
女
性
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
を

出
し
た
り
、
ま
た
、
資
格
を
も
っ
た
女
性
も

増
え
医
師
、
会
計
士
、
技
術
者
も
増
え
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
女
性
の
識
字
率
が
八

五
%
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
農
村
で
の
労
働
パ
タ
ー
ン
は
依
然
と

し
て
厳
し
く
、
女
性
は
朝
早
く
起
き
て
、
食

事
の
仕
度
を
し
、
夫
と
共
に
農
作
業
も
し
、

水
汲
み
や
薪
拾
い
を
し
て
い
ま
す
。

ス
リ
ラ
ン
カ
の
立
性
の
初
婚
年
齢
は
、
高

等
教
育
を
受
け
る
女
性
の
増
加
に
伴
な
い
二

八
歳
ま
で
伸
び
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
子
供

を
産
む
数
も
少
な
く
な
り
、
家
族
計
画
の
普

及
の
影
響
も
あ
り
、
人
口
増
加
率
は
一

28 

%
に
な
り
ま
し
た
。

ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
宗
教
に
よ
る
結
婚
と
登

録
結
婚
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。
婚
拙
法
に
よ

り
持
参
金
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
も

処
女
で
あ
る
こ
と
は
結
絡
の
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
で
す
。
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
年
間
一
万
二
、

0
0
0

人
の
市
民
が
テ
ロ
の
犠
牲
に
な
っ
て
お
り
、

戦
費
も
年
間
四
億
ド
ル
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

タ
イ
ー
ウ
テ
イ
・
サ
ド
ウ
カ
議
員
l

女
王
が
家
内
産
業
振
興
に

基
金
を
創
設

タ
イ
の
人
口
は
五

八
O
O
万
人
で
人
口



培
加
率
は
一
・
三
%
で
す
が
、
一
九
九
六
年

に
は
犠
加
率
を
一
目
二
%
に
す
る
目
標
を
か

か
げ
て
お
り
ま
す
。

社
会
制
度
の
中
で
最
小
単
位
で
あ
る
家
族

を
見
た
場
合
、
伝
統
的
大
家
族
が
少
な
く
な

り
核
家
紋
が
増
え
る
現
在
、
女
性
の
役
割
は

さ
ら
に
大
き
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

一
二
世
紀
に
向
け
、
立
性
に
対
し
て
教
育

や
雇
用
の
機
会
を
拡
大
し
、
様
々
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
、
表
現
の
自
由
、
責
任
を
も
っ

自
由
、
雇
用
に
お
け
る
搾
取
か
ら
の
保
護
、

差
別
か
ら
の
保
護
、
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
、

建
設
的
な
性
の
平
等
、
そ
し
て
、
政
府
か
ら

の
援
助
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
法
の
制

定
を
行
う
た
め
国
会
議
員
の
役
割
も
重
要
で

す。
女
性
の
地
役
向
上
を
す
す
め
る
上
で
、
タ

イ
は
…
九
八
五
年
女
性
差
別
撤
廃
条
約
に
加

問
し
、
岡
山
内
で
は
、
一
九
八
九
年
に
総
理
府

の
も
左
に
タ
イ
女
性
問
題
委
員
会
を
設
立
し

宇
品

I
し
れ
ん
。

人口・開発・アジア国会議員代表者会議{セッション11)

女
性
の
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
あ
た

り
、
タ
イ
の
女
王
陛
下
が
こ
の
女
性
問
題
に

対
し
り

l
タ
i
シ
ソ
ブ
を
発
揮
し
て
下
き
い

ま
し
た
。
女
王
陛
下
は
、
女
伎
が
開
発
に
積

第10閲

極
的
に
参
加
す
べ
き
と
い
、
7
考
え
か
ら
、
自

ら
基
金
を
創
設
し
、
そ
の
基
金
で
家
内
産
業

を
再
興
き
せ
、
女
性
が
所
得
を
得
る
よ
、
7
に

ー
し
宇
品
;
し
れ
ん
。

ベ
ト
ナ
ム

ー
グ
エ
ン
・
テ
ィ
・
タ
ン
議
員

l

女
性
の
独
居
老
人
問
題

解
決
が
課
題

家
隆
生
活
に
お
け
る
女
性
の
役
割
は
大
変

重
要
で
す
。
特
に
今
年
は
国
際
家
族
年
と
い

う
こ
と
か
ら
も
女
性
の
役
割
は
一
一
層
重
要
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
の
女
性
は
家

庭
生
活
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
経
済
原
発
活

動
に
も
参
加
し
て
ま
す
。

一
九
八
九
年
の
調
売
に
よ
る
と
、
農
村
部

の
k
性
労
働
は
全
体
の
五
三
%
を
占
め
、
都

市
部
で
は
山
八
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
ベ
ト
ナ
ム
の
女
性
は
社
会
経
済
開

発
活
動
に
寄
与
し
て
い
ま
す
が
、
女
性
が
男

性
を
支
援
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
女
性
が
社

会
経
済
開
発
活
動
の
中
で
仕
事
を
得
て
い
く

た
め
に
は
、
男
性
の
支
援
が
必
要
で
す
。

女
性
に
機
会
を
与
え
、
専
門
職
と
し
て
、

例
え
ば
医
師
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
な
教

育
を
提
供
す
る
、
こ
れ
が
大
き
な
課
題
で
す
。

ベ
ト
ナ
ム
の
総
人
口
の
五
二
%
が
女
性
で

す
。
ま
た
、
女
性
の
平
均
余
命
は
男
性
よ
り

も
長
い
こ
と
が
問
題
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。

高
齢
の
独
居
老
人
、
こ
の
問
題
を
ど
う
解
決

す
る
か
、
そ
れ
が
課
題
で
す
。

シ
リ
ア
ー
ガ
ツ
サ
ン
・
h
y
ヤ
ラ
議
員
HN

女
性
の
ト
ラ
ク
タ
ー
運
転
は

い
い
が
、
自
転
車
・
は
い
け
な
い

シ
リ
ア
は
人
口
三
、
O
五
O
万
人
の
小
国

で
す
。
男
女
の
割
合
い
は
、
男
性
五

0
・
五

%
、
女
性
が
凹
九
・
五
%
で
す
。

ン
リ
ア
で
は
、
憲
法
及
び
法
律
上
男
女
平

等
で
あ
り
、
揺
り
寵
か
ら
墓
場
ま
で
男
女
差

が
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

小
学
校
六
カ
年
を
修
了
す
る
前
に
や
め
て

し
ま
う
率
で
は
、
女
性
一
O
%
、
男
性
は
二

瓦
%
以
上
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、

一
般
社
会
に
お
い
て
は
男
女
格

差
は
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
工
場
で
働
く
女
性

29 



は
一
%
以
下
、
省
庁
で
は
一
O
%
、
中
で
は

二
五
%
の
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
理
由

は
、
伝
統
・
文
化
に
よ
る
も
の
と
経
済
的
に

よ
る
も
の
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

文
化
的
な
も
の
に
よ
る
例
で
は
、
農
村
地

域
で
は
女
性
が
ト
ラ
ク
タ
ー
を
運
転
し
て
も
、

自
転
車
に
乗
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
習
慣

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
古
い
伝
統
文
化

の
足
か
せ
を
や
ぶ
っ
て
、
女
性
が
社
会
で
必

要
と
さ
れ
る
仕
事
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

中
東
に
お
い
て
平
和
が
到
来
す
れ
ば
、
私

た
ち
は
全
力
を
あ
げ
て
、
よ
り
早
く
、
よ
り

効
果
的
な
形
で
こ
の
問
題
に
対
処
で
き
ま
す
。

そ
の
結
果
、
女
性
と
男
性
に
対
し
多
く
の
雇

用
を
創
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

富

砲

妊
娠
の
決
定
は

女
性
の
権
限
で

-
ウ
ェ
ト
ウ
・
サ
リ
パ
ン
(
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
)

男
が
で
き
な
い
唯
一
の
こ
と
、
女
性

だ
け
が
で
き
る
こ
と
、
そ
れ
は
妊
娠
で

す。
と
す
れ
ば
、
女
性
の
権
限
で
妊
娠
す

る
か
ど
う
か
を
決
め
る
べ
き
で
す
。
人

口
を
考
、
え
る
時
、
中
絶
を
必
要
と
す
る

よ
う
な
状
況
、
す
な
わ
ち
妊
娠
を
回
避

さ
せ
る
方
が
よ
り
人
道
的
、
人
間
的
で

あ
ろ
、
7
と
思
、
7
0

ベ
ッ
ド
数
を
上
回
る
医
師
の
数
/

工
業
化
社
会
で
は
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
家
族
政
策
が
章
一
要

-
川
橋
幸
子
(
日
本
)
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工
業
化
が
進
む
と
農
村
か
ら
都
市
へ

人
口
が
移
動
す
る
。
す
る
と
家
版
本
来

の
機
能
が
非
常
に
小
き
く
な
る
。
家
族

の
機
能
を
社
会
的
に
支
回
世
す
る
よ
、
7
な

家
族
政
策
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
二
世
紀
の
日
本
は
六
五
歳
以
上
の
人

口
が
四
人
に
一
人
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

時
代
が
く
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
人
を

ど
の
よ
う
に
養
う
か
。
お
金
だ
け
で
な

く
、
、
不
ソ
ト
ワ

l
ク
シ
ス
テ
ム
を
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
中
に
作
る
こ
と
が
大
切
だ
。

今
、
ア
ジ
ア
は
非
常
に
工
業
化
が
進
ん

で
る
が
、
河
時
吋
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

家
族
政
策
が
大
切
だ
。

「
北
京
婦
産
病
院
」

を
訪
問

第
一
O
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ

ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
に
先
立
ち
、
日

本
国
議
員
間
の
桜
井
新
衆
議
院
議
員
、
川

橋
幸
子
、
南
野
知
恵
子
、
古
同
桑
栄
松
参
議



r北京婦産病院J在訪問

北京錫康病院を訪

れた議員団。

院
議
員
、
黒
田
俊
夫

g
本
大
学
人
口
研
究

所
名
誉
所
長
ら
は
二
日
午
後
、
北
京
市
の

産
婦
人
科
病
院
「
化
京
婦
産
病
涜
し
を
訪

開
削
し
た
。

北
京
婦
産
病
院
の
ベ
ソ
ド
数
は
三
六
問

ベ
ソ
ド
。
毎
年
平
均
で
四

0
0
0人
出
産

す
る
北
京
市
最
大
の
産
婦
人
科
病
院
で
あ

る
。
河
病
世
田
に
は
産
婦
人
科
学
の
研
究
セ

ン
タ
ー
が
あ
り
、
助
産
婦
や
医
師
州
の
}
レ

l
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
も
備

こ
の
た
め
、
医
師
の
数
が
約

ベ
ソ
ド
数
を
大
き
く
上
出

え
て
い
る
。

四

O
O人
で
、

っ
て
い
る
。

何
病
院
の
診
療
科
は
、
婦
人
科
、
出
産

計
画
科
、
新
生
児
保
健
科
な
ど
に
別
れ
て

お
り
、

W
H
O
の
協
力
で
保
健
セ
ン
タ
ー

を
同
開
設
し
、
ト
レ
ニ
ン
グ
コ

l
ス
で
全

中
国
か
ら
集
ま
っ
た
研
修
生
の
養
成
を
行

っ
て
い
る
。

ま
た
、
母
児
向
室
、
母
乳
育
児
を
進
め

て
い
る
。
正
常
分
娩
の
場
合
、
入
院
は
回

目
、
帝
王
切
開
で
も
一
週
間
。
出
産
の
高

齢
化
と
、
都
市
部
で
は
厳
密
に
一
人
っ
子

政
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
た
め
、
帝
王
切

開
の
比
率
が
高
い
と
い
う
興
味
深
い
報
告

が
あ
っ
た
。
北
京
市
の
場
合
、
出
産
は
一

0
0
%病
院
で
行
わ
れ
、
農
村
部
で
も
九

O
%が
衛
生
涜
(
保
健
所
)
で
行
わ
れ
て

いヲ
hv

。
…
行
は
、
病
院
見
学
後
、
財
団
法
人
笹

川
記
念
保
健
協
力
財
包
の
日
中
医
療
交
流

に
よ
っ
て
日
本
で
研
修
を
受
け
た
中
国
人

医
師
と
議
員
図
と
の
懇
談
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
…
期
五

O
名
、
年

間
一
一
期
で
現
在
二
二
期
ま
で
終
了
し
て
い

る
。
ま
も
な
く
一

O
年
で
終
わ
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
ぜ

ひ
継
続
さ
せ
て
欲
し
い
と
い
う
要
望
が
で

た
。
ま
た
、

u本
で
研
修
を
受
け
た
人
の

中
か
ら
再
び
留
学
研
修
を
行
、
7
特
別
研
究

者
制
度
も
既
に
三
期
日
を
迎
え
、
各
地
で

指
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
、
と
の

報
告
が
あ
っ
た
。
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EI理雇~雇~畠盗!11

人民大会堂に、喬石全人代常務委員会

委員長を表敬訪問Lた。

E五亙置軍関E盟諸R量

ホテル従業員がファッション

モデルに‘へンシーン$

プロのモデル卓んも顔負付

全員がホテル従業員によるフ

ァッションショーと聞いて、

一瞬会場はひeつ〈り。堂々た

るステージぶりに驚きが拍手

の嵐に変わる。

(メディアホテル・

大ホールで)

J2 



|悠.
万巣の長械は、風も

なく、一行を歓迎す

るかのように穏やか

じ晴れ上った。

紫禁城と呼ばれる広

大生故宮で、往時の

明清二代にわたる寓

廷生活を偲ぶ。

APDA会議の出席者に自

前のサービスを メ

ディアホテル従業員による

ファッションショーのモデ

ルさんたち。受付嬢あり、

電話交換嬢あり、売躍の売

り干さんあり......。ひと昔

前の中国では考えられなか

った和やかな光景だ。

(メディアホテル・大ホー

ルで)
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位
向
上
と
日
本
の
人
口
!

議
長
・

7

へ
ン
ド
ラ
ニ
ブ
ラ
サ
ド(イ
ン
ド
)

大
変
立
派
な
ス
ラ
イ
ド
で
、
す
ば
ら
し
い

示
唆
を
号
、
ぇ
、
多
く
の
こ
と
を
学
は
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

幻
設
紀
は
男
性
の
組
合
が
必
要

ガ
ッ
サ
ン
・
タ
ラ
ヤ

(
シ
リ
ヤ
)

幻
世
紀
は
女
性
の
世
紀
に
な
る
と
思
わ
れ

る
の
で
、
対
抗
す
る
た
め
に
男
性
の
組
合
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
幻
世
紀
は
平
等
な
権

利
の
世
紀
に
し
た
い
も
の
で
す
。

チ
ャ
イ
・
ワ
イ
・
チ
ュ
ン
(
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
)

政
府
は
、
高
等
教
育
を
受
け
た
人
た
ち
に

家
庭
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
考
、
え
て
い
る
。

身
男
性
は
今
な
お
女
性
を
探
し
て
い
る
。

j虫

34 

生
活
者
と
し
て
の
女
性
の

感
覚
を
政
策
決
定
に

川

橋

幸

子

(

日

本

)

現
伏
は
、
日
本
の
女
性
は
大
変
県
か
に
な

り
、
幸
福
な
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
社
会
的

地
位
が
低
い
。
日
本
は
税
工
業
化
社
会
に
入

ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
新
し
い
発

想
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
に
気
が
つ
き
は
じ

め
て
い
る
。

ま
ず
環
境
に
優
し
い
社
会
を
つ
く
る
こ
と
、

効
率
、
能
率
よ
り
も
公
正
(
フ
ェ
ア
ネ
ス
)

の
要
素
を
強
く
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ

れ
に
、
生
産
優
先
よ
り
消
費
者
、
生
活
す
る

人
間
の
利
益
、
土
地
と
か
住
宅
の
問
題
だ
と

か
、
様
々
な
こ
と
で
生
活
す
る
人
の
利
読
を

大
切
に
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
実
態
軽
視
に
は
、
や
は
り
女
性
の
持
っ
て

い
る
生
活
者
と
し
て
の
感
覚
を
政
策
決
定
に

生
か
す
苧
」
と
が
重
要
で
す
。



結
婚
し
て
も
皇
の
名
を

名
乗
れ
る

人口・偶発・アジア国会議員代表者会議 (APDAスライド)

フ
I
・
ヤ
メ
イ
(
中
層
)

ス
ラ
イ
ド
を
み
て
、
ズ
シ
|
ン
と
感
じ
た
。

新
生
中
国
で
は
「
天
の
空
の
半
分
は
女
性
の

も
の
L

、
と
い
、
7
言
い
方
で
、
女
性
は
平
等

の
権
利
を
与
え
ら
れ
て
き
た
。
北
京
に
は
一

万
以
上
の
保
育
所
が
工
場
内
施
設
に
作
ら
れ
、

私
の
小
児
病
続
に
も
あ
り
ま
す
。
四
九
年
以

降
の
新
生
中
悶
で
は
、
女
性
が
自
分
の
里
の

名
を
名
乗
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

女
性
が
強
く
な
る
と

離
婚
が
ふ
え
る
の
で
は

テ
ベ
ス

(
フ
ィ
リ
ピ
ン
)

第1日Illl

女
性
が
あ
ま
り
強
く
な
る
と
、
婚
姻
、
結

婚
関
係
が
う
ま
く
い
か
な
く
な
る
の
で
は
な

い
か
。
特
に
都
市
な
ど
女
性
の
教
育
水
型
が

高
い
と
女
性
が
権
利
を
主
張
し
、
緊
張
な
ど

が
ふ
え
、
離
婚
率
が
都
市
が
農
村
よ
り
多
く

な
る
の
で
は
な
い
か
。
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス

だ
が
、
こ
の
辺
の
こ
と
も
頭
の
ど
こ
か
に
お

い
て
お
い
た
方
が
・
・
。

親
子
関
係
に
つ
い
て
の
議

を

ナ
フ
ィ
シ
ア
・
ム
ボ
イ(
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
)

母
親
の
私
は
、
娘
に
は
手
伝
わ
せ
る
が
、

男
の
子
が
蒸
物
を
脱
ぎ
す
て
て
も
文
句
を
一
百

わ
な
い
。
ロ
で
平
等
と
い
っ
て
も
、
父
親
は

威
張
り
、
母
裁
は
従
順
だ
。
こ
う
い
う
姿
に

子
供
は
体
で
男
友
の
違
い
を
見
て
育
つ
。
家

族
計
画
、
人
口
政
策
が
成
功
す
る
と
、
親
子

関
係
に
ま
ず
い
関
係
が
生
れ
る
の
か
ど
う
か
、

少
し
考
、
え
て
討
論
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

長
子
相
続
も
潤
題

ウ
ェ
ツ
・
ト
ウ
リ
カ
卜
ヰ
・
サ
リ
パ
ン

(
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
)

夫
婦
が
お
互
い
に
尊
敬
し
あ
う
こ
と
が
第

一
歩
と
思
う
。
二

O
世
紀
の
後
半
、
家
庭
を

持
た
な
い
人
た
ち
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
結
婚
し
な
い
で
同
出
世

し
て
い
る
形
が
ふ
え
て
い
る
。
そ
れ
に
は
、

結
婚
し
た
妻
が
得
ら
れ
な
い
権
利
を
享
受
す

る
と
い
う
点
が
あ
る
と
思
う
。
そ
れ
か
ら
、

社
会
的
に
出
世
し
た
女
性
は
、
一
人
産
ん
だ

男
の
子
を
過
保
護
に
甘
や
か
す
と
い
う
予
」
と

が
あ
る
。
相
続
が
長
子
相
続
で
あ
る
と
い
う

こ
と
も
問
題
だ
と
思
う
。

安
全
な
飲
料
水
が

死
亡
率
を
下
げ
る

桑

栄

松

(

日

本

)

日
本
が
こ
れ
ほ
ど
ド
ラ
マ
チ
ソ
ク
に
転
換

で
き
た
の
は
、
第
二
次
大
戦
に
負
け
た
か
ら

高
で
す
。次
に
教
育
で
す
。
教
育
の
先
頭
に
立
っ
た

の
が
保
健
婦
で
、
保
健
所
が
教
育
の
場
に
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
の
教
育
が
保
健
・
公
衆
衛
生

教
育
の
基
礎
と
な
っ
た
と
思
う
。
乳
児
死
亡

率
を
下
げ
る
こ
と
が
、
出
生
率
を
下
げ
る
こ

と
に
つ
な
が
る
が
、
死
亡
原
凶
の
ト
ソ
プ
の

下
痢
楊
炎
を
な
く
す
に
は
、
ま
ず
第
一
に
安

全
な
飲
料
水
の
供
給
が
大
切
だ
。

そ
れ
に
教
育
、
衛
生
教
育
を
実
泌
す
る
に

は
識
字
率
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
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関
下
、
来
賓
各
段
、
ご
出
席
の
皆
様
、

I
P
P

F
国
際
家
抜
計
画
連
盟
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、

閉
会
に
あ
た
り
一
一
百
こ
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

一
一
日
間
同
、
非
常
に
徹
底
的
な
し
か
も
非
常
に
生

産
性
の
豊
か
な
実
り
の
あ
る
討
議
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
人
口
、
開
発
に
し
ぼ
っ
た
討
議
で
ご
ざ
い
ま

し
た
。
私
と
も
は
こ
の
会
議
が
中
華
人
民
共
和
国

の
北
京
と
い
う
非
常
に
歴
史
的
、
文
化
的
に
長
い

伝
統
を
持
つ
首
都
で
開
か
れ
ま
し
た
こ
と
を
大
変

に
光
栄
に
存
じ
て
お
り
ま
す
。

私
ど
も
は
北
京
空
港
に
降
り
た
っ
て
以
来
、
本

当
に
よ
く
面
倒
を
み
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
迎

え
い
た
だ
き
、
そ
し
て
こ
親
切
に
寛
容
に
私
た
ち

を
も
て
な
し
て
下
さ
り
、
す
ば
ら
し
い
招
宴
が
続

き
ま
し
た
。
は
じ
め
て
中
国
を
訪
れ
た
者
で
き
、
之
、

こ
の
す
ば
ら
し
い
悶
を
中
国
の
旧
友
と
い
う
気
持

ち
で
立
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
自
身
に
つ
い
て

申
し
ま
す
と
、
今
回
の
組
織
運
営
を
お
こ
な
っ
た

方
た
ち
は
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
は
ら
っ
て
こ
の
会
議

を
、
そ
し
て
我
々
の
北
京
滞
在
を
楽
し
い
も
の
に
、

国
際
家
族
計
商
連
盟
・
東
-
南
東
ア
ジ
ア
・

オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
局
長

V
-
T
・
パ
ラ
ン

記
憶
に
残
る
も
の
に
、
そ
し
て
実
り
豊
か
な
も
の

に
し
て
下
き
い
ま
し
た
。

私
は
こ
れ
ま
で
、

A
P
D
A
、

A
F
P
P
D
の

会
議
に
何
度
も
出
席
い
た
し
ま
し
た
が
、
今
回
の

会
議
ほ
ど
す
ば
ら
し
い
も
の
は
な
か
っ
た
と
忍
い

ま
す
。
討
議
の
深
き
か
ら
み
て
も
、
そ
し
て
ま
た

そ
れ
ぞ
れ
が
こ
の
討
議
に
対
し
て
な
し
た
貢
献
か

ら
み
て
も
、
そ
の
す
べ
て
を
過
去
の
会
議
を
凌
駕

す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

開
会
式
に
は
李
鴎
総
理
か
ら
の
メ
ソ
セ
|
ジ
が

あ
り
ま
し
た
し
、
ま
た
た
く
さ
ん
の
ス
ピ
ー
チ
が

ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
ど
も
は
、
改
め
て
現
在
の
生

活
の
質
を
高
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
、

そ
し
て
家
族
及
び
国
を
安
定
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
っ
た
く
無
計
画
な
出
産
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、

ま
た
、
子
供
は
選
択
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
も
の
で

あ
っ
て
、
偶
然
生
ま
れ
て
は
い
け
な
い
、
と
い
う

こ
と
を
伺
い
ま
し
た
。
ま
た
自
由
に
し
て
、
十
分

な
情
報
を
、
避
妊
に
つ
い
て
、
そ
し
て
ま
た
性
と

生
殖
に
関
す
る
責
任
に
関
し
て
号
、
え
る
べ
き
で
あ

る
と
、
討
議
さ
れ
ま
し
た
。
地
成
社
会
だ
け
で
は

な
く
同
に
対
し
て
も
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
必

36 

要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
一
言
わ
れ
ま
し
た
。
子
供

は
、
望
ま
れ
て
生
ま
れ
て
く
る
子
供
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
し
て
心
身
と
も
に
そ
の
持
て
る
能

力
を
一
O
O
%
発
揮
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
言
わ
れ
た
と
思
い
ま

す。
ア
ジ
ア
は
特
別
の
責
任
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

ア
ジ
ア
全
体
を
見
ま
す
と
、
世
界
の
人
口
の
六
O

%
が
ア
ジ
ア
に
住
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
の
会
議
で
議
論
き
れ
た
人
口
政
策
の
基
本
的

な
考
え
方
は
、
子
供
が
子
供
を
産
ん
で
は
い
け
な

い
。
そ
し
て
ま
た
あ
ま
り
に
も
若
す
ぎ
る
母
親
、

年
を
と
り
す
ぎ
た
母
親
が
あ
っ
て
も
い
け
な
い
。

そ
し
て
ま
た
出
産
間
隔
が
あ
ま
り
近
く
て
は
い
け

な
い
。
子
供
が
多
す
ぎ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ

と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
問
題
に
対

し
て
ア
ジ
ア
が
成
功
す
る
と
す
れ
ば
、
ア
ジ
ア
が

こ
れ
ま
で
経
済
的
に
躍
進
し
て
き
た
と
同
じ
よ
う

に
、
人
口
の
問
題
で
も
指
導
的
な
立
場
を
と
る
こ

E
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
次
世
代
が
何
を
ひ
き
つ

ぐ
か
は
、
現
代
の
私
た
ち
の
努
力
に
か
か
っ
て
い

現
在
、

ま
す
。

」
の
こ
と
に
つ
い
て
の
国
会
議
員



の
先
生
方
の
責
任
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
国
会

議
員
こ
そ
が
国
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
、
そ
し
て
図

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
設
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て

新
し
い
側
値
観
、
目
標
を
設
定
す
る
か
ら
で
す
。

そ
し
て
地
域
社
会
を
動
員
し
、
よ
り
よ
い
、
ま
た

明
る
い
生
活
を
短
期
間
の
う
ち
に
実
現
で
き
る
の

も
国
会
議
員
で
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
が
こ
の
問
題
を
中
華
人
民
共
和
国
と
い

う
世
界
で
最
も
急
成
長
し
て
い
る
経
済
実
現
し
て

い
る
悶
で
討
議
し
た
こ
と
は
、
大
変
す
ば
ら
し
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
意
志
が
あ
れ
ば
道
は
開
け

る
と
い
、
7
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
特
に
そ
の
意
志
が

政
治
家
に
よ
っ
て
一
不
さ
れ
た
時
、
家
紋
計
画
と
い

う
よ
う
な
大
変
難
し
い
分
郵
に
お
い
て
も
進
歩
す

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

文
化
的
、
社
会
的
、
宗
教
的
に
閉
山
難
な
問
題
を

抱
え
、
し
か
も
誤
解
さ
れ
や
す
い
家
族
計
爾
の
分

野
に
お
い
て
も
道
が
聞
か
れ
る
で
し
ょ
、
7
0

ま
た

今
日
は
人
U
と
開
発
に
お
け
ま
す
女
性
の
役
割
に

つ
い
て
の
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
二
一
世
紀
に

お
け
る
立
性
と
い
う

A
P
D
A
の
テ
!
?
、
こ
れ

は
価
値
の
あ
る
適
切
な
し
か
も
時
期
を
得
た
テ
1

7

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
時
期
を
え
た
と
申
し

ま
す
の
は
、
私
た
ち
は
今
や
二

O
世
紀
の
終
わ
り

に
き
し
か
か
っ
て
お
り
ま
す
。

人口・開発・罰金議員代表者会議{閉会挨拶}第10毘

こ
の
時
期
に
至
っ

て
、
人
口
の
半
分
を
し
め
る
女
性
を
二
流
市
民
と

し
て
扱
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
カ
イ
ロ

会
議
に
対
し
て
、
今
凶
の
会
議
か
大
き
な
貢
献
を

な
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
い
う
意
味
で
も
今

回
の
会
議
は
時
期
を
得
て
い
た
わ
け
で
す
。

A
P
D
A
と
A
F
P
P
D
が
こ
の
問
題
を
き
ち

ん
と
取
り
上
げ
る
と
い
う
能
力
と
意
志
を
一
不
し
、

そ
し
て
こ
の
問
題
に
非
常
な
責
任
感
を
示
し
て
下

き
っ
た
こ
と
は
、
賞
賛
に
値
す
る
と
思
い
ま
す
。

理
事
長
が
開
会
式
の
時
に
述
べ
ら
れ
ま
し
た
よ

う
に
、
今
回
の
会
議
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
会

議
が
続
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
女
性
が
ど

の
よ
う
に
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
す
べ
き
で
あ

り
、
ま
た
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
、

そ
し
て
ま
た
女
性
に
対
し
て
機
会
を
あ
た
え
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
生
活
の
質
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
こ
の
男
女
の
平
等
に
つ
い
て
、
そ
し

て
ま
た
男
女
の
格
差
を
縮
小
す
る
こ
と
に
対
し
て
、

私
た
ち
は
敵
対
的
な
立
場
を
と
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
す
べ
て
の
人
が
母
を
持
ち
、
兄
弟
を
持
ち
、

妻
を
持
っ
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
女
性
を

男
性
よ
り
も
低
い
地
位
に
お
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
人
が
い
る
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
が
こ
の
よ
う

な
立
法
的
な
隙
壁
、
社
会
的
障
壁
、
文
化
的
産
照
、

宗
教
的
な
障
壁
、
そ
し
て
伝
統
的
な
障
壁
を
取
り

除
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
よ
り
幸
せ
で
調
和
の
と

れ
た
、
そ
し
て
お
互
い
に
満
足
の
ゆ
く
関
係
を
家

庭
の
中
で
、
地
域
社
会
で
、
国
の
中
で
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
患
い
ま
す
。

I
P
P
F
代
表
と
い
た
し
ま
し
て
、

A
P
D
A
、

A
F
P
P
D
、
E
S
C
P
H
に
対
し
て
心
か
ら
ご

同
慶
の
意
を
表
明
し
た
い
と
怠
い
ま
す
。
女
性
の

役
割
、
間
開
発
と
人
口
と
い
う
大
変
に
重
要
な
テ
!

?
に
つ
い
て
討
議
を
始
め
て
下
さ
っ
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
を
実
施
で
き
る
ま
で
、
実
際
的
な
そ
し
て

包
括
的
な
文
化
的
に
デ
リ
ケ
l
!
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
導
入
し
、
そ
し
て
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

と
患
い
ま
す
。
特
に
貧
し
い
人
た
ち
、
そ
し
て
社

会
の
中
で
貧
協
と
無
視
に
よ
っ
て
苦
し
ん
で
い
る

人
た
ち
、
特
に
そ
の
中
で
も
相
会
的
な
弱
者
と
な

っ
て
い
る
主
性
に
対
し
、
幸
せ
を
も
た
ら
す
こ
と

が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

出
席
を
許
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
今
回
こ
の
よ

う
に
ご
挨
拶
を
す
る
機
会
を
与
え
て
下
さ
い
ま
し

て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
お
目

に
か
か
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

ご
無
事
に
帰
国
な
さ
い
ま
す
よ
う
に
お
祈
り
い

た
し
ま
し
て
、
こ
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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園
一
函
連
人
口
基
金

(
U
N
F
P
A
)
、
国
連
大
学

(
U
N
U
)
、
旦

本
国
外
務
省
の
主
催
で
、
人
口
と
開
発
に
関
す
る
賢
人
会
議
室

一
一
月
二
六
日
-
二
七
日
の
両
日
、
東
京
の
閉
由
連
大
学
本
部
ピ
ル
一

子
開
催
さ
れ
た
一
。
本
年
九
月
に
エ
ジ
プ
ト
の
カ
イ
ロ
で
開
聞
か
品
目

言
尽
際
人
ロ
ト
開
発
会
議

(
i
C
P
D
)
に
む
け
て
の
活
動
の
一

.
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あ
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・
司
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な
る
0
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風
邪
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た
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駐
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大
使

が
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読
)
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挨
拶
、
ロ
パ
ー
ト
・

7
ク
ナ
マ
ラ
元
世
界
銀
行
総

裁
が
基
諦
講
演
を
行
っ
た
。

会
議
の
議
長
と
し
て
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
会
長
の
中

山
太
郎
元
外
務
大
臣
が
選
出
さ
れ
、
都
議
長
に
国
際
家
族
連
盟

会
長
フ
レ
L
仁
ド

rサ
イ
博
士
が
選
出
さ
れ
た
。

.

.

.

.

.

.
 .
 

細
川
護
照
首
相
の
開
会
挨
拶
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本
日
、
こ
の
よ
う
に
大
勢
の
聴
衆
の
方
々
の
ご
列
席
を
得
て
、
「
人
口

と
原
発
に
関
す
る
賢
人
会
議
し
が
開
催
さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
こ
と
を

嬉
し
く
思
い
ま
す
と
と
も
に
、
会
議
の
凋
催
国
を
代
表
致
し
ま
し
て
、

内
外
か
ら
お
集
り
い
た
だ
い
た
出
席
者
の
方
々
に
心
よ
り
歓
迎
の
意
を

表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
か
ら
七
年
前
の
一
九
八
七
年
、
五
十
億
人
に
達
し
た
世
界
の
人
口

は
、
現
在
約
五
十
六
億
人
、
国
連
人
口
部
の
推
計
に
よ
り
ま
す
と
、
今

世
紀
末
に
は
六
十
三
億
人
、
担
一

O
二
五
年
に
は
八

f
五
億
人
、
二

O
五

O
年
に
は
一

O
O億
人
に
達
す
る
と
予
怨
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

人
口
問
題
は
、
特
に
多
く
の
途
上
悶
に
お
い
て
、
貧
困
と
人
口
増
加
、

環
境
感
化
が
恋
循
環
を
も
た
ら
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
意
味
で
、
こ

の
間
越
は
ま
き
に
地
球
規
模
の
問
題
で
あ
り
、
持
続
可
能
な
関
発
を
実

現
す
る
た
め
に
、
世
界
中
の
人
々
が
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
緊
急
の
課
題
で
あ
る
と
考
、
え
て
お
り
ま
す
。

一
昨
年
六
月
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ
た
関
連
環
境
開
発

会
議
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
ア
ジ
エ
ン
タ
幻
に
お
い
て
も
、
人
口
問
題

と
持
続
可
能
な
開
発
、
そ
し
て
地
球
環
境
問
題
と
の
密
接
な
関
係
が
指

摘
さ
れ
、
開
発
や
環
境
に
閲
す
る
政
策
の
立
案
に
あ
た
っ
て
は
、
人
口

の
視
点
を
念
頭
に
お
い
て
、
間
間
際
社
会
が
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

他
方
、
各
国
の
お
か
れ
た
経
済
、
社
会
状
況
或
い
は
伝
統
的
な
価
依

観
の
多
様
性
な
ど
を
考
え
ま
す
と
、
こ
の
問
題
の
解
決
の
た
め
に
は
、



中央壇上で挨拶をする

細川首稿。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
自
助

努
力
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
、
人

間
と
し
て
の
慕
本
的
な
権
利
と
尊
厳
の
尊
重
、

特
に
、
女
性
の
池
位
と
役
割
の
向
上
と
い
う
、

俗
人
の
視
点
に
立
っ
た
ミ
ク
ロ
雨
の
政
策
と
、

安
定
し
た
人
口
増
加
率
へ
の
移
行
を
包
指
す

7

ク
口
医
の
政
策
と
を
、
各
m
聞
が
そ
の
経
済
・

人口と潟発に関する賢人会議

社
会
開
発
計
画
の
中
で
適
切
に
位
置
付
け
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
は
申
す
ま
で

も
こ
ざ
い
ま
せ
ん
。
家
抜
計
画
と
い
っ
た
人

口
培
加
抑
制
の
手
段
も
も
と
よ
り
重
要
で
あ

り
ま
す
が
、
教
育
の
普
及
、
乳
児
死
亡
率
の

低
下
と
い
っ
た
生
活
の
質
の
向
上
を
図
る
こ

と
の
重
要
性
に
も
意
を
用
い
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
た
ち
が
、
今
人
口
問
題
に
お
い
て
有
効

主
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
、
後
世
に
大
い
な
る

負
の
遺
産
を
残
す
こ
と
に
な
り
ま
す
し
、
そ

の
意
味
で
、
本
年
九
月
、
エ
ジ
プ
ト
の
カ
イ

ロ
で
開
催
さ
れ
る
同
際
人
口
開
発
会
議
は
、

私
た
ち
が
今
何
を
な
す
べ
き
か
を
考
え
、
き

ら
に
今
後
の
指
針
を
決
定
す
る
場
と
し
て
甑

め
て
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

わ
が
隠
は
従
来
よ
り
人
口
問
題
の
緊
急
性
、

重
要
性
を
派
く
認
識
し
、
そ
の
医
際
協
力
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
多

用
問
問
問
の
分
野
で
は
、
わ
が
同
聞
は
本
会
議
の
共

催
者
の
一
つ
で
あ
る
淘
連
人
口
基
金
や
国
際

家
挟
計
画
連
盟
の
活
動
を
高
く
評
価
し
、
…

九
八
六
年
以
降
、
こ
れ
ら
の
機
関
に
対
す
る

最
大
の
拠
出
国
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

二
国
間
援
助
で
は
、
こ
れ
ま
で
に

l
限
カ
国

二

O
件
に
及
ぶ
人
口
・
家
絞
計
画
に
対
す
る

技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て
い
る
の

を
始
め
と
し
て
、
研
修
員
受
入
れ
を
通
じ
た

教
育
・
広
報
揃
で
の
支
援
、
人
口
分
野
で
の

資
金
協
力
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

わ
が
国
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、
人
口
・

家
族
計
画
へ
の
直
接
的
協
力
の
み
な
ら
ず
、

母
子
に
関
連
し
た
基
礎
的
な
保
健
・
医
療
、

女
性
の
池
位
の
向
上
へ
の
協
力
を
含
め
た
包

話
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
、
各
国
と
協

調
し
つ
つ
、
人
口
分
野
で
の
取
組
み
を
一
層

強
化
し
て
ま
い
り
た
い
と
白
じ
ま
す
。

こ
の
賢
人
会
議
が
他
な
ら
ぬ
こ

こ
の
皮
、

の
東
京
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
は
、
人
口
問
題

を
重
回
出
し
、
来
た
る
カ
イ
ロ
で
の
会
議
の
成

功
を
祈
念
す
る
わ
が
岡
山
の
立
場
を
示
す
も
の

で
あ
り
ま
す
し
、
会
議
で
ま
と
め
ら
れ
る
東

京
安
一
請
が
、
カ
イ
ロ
宣
言
の
指
針
作
成
に
当

た
っ
て
の
貴
重
な
提
言
に
な
る
こ
と
を
強
く

期
待
を
致
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

会
議
の
成
功
に
向
け
て
、
ご
列
席
の
皆
様

の
御
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
て
、
私
の
ご
挨
拶
に
か
え
き
せ
て
頂
き
ま

す。
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ブ

ル

ン

ト

ラ

ン

ト

・

ノ

ル

ウ

ェ

ー

首

相

挨

拶

〈

駐

日

大

使

代

読

)

七
年
前
に
「
環
境
と
開
発
に
関
す
る
世
界

委
員
会
L

で
「

O
R
の
0
5
5
0ロ
可
三
日
。
し

が
採
択
さ
れ
た
の
も
東
京
で
あ
っ
た
。
人
口

問
題
は
こ
の
委
員
会
で
も
最
も
難
し
い
問
題

で
あ
っ
た
。

寸北
L

の
人
々
の
一
人
当
た
り
消
費
・
汚

染
は
「
南
L

の
人
々
よ
り
も
は
る
か
に
大
き

い
。
今
日
の
西
側
の
水
準
の
工
、
平
ル
ギ
!
・

資
源
の
消
費
を
世
界
中
で
行
う
こ
と
は
で
き

な
い
。
寸
南
し
の
国
々
で
人
口
増
加
を
楠
抑
制

す
る
と
同
時
に
、
「
北
L

の
国
で
は
現
在
の

消
費
や
生
産
の
や
り
か
た
が
地
球
環
境
へ
与

え
る
影
響
を
緩
和
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
に

は
悶
家
問
或
い
は
地
域
間
で
協
調
し
た
政
策

が
必
要
で
あ
る
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
一
月
一

O
B
に
消
費
パ

タ
ー
ン
を
変
え
る
た
め
の
会
議
を
主
催
し
た

ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の
会
議
は
「
北
L

の
中

で
持
続
可
能
な
消
費
に
つ
い
て
の
全
く
新
し

い
議
論
を
始
め
、
「
南
L

の
国
々
に
対
し
て

寸北
L

が
本
気
で
責
任
を
と
る
つ
も
り
が
あ

る
こ
と
を
訴
え
る
目
的
が
あ
る
。

我
々
は
経
済
成
長
の
概
念
を
変
え
、
利
用

資
源
、
お
よ
び
廃
棄
物
の
量
を
減
ら
し
て
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
。
生
活
水
準
を
低
下
さ
せ

る
の
で
は
な
く
、
少
な
い
資
源
で
よ
り
多
く

の
ニ
!
ズ
を
満
た
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

我
々
は
産
業
の
部
産
物
に
対
す
る
地
球
の
許

容
量
に
浪
界
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
後
の

世
代
の
た
め
に
十
分
な
寸
環
境
的
余
地
」
を

残
き
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
寸
よ
り
少

な
い
も
の
か
ら
よ
り
多
く
の
も
の
を
生
産
し

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
や
地
球
の
収
容
能
力
は
閉
山
界
に
近
付
い

て
お
り
、
い
つ
ま
で
も
培
、
ぇ
続
け
る
人
口
を

支
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
我
々
は
人
口
爆

発
が
世
界
に
と
っ
て
最
も
深
刻
な
問
題
で
あ

る
こ
と
を
認
識
し
、
人
口
政
策
を
政
治
上
の

最
優
先
課
題
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。

一
九
九
二
年
の
リ
オ
の
泊
連
環
境
問
発
会

議
は
人
口
問
題
に
関
し
て
は
一
歩
後
退
で
あ

っ
た
が
、
我
々
は
カ
イ
ロ
に
向
け
て
決
意
を

新
た
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
カ
イ
ロ
会

議
は
地
球
の
将
来
が
大
き
く
か
か
っ
た
今
年

最
も
重
要
な
国
際
会
議
で
あ
り
、
私
自
身
も

出
席
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

力
イ
ロ
で
は
、
人
口
問
題
を
「
人
間
開
発
L

の
視
点
か
ら
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
、
す
べ
て
の
人
へ
の
教
育
、
女
性
の
地
位

の
向
上
、
公
的
保
健
の
充
実
、
今
世
紀
中
に

あ
ら
ゆ
る
人
が
家
族
計
十
限
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

で
き
る
よ
う
な
環
境
を
繋
、
え
る
こ
と
な
ど
を

取
り
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
具
体
的

な
日
穏
や
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
を
立
て
な
け
れ

40 

ば
な
ら
な
い
。

教
育
は
、
特
に
女
性
の
教
育
は
、
情
報
に

基
い
て
選
択
を
行
、
7
権
利
を
提
供
す
る
手
段

と
し
て
議
要
で
あ
る
。
持
続
可
能
な
開
発
に

は
女
性
の
地
位
の
向
上
は
持
続
可
能
な
同
開
発

に
不
可
欠
で
あ
り
、
ま
た
開
発
を
促
進
す
る

最
も
安
価
な
万
法
で
も
あ
る
。
女
性
の
教
育

に
よ
り
、
乳
児
死
亡
率
の
低
下
・
出
生
率
の

低
下
・
家
族
の
福
祉
の
向
上
が
可
能
で
あ
る
。

識
字
率
に
お
け
る
男
性
と
女
性
、
と
の
差
に

つ
い
て
は
国
際
的
な
認
識
が
近
年
高
ま
っ
て

い
る
。
寸
知
識
の
南
北
問
題
」
と
し
て
、
最

も
顕
著
な
の
は
識
字
率
の
差
で
あ
り
、
特
に

途
上
国
に
お
け
る
女
性
の
識
字
率
の
低
き
が

問
題
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
再
生
産
に
関



わ
る
決
定
を
行
う
に
当
た
り
、
そ
の
当
事
者

の
裁
が
果
た
す
役
割
が
重
要
で
あ
り
、
親
が

性
や
家
族
計
画
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
持

ち
、
子
供
を
学
校
に
や
る
こ
と
の
利
点
を
理

解
す
る
必
要
が
あ
る
。
世
代
間
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ

l
y
ョ
ン
は
常
に
社
会
の
秩
序
や
若
者
の

行
動
を
支
配
す
る
重
要
な
要
素
で
あ
っ
た
が
、

急
速
な
社
会
変
化
に
よ
り
、
こ
れ
が
破
壊
さ

れ
つ
つ
あ
る
。
家
族
と
い
、
7
点
で
は
、
未
婚

の
女
性
と
子
供
の
貧
し
い
家
庭
の
増
加
と
い

う
大
き
な
変
化
が
あ
る
。
成
人
教
育
は
、
こ

う
し
た
女
性
が
子
供
に
対
し
て
自
ら
の
福
祉

や
健
康
を
害
す
る
よ
、
7
な
再
生
産
活
動
を
選

択
し
な
い
よ
う
に
助
言
で
き
る
よ
う
、
親
と

し
て
の
教
育
を
提
供
す
る
べ
き
で
あ
る
。

我
々
は
教
育
に
も
っ
と
多
く
の
投
資
を
行

う
べ
き
で
あ
る
が
、
現
在
、
途
上
国
の
予
算
、

あ
る
い
は
先
進
医
か
ら
の
緩
効
に
占
め
る
教

育
の
割
合
は
わ
ず
か
で
あ
る
。
国
際
社
会
の

緩
助
な
し
に
は
寸
す
べ
て
の
人
が
教
脊
を
う

け
ら
れ
る
よ
う
に
L

と
い
う
目
標
は
達
成
で

き
な
い
。
ま
た
、
女
性
へ
の
基
本
教
育
が
重

要
で
あ
る
こ
と
は
広
く
認
識
さ
れ
て
い
る
が
、

具
体
的
な
行
動
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
て
い
な

し

人口と開発に関する賢人会議

貧
困
は
環
境
破
壊
の
み
な
ら
ず
人
口
増
加

の
根
本
原
因
で
も
あ
る
。
先
進
国
は
引
き
続

き
援
助
を
行
い
、
一
方
途
上
国
で
は
軍
事
予

算
を
再
考
し
、
む
し
ろ
教
脊
に
よ
っ
て
人
々

を
健
康
に
す
る
こ
と
を
柔
視
す
べ
き
で
あ
る
。

母
乳
は
子
供
の
健
康
の
増
進
・
子
供
の
問

問
糊
の
適
正
化
に
大
き
な
効
果
が
あ
る
。
現
在

で
は
高
い
教
育
を
う
け
た
女
性
ほ
ど
、
母
乳

を
与
、
え
る
傾
向
が
あ
る
。

自
分
の
体
に
関
す
る
決
定
を
行
い
、
運
命

を
切
り
開
い
て
い
く
た
め
の
知
識
と
能
力
が
、

出
産
に
関
わ
る
健
康
お
よ
び
権
利
の
前
提
と

な
る
。途
上
国
で
も
避
妊
が
広
く
行
わ
れ
る
よ
、
7

に
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
ま
だ
多
く
の
女
性

が
家
族
計
画
を
望
み
な
が
ら
利
用
で
き
な
い

で
い
る
。
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
権

利
が
す
べ
て
の
人
に
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
宗
教
や
文
化
が
こ
れ
を
妨
げ
て
は
な
ら

な
い
。
こ
の
問
題
は
人
的
資
源
の
開
発
を
、
主

限
に
遣
い
た
経
済
・
社
会
発
展
に
よ
り
克
服

干
に
美
己
ヲ
也
。

女
性
と
河
特
に
、
男
性
の
、
特
に

家
族
計
画
に
お
け
る
役
割
も
重
要
で
あ
る
。

男
性
が
性
習
慣
、
生
殖
能
力
、
健
康
に
責
任

ま
た
、

を
持
ち
、
父
裁
と
し
て
の
責
任
を
全
う
す
る

こ
と
が
人
口
問
問
題
の
解
決
な
ら
び
に

A
I
D

S
等
の
性
病
の
克
服
に
不
可
欠
で
あ
る
。

カ
イ
ロ
会
議
で
は
、
夫
婦
に
は
子
供
の
数

や
間
隔
を
自
由
に
選
ぶ
権
利
が
あ
る
こ
と
、

並
び
に
こ
の
権
利
を
実
現
す
る
た
め
の
方
策

を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な

が
ら
、
り
オ
で
の
失
敗
を
繰
り
返
さ
な
い
た

め
に
は
あ
く
ま
で
も
合
意
を
目
指
す
べ
き
か
、

そ
れ
と
も
事
態
が
急
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、

よ
り
速
い
意
思
決
定
法
を
採
用
す
べ
き
か
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

途
上
用
問
の
自
助
努
力
が
必
姿
な
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
だ
が
、
同
時
に
先
進
用
閣
の
資
金
援
助

を
大
幅
に
増
や
す
ヲ
」
と
も
必
要
で
あ
る
が
、

残
念
な
が
ら
国
際
的
に
合
意
さ
れ
た
家
族
計

画
等
の
開
発
援
助
の
目
擦
を
達
成
し
て
い
る
の

は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
だ
け
で
あ
る
。
開
発
援
助
は

も
っ
と
貧
し
い
人
々
の
基
本
的
な
必
要
を
満

た
す
た
め
に
充
て
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
人

口
計
画
も
こ
の
一
環
で
あ
る
。
田
連
開
発
計

画
で
は
、
途
上
国
の
政
府
支
出
お
よ
び
先
進

国
の
開
発
援
助
の
そ
れ
ぞ
れ
一
一

O
%を
こ
う

し
た
目
的
に
充
て
る
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
最
小
限
の
水
準
で
あ
り
、
各
国
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は
こ
の
水
準
を
す
ぐ
に
達
成
で
き
る
は
ず
で

あ
る
。日
本
は
世
界
一
の
開
発
援
助
国
で
あ
り
、

今
後
五
年
間
援
効
綴
を
さ
ら
に
四

O
l五
O

%
増
や
す
事
を
計
凶
し
て
い
る
。
他
国
も
こ

れ
に
習
う
べ
き
で
あ
る
。
世
界
の
平
和
、
環

境
、
開
発
の
た
め
に
、
日
本
が
よ
り
大
き
な

貢
献
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
活
動
は
広
い
意
味
で
の
世
界
的
な

責
任
分
担
の
一
環
で
あ
る
。
平
和
維
持
、
平

和
の
樹
立
、
環
境
に
対
す
る
脅
威
の
妨
止
、

貧
困
と
飢
餓
の
恨
絶
、
人
口
爆
発
の
抑
制
、

こ
れ
ら
は
す
べ
て
人
間
の
存
続
が
掛
か
っ
て

お
り
、
各
国
が
平
等
に
寅
任
を
持
つ
べ
き
問

題
で
あ
る
。

今
回
の
会
議
が
カ
イ
ロ
会
議
の
成
功
度
の

尺
度
左
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
カ
イ

ロ
会
議
で
は
、
我
々
が
果
た
し
て
将
来
を
計

画
す
る
能
力
が
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
次

の
世
代
に
前
の
世
代
が
残
し
て
く
れ
た
だ
け

の
も
の
を
残
せ
る
の
か
が
試
き
れ
る
こ
と
に
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か品ヲ
hv

。

テーマセッション

消
費
の
バ
ラ
ン
ス
を
作
り
出
す
必
要
が
あ
る

テ
!
7
1
「
人
口
と
持
続
可
能
な
関
発
」

で
は
、
ポ
ー
ル
・
エ

i
リ
ソ
ク
教
授
が
人
口

と
同
開
発
の
関
係
を
表
す
公
式

I
I
P
A
T
に

つ
い
て
説
明
を
行
い
討
議
が
行
わ
れ
た
。
ー

l
p
A
T
と
は

I
(
環
境
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
)

が
P
(
人
口
)
と

A
(
消
費
)
と

T
(
技
術
)

に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い

ヲ
Q

。先
進
国
の
よ
う
に
P

(
人
口
)
増
加
が
大



人口と開発に隠する

賢人会議のセッショ

ン会場

人口と開発に関する賢人会議

き
く
な
く
と
も
A

消
費
が
多
く
T

(
消
費
)
一
人
当
た
り
の

技
術
)
そ
の
利
用
技
術
が

高
い
場
合
、
環
境
へ
の
イ
ン
パ
ク
}
は
非
常

に
高
く
な
る
。
ま
た
、
途
上
国
の
よ
う
に

A

(
消
費
)
と

T
(
技

術
)
は
低
く
と
も
P

(
人
口
)
増
加
が
非

常
に
大
き
な
場
合
も

結
果
と
し
て
環
境
へ

の
イ
ン
パ
ク
ト
は
大

き
く
な
り
、
持
続
可

能
性
を
脅
か
す
こ
と

に
な
る
、
と
い
う
公

(1 
桝糊務総明明

式
で
あ
る
。

こ
の
公
式
か
ら

持
続
可
能
な
開
発
に

対
し
て
は
、
先
進
田
閥
、

途
上
国
を
問
わ
ず
責

任
を
以
て
お
り
、

ず
れ
の
国
々
も
責
任

を
逃
れ
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
い
う
事
が

提
一
不
き
れ
た
。

先
進
国
に
対
し
て

は
、
そ
の
生
活
ス
タ

イ
ル
を
変
え
る
こ
と

が
必
要
と
さ
れ
、
途

上
同
闘
が
、
人
口
を
抑
制
す
る
こ
と
な
く
し
て

は
、
持
続
可
能
性
を
守
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
、
現
在
の
食
料
分
配
の
不
均
衡
に
つ

い
て
議
論
が
行
わ
れ
、
近
い
将
来
不
足
す
る

と
し
て
も
、
現
在
食
料
が
余
っ
て
お
り
、
飢

我
と
飽
食
と
い
う
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
生
じ
て

し
ま
っ
て
い
る
。

し、

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
で
は
石
油
が
産
出

し
た
結
果
、
国
内
農
業
を
放
棄
し
、
石
油
価

絡
の
低
迷
等
で
、
持
続
可
能
な
経
済
状
態
を

維
持
し
得
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、

寸
ア
メ
リ
カ
で
は
力
ソ
リ
ン
の
郷
絡
が
日
本

の
お
よ
そ
1
/
4
で
、
安
価
な
た
め
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
節
約
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
、
7

切
迫
感
が
全
く
な
い
し
先
進
国
出
も
、
持
続
可

能
性
を
守
る
た
め
に
痛
み
を
分
か
ち
合
う
必

要
が
あ
る
、
と
い
う
討
議
が
な
さ
れ
た
。

こ
の
テ
!
?
1
の
総
括
と
し
て
、

7
レ
y

ド
・
サ
イ
氏
が
「
地
球
と
い
う
閉
鎖
系
シ
ス

テ
ム
の
閉
山
界
の
中
で
、
消
費
の
バ
ラ
ン
ス
を

作
り
出
す
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
怠
見
を
表

ま
た
、

明
し
た
。
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人
間
ら
し
い
生
活
を
実
現
す
る
た
め
に

テ
1
7
2
寸
人
口
と
家
族
計
画
L

で
は
、

人
口
家
族
計
画
に
対
す
る
途
上
国
の
責
任
ば

か
り
で
は
な
く
先
進
国
の
責
任
と
い
う
問
題

が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
こ
の
意
見
に
対
し
て
、

人
口
問
題
に
は
先
進
箇
も
途
上
国
も
な
い
、

生
殖
可
能
な
年
齢
に
な
っ
た
ら
自
分
の
行
為

の
責
任
を
取
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
ま
ず

大
事
で
あ
る
、
と
い
う
意
見
が
出
た
。

家
族
計
画
を
促
進
す
る
た
め
に
家
族
計
画

だ
け
で
は
有
効
性
が
乏
し
く
、
経
済
発
展
や

社
会
の
安
定
を
必
要
と
す
る
。
子
供
を
生
む

こ
と
に
対
す
る
い
か
な
る
強
制
も
ま
た
生
ま

な
い
こ
と
に
対
す
る
い
か
な
る
強
制
も
排
徐

し
、
良
〈
情
報
を
得
た
上
で
の
自
発
的
な
選

択
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。

現
実
に
こ
の
情
報
を
得
た
上
で
の
選
択
を

可
能
に
す
る
た
め
に
小
学
校
の
段
階
で
人
口

家
族
計
画
に
対
す
る
教
育
を
お
こ
な
う
事
が

重
要
で
あ
る
、
と
の
意
見
が
ブ
レ
ッ
ド
・
サ

イ
氏
よ
り
出
た
。

総
括
と
し
て
、
フ
レ
ッ
ド
・
サ
イ
氏
が
「
家

族
計
画
は
そ
れ
自
身
が
目
的
な
の
で
は
な
く
、

社
会
・
経
済
開
発
の
た
め
の
手
段
で
あ
り
、

人
間
ら
し
い
生
活
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段

な
の
だ
」
と
い
う
意
見
を
述
べ
た
。

女
性
が
主
導
権
を
持
つ
こ
と
は
可
能
か

テ
!
?
3
寸
人
口
と
女
性
の
地
位
L

で
は
、

女
性
の
発
言
と
女
性
の
支
持
派
の
発
一
言
は
異

な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
と
い
う
主
張
が
さ
れ
た
。
ま
た
、
人

口
政
策
を
行
う
上
で
、
女
性
の
生
活
の
質
の

向
上
を
図
る
こ
と
は
様
々
な
波
及
効
果
を
持

つ
、
従
っ
て
、
人
口
の
本
質
的
な
解
決
を
図

る
た
め
に
女
性
の
生
活
の
質
の
向
上
を
人
口

政
策
の
中
心
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と

い
う
慕
本
的
な
論
調
が
提
示
き
れ
た
。

そ
の
具
体
的
な
方
法
と
し
て
、

ω女
性
が

そ
の
潜
在
能
力
を
発
揮
す
る
た
め
の
権
利
、

ω女
性
が
生
殖
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権
利
、

川
女
性
の
健
康
を
確
保
す
る
こ
と
、
が
重
要

で
あ
る
。
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ま
た
、
女
性
の
側
が
女
性
の
地
位
を
正
し

く
理
解
し
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
、
女
性
が

男
の
子
を
生
む
こ
と
を
望
む
現
象
な
ど
も
み

ら
れ
る
、
と
い
う
指
摘
が
あ
り
、
女
性
が
正

し
く
自
ら
を
南
味
解
す
る
こ
と
の
重
要
性
も
指

拙
制
さ
れ
た
。

ま
た
、
ア
フ
リ
カ
と
中
東
で
出
生
が
減
ら

な
い
原
因
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
、
ア
フ

リ
カ
で
は
貧
困
が
知
識
の
普
及
を
妨
げ
、
貧

闘
の
中
で
の
女
性
の
地
位
が
社
会
的
に
み
て

従
属
的
な
た
め
、
選
択
擦
を
持
た
ず
、
そ
の

結
果
と
し
て
出
生
の
減
少
が
凶
難
で
あ
る
の

に
対
し
、
中
東
地
域
で
は
男
性
優
位
の
社
会

的
価
値
観
が
広
く
蔓
延
す
る
こ
と
で
、
子
供

の
数
の
多
き
が
男
性
の
力
の
象
徴
と
し
て
受

け
止
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、

出
生
の
減
少
が
困
難
で
あ
る
、
と
い
う
指
摘

が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
一
見
向
じ
現
象

の
恨
本
に
潜
む
朕
凶
の
違
い
で
、
そ
の
対
策

は
全
く
異
な
り
、
文
化
的
文
脈
を
無
視
し
て



は
い
か
な
る
方
策
と
い
、
え
ど
も
そ
の
有
効
性

を
喪
失
す
る
、
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
た
。

そ
の
、
一
例
と
し
て
、
イ
ン
ド
、
不
シ
ア
に
お

け
る
コ
ン
ド

i
ム
工
場
の
失
敗
が
あ
げ
ら
れ

た
最
後
に
、
女
性
の
地
位
を
あ
げ
る
と
は
い

っ
て
も
、
来
し
て
、
不
平
等
な
社
会
の
中
で

女
性
が
主
導
権
を
持
つ
こ
と
が
可
能
か
、
と

い
う
問
題
提
起
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
今
後

の
方
向
と
し
て
の
、
男
女
の
共
同
参
加
、
特

に
家
庭
内
労
働
に
お
け
る
男
女
の
共
同
作
業

の
在
り
方
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
問
題
提
起
が
な
さ
れ
た
。

人
口
抑
制
な
く
し
て
移
動
対
策
な
し

社
会
的
な
変
化
に
と
も
な
っ
て
人
口
が
移

動
し
、
ま
た
移
動
し
た
地
域
で
再
生
産
す
る

人
口
の
偏
り
が
生
じ
、
そ
の
人
口

こ
と
で
、

分
布
の
不
均
衡
に
よ
っ
て
様
々
な
問
題
が
生

じ
て
き
て
い
る
。
人
口
の
都
市
集
中
に
よ
る
、

都
市
問
題
、
例
え
ば
、
住
宅
不
足
、
過
密
人

口
、
衛
生
環
境
の
低
下
、
飲
料
水
不
足
な
ど

が
生
じ
て
き
て
い
る
。

人口と開発に関する賢人会議

た
だ
し
こ
の
人
口
移
動
は
多
く
の
図
で
、

最
も
統
計
的
な
把
握
が
遅
れ
て
い
る
分
野
で
、

統
計
が
不
繋
備
で
あ
り
、
お
お
よ
そ
の
傾
向

は
わ
か
る
も
の
の
そ
の
正
確
な
実
態
を
担
保

す
る
こ
と
は
非
協
に
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

人
口
移
動
の
結
果
と
し
て
、
ベ
リ

i
ス
な

ど
で
は
自
国
民
の
方
が
少
な
い
、
と
い
う
現

状
が
生
じ
て
し
ま
っ
て
い
る
国
も
あ
り
、
国

の
主
権
と
は
、
と
い
う
問
題
と
も
関
わ
り
、

非
常
に
対
応
が
難
し
い
と
い
う
指
摘
が
な
さ

れ
た
。ま
た
、
人
口
移
動
そ
の
も
の
が
、
生
活
す

る
う
、
え
で
よ
り
良
い
状
態
を
求
め
て
、
ま
た

は
、
や
む
に
や
ま
れ
ず
の
条
件
の
も
と
で
の

移
動
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
移
動
を
果
た
し

て
制
限
出
来
る
の
か
と
い
う
問
題
は
、
人
権

問
題
と
も
関
わ
る
、
最
も
微
妙
な
問
題
と
な

っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
指
摘
が
あ
っ
た
。
入

っ
て
く
る
古
学
を
仕
方
な
い
と
み
る
か
、
入
っ

て
く
る
こ
と
を
拒
否
す
る
か
、
考
え
る
必
要

が
あ
る
。

し
か
し

ポ
ー
ル
・
エ

i
リ
ソ
ク
教
授
は

こ
の
問
題
を
あ
ま
り
人
権
問
題
が
ら
み
に
す

る
べ
き
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
、
利
害
関

係
の
な
い
第
三
者
が
考
、
え
る
べ
き
で
あ
る
、

と
い
、
7
指
摘
を
行
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
問
題
点
が
あ
る
と
し
て
も
、

地
方
の
振
興
を
行
う
こ
と
で
、
人
口
を
そ
こ

に
止
め
て
お
く
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
こ
と

は
事
実
で
あ
り
こ
の
よ
う
な
地
方
小
・
中
都

市
振
興
の
方
策
が
と
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い

か
、
と
い
う
意
見
が
山
山
さ
れ
た
。

ま
た
、
議
長
の
フ
レ
ソ
ド
・
サ
イ
氏
が
人

口
の
安
定
化
し
つ
つ
あ
る
阪
で
は
、
人
口
の

農
村
|
都
市
部
移
動
で
農
村
地
域
の
人
口
減

少
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
ア
フ
リ
カ
の

よ
う
な
人
口
の
増
、
え
て
い
る
地
域
で
は
、
大

量
の
人
口
が
農
村
部
か
ら
都
市
へ
と
流
出
し

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
農
村
地
域
の
人
口

が
増
え
続
け
て
い
る
、
と
い
う
現
状
が
報
告

さ
れ
、
人
口
抑
制
な
く
し
て
は
人
口
移
動
に

対
す
る
万
策
を
と
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
い

う
点
が
指
摘
さ
れ
、
総
括
と
さ
れ
た
。

45 



中
山
議
長
「
軍
事
費
0
・
五
%
削
れ
ば
、

世
界
の
O
D
A
総
額
が
新
た
に
生
れ
る
」

二
七
日
に
は
テ
1
7
5
「
カ
イ
ロ
会
議

(
I

C
P
D
)
へ
の
提
言
し
と
し
て
中
山
太
郎
議
長

を
中
心
に
東
京
吉
一
一
一
一
百
の
内
容
が
討
議
さ
れ
た
。

東
京
宣
言
の
採
択
に
際
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
表
明
さ
れ

た
。
そ
の
中
で
、
主
要
な
意
見
の
対
立
と
し

て
は
、

ω人
口
・
開
発
を
進
め
る
場
合
、
人

口
抑
制
が
先
か
、
経
済
開
発
が
先
か
と
い
う

立
場
の
違
い
が
生
じ
た
。
ま
た
、
途
上
向
か

ら、

ω人
口
・
間
開
発
問
問
題
に
対
す
る
対
策
が

途
上
国
中
心
に
な
り
す
き
て
い
る
の
で
は
な

い
か
、
先
進
国
は
責
任
を
紋
棄
し
て
い
る
、

と
い
う
窓
見
が
出
た
。
こ
の
意
見
に
対
し
、

同
じ
途
上
国
の
代
表
か
ら
、

ω途
上
関
の
人

口
問
題
が
深
刻
な
の
は
事
実
、
と
い
う
反
論

が
な
さ
れ
た
。
こ
の
意
見
を
汲
み
、
東
京
宣

一
一
百
の
中
に
、
先
進
国
の
責
任
に
つ
い
て
加
筆

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

先
進
国
の
生
活
習
慣
が
大
量
の
消
費
を
生

み
、
こ
の
大
量
消
費
の
中
で
、
一
人
当
た
り

の
消
費
レ
ベ
ル
が
非
常
に
低
い
途
上
国
の
発

出
肢
の
権
利
を
奪
う
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
は

な
い
か
と
い
う
、
意
見
が
た
さ
れ
た
。
し
か

し
、
こ
の
古
川
に
つ
い
て
、
先
進
国
の
責
任
を

認
め
つ
つ
、
世
界
人
口
の

4
/
5
が
途
上
国

で
生
じ
る
、
と
い
う
よ
事
実
の
重
き
が
改
め
て

提
示
さ
れ
、
人
口
の
抑
制
に
関
し
て
は
、
途

上
問
中
心
に
な
ら
さ
る
を
得
な
い
、
と
い
う

指
摘
が
な
さ
れ
た
。

そ
の
他
の
主
姿
な
討
議
内
容
と
し
て
は
、

川
お
J

、
え
る
者
が
有
利
に
な
る
べ
き
で
は
な
い
、

ω日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
寄
与
が
不
十
分
で
あ

る
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
地
球
安
全
保
障

の
観
点
か
ら
考
、
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
ー

図
的
名
前
を
挙
げ
て
批
判
す
べ
き
で
は
な
い
、

と
い
う
反
対
意
見
も
出
た
、

ωま
た
、
対
外

債
務
が
足
か
せ
と
な
っ
て
人
口
・
開
発
政
策

が
行
な
え
な
く
な
る
事
が
あ
っ
て
は
い
け
な

い
と
い
う
指
播
が
な
き
れ
た
。
ま
た
、

ω基

本
的
に
各
国
の
政
府
の
社
会
部
門
へ
の
支
出

を
増
や
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
指
捕
が
な
さ

れ
た
。
同
じ
よ
う
に

G
N
P
が
低
い
悶
で
あ

っ
て
も
、
そ
の
社
会
部
門
へ
の
財
政
支
出
の

比
は
全
く
異
な
っ
て
お
り
、
パ
寺
ス
タ
ン
!

六

i
七
%
、
バ
ル
パ
ト
ス

i
コ
一
O
%
で
あ
る
。

パ
キ
ス
タ
ン
は
ア
ジ
ア
地
域
で
最
も
出
生
率

の
高
い
地
域
と
な
っ
て
い
る
。
人
口
問
題
に

対
す
る
対
策
は
、
用
削
除
社
会
か
ら
の
お
金
の

問
題
で
は
な
く
自
問
の
問
題
で
あ
る
こ
と
を

再
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
指
摘
が

な
さ
れ
た
。

ω人
口
・
間
開
発
問
題
は
途
上
国

や
先
進
悶
ど
ち
ら
か
一
方
の
問
題
で
は
な
く
、
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双
方
の
問
題
の
問
題
な
の
で
あ
る
と
い
う
ム
再

確
認
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
討
議
を
経
て
、

最
後
に
中
山
太
郎
議
長
が
、
軍
事
費
の

0
・五

%
を
削
れ
ば
世
界
の

O
D
A
総
額
が
新
た
に

生
み
出
さ
れ
る
、
こ
の
事
実
を
認
識
す
る
こ

と
の
重
要
性
を
述
べ
、
平
和
と
人
口
問
題
が

官
接
な
関
係
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
。

こ
の
主
張
は
ま
た
、
議
長
固
と
し
て
の
日
本

の
お
か
れ
た
立
場
か
ら
の
発
一
百
と
し
て
、
日

本
の
意
志
を
表
明
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ー
人
口
と
開

発
に
関
す
る
賢
人
会
議
|
東
京
宣
言
l
l
L

が

採
択
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
討
議
を
絞
て
、



人口と開発!こ関する賢人会議

人口と開発に関する賢人会議{東京宣言〉

宣原東

前

文

人
口
問
題
は
人
々
と
そ
の
福
知
刊
の
問
問

題
で
あ
る
。
こ
れ
は
す
べ
て
の
包
の
社

会
経
済
目
文
化
の
発
展
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
地
球
規
模
の
問
題
で
あ
る
コ

人
口
要
因
は
人
煩
の
あ
ら
ゆ
る
努
力
、

特
に
環
境
内
保
護
、
持
続
可
能
な
詞
発

の
追
及
に
お
い
て
決
定
的
な
役
割
を
果

た
し
て
お
リ
、
先
進
国
・
途
上
凶
双
方

の
極
め
て
重
要
な
懸
念
事
項
と
な
っ
て

い?心。人
口
問
題
に
関
す
る
知
識
は
、
一
九

七
四
年
に
ル
ー
マ
ニ
ア
の
ブ
カ
レ
ス
ト

で
第
一
回
世
界
人
口
開
発
会
議
が
開
催

さ
れ
て
以
米
、
二

0
年
間
で
画
期
的
に

増
大
し
た
。
人
口
増
加
を
緩
和
し
、
貧

習
を
追
放
し
、
立
性
の
地
位
を
向
上
き

せ
、
性
別
聞
の
不
平
等
を
解
消
し
、
非

識
字
を
根
絶
し
、
乳
幼
児
・
妊
産
婦
の

死
亡
率
を
低
下
さ
せ
る
た
め
に
何
が
な

き
れ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
経
験
を

通
し
て
、
か
つ
て
な
く
多
く
の
こ
と
が

分
か
っ
て
い
る
。
現
広
必
要
と
さ
れ
て

い
る
の
は
、
強
い
政
治
的
な
コ
ミ
ソ
ト

メ
ン
ト
と
効
果
的
な
行
動
を
と
る
た
め

の
人
々
の
支
持
を
動
員
す
る
こ
と
で
あ

る。
今
年
九
月
に
カ
イ
ロ
で
人
口
と
凋
発

に
関
す
る
国
際
会
議
が
隈
催
さ
れ
る
頃

に
は
、
世
界
の
人
口
は
五
七
億
人
に
達

す
る
見
込
み
で
あ
る
。
人
口
増
加
率
は
、

こ
こ
二
五
年
間
、
低
下
傾
向
に
あ
る
が
、

絶
対
数
の
増
加
は
未
曾
有
の
水
準
に
あ

る
。
現
在
、
毎
年
の
人
口
増
加
は
九
千

三
百
万
人
に
達
し
て
い
る
が
、
こ
の
、
フ

ち
、
九
五
%
は
、
こ
の
負
担
に
最
も
耐

え
ら
れ
な
い
凶
々
、
す
な
わ
ち
、
途
上

国
で
生
じ
て
い
る
。

現
在
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
途
上
凶
が
、

開
発
戦
略
に
人
口
を
統
合
す
る
こ
と
、

及
び
家
扶
計
画
的
情
報
・
サ
ー
ビ
ス
に

対
す
る
需
要
の
急
増
に
応
、
え
る
こ
と
を

目
指
し
た
凶
レ
ベ
ル
の
人
口
政
策
や
活

動
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

途
上
凶
に
お
い
て
、
何
ら
か
の
形
態
で

避
妊
を
行
っ
て
い
る
夫
婦
の
割
合
は
、

一
九
六

O
年
内
九
%
か
ら
、
今
日
で
は

五
割
以
上
に
上
昇
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
近
代
的
な
避
妊
法
の
使
用
が
急
速

に
普
及
し
た
こ

E
で
、
多
く
の
途
上
国

に
お
け
る
人
口
増
加
に
多
大
な
影
響
が

現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
死
亡
率
・
出
生
率

の
減
少
と
い
、
フ
面
で
相
当
の
成
功
が
兄

ら
れ
る
一
方
で
、
依
然
と
し
て
、
何
百

万
人
も
の
人
々
が
、
保
健
お
よ
び
家
族

計
画
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
な
い
状
況

に
あ
り
、
何

1
万
人
も
の
女
性
が
、
妊

娠
・
出
産
に
関
連
し
た
原
田
闘
で
死
亡
し

て
い
る
。
ま
た
毎
年
、
何
百
万
も
の
中

絶
が
行
わ
れ
、

H
I
V
感
染
は
増
加
し
、

さ
ら
に
女
性
の
権
利
が
侵
害
き
れ
、
地

似
向
上
的
機
会
が
否
定
き
れ
て
い
る
。

国
際
援
助
社
会
は
、
保
健
お
よ
び
家
族

計
画
の
情
報
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
人
口
活
動
計
阿
の

策
定
・
実
施
に
対
し
、
経
済
的
田
技
術

的
両
面
で
の
援
助
を
途
上
国
政
府
内
要

請
に
応
じ
て
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
残
念
な
こ
と
に
、
過
去
二

0
年

間
を
み
る
と
、
人
口
活
動
計
耐
に
対
す

る
世
界
の
何
百
助
は
、
絶
対
碩
に
お
い
て

は
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
政
府
開
発

段
肋

(
O
D
A
)
全
体
に
占
め
る
割
合

で
は
減
少
し
て
お
り
、
そ
の
割
合
は
、

一
九
七

0
年
代
初
期
に
は
二
%
で
あ
っ

た
の
に
対
し
、
一
九
九
一
年
で
は
一

三
四
%
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
土
、
人
口
問
題
は
途
上
留
の
み

の
尚
有
の
問
題
と
み
な
す
べ
き
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
が
再
認
識
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
先
進
国
は
出
生
率
的
低
下
や

人
口
の
高
齢
化
に
関
連
し
た
問
題
に
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
人

口
の
国
際
移
動
の
問
題
に
は
、
先
進
国

・
途
上
凶
双
方
が
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
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な
ら
な
い
。

冷
戦
終
結
後
、
世
界
は
か
つ
て
の
東

煎
二
板
橋
造
か
ら
、
新
た
に
南
北
協
力

問
題
重
視
へ
と
急
速
に
転
換
し
、
人
口

や
持
続
可
能
な
開
発
の
分
野
等
で
、
責

任
の
共
有
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

途
上
回
が
人
口
増
加
を
抑
制
す
る
予
」

E

を
コ
ミ
ソ
卜
す
る
と
同
時
に
、
先
進
国
出

も
消
費
や
生
産
の
パ
タ
ン
が
地
球
環

境
に
守
、
え
る
圧
力
を
緩
和
さ
せ
る
こ
と

を
コ
ミ
ッ
ト
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
う
し
た
政
治
環
境
の
変
化
の
な
か

で
開
催
き
れ
る
人
口
と
開
発
に
関
す
る

国
捺
会
議

(
I
C
P
D
)
は
、
人
口
と

開
発
に
関
す
る
分
野
町
主
要
な
問
題
に

お
け
る
各
国
聞
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
構

築
す
る
川
間
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
場
を
提
供

第

昔日

人
口
と
持
続
可
能
な

n
n
oおじ

H
H
V
3
4ノ

1
、
人
口
、
部
発
お
よ
び
環
境
の
複
雑

な
間
関
係
を
認
識
し
、
資
源
的
有
限
性
を

理
解
し
、
人
口
・
天
然
資
源
・
消
費
・

生
践
的
関
の
持
続
可
能
な
バ
ラ
ン
ス
を

達
成
す
る
た
め
の
先
進
同
、
途
上
国
双

方
の
相
瓦
に
し
て
、
し
か
し
そ
れ
ぞ
れ

す
る
の
み
な
ら
ず
、
途
上
簡
の
人
口
お

よ
び
開
発
問
題
へ
の
取
り
組
み
に
対
す

る
支
援
強
化
を
国
際
社
会
が
コ
ミ
ッ
ト

す
る
新
た
な
機
会
と
も
な
ろ
、
フ
。
他
方
、

資
金
商
で
の
途

k
E自
身
の
自
助
努
力

で
、
一
一

0
0
0年
ま
で
に
人
口
分
野
で

の
援
助
全
体
的
三
分
の
こ
ま
で
高
め
ら

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

毘告掲

主主

言

一
九
九
四
年
一
月
二
六
・
二
七
日
、

国
連
人
口
基
金

(
U
N
F
P
A
)
、
国

連
大
学

(
U
N
U
)
、
日
本
外
務
省
内

主
催
の
下
に
、
東
京
で
一
堂
に
会
し
た

私
た
ち
人
口
と
開
発
に
開
閉
す
る
賢
人
会

議
の
参
加
者
は
次
の
宣
言
を
発
表
す
る
。

固
有
的
責
任
を
強
調
し
、

2
、
貧
困
と
社
会
・
経
済
上
町
不
平
等

と
が
、
世
界
が
今
日
直
而
し
て
い
る
開

発
に
関
わ
る
主
た
る
問
題
と
な
っ
て
い

る
こ
と
を
再
確
認
し
、

3
、
途
上
国
に
お
け
る
未
曾
有
町
人
口

噌
加
が
、
社
会
的
・
経
済
的
な
発
展
に

影
響
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
、

私
た
ち
参
加
者
は

4
、
環
境
や
資
源
へ
の
負
荷
を
減
少
さ

せ
る
た
め
、
先
進
国
同
に
対
し
、
特
に
、

よ
り
ク
リ

i
ン
で
効
率
の
よ
い
技
術
へ

の
転
換
を
図
る
と
と
も
に
、
ニ
フ
し
た

技
術
を
途
上
国
に
移
転
す
る
こ
と
、
資

源
の
保
護
を
推
進
す
る
た
め
の
経
済
珂

で
の
奨
励
策
や
抑
止
策
的
導
入
、
及
び

人
々
の
鯛
値
観
を
消
費
美
徳
か
ら
自
然

を
保
護
し
、
大
切
に
す
る
方
向
へ
と
転

換
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
教
育
の
促
進

を
通
七
、
消
費
活
動
の
川
タ

l
ン
を
変

え
、
過
剰
生
産
を
仰
、
え
る
こ
と
を
要
請

l
v
、

に-υ

こ
的
関
連
で
、
す
べ
て
の
人
々
の

生
活
水
準
の
向
上
を
可
能
に
し
、
ま
た

再
生
不
能
な
資
源
の
持
続
可
能
な
水
準

を
超
え
る
地
球
規
模
で
の
消
費
を
間
引
き

起
こ
す
こ
と
な
く
、
一
人
当
た
り
消
費

を
大
幅
に
増
加
す
る
こ
と
を
可
能
に
す

る
よ
う
な
途
上
国
の
開
発
戦
時
の
実
胞

を
強
く
支
持
し
、

6
、
す
べ
て
の
凶
に
対
し
、
人
間
及
び

環
境
に
有
害
な
技
術
的
導
入
を
可
能
な

限
り
制
限
す
る
よ
フ
要
請
し
、

7
、
高
い
人
口
増
加
率
を
抱
え
る
国
々

の
政
府
に
対
し
、
資
源
に
釣
り
合
う
よ

う
な
人
口
の
水
準
を
達
成
す
る
た
め
に

人
口
増
加
率
を
抑
え
る
最
大
幅
削
の
努
力

を
す
る
よ
う
強
く
要
請
し
、
か
つ
、
人

口
要
思
は
、
持
続
可
能
な
偶
発
の
た
め

の
戦
略
上
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
人
口
関
連
問
題
を
国
家
的
開
発

計
画
へ
統
合
さ
せ
る
こ
と
を
奨
励
し
、

自
、
同
述
、
と
り
わ
け
国
連
人
口
基
金
、

な
ら
び
に
人
口
と
開
発
円
分
野
の
非
政

府
組
織

(
N
G
O
)
に
対

L
、
持
続
可

能
な
開
発
を
達
成
す
る
た
め
に
は
人
口

問
題
の
解
決
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と

の
認
識
を
世
界
中
に
醸
成
す
る
努
力
を

強
化
す
る
よ
、
フ
要
請
す
る
G
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意
思
決
定
に
お
け

る
女
性
の
役
部

9
、
開
発
的
パ
タ
ー
ン
と
人
聞
の
福
利

と
の
聞
の
非
常
に
重
要
な
関
連
を
認
識

し
、
か
つ
、
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め

の
努
力
も
開
発
戦
略
的
策
定
と
実
施
に

お
い
て
女
性
的
意
見
や
参
加
が
考
慮
き

れ
な
け
れ
ば
実
を
結
ば
な
い
可
能
性
が

高
い
こ
と
を
認
識
し
、

印
、
世
界
の
多
く
の
同
々
で
は
、
成
人

と
子
供
と
を
問
わ
ず
、
立
位
は
、
い
ま

だ
法
律
上
そ
の
他
様
々
な
形
の
差
別
に

直
面
し
、
情
報
、
教
育
、
医
療
、
正
規

の
雇
用
を
享
受
す
る
こ
と
が
妨
げ
ら
れ



て
お
り
、
そ
の
た
め
、
自
己
を
間
開
発
し
自

分
の
運
命
を
決
定
す
る
権
利
を
否
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
深
く
憂
慮
し
、

私
た
ち
参
加
者
は

日
、
各
国
政
府
に
対
し
、
男
性
と
同
等

の
権
利
、
経
済
両
で
の
資
金
源
及
び
機

会
、
な
ら
び
に
基
本
的
な
社
会
的
便
宜

へ
の
男
性
と
同
等
の
ア
ク
セ
ス
を
女
性

に
保
証
す
る
た
め
の
法
制
度
を
抗
日
備
す

る
よ
、
フ
強
く
要
請
し
、

ロ
、
各
国
政
府
に
対
L
、
開
発
計
画
の

策
定
お
よ
び
実
胞
に
関
わ
る
意
思
決
定

へ
の
女
性
の
参
加
を
促
進
し
、
性
の
平

等
を
開
発
的
核
心
の
問
題
と
位
置
付
け
、

よ
り
強
力
に
未
成
苧
女
性
的
地
位
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
を
焚
励
す
る
。

人口と開発に関する賢人会議{東京蜜言}

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ

ブ
・
ヘ
ル
ス
(
性
と

生
殖
に
関
す
る
健

と
家
族
計
画

}本

問
、
人
間
と
し
て
の
権
利
と
尊
厳
を
尊

重
す
る
こ
と
が
人
口
活
動
寸
前
凶
の
実
施

に
不
可
欠
で
あ
り
、
肉
体
的
・
社
会
的

な
強
制
は
、
出
生
率
を
減
少
さ
せ
る
手

段
と
し
て
、
い
か
な
る
場
合
に
も
正
当

化
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
確
信
し
、

弘
、
リ
フ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
イ
ツ
(
性

と
生
般
に
関
す
る
権
利
)
は
、
人
間
と

し
て
の
権
初
で
あ
り
、
す
べ
て
の
他
人

お
よ
び
夫
婦
が
、
自
由
に
か
つ
責
任
を

も
っ
て
子
供
の
数
・
出
産
間
隔
を
決
定

し
、
な
ら
び
に
そ
の
た
め
の
情
報
・
教

育
・
千
段
を
得
る
権
利
刊
を
有
す
る
こ

E

を
強
く
再
確
認
し
、
同
時
に
こ
の
権
利

円
行
使
に
あ
た
っ
て
は
自
分
た
ち
や
そ

の
社
会
の
み
な
ら
ず
、
将
来
的
世
代
的

一一
i
ズ
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を

認
識
し
、

目
、
人
間
と
し
て
の
尊
厳
に
対
す
る
最

も
由
々
し
き
佼
杏
の
二
つ
の
ケ
ス
、

即
ち
、
妊
娠
・
出
産
に
関
連
し
て
毎
年

五

O
万
人
の
女
性
が
死
亡
し
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
年
間
五
千
万
か
ら
六
千
万

の
中
絶
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
二

O

万
人
の
女
性
が
死
亡
し
、
さ
ら
に
多
く

の
人
々
が
、
生
涯
に
わ
た
り
、
健
康
上

.
精
神
上
の
後
遺
症
に
苦
し
ん
で
い
る

こ
と
を
深
く
懸
念
し
、

日
山
、
子
供
の
出
産
を
停
止
、
も
し
く
は
、

出
産
隠
痛
を
置
き
た
い
と
望
む
一
億
二

子
万
も
の
夫
婦
が
、
近
代
的
、
安
全
か

っ
効
果
的
、
さ
ら
に
経
済
的
に
入
手
可

能
な
避
妊
の
手
段
を
利
用
で
き
な
い
状

況
に
あ
る
こ
と
を
想
起
し
、

口
、
エ
イ
ズ
の
社
会
、
お
よ
び
健
康
へ

の
影
響
、
と
り
わ
け
エ
イ
ズ
が
年
齢
的

に
震
も
生
産
的
・
山
山
産
適
齢
期
に
あ
る

人
々
の
損
失
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と

に
留
意
し
、

私
た
ち
参
加
者
は

路
、
す
べ
て
の
政
府
に
、
人
口
と
開
発

に
関
す
る
計
耐
の
策
定
と
そ
の
実
地
に

お
い
て
、
人
聞
と
し
て
の
権
利
と
尊
厳

を
尊
重
す
る
よ
、
フ
要
請
し
、

問
、
家
族
、
計
画
的
情
報
・
サ
ピ
ス
に

対
す
る
現
在
地
何
た
さ
れ
て
い
な
い
需
要

を
満
た
す
た
め
、
よ
り
効
果
的
な
行
動

を
と
る
よ
、
7
強
く
要
請
し

初
、
各
凶
政
府
に
、
予
防
が
司
能
な
原

因
に
よ
る
妊
産
婦
の
死
亡
事
故
を
根
絶

す
る
た
め
、
長
大
淡
町
努
力
を
す
る
よ

、
フ
要
請
し
、

幻
、
さ
ら
に
、
各
閉
山
政
府
に
、
特
に
家

族
計
凶
の
情
報
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や

サ
ー
ビ
ス
、
産
前
・
通
常
の
出
産
・
産

後
の
医
療
に
間
関
す
る
教
育
や
サ
ピ
ス
、

不
妊
症
の
予
防
と
治
療
、

S
T
D
/
H

I
V
/
エ
イ
ズ
へ
の
言
及
お
よ
び
治
療
、

お
よ
び
様
々
な
種
類
の
避
妊
法
を
含
む
、

リ
フ
ロ
タ
ク
テ

f
プ
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア

(
性
と
生
殖
に
関
す
る
医
療
)
と
家
族

計
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
分
野
で
の
高
度
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
よ
う
要
請
し
、

判
品
、
リ
プ
ロ
タ
ク
テ
ィ

7
・
へ
ん
ス
ケ

ア
(
性
と
生
殖
に
関
す
る
窪
療
)
の
質

を
保
証
す
る
た
め
、
ま
た
、
図
際
的
な
、

あ
る
い
は
政
府
・
非
政
府
組
織
に
よ
る

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
な
か

に
性
に
対
す
る
配
慮
が
含
ま
れ
る
よ
、
7
、

あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
に
適
切
な
人
材
訓
線

を
提
供
し
、

判ω
、
ま
た
、
各
国
政
府
が
、
中
絶
を
重

大
な
健
康
上
向
問
題
と
し
て
認
識
し
、

必
要
な
サ
ビ
ス
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
ク

を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
中
絶
の
必

要
性
を
緩
和
す
る
た
め
に
適
切
な
干
段

を
と
る
こ
と
、
及
び
必
要
な
と
き
に
は

安
全
な
中
絶
が
受
け
ら
れ
る
よ
、
フ
に
す

る
こ
と
を
要
請
し
、

μ
、
男
性
を
安
全
で
責
任
あ
る
親
子
関

係
や
家
族
計
耐
の
あ
ら
一
ゆ
る
側
面
に
参

加
さ
せ
る
必
要
性
、
お
よ
び
こ
れ
ら
の

分
野
に
お
い
て
男
位
が
分
担
す
る
責
任

を
強
調
し
、

泊
、
安
全
か
つ
効
果
的
、
経
済
的
で
、

異
な
る
年
齢
層
に
そ
れ
ぞ
れ
ふ
さ
わ
し

く
、
利
用
者
の
必
要
に
応
じ
て
作
ら
れ

た
複
数
の
出
生
率
抑
制
法
を
開
発
し
、

導
入
し
、
改
善
す
る
活
動
を
特
別
な
優
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先
事
項
と
し
、

お
、
各
国
政
府
や
羽
政
府
組
持
団

(
N
G

O
)
に
対
し
、
若
年
層
の
特
別
な
ニ

i

丈
を
認
識
し
、
そ
の
ニ

l
ズ
に
応
、
え
る

た
め
に
必
要
な
、
責
任
あ
る
性
行
動
、

家
族
計
画
、
家
族
生
活
、
生
殖
と
性
に

関
す
る
健
康
の
分
野
の
教
育
や
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
ク
等
の
活
動
を
含
む
活
動
計
画

を
早
急
に
笑
施
す
る
よ
、
フ
要
請
す
る
。

人
口
の
分
先
と
移
動

幻
、
国
内
・
川
間
際
的
な
移
動
が
避
け
る

こ
と
の
で
き
な
い
複
雑
な
問
題
で
あ
る

こ
と
を
認
識
し
、
移
動
が
地
域
社
会
や

国
際
社
会
に
道
徳
・
倫
理
由
社
会
・
経

済
・
政
治
両
で
深
刻
な
影
響
を
与
え
て

い
る
こ
と
を

4
慮

L
、

部
、
多
く
の
政
府
が
自
問
領
土
内
で
の

人
口
分
布
の
パ
タ
ー
ン
が
満
足
で
き
る

も
の
で
は
な
い
と
考
、
え
て
お
り
、
そ
の

是
正
を
望
ん
で
い
る
こ
と
に
注
目
し
、

一
般
に
大
都
市
、
と
く
に
巨
大
都
市
へ

の
人
口
集
中
の
継
続
が
各
国
政
府
に
と

っ
て
、
経
済
・
社
会
環
境
の
而
で
重

大
な
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
こ
と

を
強
調
し
、

加
、
自
発
的
な
移
動
は
地
域
間
的
不
平

等
に
対
す
る
合
理
的
な
反
応
で
あ
り
、

都
市
化
は
開
発
的
過
担
任
で
必
然
的
に
生

ず
る
現
象
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
都

市
は
し
ば
し
ば
経
済
成
長
の
中
心
で
あ

り
、
社
会
・
経
済
の
革
新
・
変
革
に
弾

み
を
つ
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
想
起

!
し初
、
国
際
的
な
移
動
は
送
り
出
し
箆
・

受
入
れ
閉
山
双
方
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
の
影

響
が
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
前
者
に
対

し
て
は
送
金
が
行
わ
れ
、
後
者
に
対
し

て
は
必
要
と
き
れ
る
人
的
資
源
が
提
供

さ
れ
る
こ
と
を
認
識
し
、
ま
た
国
捺
人

口
移
動
は
技
術
移
転
を
促
進
す
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、

訂
、
移
民
の
位
別
構
成
が
徐
々
に
変
わ

っ
て
き
て
お
り
、
よ
り
多
く
の
女
性
が

独
自
に
移
動
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
強

調
し
、松

た
ち
参
加
者
は

辺
、
各
回
政
府
に
対
し
、
中
小
都
市
の

成
長
と
農
村
の
持
続
可
能
な
開
発
と
を

何
時
に
促
進
す
る
よ
、
フ
な
戦
略
を
掠
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
望
ま
し
い
人

口
分
布
を
達
成
す
る
よ
う
要
請
し
、

出
品
、
各
溜
政
府
に
対
し
、
都
市
開
発
を

管
理
す
る
た
め
の
都
市
や
地
方
自
治
体

の
能
力
と
そ
の
意
思
決
定
の
範
囲
を
高

め
る
よ
、
フ
促
し
、

弘
、
大
規
模
・
無
秩
序
な
国
際
的
移
動

を
緩
和
す
る
た
め
、
移
民
的
送
り
だ
し

国
・
受
入
れ
国
双
方
的
政
府
が
移
動
の

原
因
を
是
正
す
る
よ
、
フ
求
め
、

お
、
受
入
れ
国
政
府
は
移
民
の
自
国
へ

の
入
国
を
管
理
し
、
移
民
の
流
れ
を
秩

序
あ
る
も
の
と
す
る
政
策
を
と
る
権
利

が
あ
る
こ
と
を
認
め
、
受
入
れ
凶
山
政
府

が
こ
フ
し
た
政
策
を
恭
本
的
人
権
に
基

っ
き
、
普
遍
的
に
認
め
ら
れ
た
国
際
的

な
法
準
に
合
致
す
る
よ
、
フ
に
実
施
す
る

こ
と
を
強
く
要
請
し
、

初
、
出
際
社
会
に
対
し
、
女
性
や
了
供

向
売
買
を
防
止
し
、
移
民
女
性
を
売
春

に
利
用
す
る
こ
と
を
や
め
、
移
民
女
性

に

1
分
な
法
的
保
護
を
与
え
る
よ
、
7
、

訴
え
る
。第

音日

2 

決
意
か
ら
行
動
へ

日
出
、
貧
田
聞
の
根
絶
、
人
々
の
福
利
生

活
水
準
の
改
善
、
お
よ
び
世
界
中
で
持

続
的
な
経
済
成
長
と
持
続
可
能
な
開
発

を
出
来
る
だ
け
早
急
に
達
成
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
地
球
規
模
で
の
戦
時
が

南
南
協
力

50 

幻
、
人
口
と
開
発
の
分
野
で
、
途
上
国

が
、
多
大
な
専
門
知
識
、
お
よ
び
技
術

を
取
得
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
、

持
、
急
激
に
出
生
率
を
低
下
き
せ
る
と

い
う
途
上
国
内
目
覚
ま
し
い
他
に
煩
を

見
な
い
成
果
を
怨
起
し
、

私
た
ち
参
加
者
は

泊
、
途
上
図
的
政
的
問
お
よ
び
非
政
府
組

禄

(
N
G
O
)
に
、
人
口
や
開
発
的
問

題
を
克
服
す
る
に
際
し
、
他
の
途
上
国

と
の
協
力
や
情
報
・
経
験
の
一
父
換
を
促

進
す
る
よ
、
ヲ
要
請
し
、

判
、
援
助
社
会
に
対
し
、
南
南
協
力
の
分

野
で
の
途
上
回
出
政
府
の
努
力
を
、
財
政
、
技

術
の
両
面
で
支
援
す
る
}
〕

E
を
奨
励
す
る
。

緊
急
に
必
要
で
あ
る
こ
と
を
怨
起
し
、

位
、
各
河
が
健
康
、
教
育
、
そ
の
他
の

社
会
開
発
に
対
す
る
投
資
を
増
加
き
せ

る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、

日
制
、
こ
の
点
で
、
債
務
や
構
造
鶏
繋
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
負
担
を
抱
え
た
同
々

が
、
そ
の
社
会
開
発
に
対
す
る
投
資
を



維
持
・
増
加
す
る
た
め
に
国
際
的
な
援

助
を
受
け
る
こ
と
を
必
要
と
し
て
い
る

こ
と
を
認
識
し
、

付
制
、
途
上
回
出
に
対
す
る
開
発
援
助
を
縦

続
し
て
い
く
こ
と
が
緊
急
か
つ
薫
要
で

あ
る
こ
と
に
つ
き
、
先
進
閉
山
内
人
々
の

関
心
と
支
持
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
こ

と
を
強
調
し
、

川
町
、
多
く
の
途
上
国
お
よ
び
最
貧
富
に

お
い
て
女
性
・
女
子
町
地
位
が
低
い
こ

と
、
ま
た
そ
の
夜
接
の
帰
結
と
し
て
、

妊
産
婦
・
乳
幼
児
の
死
亡
率
が
高
く
、

ま
た
識
字
率
が
低
く
な
っ
て
い
る
こ
と

を
懸
念
し
、

M

叩
、
途
上
国
お
よ
び
最
貧
閉
山
に
お
い
て
、

何
百
万
人
も
の
人
々
が
家
族
計
阿
や
ワ

プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
プ
・
ヘ
ル
ス
(
性
と
生

殖
に
関
す
る
健
康
)
の
サ
!
ヒ
ス
を
受

け
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
を
強
調

}
し門
別
、
決
意
を
行
動
へ
転
換
す
る
に
あ
た

っ
て
、
教
育
は
不
可
欠
の
手
段
で
あ
る

こ
と
を
認
識
し
、

人口と隠発に関する賢人会議{東京宣言}

私
た
ち
参
加
者
は

川
崎
、
す
べ
て
の
政
府
に
対
し
、
エ
ジ
プ

ト
・
カ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ
る
一
九
九
限

年
人
口
と
開
発
に
関
す
る
図
際
会
議
に

お
い
て
提
案
さ
れ
る
ブ
I
C
P
D
行
動

計
廊
」
の
な
か
で
要
請
さ
れ
る
予
定
的
、

人
目
的
問
開
発
な
ら
び
に
人
口
増
加
の
抑

制
に
大
き
く
資
す
る
以
下
の
目
標
達
成

の
た
め
必
要
と
さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
行
動

に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を

強
く
勧
告
す
る
。

教

育遅
く
て
も
二

O
一
五
年
ま
で
の
出

来
る
だ
け
早
い
時
期
に
、
努
女
を
間
同

わ
ず
、
す
べ
て
の
子
供
が
、
初
等
教

育
も
し
く
は
、
そ
れ
に
初
当
す
る
レ

ベ
ル
の
教
育
を
確
実
に
修
了
出
来
る

よ
う
に
す
る
。
初
等
教
育
レ
ベ
ル
の

普
及
を
比
較
的
早
期
に
達
成
し
得
た

国
々
に
お
い
て
は
、
政
府
は
、
中
等

教
育
へ
の
参
加
な
ら
び
に
そ
の
修
了

を
促
進
す
る
。

死

亡

率

死
亡
率
が
最
も
高
い
国
々
は
、
一
…

O
一
五
年
ま
で
に
、
乳
児
死
亡
率
を

出
生
一

0
0
0
に
対
し
五

O
未
満
に
、

五
歳
未
満
の
死
亡
率
を
一

0
0
0
に

対
し
七

O
未
満
に
、
妊
産
婦
の
死
亡

率
を
出
産
一

O
万
に
対
し
、
七
五
未

満
に
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
平
均
余
命

が
七

O
歳
を
超
え
る
こ
と
に
な
る
。

死
亡
率
が
中
程
度
に
高
い
国
々
は
、

二
O
一
五
年
ま
で
に
、
乳
児
死
亡
率

を
出
生
一

0
0
0
に
対
し
三
五
未
満

に
、
五
歳
未
満
の
死
亡
率
を
一

0
0

0
に
対
し
四
五
未
満
に
、
妊
産
婦
の

死
仁
率
を
出
産
一

O
万
に
対
し
六

O

未
満
に
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
均

余
命
が
七
五
歳
を
超
え
る
こ
と
に
な

又
ω
。

家
族
計
函

二
O
一
五
年
ま
で
に
、
様
々
な
安

全
で
信
頼
の
お
け
る
家
族
計
画
と
、

適
切
な
リ
フ
ロ
タ
ク
テ
ィ

7
・
ヘ
ル

ス
(
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
)
の

サ
ー
ビ
ス
を
世
界
中
の
人
々
が
利
用

で
き
る
よ
、
7
に
す
る
。
ま
た
、
二

0

0
0年
ま
で
に
各
極
的
問
目
別
家
族
計

百
聞
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
、
あ
ら
ゆ

る
種
類
の
安
全
で
効
果
的
な
家
放
計

画
附
が
利
用
可
能

E
な
る
よ
う
に
す
る
。

一
九
九
四
年
人
口

と
開
発
に
関
す
る

国
際
会
議

将
、
一
九
九
四
年
九
月
に
カ
イ
ロ
で
聞

か
れ
る
人
口
と
開
発
に
関
す
る
同
国
際
会

議
は
、
国
相
聞
社
会
が
人
口
と
開
発
に
関

す
る
問
題
に
確
固
た
る
意
志
を
も
っ
て

取
り
組
む
こ
と
を
再
確
認
す
る
機
会
と

し
て
極
め
て
重
要
な
意
義
を
も
つ
こ
と

を
認
識
し
、

私
た
ち
参
加
者
は

印
、
す
べ
て
の
政
府
、
国
際
機
関
、
な

ら
び
に
非
政
府
組
織

(
N
G
O
)
に
対

L
、
間
会
議
が
貧
困
と
社
会
田
経
済
上

の
不
平
等
を
根
絶
し
、
持
続
的
な
経
済

成
長
と
持
続
可
能
な
開
発
を
達
成
し
、

女
性
の
地
位
・
役
割
を
向
上
さ
せ
、
人

口
増
加
を
抑
制
す
る
た
め
の
地
球
規
様

的
な
活
動
的
転
換
点
と
な
る
よ
う
、
最

大
限
の
努
力
を
払
う
こ
と
を
要
請
し
、

日
、
援
助
社
会
に
対
し
、
囲
内
及
び
倒

際
的
な
非
政
府
組
織

(
N
G
O
)
の
I

C
F
D
に
向
け
た
準
備
過
程
、
及
び
I

C
P
D
本
会
議
へ
の
参
加
を
保
証
す
る

た
め
、
こ
れ
ら
の
組
織
を
支
媛
す
る
よ

う
要
請
す
る
。

資
金
の
調
達

四
品
、
一
九
八
九
年
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

宣
言
に
お
い
て
、
各
閲
政
府
、
国
際
機

関
、
非
政
府
組
救

(
N
G
O
)
、
き
ら
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に
は
民
間
部
門
が
、
現
在
な
ら
び
に
将

来
の
家
族
計
画
に
関
連
す
る
情
報
と
サ

ー
ビ
ス
に
対
す
る
需
要
を
満
た
す
た
め

資
金
を
定
期
的
に
増
大
き
せ
る
こ
と
が

要
請
さ
れ
た
こ
と
を
想
起
し
、

日
、
人
口
活
動
計
禰
と
人
口
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
対
し
、
途
上
国
と
最
貧
困
自
ら

が
資
金
手
当
て
を
行
っ
て
き
て
い
る
こ

と
を
評
悩
し
、

弘
、
政
府
開
発
援
助

(
O
D
A
)
の
な

か
で
の
人
口
活
動
計
画
に
対
す
る
国
際

援
助
の
占
め
る
割
合
が
、
近
年
低
下
し

て
き
て
い
る
こ

E
を
懸
念
し
、

目
、
人
口
と
開
発
の
分
野
に
お
い
て
、

ほ
と
ん
ど
の
ア
ブ
ワ
カ
諸
国
が
抱
え
て

い
る
問
題
や
ニ
ズ
に
対

L
、
特
別
な

注
意
を
喚
起
し
、

時
、
人
口
と
開
発
的
分
野
に
お
い
て
、

国
内
お
よ
び
国
際
的
な
非
政
府
組
織

(
N
G
O
)
が
果
た
す
重
要
で
革
新
的

な
役
割
に
着
目
し
、

私
た
ち
参
加
者
は

問
山
、
援
助
社
会
に
対
し
、
間
間
際
的
に
合

意
き
れ
て
い
る
と
お
り
、

G
N
P
の
0

・
七
%
を
政
府
開
発
援
効

(
O
D
A
)

に
部
り
当
て
る
よ
、
フ
訴
、
正
、

問
、
さ
ら
に
援
助
社
会
に
対
し
、

人
口

と
開
発
の
分
野
で
、
途
上
国
、
特
に
ア

フ
リ
カ
へ
の
援
助
努
力
を
強
化
す
る
よ

う
訴
、
正
、

日
目
、
先
進
国
、
途
上
悶
双
方
に
お
い
て
、

軍
事
費
を
更
に
削
減
し
、
そ
れ
に
よ
り

節
約
さ
れ
た
資
金
を
、
生
活
水
準
や
福

利
の
向
上
を
目
的
と
し
た
社
会
開
発
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
部
り
当
て
る
必
要
性
を
強

調
し
、

M
W

、
回
出
際
社
会
に
対
し
、
現
荘
及
び
将

来
の
膨
大
な
ニ
$
3
6
1
6

ズ
に
鑑
み
、
途
上
国

内
人
口
関
連
分
野
の
活
動
に
対
す
る
財

政
的
コ
ミ
ソ
ト
メ
ン
ト
を
、
個
人
及
び

夫
婦
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
た
め
に
必
要

E
推
定
さ
れ
る
頼
、
す
な
わ
ち
二

0
0

0
年
ま
で
に
年
間
約
二
二

O
億
ド
ル

二
九
九
三
年
米
ド
ル
換
算
)
、
同
じ

く
二

O
一
五
年
ま
で
に
約
一
七

O
億
ド

ル
(
同
)
に
増
加
す
る
よ
う
強
く
要
請

ーし、位
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
自
国
で
節
約

で
き
た
資
金
を
利
用
す
る
べ
く
妥
当
な

努
力
を
し
て
い
る
い
か
な
る
途
上
国
も
、

資
金
不
足
が
理
由
で
望
ま
し
い
水
準
の

避
妊
を
提
供
す
る
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
て

は
な
ら
な
い
こ
と
を
強
調
し
、

位
、
援
助
社
会
に
対
し
、
上
記
の
よ
う

な
財
政
上
の
要
請
に
照
ら
し
、
途
上
国

・
最
貧
困
お
よ
び
人
口
と
開
発
の
分
野

で
活
動
し
て
い
る
非
政
府
組
織

(
N
G

O
)
向
け
の
人
口
円
分
野
で
の
財
政
的

支
援
を
長
期
的
か
つ
持
続
的
に
提
供
す

る
よ
、
フ
要
請
す
る
。

行
動
へ
の
呼
び
か

4
7
'
 

人
口
増
加
は
、
貧
底
的
恨
絶
、
持
続

的
な
社
会
・
経
済
的
発
展
、
立
性
的
地

位
向
上
に
と
っ
て
大
き
な
障
害
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
の
諜
題
は
、
世
界
的
人

口
を
安
定
化
さ
せ
る
手
段
方
法
に
関

し
て
地
球
規
模
の
パ
ト
ナ

l
シ
y
プ

を
築
き
、
こ
れ
ら
の
相

E
に
関
連
し
た

問
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
で
あ
る
。

各
国
政
府
及
び
援
助
社
会
が
、
貧
国
間
、

国
家
間
及
び
国
内
に
お
け
る
不
平
等
、

不
平
等
な
女
性
の
地
位
に
関
す
る
問
題

に
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
で
確
固
た
る
決
意

で
取
り
組
む
用
意
と
意
志
を
持
た
な
け

れ
ば
、
持
続
的
な
経
済
成
長
左
持
続
可

能
な
開
発
を
達
成
し
ょ
、
7
と
す
る
私
た

ち
の
努
力
は
水
泡
に
帰
す
こ
と
に
な
ろ

、q
，F
O私

た
ち
は
す
べ
て
の
途
上
白
に
対
し
、

健
康
、
教
育
、
そ
の
他
の
社
会
開
発
的

側
面
へ
の
投
資
を
増
加
す
る
よ
、
7
要
請

す
る
。
私
た
ち
は
さ
ら
に
先
進
国
に
対

し
、
債
務
と
構
造
調
整
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

い
う
負
担
を
抱
え
た
途
上
回
に
向
け
て
、

帰
途
を
特
に
社
会
開
発
と
指
定
し
た
援

助
を
提
供
す
る
よ
う
、
ま
た
こ
の
よ
う

な
援
助
に
対
す
る
人
々
の
関
心
と
支
持

を
集
め
る
よ
う
要
請
す
る
。
私
た
ち
は

国
捺
社
会
が
、
持
続
可
能
な
開
発
を
目

指
す
努
力
と
一
致
す
る
よ
、
7
な
持
続
的

な
経
済
成
長
を
刺
激
す
る
方
法
や
手
段

を
提
案
す
る
こ
と
を
発
励
す
る
。

私
た
ち
人
口
と
開
発
に
関
す
る
賢
人

会
議
の
参
加
者
は
、
特
に
人
口
と
持
続

可
能
な
開
発
に
関
す
る
世
界
的
な
関
心

を
高
め
、
途
上
田
町
人
口
活
動
計
画
を

強
化
し
、
右
計
画
に
充
て
ら
れ
る
資
金

を
増
加
さ
せ
る
努
力
を
通
じ
て
、
こ
の

地
球
規
模
の
パ
ト
ナ

l
シ
ソ
プ
を
促

進
し
支
援
し
て
い
く
こ
と
を
誓
約
す
る
。
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サディツク女史(前列中央)を囲

んでー参議院会館会議室で=

APDA NEWS FLASH 

(五γJ会)と懇談
員懇の婦人議員

国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
の
有
志
婦
人

議
員
は
、
東
京
・
間
関
迷
大
学
で
開
催
さ
れ
た

「
賢
人
会
議
L

出
席
の
た
め
来
日
し
た
ナ
フ

ィ
ス
・
サ
テ
ィ
ソ
ク
悶
連
人
口
基
金
事
務
局

長
を
関
み
、
一
月
二
六
日
午
後
、
参
議
院
議
員

会
館
会
議
室
で
向
女
史
と
懇
談
し
た
。

出
席
者
は
、
国
連
人
口
基
金
か
ら
ナ
フ
ィ

ス
・
サ
デ
イ
ツ
ク
事
務
局
長
、
安
藤
博
文
次

長
、
ジ
ョ
テ
ィ
・
シ
ン
技
術
評
価
部
長
兼
I

C
P
D
組
織
運
営
部
長
、
中
村
恭
一
広
報
官
、

婦
人
議
員
は
衆
議
院
か
ら
岡
崎
ト
ミ
子
、
参

議
院
か
ら
堂
本
晩
子
、
肥
田
美
代
子
、
森
暢

子
、
中
西
珠
子
、
広
中
和
歌
子
、
清
水
嘉
与

子
、
林
寛
子
、
南
町
知
恵
子
の
各
議
員
。
、
主

な
質
疑
応
答
は
次
の
通
り
。

先
ず
、
ナ
ブ
ィ
ス
・
サ
デ
ィ
ッ
ク

U
N
F

P
A
事
務
局
長
が
、
本
年
九
月
カ
イ
ロ
で
開

催
さ
れ
る
H

国
際
人
口
開
発
会
議
。
の
準
備
状

況
を
説
明
。
さ
ら
に
、
同
会
議
を
成
功
さ
せ

る
た
め
に
次
の
よ
う
に
呼
び
か
け
た
。

各
国
で
国
会
議
員
、
専
門
家
、

N
G
O
と

個
人
で
構
成
す
る
国
内
委
員
会
は
、
人
口
問

題
の
重
要
性
を
世
論
に
訴
え
、
カ
イ
ロ
の
人

日
開
発
会
議
に
向
け
て
N
G
O
の
参
加
を
呼

び
か
け
て
い
く
。
こ
れ
ま
で
同
会
議
に
向
け

て
J

ハ
O
O
の
N
G
O
が
登
録
ず
み
で
、

0
0
0
の
N
G
O
の
登
録
が
見
込
ま
れ
て
い

る
。
同
会
議
で
は
、

N
G
O
の
会
合
を
聞
く

こ
と
も
予
定
し
、
グ
ロ

i
パ
ル
・
ア
ク
シ
ョ

ン
は
、
各
田
出
の
国
会
議
員
が
国
内
委
員
会
あ

る
い
は
池
域
グ
ル
ー
プ
へ
参
加
す
る
よ
う
要

請
し
て
い
る
。

同
会
議
開
催
の
準
備
資
料
か
ら
女
性
議
員

に
興
味
深
い
も
の
で
は
、
性
の
平
等
が
あ
る
。

こ
の
問
題
は
、
女
性
だ
け
で
は
達
成
で
き
な

い
。
男
女
の
認
識
が
必
要
で
是
非
と
も
、
男

性
の
参
加
が
必
要
だ
。
友
性
の
地
位
向
上
は
、

子
供
の
時
か
ら
そ
の
認
識
を
高
め
る
こ
と
が

重
要
で
、
資
料
の
中
で
は
、
敢
、
え
て
H

少
女
。

と
い
、
7
言
葉
を
使
っ
て
い
る
。

今
年
は
寸
国
際
家
族
年
L

で
あ
る
。
特
に
、

家
庭
内
で
弱
い
烹
場
に
あ
る
女
性
や
子
供
に

対
し
て
、
ま
た
、
女
性
が
世
帯
、
土
の
家
族
は

貧
困
が
多
い
の
で
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
フ
・
へ
ん
ス
と
ラ
イ
ツ

(同

8
5
ι
戸
円
立
〈

o
z
s一
匹
目
口
乱
回
同
区
ω)
で

は
、
何
時
、
何
人
の
子
供
を
生
む
か
に
関
し

て
は
、
質
の
高
い
情
報
が
必
要
と
な
る
。

妊
は
強
制
的
で
あ
っ
て
は
い
け
な
い
。

行
動
や
生
殖
機
能
に
関
し
て
は
、

o 
f¥ 性
のの j壁
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妊
娠
が
多
く
、
未
婚
の
妊
娠
も
多
く
み
ら
れ

る
が
、
雨
ア
ジ
ア
で
は
、
六

0
1
七

O
%が

…
0
代
で
結
娘
し
て
い
る
こ
と
か
ら
…

0
代

の
妊
娠
を
下
げ
る
こ
と
は
難
し
い
。

妊
娠
と
の
関
連
で
、
人
工
妊
娠
中
絶
は
母

体
の
健
康
に
と
っ
て
決
し
て
安
全
な
も
の
で

は
な
い
。
年
間
五

O
万
人
に
の
ぼ
る
妊
産
婦

死
亡
の
ほ
ぼ
五

O
%が
中
絶
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。
氾
ソ
速
を
例
に
と
る
と
中
絶
が
唯
…

の
避
妊
方
法
で
、
各
国
も
改
め
て
中
絶
に
つ

い
て
考
、
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

同
会
議
で
は
、
そ
の
他
に
高
齢
化
、
人
口

移
動
、
難
民
な
ど
の
問
題
も
取
り
上
げ
て
い

る
。
ま
た
、
各
国
に
対
し
て
今
後
二

0
年
間

の
目
標
と
し
て
、
教
育
分
野
で
二

O
一
五
年

ま
で
に
男
女
平
等
に
初
等
教
育
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
目
標
が
二

O
一
五
年
以
前
に
達
成
で
き
た
ら
中
等
教
育

を
男
女
平
等
で
受
け
ら
れ
る
よ
、
7
に
す
る
。

教
育
に
お
け
る
男
女
平
等
を
通
じ
社
会
的
平

等
を
達
成
す
る
。

死
亡
率
に
関
し
、
女
性
に
必
要
な
情
報
を

提
供
し
、
特
に
、
家
族
計
画
の
情
報
を
提
供

し
、
乳
児
死
亡
率
を
低
下
さ
せ
る
。

こ
れ
ら
の
目
襟
を
は
じ
め
、
母
子
保
健
、

エ
イ
ズ
対
策
な
ど
の
諸
活
動
を
行
う
た
め
に

必
要
な
資
金
は
、
二

O
O
O年
ま
で
二
二

O

億
ド
ル
、
二

O
一
五
年
ま
で
一
七

O
億
ド
ル

を
要
す
る
。
そ
の
う
ち
三
分
の
二
は
途
上
国
閥
、

三
分
の
一
が
国
際
協
力
費
で
賜
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

最
後
に
、
本
年
九
月
開
催
の
国
際
人
口
問

発
会
議
に
お
い
て
勧
告
が
採
択
き
れ
る
。
こ

の
勧
告
に
対
し
、
各
国
は
、
国
内
の
あ
ら
ゆ

る
関
心
を
も
っ
て
い
る
人
々
に
対
し
理
解
を

深
め
る
行
動
を
と
る
。
特
に
、
人
口
と
開
発

に
回
向
す
る
法
制
化
に
対
し
て
は
用
国
会
議
員
の

役
割
は
重
要
で
あ
る
。

こ
の
あ
と
、
次
の
よ
う
な
質
疑
応
答
が
あ

っ
h
L

。

0
広日
本
の
世
界
の
人
口
分
野
へ
の
貢
献
が
低

い
と
思
、
7
0

現
状
は
、

U
N
F
P
A
主
導
と

な
っ
て
い
る
が
、
避
妊
具
を
直
接
対
象
国
に

供
与
で
き
な
い
も
の
か
。

中

-
サ
デ
ィ
ッ
ク

U
N
F
P
A
と
し
て
は

コ
ン
ド
ー
ム
や

I
U
D
等
を
図
情
に
あ
わ
せ
て
途
上
国
に
提

日
米
協
力
で
は
、
人
口
・
エ

イ
ズ
対
策
の
政
府
開
発
按
劫
を
通
じ
、
日
本

供
し
て
い
る
。

54 

は
二

0
0
0年
ま
で
に
三

O
億
ド
ル
を
拠
出

す
る
予
定
だ
。
中
で
も
、
日
本
が
こ
れ
ま
で

提
供
で
き
な
か
っ
た
、
コ
ン
ド
!
ム
な
ど
避

妊
具
が
提
供
で
き
る
よ
、
7
だ。

本

リ
オ
の
環
境
会
議
で
の
ア
ジ
エ
ン
ダ
公
に

よ

る

と

、

ヘ

ル

ス

O 

2量

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ

(伊百円
O

含
2
2
0
河
内
乱
任
)
を
H

女
性
の
健

康
。
と
訳
し
て
い
た
が
、
適
当
な
訳
で
は
な

い
と
思
う
が
。

-
サ
デ
ィ
ッ
ク

そ
れ
は
、
誤
訳
と
思
う
。
理
解
を
得
る
た

め
に
は
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
、

一
ブ
イ
ツ

m
o耳
o
ι
c円
台
〈

o
z
o色
門
『

ωロハ凶

出
向
い
何
日

μ
け

ω

に
女
性
と
男
性
(
守
宅
o
ヨ
2
2
ι

ζ
g
)
を
つ
け
る
と
よ
い
と
思
、
7
0

O
堂

本
日
本
は
、
先
進
国
で
あ
り
な
が
ら
、
女
性

の
地
依
が
低
い
し
、
そ
れ
に
開
閉
す
る
法
改
正

も
難
し
い
。
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ジェタト j

-
サ
デ
ィ
ッ
ク

女
性
の
地
位
が
低
い
の
は
、
儒
教
の
影
響

が
強
い
の
で
は
な
い
か
。
先
程
の
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
ィ
ブ
・
へ
ん
ス
に
つ
い
て
は
、
適
当
な

日
本
語
訳
を
見
つ
け
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
た
い
。

O
清

水
日
本
の
議
員
も
関
際
人
口
開
発
会
議
に
参

加
す
る
よ
う
、
ま
た
、
同
会
議
の
前
後
に
議

員
だ
け
の
会
議
を
開
催
す
る
よ
う
検
討
中
だ
。

エ
イ
ズ
に
羽
億
ド
ル

i
l
l
M
1
2
千
年
の
七
年
間
に

i
i
l

外
務
省
は
三
月
二
回
目
、
財
団
法
人
ア
ジ

ア
人
口
・
開
発
協
会

(
A
P
D
A
)
な
ど
国

内
主
要

N
G
O
(
非
政
府
機
関
)
の
代
表
に

呼
び
か
け
、
地
球
規
模
問
題
イ
ニ
ン
ア
テ
ィ

ヴ
(
人
口
・
エ
イ
ズ
)
の
協
力
案
を
一
一
小
し
、

積
極
的
な
協
力
を
要
請
し
た
。

こ
れ
は
、
現
表
、
世
界
的
な
問
題
に
な
っ

て
い
る
人
口
エ
イ
ズ
問
題
を
解
決
す
る
た
め

政
府
が
二
千
年
ま
で
の
七
年
間
に
総
額
三

O

億
ド
ル
(
約
三
千
百
五

i
億
円
)
以
上
を
拠

出
す
る
方
針
を
開
め
、
先
の
日
米
首
脳
会
談

-
サ
デ
ィ
ッ
ク

同
会
議
参
加
の
政
府
代
表
団
に
問
国
会
議
員

を
加
え
る
こ
と
で
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
や
イ
ン

ド
が
積
極
的
で
す
。
日
本
の
政
府
代
表
団
に

も
是
非
女
性
議
員
が
参
加
し
て
、
発
言
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

で
合
意
し
た
こ

E
を
受
け
、
具
体
的
な
実
行

策
の
策
定
に
乗
り
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

わ
が
悶
が
、
人
口
・
エ
イ
ズ
問
題
に
こ
の

よ
う
な
大
規
模
支
援
を
打
ち
出
し
た
背
景
と

し
て
①
わ
が
悶
の
経
済
協
力
重
点
分
野
の
一

つ
で
あ
る
地
球
規
模
問
題
へ
の
協
力
を
具
体

化
す
る
②
本
年
八
月
、
横
浜
で
聞
く
第
十

回
国
際
エ
イ
ズ
会
議
と
、
九
月
、
カ
イ
ロ
で

聞
く
1

国
際
人
口
・
慌
発
会
議
」
に
向
け
て

わ
が
留
の
積
極
姿
勢
を
国
際
的
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
③
昨
年
か
ら
、
日
米
包
括
経
消
協
議

の
「
地
球
的
展
望
に
立
っ
た
協
力
L

で
、
米

国
と
の
グ
ロ
ハ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ソ
プ

を
進
め
る
一
環
と
し
て
、
人
口
・
エ
イ
ズ
分

野
で
日
本
の
積
極
姿
勢
を
一
出
す
ー
ー
こ
と
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

具
体
的
な
援
助
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
は
、

(
7
ル
チ
の
協
力
〕
と
し
て
①
函
連
人
口
基

55 



〔グラフ・上〕地域別人口推

計(中位推計)

〔写真・下〕ケニァ r人口教

育促進プロジェクト J

金

(
U
N
F
P
A
)
、
国
際
家
族
計
画
連
盟

(
I
P
P
F
)
へ
の
拠
出
(
九
四
年
度
予
算

案
六
千
七
百
十
万
ド
ル
)
②
W
H
O
-
G

P
A
へ
の
拠
出
(
エ
イ
ズ
、
九
四
年
度
予
算

案
五
百
五
十
万
ド
ル
)
③
国
際
下
痢
性
疾

病
研
究
セ
ン
タ

i
へ
の
拠
出
(
九
四
年
度
予

算
案
三
十
万
ド
ル
)
。

(
二
国
間
協
力
案
〕
と
し
て
は
、
開
発
途

上
回
出
に
対
し
、
人
口
・
家
紋
計
画
へ
の
直
接
、

間
接
的
協
力
と
し
て
次
の
方
法
を
考
え
て
い

ヲ
令
。

地域別人口雄計(中位推計)
単位 101ll 

人

口

①アフリカ

②聞の7日

③インド

④帽
⑤ラルアメリカ

⑥時宙

2050 2075 2100 2125 2150 

次図1

出呉国連人口器全世界人口白書1993

2025 

年

2叩 0'910 

十
段
按
的
抑
制
力

l
川
技
術
協
力
で
は

。
7 

ロ

ジ
ェ
ク
ト
方
式
技
術
協
力
を
継
続
す
る
ほ
か

新
し
い
方
法
を
検
討
す
る
。
初
年
度
に
コ
ン

ド

i
ム
等
の
人
口
・
家
族
計
画
や
エ
イ
ズ
関

連
機
材
一
億
円
分
を
供
与
す
る
。

ω無
償

資
金
協
力
で
は
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
車
な
ど
に
広

報
用
機
材
を
積
ん
だ
車
両
を
供
与
す
る
。
途

上
国
で
活
動
し
て
い
る
草
の
恨
の

N
G
O
、

地
方
公
共
団
体
等
に
資
金
協
力
す
る
。
山
川

債
務
救
済
無
償
・
ノ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
無
償

を
活
用
し
、
相
手
国
か
ら
要
望
が
あ
れ
は
避

妊
具
等
を
含
む
人
口
・
エ
イ
ズ
関
連
機
材
の

購
入
に
資
金
の
一
部
を
光
当
す
る
。

ω有

償
資
金
協
力
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
供
款
に

よ
る
コ
ン
ド
ー
ム
工
場
建
設
等
を
検
討
す
る
。

ωわ
が
国
N
G
O
に
対
す
る
補
助
金
。

〔
二
国
間
協
力
案
〕
の
間
接
的
協
力
の
例

と
し
て
は
、
川
慕
礎
的
な
保
健
医
療
分
野
の

協
力
で
、
公
衆
衛
生
、
小
児
病
院
、
看
護
婦

・
保
健
婦
育
成
・
訓
練
、
感
染
症
対
策

ω初

等
教
育
の
面
で
は
、
小
学
校
等
施
設
建
設
、

教
員
養
成
・
訓
練
、
識
字
教
育
、
初
等
教
育

教
科
書
・
副
読
本
作
成

ω女
性
を
対
象
E

し
た
職
業
教
育
、
女
子
教
育
と
し
て
女
子
小

田
中
校
建
設
、
教
員
養
成
、
女
性
を
対
象
と

し
た
職
業
訓
練
な
ど
を
考
え
て
い
る
。
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十
二
力
関
を

ベ
ト
ナ
ム
な
ど
か
ら
要
請
が
あ
れ
ば
、
考
慮

と
し
て
い
る
。
新
年
度
か

震
点
閣
に

の
余
地
が
あ
る
、

ら
ミ
ッ
ン
ョ
ン
を
派
遣
す
る
。

外
務
省
と
し
て
は
、
地
球
規
模
問
題
イ

(
人
口
エ
イ
ズ
)

〔
ア
ジ
ア
〕
タ
イ
(
エ
イ
ズ
)
、
イ
ン
ド

シ
ア
テ
ィ
7

の
重
点
閣

と
し
て
次
の
十
二
カ
罰
を
考
え
て
い
る
が
、

(
エ
イ
ズ
・
人
口

フ
ィ
リ
ピ
ン

(
エ
イ

ズ
・
人
口
)
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

日

HIV感染の地域日IJ推移

2凹098 96 94 92 9() 

次
" 
2手

86 " 82 

出奥、NHOプログレス レポート

(
エ
イ
ズ
・

人
口

)
l以
上
、

・
米
協
調
重
点
泊

パ
キ
ス
タ
ン

(
エ
イ

ズ
・
人
口
)
、

ノく

ン

グ
ラ
デ
シ
ュ

(
エ
イ

ズ
白
人
口
)

〔
ア
フ
リ
カ
〕

ケ

ア

(
エ
イ
ズ
・
人
口
)
、

ガ
|
ナ
(
エ
イ
ズ
・
人
口

)
1以
上

日

米
協
調
重
点
国

人
口
)
、

タ
ン
ザ
ニ
ア

(
エ
イ
ズ
・

セ
ネ
ガ
ル

(
エ
イ
ズ
・
人
口
)

〔
中
南
米
〕

〔
中
近
東
〕

メ
、
キ
ン
コ

(
エ
イ
ズ
・
人
口
)

エ
ジ
プ
ト
(
人
口

¥ 
ノ
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最
近
、
「
女
性
の
社
会
進
出
し
と
い
う
一
言
葉

を
よ
く
耳
に
す
る
。
事
実
、
わ
が
国
の
立
性

の
社
会
的
地
位
を
め
ぐ
る
状
況
の
変
化
に
は

目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
る
。
一
九
七
五
年
を

寸
国
際
婦
人
年
し
と
し
、
そ
の
後
一
九
八
五

年
ま
で
の
一

0
年
間
を
寸
国
際
婦
人
の
一

O

年
」
と
す
る
と
い
う
函
連
の
決
定
以
降
、
そ

こ
で
唱
、
え
ら
れ
た
「
権
利
・
機
会
・
責
任
の

み
な
ら
ず
人
簡
と
し
て
の
尊
厳
と
価
僚
に
お

け
る
男
女
間
の
平
等
L

を
実
現
す
べ
く
、
一

九
七
九
年
に
同
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た
寸
女

子
差
別
撤
廃
条
約
L

が
一
九
八
五
年
に
わ
が

悶
で
も
批
准
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
八

六
年
の
守
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
」
の
施
行

を
初
め
と
し
て
、
父
系
優
先
の
国
籍
法
の
改

正
や
家
庭
科
必
修
の
男
女
差
別
の
撤
廃
な
ど

の
立
法
が
実
現
し
て
い
る
。
ま
た
一
九
九
二

出
アジアと日本

年
四
月
よ
り
寸
育
児
休
業
法
し
も
施
行
さ
れ

て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
政
策
面
で
の
変
革

や
社
会
的
関
心
の
高
ま
り
だ
け
を
以
て
、
そ

の
ま
ま
女
性
の
社
会
的
地
位
が
向
上
し
た
、

(
つ
ま
り
女
性
の
社
会
進
出
が
す
す
ん
だ
)

と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
い
、
7
の
は
、

あ
ら
ゆ
る
寸
地
位
し
に
は
、
そ
れ
を
規
定
す

る
複
数
の
側
面
が
有
り
、
特
に
寸
女
性
の
社

会
的
地
位
し
を
考
、
え
る
場
合
、
教
育
園
職
業

・
収
入
等
の
社
会
経
済
的
側
面
の
他
、
家
庭

や
家
族
で
女
性
が
果
た
す
役
割
と
い
っ
た
よ

り
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
、
そ
れ
だ
け
に
文
化
的

伝
統
や
価
値
観
に
影
響
さ
れ
や
す
く
客
観
的

分
析
が
難
し
い
面
に
つ
い
て
も
、
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

女
性
の
社
会
進
出
(
と
か
一
般
に
寸
女
性
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問
題
し
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
)
が
、

の
経
済
発
展
や
人
口
変
化
と
い
っ
た
7

ク
ロ

.
レ
ベ
ル
の
社
会
変
動
と
官
接
に
開
関
連
す
る

重
要
な
事
柄
で
あ
る
、
と
い
う
学
問
的
認
識

が
広
ま
っ
た
の
は
一
九
七

0
年
代
後
半
の
こ

と
で
あ
り
、
ま
た
友
性
の
地
位
に
関
す
る
研

究
が
西
洋
偏
重
傾
向
を
脱
し
て
、
ア
ジ
ア
を

始
め
と
す
る
第
三
世
界
の
女
性
に
注
目
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
よ
う
や
く
一
九
八

0
年

代
後
半
の
こ
と
で
あ
る
。

「
女
性
の
社
会
進
出
L

の
定
義
に
は
い
ろ

い
ろ
な
も
の
が
あ
ろ
う
が
、
一
般
的
に
、
女

性
の
教
育
レ
ベ
ル
の
上
昇
(
つ
ま
り
高
学
歴

化
)
や
雇
用
な
ど
の
家
庭
外
で
の
経
済
活
動

へ
の
女
性
の
参
加
が
増
加
す
る
こ
と
を
指
す

よ
う
で
あ
る
。
わ
が
国
で
は
、
戦
後
高
校
教

育
が
す
さ
ま
じ
い
勢
い
で
普
及
し
、
一
九
七 同



女性の社会進出

0
年
代
後
半
に
は
、
高
校
進
学
率
は
男
女
共

に
九
O
%
を
越
、
え
る
ま
で
に
な
っ
た
。
ま
た

大
学
教
育
も
、
一
九
六
O
i
七

0
年
代
に
急

速
に
広
ま
っ
た
。
特
に
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、

男
子
の
短
大
・
大
学
進
学
率
が
一
九
七

0
年

代
半
は
以
降
頭
打
ち
な
の
に
対
し
て
、
女
子

の
知
大
・
大
学
進
学
率
は
増
加
を
続
け
、
つ

い
に
一
九
八
九
年
に
は
三
七
%
と
な
り
、
男

子
の
三
六
%
を
上
湿
っ
た
。
こ
の
進
学
率
に

は
短
大
進
学
者
も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
四

年
制
大
学
へ
の
進
学
率
だ
け
を
と
る
と
、
ま

だ
男
子
の
方
が
か
な
り
志
向
い
。
し
か
し
、
「
大

学
進
学
は
花
嫁
修
業
の
一
部
L

と
い
っ
た
考

え
方
は
今
や
完
全
に
姿
を
消
し
て
い
る
よ
う

で
、
そ
れ
は
男
女
別
の
就
職
率
の
変
化
か
ら

も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

て
は
、
後
で
も
う
少
し
詳
し
く
述
べ
る
こ
と

と
す
る
。

こ
れ
に
つ
い

で
は
、
こ
の
戦
後
の
日
本
女
性
の
急
速
な

高
学
歴
化
は
、
他
の
ア
ジ
ア
の
国
々
の
女
性

た
ち
と
比
べ
た
時
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る

の
だ
ろ
う
か
。
中
・
高
等
学
校
就
学
率
に
関

し
て
言
う
と
、
日
本
は
一
九
六

0
年
代
半
ば

に
は
既
に
男
女
共
に
世
界
最
高
レ
ベ
ル
に
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
一
九
六

0
年
代
半
ば

に
慨
に
肯
向
か
っ
た
わ
が
国
の
中
目
高
等
学
校

就
学
率
は
、
そ
の
後
の
二

0
年
間
で
更
に
目

覚
ま
し
く
増
加
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
中
・
高
校
教
育
の
急
速
な
普
及
は
、

N
I

B
S
と
呼
ば
れ
る
ア
ン
ア
の
新
興
工
業
国
で

も
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
起
こ
っ
た
。
し
か
し
一

方
、
「
発
展
途
上
国
し
と
呼
ば
れ
る
ア
ジ
ア
の

国
々
の
中
に
は
中
学
校
教

-津谷典子〈つやのりこ〉

日本大学経済学部助教担(社会人口学、

家族社会学、人口続計学)、米国シカゴ

大学社会学部1尊土謀程卒業(社会学博士、
ph.D.) 1954年東京都生れ。

〈主な著書スウヱデン 目覚まし

い出生家増加はなぜ?J (特草設界的
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12号、 PP.22-25. (19921:手)、 「子供
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育
が
充
分
に
普
及
し
て
い

な
い
国
も
多
く
、
中
で
も

パ
キ
ス
タ
ン
や
パ
ン
ク
ラ

デ
シ
ュ
と
い
っ
た
南
ア
ジ

ア
の
国
々
で
は
、
女
子
の

中
・
高
等
学
校
就
学
率
は

…
九
八

0
年
代
後
半
の
時

点
で
約
一
割
で
あ
り
、
男

子
と
の
格
差
も
非
常
に
大
き
い
。
従
っ
て
、

教
育
と
い
う
観
点
か
ら
み
る
限
り
、
わ
が
国

の
女
性
が
お
か
れ
て
い
る
状
況
は
、
か
な
り

良
好
と
一
言
、
え
る
の
で
は
な
い
か
。

で
は
、
こ
の
よ
う
な
わ
が
国
の
女
性
の
高

学
歴
化
が
、
そ
の
ま
ま
女
性
の
社
会
進
出
に

つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、

ど
、
?
も

物
事
は
そ
う
簡
単
に
は
行
か
な
い
よ
う
で
あ

る
。
ま
ず
、
学
校
卒
業
後
の
就
職
伏
況
に
目

を
向
け
て
み
る
と
、
高
学
歴
化
に
伴
い
、
高

卒
で
の
就
職
率
は
男
女
共
に
一
九
六

0
年
代

半
ば
以
降
低
下
し
て
い
る
一
方
、
大
卒
の
就

職
率
は
増
加
し
て
い
る
。
中
で
も
目
立
つ
の

は
、
近
年
の
女
子
の
短
大
・
大
卒
者
の
就
職

率
の
高
さ
と
男
女
格
差
の
縮
ま
り
で
あ
る
。

例
え
ば
、
短
大
を
卒
業
す
る
女
子
の
就
職
制
率

は
一
九
六
O
年
に
は
五
O
%
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
一
貫
し
て
惜
唱
え
続
け
、
一
九
九
O
年

に
は
八
六
%
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
四
年

制
大
学
卒
業
者
に
関
し
て
も
、
女
子
の
就
職

率
は
一
九
六
O
年
の
六
四
%
か
ら
一
九
九
O

年
の
七
九
%
へ
と
治
加
し
た
の
に
対
し
、
河

期
間
の
男
子
の
就
職
率
は
八
六
%
か
ら
八
O

%
へ
と
、
む
し
ろ
落
ち
込
ん
で
い
る
。

以
上
は
学
校
卒
業
に
際
し
て
の
就
職
率
に
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関
し
て
の
傾
由
円
で
あ
る
が
、
で
は
一
旦
就
職

し
た
女
性
の
そ
の
後
の
就
業
パ
タ
ー
ン
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
わ
が
国
の
女

性
の
就
労
の
年
齢
パ
タ
ー
ン
を
見
て
み
る
と
、

二
O
代
前
半
の
女
性
の
労
働
力
率
は
非
常
に

高
い
が
、
二

O
代
後
半
か
ら
三

O
代
前
半
に

な
る
と
労
働
力
率
は
急
に
落
ち
込
み
、
一
二

O

代
後
半
以
降
再
び
上
昇
す
る
と
い
う
寸
M
字

形
L

に
な
っ
て
い
る
。
一
九
七
五
年
以
降
こ

の
M
字
形
の
寸
谷
」
は
多
少
隆
起
し
て
き
て

い
る
も
の
の
、
二
五
1
三
四
歳
の
女
性
の
労

働
力
率
の
務
ち
込
み
は
依
然
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
れ
と
は
対
照
的
に
、

N
I
E
S
諸
国
で
は

二
O
代
1
三

O
代
の
女
性
の
労
働
力
率
は
急

速
に
増
加
し
て
お
り
、
ま
た
一
一
五

l
一
一
一
四
歳

の
女
性
の
労
働
力
率
の
顕
著
な
落
ち
込
み
も

見
ら
れ
な
い
。
例
外
は
韓
国
で
、
日
本
同
様
、

女
性
の
労
働
力
率
の
年
齢
パ
タ
ー
ン
は

M
字

形
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
わ
が
国
(
と

韓
国
)
で
は
結
婚
と
出
産
自
子
育
て
の
た
め

に
女
性
が
一
時
的
に
労
働
市
場
を
撤
退
す
る

傾
向
が
根
強
い
の
に
対
し
、
他
の

N
I
E
S

(
や
欧
米
先
進
諸
国
)
で
は
そ
の
よ
う
な
傾

向
は
元
々
あ
ま
り
強
く
な
い
か
、
あ
っ
て
も

失
わ
れ
つ
つ
あ
り
、
女
性
が
結
婚
・
出
産
後

も
労
働
市
場
に
残
る
可
能
性
が
よ
り
高
い
と

い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

わ
が
国
の
よ
う
に
年
功
序
列
制
を
基
に
し

た
雇
用
制
度
を
係
っ
て
き
た
社
会
で
、
多
く

女
性
た
ち
が
二

O
代
後
半
か
ら
三

O
代
前
半

に
か
け
て
就
労
を
一
時
的
に
し
ろ
止
め
る
こ

と
は
、
賃
金
・
待
遇
及
び
雇
用
形
態
の
上
で

女
性
が
大
き
な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ァ
プ
を
負
う

一
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

い
。
事
実
、
一
九
八
七
年
の
総
務
庁
の
『
就

業
構
造
基
本
調
査
』
か
ら
も
、
男
伎
と
比
べ

て
、
女
性
の
一
様
用
者
に
お
け
る
パ
!
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
と
い
っ
た
「
一
一
次
的
雇
用
者
」
の

割
合
は
圧
俄
的
に
高
く
、
特
に
コ
一

O
代
後
半

i
四

O
代
の
有
配
偶
の
女
性
雇
用
者
に
占
め

る
割
合
は
五
割
近
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

従
っ
て
、
教
育
水
準
か
ら
み
た
日
本
の
女
性

の
社
会
的
地
位
は
近
年
目
覚
ま
し
く
向
上
し

て
お
り
、
世
界
で
も
有
数
の
高
学
歴
閲
と
な

っ
て
い
る
が
、
わ
が
留
の
労
働
市
場
へ
の
女

性
の
進
出
は
、
間
四
際
比
較
の
視
点
か
ら
み
て

ま
だ
ま
だ
の
感
が
拭
、
え
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
ま
だ
充
分
と
は
い

え
な
い
わ
が
国
の
女
性
の
労
働
市
場
進
出
も
、

一
部
の
ア
ジ
ア
の
発
展
途
上
国
と
比
較
し
た

場
合
、

は
る
か
に
良
好
と
一
一
百
わ
ざ
る
を
え
な

い
の
は
残
念
な
こ
し
乙
で
あ
る
。
例
、
え
ば
、
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九
九

O
年
の
一
五
歳
以
上
女
子
人
口
に
お
け

る
経
済
活
動
率
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
で
一
三
%
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
八
%
、
そ
し
て
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
で
は
七
%
に
止
ま
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
南
ア
ジ
ア
の
悶
々
に
お
け
る
女
性
就
労

の
非
常
な
低
水
準
の
背
景
に
は
、
イ
ス
ラ
ム

教
と
そ
れ
に
根
ざ
し
た
家
父
長
中
心
の
家
族

制
度
と
い
っ
た
文
化
的
要
凶
の
他
、
女
性
の

低
い
教
育
水
準
や
早
婚
と
高
い
出
生
率
な
ど

の
社
会
人
目
的
要
因
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
要

閃
は
相
互
に
補
完
し
迷
関
し
あ
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
寸
し
が
ら
み
し
か
ら
女
性
を
解
放

し
、
労
働
市
場
進
出
を
進
め
る
こ
と
は
難
し

い
。
し
か
し
、
女
性
の
経
済
的
自
立
の
た
め

だ
け
で
な
く
、
女
性
と
そ
の
家
族
の
寸
生
活

の
府
民
」
の
向
上
や
更
に
は
そ
の
国
の
社
会
経

済
発
展
の
た
め
に
も
、
寸
女
性
の
社
会
進
出
L

は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
す
る
国

際
的
理
解
と
援
助
の
高
ま
り
が
待
た
れ
る
。

ま
た
先
程
、
わ
が
閏
の
女
性
は
高
学
歴
に

も
か
か
わ
ら
ず
結
婚
す
る
か
子
供
を
産
む
と
、

家
庭
外
で
働
く
こ
と
を
止
め
る
傾
向
が
強
い

こ
と
を
指
摘
し
た
。
し
か
し
、
「
女
性
の
幸



福
は
結
婚
に
あ
る
の
だ
か
ら
結
婚
し
た
方
が

よ
い
し
と
い
、
7
よ
う
な
伝
統
的
価
値
銃
は
、

一
九
八

0
年
代
半
ば
以
降
急
速
に
弱
ま
っ
て

き
て
い
る
こ
と
が
、
政
府
の
全
国
世
論
調
査

の
結
果
な
ど
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
傾
向
は
男
女
共
に
認
め
ら
れ
、
年
齢
が
若

い
程
伝
統
的
意
識
も
薄
い
。
特
に
興
味
深
い

こ
と
に
、
寸
-K
性
の
幸
福
と
結
婚
の
聞
の
正

の
椙
関
関
係
し
に
賛
成
す
る
者
の
割
合
が
、

一
九
七

0
年
代
始
め
に
は
男
性
よ
り
む
し
ろ

女
性
の
方
に
古
向
か
っ
た
が
、
一
九
八

O
年
頃

逆
転
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
女
性
の
結
婚
に

関
す
る
伝
統
的
価
値
観
か
ら
の
講
師
酷
は
女
性
、

特
に
若
い
女
性
た
ち
の
問
で
よ
り
急
速
に
進

ん
で
い
る
と
一
言
え
る
。

更
に
、
家
庭
内
役
割
の
性
別
分
業
に
測
す

る
怖
値
観
に
つ
い
て
い
う
と
、
わ
が
崩
で
は

寸
男
は
外
で
働
き
、
女
は
家
庭
を
守
る
し
と

い
う
伝
統
的
意
識
は
、
一
九
七

0
年
代
初
め

に
は
一
五
歳
以
上
の
男
女
共
八
割
強
が
賛
成

と
非
常
に
強
か
っ
た
が
、
以
後
急
速
に
薄
れ

て
き
て
お
り
、
一
九
九

O
年
に
は
男
性
で
三

五
%
、
女
性
で
は
二
五
%
と
な
っ
て
い
る
。

従
っ
て
こ
こ
で
も
、
女
性
の
意
識
の
変
化
の

速
度
は
、
男
性
に
比
べ
て
速
く
な
っ
て
い
る
。

女性の社会進出

ま
た
、
同
様
の
変
化
は
他
の
東
ア
ジ
ア
や
N

I
E
S
諸
国
で
も
起
っ
て
お
り
、
一
九
九

O

年
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
こ
の
伝
統
的
性

別
分
業
に
賛
成
し
た
者
の
割
合
は
、
韓
国
で

% 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
一
八
%
、
そ
し

て
中
国
で
は
わ
ず
か
九
%
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
女
性
に
と
っ
て
の
家
庭
と
仕
事

の
両
立
の
難
し
き
は
、
こ
の
よ
う
な
女
性
の

役
割
に
対
す
る
伝
統
的
価
値
観
か
ら
の
近
年

の
著
し
い
草
離
傾
向
と
は
う
ら
は
ら
に
、
男

性
に
よ
る
家
事
・
育
児
分
担
は
実
際
に
は
殆

ど
行
な
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
実
情
か
ら
も

幾
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、

N
H

K
の
図
民
生
活
時
間
一
調
査
に
よ
る
と
、
日
本

男
性
の
家
事
・
育
児
の
分
担
時
聞
は
一
日
平

均
約
一
一
一

O
分
で
あ
り
、
こ
の
債
は
一
九
六

0

1
八

0
年
代
を
通
し
て
殆
ど
変
化
し
て
い
な

い
。
こ
の
男
性
の
家
事
・
脊
児
参
加
の
不
足

は
他
の
ア
ン
ア
諸
隠
で
も
明
ら
か
で
、
一
九

九

O
年
の
韓
国
で
は
一
日
平
均
約
四

O
分、

一
九
七
三
年
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ャ
ワ
島

で
は
約
四
八
分
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、

女
性
(
特
に
結
婚
し
て
働
い
て
い
る
女
性
)

の
家
庭
生
活
に
お
け
る
負
扮
は
、
女
性
の
相

会
進
出
が
進
む
こ
と
で
む
し
ろ
大
き
く
な
っ

て
き
て
い
る
と
一
一
百
、
え
る
。

わ
が
国
や
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
女

性
の
社
会
的
地
位
の
更
な
る
向
上
と
男
女
平

等
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
教
育
や
経
済
活

動
に
お
け
る
男
女
の
機
会
均
等
を
巨
擦
と
し

た
寸
女
性
の
社
会
進
出
L

を
進
め
る
だ
け
で

な
く
、
女
性
へ
の
差
別
・
偏
見
を
効
長
す
る

よ
う
な
文
化
的
価
値
観
を
変
革
し
、
女
性
の

就
労
と
家
庭
の
両
立
を
支
援
し
て
い
く
予
」
と

を
、
国
際
社
会
の
課
題
の
一
っ
と
す
る
こ
と

が
ま
す
ま
す
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

l
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献
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に
吻
勺
守
み
ぉ
ー
ら
む

九
・
六
人
に
低
下

i
平
成
5
年
人
口
動
態
l
離
婚
率
は
最
高
の
一
・
五
黒
人

出
生
率
、

平
成
五
年
内
出
生
率
(
人
口
千
人
当

た
り
の
出
生
数
)
は
九
・
六
人
に
ま
で

下
が
り
、
出
生
数
と
と
も
に
戦
後
最
低

を
更
新
し
た
こ
と
が
三
1
一
日
、
厚
生

省
の
「
平
成
五
年
人
口
動
態
統
計
年
間

推
計
」
で
分
か
っ
た
。
主
性
が
生
涯
に

産
む
子
供
の
数
(
合
計
特
殊
出
生
率
)

も
、
最
低
だ
っ
た
凶
年
内
一
・
五
人
を

さ
ら
に
割
り
込
む
こ
と
が
確
実
と
な
っ

た。
こ
の
推
計
は
五
年
一
月
か
ら
十
月
ま

で
に
全
開
聞
の
市
町
村
に
届
け
出
が
あ
っ

た
出
生
や
死
亡
な
ど
か
ら
年
間
数
を
割

り
出
し
た
も
の
。

こ
れ
に
よ
る
と
出
生
率
は
、
前
年
内

九
・
八
人
よ
り

0
・
二
人
減
っ
て
、
出

生
数
も
百
十
八
万
五
千
人
と
前
年
(
百

二
十
万
九
千
人
)
を
二
万
四
千
人
下
凶

っ
た
。死
亡
数
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

な
ど
の
影
響
で
二
万
六
千
人
出
唱
え
て
八

十
八
万
三
千
人
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め

死
亡
率
(
干
人
当
た
り
の
死
亡
者
数
)

は
前
年
よ
り

O

二
人
増
え
て
七
・
一

人
と
な
っ
た
が
、
死
亡
率
が
七
人
台
に

乗
っ
た
の
は
昭
和
四
十
年
以
来
。

一
五
、
結
婚
の
件
数
は
七
十
九
万
二

千
組
で
前
年
よ
り
三
万
八
千
組
も
増
え

た
。
こ
れ
は
皇
太
了
さ
ま
の
ご
結
婚
も

影
響
し
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
半
雨
、
離
婚
件
数
も
十
八
万
九

千
組
と
前
年
よ
り
一
万
組
増
、
え
た
。
離

婚
の
多
き
が
騒
が
れ
た
昭
和
五
十
八
年

五
十
九
年
(
と
も
に
十
七
万
人
台
)

を
上
闘
っ
て
お
り
、
第
二
円
ぷ
離
婚
7

1
ム
H

到
来
と
い
え
そ
う
。
千
人
当
た

り
の
離
婚
率
一
・
五
三
人
は
調
奈
が
始

ま
っ
た
明
治
三
十
二
年

E
並
ん
で
過
去

最
安
同
。皇
太
子
さ
ま
の
結
婚
の
儀
が
行
わ
れ

た
六
月
の
結
締
件
数
は
、
前
年
間
門
月
よ

り
一
万
件
以
上
も
多
い
約
八
万
千
三
百

件
。
特
に
結
婚
の
儀
当
日
の
九
日
(
大

もくじ

-
出
生
率
、
九
・
六
人
に
低
下
i目
-
-
M
M

・
出
生
率
低
下
、
一
・
五
未
満
に
・

:ω

・
出
生
率
最
低
、
離
婚
率
最
高
:
制

・
深
刻
な
G
N
P
の
不
平
等
-
:
:
剖

・
人
口
抑
制
、
南
北
協
議

7
・
:
・
邸

・
途
上
密
の
避
妊
、
女
性
に
大
:
町
田

・
箆
際
家
族
年
の
人
口
動
態
・

i
幻

・
人
口
、
ヱ
イ
ズ
に
初
億
ド
ル
:
釘

・
母
系
家
族
化
現
象
の
核
家
族
・
ぬ

-
カ
イ
ロ
会
議
に
女
性
の
帯
'
を

iω

・
中
日
開
農
業
人
口
4
億
6
千
万
・

ω

・
時
拙
筆

J
E
同
齢
化
ι
i
i
a
，

i-ω

・
地
球
環
境
で
献
策
(
諮
照

)
;
m

・
中
国
・
農
村
都
布
人
口
管
理

-m

・
世
界
的
人
日
抑
制
剛
、
急
務
‘

m

-
一
人
当
た
り
の
食
料
生
産
滅
・
カ

-
mケ
霞
に
避
妊
具
提
供
・

i
-
n

・
「
大
鍋
飯
し
揺
ら
ぐ
中
田
岡
i
i
n

・
女
性
の
人
権
に
も
配
慮
提
言

'
M

・
人
口
と
開
発
的
賢
人
会
議
・

i
-
-
M

・
「
人
口
増
と
環
境
」
厚
生
省
調

'
M

-
N
G
O
宙
開
師
会
議
へ
意
欲
i
!万

・
女
性
が
主
体
の
人
日
政
策
に
，
官
山

・
5
米
で
途
上
国
に
帥
億
ド
ル

:η

・
女
性
の
健
康
縞
広
い
視
野
で
:
・

η

・
随
筆
「
若
者
と
高
齢
化
社
会
」
:
乃

・
日
本
・
少
子
化
と
家
庭
j
i
-
-・刊

・
中
間
国
R

農
村
の
守
貧
函
絶
滅
、
ぬ
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安
)
の
結
婚
が
約
一
万
三
千
三
百
件
と

圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。

例
年
は
六
月
よ
り
多
い
五
月
内
結
婚

が
逆
に
六
月
を
一
万
件
近
く
卜
限
っ
て

「
出
生
率
い
低
下
、

ー
昨
年
の
推
計
|

一
九
九
三
年
の
出
生
数
は
い
臼
十
八
万

五
千
人
で
、
人
口
千
人
当
た
り
の
出
生

率
と
と
も
に
戦
後
最
低
を
更
新
す
る
こ

と
が
、
三
十
一
日
付
で
厚
生
省
が
発
表

し
た
九
三
年
人
口
動
態
統
計
の
年
間
推

計
で
わ
か
っ
た
。
女
性
が
一
生
の
フ
ち

に
産
む

f
供
の
数
の
平
均
で
あ
る
合
計

特
殊
出
生
率
が
、
一
・
五

O
を
割
る
こ

と
は
、
確
実
と
な
っ
た
。

お
り
、
田
川
省
は
寸
皇
太
子
き
ま
の
ご
結

婚
に
あ
や
か
ろ
、
フ
と
六
月
に
延
ば
し
た

結
果
で
は
」
と
み
て
い
る
。

(
産
経
新
聞
一
九
九
四
・
一
・
こ

一
-
五
未
満
に

離

婚

は

最

高

更

新

九
三
年
一
月
か
ら
十
月
ま
で
に
役
所

内
窓
口
に
届
け
ら
れ
た
出
生
や
死
亡
の

届
け
出
を
基
礎
資
料
に
、
…
年
聞
の
人

口
動
態
を
推
計
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
出
生
数
は
前
年
よ

り
一
万
四

T
人
少
な
い
百
十
八
万
五
千

人
で
、
人
口
千
人
当
た
り
の
出
生
率
は

前
年
よ
り

0
・
二
人
少
な
い
九
・
六
人

だ
っ
た
。
と
も
に
戦
後
最
低
で
、
十
年

1
1
j
/
イ
ヌ
年
生
ま
れ
は
州
万
人
/

寸
成
(
い
ぬ
)
年
生
ま
れ
の
年
男
、

年
女
は
九
州
一
万
人
」
。
総
務
庁
は

三
十
一
日
付
で
、
成
年
生
ま
れ
の
一

日
現
在
的
推
計
人
口
を
発
表
し
た
。

男
性
が
凶
五
八
万
人
、
女
性
は
肉
八

三
万
人
。

出
生
年
別
で
は
、
今
年
二
四
歳
に

な
る
一
九
七

O
年
(
昭
和
四
五
年
)

にゅうす，3，ぉーらむ

バ
ゴ
ま
れ
の
男
性
が
九
八

h
入
、
女
性

が
九
四
万
人
の
計
一
九
二
万
人
で
最

も
多
く
、
次
い
で
凶
六
年
(
昭
和
二

一
年
)
の
一
六

O
万
人
、
五
八
年
(
昭

和
三
三
年
)
の
一
五
九
万
人
が
続
い

て
い
る
。
最
高
齢
は
今
年
一

O
八
歳

に
な
る
、
一
八
八
六
年
(
明
治
一
九

年
)
生
ま
れ
の
一
一
七
人
。

前
の
四
分
の
三
に
減
っ
て
い
る
。
こ
の

出
世
率
か
ら
、
九
二
一
年
の
合
計
特
殊
出

生
率
か
、
前
年
内
一
・
五

O
を
割
り
込

む
こ
と
は
確
実
だ
。

終
戦
出
後
は
四
人
台
だ
っ
た
合
計
特

殊
出
生
率
は
、
五
二
年
に
は
二
人
台
に

突
入
し
、
七
四
年
ま
で
は
二
人
台
を
推

移
し
て
い
た
。
そ
の
後
一
人
台
に
入
り
、

八
五
年
に
一
・
七
六
人
を
記
録
し
て
以

降
は
、
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

厚
生
省
が
昨
年
公
表
し
た
人
口
の
将
米

推
計
で
は
、
将
来
、
一

-m九
九
人
を

最
低
に
、
そ
の
後
は
上
昇
に
転
ず
る
と

推
計
し
て
い
た
が
、
日
午
く
も
予
畑
山
が
は

ず
れ
る
見
通
し
と
主
っ
た
。

人
口
の
高
齢
化
を
反
映
し
て
、
死
亡

率
は
八
九
年
以
伴
、
毎
年
上
昇
を
続
け
、

九
三
年
は
前
年
を
二
万
六
千
人
ほ
ど
上

回
っ
て
八
十
八
万
二
一

f
人
に
達
す
る
。

出
生
数
か
ら
死
亡
数
を
引
い
た
自
然
増

加
数
は
過
去
最
低
の
三
十
万
二
千
人
で
、

前
年
よ
り
約
五
千
人
減
る
。

一
方
、
第
二
次
ベ
ビ
ー

7
l
ム
に
誕

生
し
た
子
供
た
ち
が
成
人
を
迎
え
つ
つ

あ
り
、
婚
姻
数
は
七
十
九
万
一
一
千
組
で
、

前
年
よ
り
三
万
八
千
組
増
、
え
て
い
る
。

と
く
に
二
十
代
後
半
の
女
性
的
結
婚
が

増
え
て
い
る
。

九
三
年
六
月
九
日
に
は
皇
太
子
さ
ま

-
中
富
・
一
戸
籍
制
度
を
改
革
i
i別

・
中
国
出
稼
ぎ
者
の
洪
水
i
i
m叫

・
中
霞
‘
離
農
深
制
剤
、
半
減
i
i
u

・
二
千
年
に
は
飢
餓
な
ど
蔓
延

i
m

・
日
米
経
協
守
地
球
的
協
力
Lit-m出

の
結
婚
が
あ
っ
た
。
そ
の
月
の
ほ
か
の

大
安
向
日
は
二
干
組
か
ら
五
千
組
の
婚

姻
届
が
提
出
き
れ
た
が
、
六
月
九
日
に

は
一

h
三
干
二
百
八
十
三
組
が
届
け
出

て
い
る
。
一
方
、
離
婚
件
数
は
、
戦
後
最
高
を

記
録
し
た
九
二
年
を
さ
ら
に
一
庁
組
ほ

ど
上
副
り
、

J
l
八
万
九
千
組
に
達
す
る
。

…
合
計
特
殊
出
生
率
…

一
人
の
女
性
が
生
涯
に
平
均
し
て
何

人
の
子
供
を
産
む
か
を
示
す
数
値
。
出

産
可
能
な
年
齢
を
十
五
歳
か
ら
四
十
九

歳
ま
で
と
し
、
そ
の
年
齢
別
出
生
率
を

合
計
し
、
女
性
が
仮
に
そ
の
年
齢
別
出

生
率
的
通
り
に
、
子
供
を
産
ん
だ
場
合

的
平
均
出
産
数
を
計
算
し
た
も
の
。
次

的
世
代
に
つ
な
が
る
人
口
再
生
産
の
程

度
を
お
お
ま
か
に
不
す
。
こ
の
率
が
二
・

O
八
を
下
回
れ
ば
、
将
来
人
口
が
減
っ

て
し
ま
、
フ
計
算
に
な
る
。

(
朝
日
新
聞
一
九
九
回
・

. 
-
) 
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史
上
最
低

平
成
五
年
当
ま
れ
の
亦
ち
ゃ
ん
は
前

年
よ
り
一
↑
万
阿
下
人
滅
的
一
白
十
八
万
五

T
人
で
、
初
め
て
丹
市
γ
均
が

l
万
人
を

下
回
り
、
千
人
当
た
り
の
出
生
率
と
と

も
に
史
上
最
低
を
更
新
す
る
こ
と
が
、

三
十
a

口
、
厚
生
省
の
人
口
動
態
統
計

年
間
推
計
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
出
生

数
の
減
少
幅
は
四
年
二
万
四
千
人
)

内
約
一
・
七
倍
で
、

A
H
計
特
殊
出
生
率

(
女
性
一
人
が
生
淀
に
産
む
子
供
数
)

幻
秒
に
一
人

結
婚
V

M

W

秒
に
一
級

離
婚

V
2
分
灯
秒
に
一
組

日
刊
秒
に
一
人

出
生
V

死
亡
V

H 5推計

• 
史
上
最
高

も
四
年
内
一
・
五

O
を
切
る
の
は
必
至
。

一
方
で
離
婚
率
は
過
去
最
高
だ
っ
た
明

治
三
十
二
年
に
並
ん
だ
G

【
出
生
】
平
成
五
年
内
子
人
当
た
り

出
生
率
は
九
・
六
で
、
ー
思
年
連
続
的

最
低
記
録
更
新
。
出
生
数
は
、
明
和
四

十
年
代
後
半
の
第
二
次
ベ
ピ
ブ
!
ム

時
(
二
百
万
人
余
)
に
比
べ
て
半
減
に

近
い
状
態
で
、
一
了
。
九
を
切
る
と
人

口
減
少
に
つ
な
が
る
と
言
わ
れ
る
合
計

特
殊
出
生
率
も
、
一
・
同
五
前
後
に
ま

で
大
き
く
落
ち
込
み
そ
フ
だ
。

【
死
亡
】
一
年
間
で
八
十
八
万
三
干

人
が
死
亡
。
前
年
比
二
万
六
千
人
増
で
、

死
因
は
①
が
ん
(
一

i
三
万
七
千
人
)

②
心
滋
病
(
卜
八
万
三
千
人
)
③
脳
卒

中
(
十
二
万
人
)
の
照
に
な
っ
て
い
る
。

{
自
然
増
}
出
生
数
か
ら
死
亡
数
を

差
し
引
い
た
自
然
増
加
は
三
十
万
人
二

千
人
で
、
前
年
(
三
十
五
万
二
千
人
)

を
き
ら
に
五
万
人
以
上
下
回
り
、
十
年

前
(
昭
和
五
十
九
年
、
七
十
四
万
九

T

人
)
の
半
分
以
下
に
な
っ
た
。

【
結
婚
・
離
婚
】
婚
姻
数
は
七
十
九

万
二
干
組
で
前
年
比
三
万
八
千
組
の
増
。

増
加
幅
が
二
万
人
を
こ
、
え
た
の
は
昭
和

四
十
六
年
以
来
一
一
十
二
年
ぶ
り
で
、
第

二
次
ベ
ピ

i
7
l
ム
の
適
齢
期
が
続
い

て
い
る
こ

E
に
加
、
正
、
皇
太
千
き
ま
の

結
婚
の
影
響
も
あ
っ
た
の
で
は
む
い
か

と
同
省
で
は
分
析
し
て
い
る
c

a

方
、
離
婚
も
十
八
万
九
千
組
と
前

年
よ
リ
一
万
純
増
、
ぇ
、
人

U
T人
あ
た

り
の
離
婚
率
は
戦
後
続
高
の
一
・
計
三

に
な
っ
た
G

こ
れ
は
、
日
間
統
計
の
ま
と

め
が
始
ま
っ
た
明
治
三
十
一
一
年
と
同
じ

数
字
で
、
「
当
時
は
数
字
の
務
理
が
や
や

ず
さ
ん
だ
う
た
こ
と
を
号
、
え
れ
ば
、
尖

質
的
に
は
史
上
最
高
と
見
て
良
い
」
(
人

口
動
態
統
計
課

)
E
い
う
n

(
読
売
新
聞
一
九
九
四
・
一
・
こ

深
刻
さ
を
増
す
不
平
等

l
G
N
P
で
描
い
た
い
び
つ
な
地
闘
|

世
界
的
経
治
力
的
分
布
は
あ
ま
り
に

不
平
等
な
の
で
、
国
民
総
生
産

(
G
N

P
、
一
九
九
一
年
)
の
大
き
き
で
国
々

を
柿
き
出
し
て
み
る
と
、
と
て
も
い
び

つ
な
世
界
地
盤
が
で
き
あ
が
っ
た
。
人

口
で
は
計
七
%
で
し
か
な
い
米
国

E
日

本
が
、

G
N
ド
で
は
列
二
・
三
%
を
占

め
る
。
そ
れ
に
E
U
(
欧
州
連
合
)
を

加
え
る
と
、
三
極
一
三
・
五
%
の
人
々

で
世
界
の
七
割
を
超
、
え
て
し
ま
っ
た
。

統
計
は
あ
く
ま
て
平
均

一
人
当
た
り
の

G
N
P
(
九
…
年
)

が
最
も
少
な
い
の
は
モ
ザ
ン
ビ
!
ク
の

年
間
八
十
J
で
、
世
界
一
円
ス
イ
ス
は

主
万
三
千
六
百
十
，

き
を
比
べ
る
に
は
、

ろ、フ
c

貧
し
さ
と
盟
か

想
像
力
が
必
要
だ

ア
フ
リ
カ
の
ニ
ン
ェ

i
ル
で
は
、
出

生
千
人
あ
た
り
五
歳
ま
で
に
死
亡
す
る

数
が
三
百
二
十
人
だ
が
、
日
本
で
は
六

人
だ
。
や
は
り
ア
フ
リ
カ
の
ん
ワ
ン
タ

で
女
性
は
生
涯
八
・
五
人
的
子
供
を
産

む
が
、
ド
イ
ツ
で
は
一
・
五
人
の
計
算

と
な
る
U

統
計
と
は
、
あ
く
ま
で
平
均

催
、
近
似
僚
な
の
だ
か
ら
、
世
界
的
人

々
の
不
平
等
は
数
字
よ
り
深
刻
だ
と
考

え
る
べ
き
で
あ
る
。
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露露蓄量福54事:
にゅうすふぉーらむ

iji南部」品
「
国
連
の
改
革
が

必
要
L

先
進
国
、
途
上
回

の
知
識
人
で
つ
く
る

南
北
円
卓
会
議
の
議

長
を
務
め
る
リ
チ
ャ

1
1ド

r
・
寸
ン
ョ
リ
，
l
l
弐
C

ん
(
ユ
ニ
セ
フ
事
務

次
長
)
は
、
世
界
は

も
っ
と
貧
困
と
南
北

陪
題
に
力
を
注
ぐ
べ

き
だ
と
強
調
す
る
。

「
問
述
内
改
革
は
必

要
で
す
。
た
だ
し
、

も
っ
と
貧
し
い
人
々

の
生
活
改
善
を
重
祝

す
る

H
向
に
向
け
る

た
め
に
。
そ
の
方
向

で
第
一
次
大
戦
後
の

世
界
を
支
え
た
ガ
ゾ

ト
、
世
銀
・

I
M
F
な

ど
ブ
レ
ト
ン
ウ
ソ
ズ

体
制
の
見
直
し
も
」

貧
し
き
が
あ
る
の

は
第
三
世
界
だ
け
で

は
な
い
。
笠
か
な
は

ず
の
米
国
で
子
供
向

二
O
%
が
固
め
貧
困

ラ
イ
ン
以
下
に
あ
る
。
冷
戦
は
終
わ
っ

て
も

7
半
初
的
配
当
L

を
子
に
し
た
人

々
は
多
く
な
い
。
冷
戦
後
の
転
換
に
苦

悩
す
る
旧
社
会
主
義
諸
国
で
は
貧
富
町

i
F
が
拡
大
し
て
い
る
。
各
地
で
環
境
の

悪
化
や
、
家
族
や
共
河
体
的
崩
壊
に
伴

フ
貧
し
き
の
循
環
も
あ
る
。

(
朝
日
新
開
一
九
九
四
・
一
・
ご

人
口
抑
制
、
南
北
協
調
な
る
か

エ
ジ
プ
ト
で
9
月
に
毘
際
人
口
開
発
会
議

人
口
問
題
に
つ
い
て
各
国
政
府
が
話

し
合
フ
凶
連
主
催
の
「
国
際
人
口
開
発

会
談
い
が
九
月
に
エ
ジ
プ
ト
内
カ
イ
ロ

で
開
か
れ
る
c

「
人
口
爆
発
し
の
危
機

感
は
や
や
薄
ら
い
だ
も
の
の
、
ア
フ
リ

方
や
商
ア
ジ
ア
、
中
米
な
ど
の
人
口
増

加
率
は
二
一
二
%
台
と
依
然
高
く
、
二

十
三
十
年
で
倍
増
す
る
勢
い
た
U

H
で
先
進
国
は
高
齢
化
と
低
す
ぎ
る
出

生
率
に
悩
む
。
今
囲
内
会
議
同
大
き
な

柱
は
女
性
、
環
境
、
移
動
の
ニ
つ
に
な

ろ
う
と
識
者
は
見
て
い
る
が
、
問
題
か

多
係
化
す
る
中
、
先
進
国
と
途
上
国
が

ど
こ
ま
で
渉
み
寄
れ
る
だ
ろ
う
か
。

-
来
世
紀
に
百
億
人

世
界
人
口
は
一
九
九
二
年
現
在
で
五

十
同
億
八
千
万
人
。
河
述
人
口
部
内
推

計
で
は
、
…
一
十
一
世
紀
半
ば
に
百
億
人

に
達
す
る
が
、
徐
々
に
増
加
率
は
下
が

リ
、
二
十
一
一
世
紀
半
ば
に
は
訂
卜
五
億

人
に
な
る
見
込
み
た
。

六
0
年
代
後
半
に
年
間
一
・

0
六

%

だ
っ
た
楠
加
率
は
、
九
一
一
九
一
二
年
は

一
・
七
O
%
に
下
が
っ
た
U

国
連
人
口

部
長
を
務
め
た
井
上
俊
一
・
日
本
大
教

技
は
、
寸
危
機
感
だ
け
を
あ
お
る
よ
う

な
議
論
は
影
を
潜
め
た
、
た
だ
、
現
在

的
惜
の
人
口
に
な
れ
ば
、
食
糧
候
保
や

環
境
保
全
な
ど
が
深
刻
化
す
る
L

と
管

台
す
る
。

政
府
間
で
人
口
問
題
を
話
し
合
っ
た
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七
四
年
の
ブ
カ
レ
ス
ト
(
ル
ー
マ
ニ
ア
)

会
議
で
は
、
家
族
計
一
脳
陣
拙
進
を
主
張
し

た
先
進
国
に
対
し
、
途

K
国
は
開
発
優

先
を
主
張
、
対
立
し
た
。
そ
の
後
、
途

上
国
も
人
口
抑
制
的
必
要
性
を
認
め
、

今
会
議
の
ア
フ
リ
カ
地
域
内
準
備
会
議

で
は
、
現
在
、
年
二
・
九
%
の
ア
フ
リ

カ
の
増
加
率
を
、
二

0
0
0年
ま
で
に

二
・
五
%
に
ト
げ
る
こ
と
で
合
意
し
た
。

数
値
目
標
を
打
ち
出
し
た
の
は
初
め
て

だ
@
女
性
の
権
利
と
地
位

止
性
の
権
利
尊
重
と
地
般
向
上
は
、

今
倒
的
最
も
ホ
ソ
ト
な
議
題
と
な
り
そ

う
。
寸
産
む
産
ま
な
い
を
決
め
る
権
利
L

を
尊
重
す
る
ム
ド
が
高
ま
っ
て
お
り
、

女
性
的
地
紋
向
上
が
出
生
率
抑
制
に
寄

与
す
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

米
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
が
立
性
的
権
利
保

護
に
熱
心
な
こ
と
も
背
景
に
あ
る
。

と
は
い
、
ぇ
、
女
性
や
他
人
的
権
利
の

強
調
は
、
各
同
政
府
の
人
口
政
策
と
相

入
れ
な
い
部
分
も
あ
る
。
た
と
、
え
ば
、

中
国
の
一
人
っ
子
政
策
的
問
題
こ
そ
、

寸
陰
の
主
要
議
題
L

と
い
う
声
も
あ
る
。

金
や
方
法
に
も
問
題
が
あ
る
。
国
連

人
口
蒸
金
、
凶
際
家
族
計
測
連
盟
へ
の

日
本
の
拠
出
金
は
A

ハ
ト
億
円
を
超
す
が
、

人
口
問
題
に
関
す
る
二
国
間
援
助
は
約

十
二
億
円
。

ー
途
上
回
出
の
家
族
計
溺
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
媛
助
す
る
こ
と
は
、
内
政
干
渉
に

当
た
る
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
、
積
極
的

で
は
な
か
っ
た
た
め
、
日
本
の
貢
献
は

少
な
い
と
見
ら
れ
て
い
る
L

左
黒
田
俊

夫
・
日
本
大
人
口
研
究
所
名
誉
所
長
は

い
、
フ
c

@
環
境
と
難
民

一
ア
!
?
に
寸
人
口
と
持
続
的
成
長
と

持
続
可
能
な
開
発
し
と
環
境
保
全
の
視

点
も
盛
り
込
ま
れ
た
c

途
上
包
で
は
人

口
増
加
は
環
境
悪
化
の
原
閃
だ
が
、
環

境
問
題
の
強
調
は
、
途
上
凶
の
反
発
を

招
く
お
そ
れ
も
あ
り
、
突
っ
込
ん
だ
議

論
は
難
し
そ
う
だ
。
一

H
、
難
民
な
ど

の
国
際
的
な
人
の
移
動
と
、
都
市
と
農

村
問
の
移
動
は
、
昨
年
の
世
界
人
口
白

書
の
テ
|
7
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
が
ク
ロ
ズ
ア
ソ
ブ
き
れ
る
背

長
に
は
、
難
民
間
題
に
悩
む
先
進
国
内

思
惑
も
あ
る
。

加
え
て
、
今
附
初
め
て
非
政
府
組
識

(
N
G
O
)
が
会
議
に
参
加
、
発
言
を

許
さ
れ
る
。
「
日
出
家
的
立
場
」
か
ら
離

れ
ら
れ
な
い
政
府
代
表
と
異
な
り
、
討

議
を
活
発
に
す
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

(
朝
日
新
聞
一
九
九
四
・
一
・
五
)

発展途上国の避妊

女性ばかりに負担

家族計画専門家に聞く

人
口
増
加
抑
制
の
か
ぎ
を
提
る
家
族

計
画
は
、
個
人
的
に
も
社
会
的
に
も
俊

雄
な
問
題
を
含
む
。

「
男
自
に
も
っ
と
協
力
し
て
ほ
し
い
L

|
|
途
L
し
国
内
家
族
計
画
に
か
か
わ
っ

た
家
族
計
両
凶
際
協
力
財
団
の
池
上
清

了
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ
サ
ー
は
こ
、
7

嘆
く
。
男
性
用
避
任
具
は
ほ
と
ん
ど
普

及
し
て
お
ら
ず
、
皮
膚
下
に
埋
め
込
む

と
五
年
有
効
な
避
好
薬
や
、
三
カ
月
間

有
効
な
避
妊
注
射
、
子
宮
内
避
妊
器
具

(
I
U
D
)
、
ピ
ル
、
不
妊
手
術
な
ど
女

性
を
対
象
に
し
た
方
法
が
主
流
で
、
負

担
は
立
性
的
体
に
か
か
る
。
副
作
用
へ

の
対
応
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ

ン
ト
も
な
い
。

あ
る
イ
ン
ド
女
性
は
、
サ
リ

l
一
枚

と
交
換
で
不
妊
手
術
を
受
け
た
。
麻
酔

が
不
十
分
で
、
ひ
ど
い
痛
み
を
味
わ
い
、

そ
の
後
も
ず
っ
と
痛
み
が
続
い
た
。
メ

キ
シ
コ
女
性
は
夫
に
四
回
れ
て
ピ
ん
を
飲

ん
で
い
た
が
、
見
つ
か
り
、
殴
ら
れ
た
。

多
数
の

r供
を
持
つ
の
が
立
派
な
男
性

の
あ
か
し
と
き
れ
て
い
る
の
で
、
避
妊

す
る
と
は
け
し
か
ら
ん
と
い
う
わ
け
だ
。

「
国
家
政
策
的
一
環
と
し
て
」
で
は

な
く
、
寸
母
体
内
健
康
の
た
め
に
」
、
出

産
の
間
隔
を
三
年
以
上
お
く
よ
う
に
、

と
い
う
啓
発
活
動
が
さ
れ
て
い
る
が
、

女
性
が
自
分
の
生
き
方
を
決
定
で
き
な

い
地
域
で
の
実
行
は
難
し
い
。

国
際
協
力
事
業
団
か
ら
派
遣
き
れ
て
、

ケ
ニ
ア
で
家
族
計
耐
に
取
り
組
ん
だ
山

森
正
巳
目
海
外
コ
ン
サ
ル
テ
イ
ン
ク
企

業
協
会
副
主
任
研
究
員
は
「
現
地
の
実

情
に
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
の

は
予
想
以
上
に
難
し
い
」
と
い
う
。

た
と
、
え
ば
、
母
体
の
健
康
を
守
る
に

は
家
族
計
剛
が
い
か
に
大
切
か
を
分
か

っ
て
も
ら
、
7
た
め
に
、
ピ
デ
才
教
材
を

作
っ
た
が
役
立
た
な
か
っ
た
。
テ
レ
ビ

の
あ
る
家
庭
が
少
な
い
、
?
え
に
、
個
人

に
話
す
こ
と
が
重
要
な
家
族
計
画
に
は

不
向
き
だ
っ
た
か
ら
だ
。
代
わ
り
に
パ

ン
7
レ
ソ
ト
を
作
っ
た
が
、
受
け
入
れ

ら
れ
る
も
の
を
作
る
に
は
、
一
年
以
上

か
か
っ
た
。
「
自
分
た
ち
と
は
関
係
な

い
し
と
忠
わ
れ
な
い
よ
う
に
、
服
装
の
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色
や
形
な
ど
細
部
ま
で
、
う
そ
が
な
い

よ
う
に
、
現
地
で
競
べ
た
か
ら
だ
。

(
朝
日
新
聞
一
九
九
四
・
一
・
五
)

最高で、出生率は最抵

国際家族年に離婚率は

動態

編集手帳より

口人
戸
籍
を
長
に
、
わ
が
国
内
人
口
動
態

統
計
が
整
備
さ
れ
た
の
は
明
治
三

1
二

年
だ
。
そ
の
初
年
内
統
計
を
ひ
も
と
く

と
、
例
、
え
ば
人
口
干
人
あ
た
り
の
出
生

率
は
三
二
・
。
と
あ
る
@
f
だ
く
さ
ん

の
時
代
だ
。
一
一
一

O
を
超
す
出
生
率
は
、

明
治
、
大
正
か
ら
、
戦
争
の
混
乱
を
挟

ん
で
、
昭
和
二
卜
年
代
前
半
ま
で
続
き
、

以
降
、
急
減
し
て
い
く
。
昨
年
は
九
・

し
ハ
で
史
上
最
低
だ
っ
た

φ
昨
年
、
逆
に

史
上
段
高
を
記
録
し
た
の
は
人
口
千
人

比
で
一
・
五
三
の
離
婚
率
だ
。
た
だ
し
、

統
計
初
年
内
明
治
三
十
二
年
が
く
し
く

も
同
じ
一
・
五
三
だ
か
ら
、
厳
密
に
一
一
言

え
ば
史
上
タ
イ
だ
っ
た
と
い
う
の
が
興

味
深
い

φ
明
治
時
代
に
は
三
下
り
半
円

にゅうすふぉーらむ

閃
習
が
生
き
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

以
降
、
離
婚
率
は
年
々
ト
が
り
昭
和
十

年
代
に
は

O

六
台
を
記
録
す
る
。
が
、

時
代
背
景
が
ま
る
で
遠
、
7
近
年
、
再
び

増
加
に
転
七
、
ま
さ
に
動
態
統
計
は
家

族
像
的
変
遷
を
如
実
に
映
す

φ
今
年
は

お
述
が
定
め
た
同
国
際
家
族
年
だ
。
こ
こ

二
十
年
来
、
間
際
婦
人
年
を
振
り
出
し

に
児
童
、
障
害
者
、
青
年
な
ど
が
テ
!

?
に
な
っ
て
き
た
が
、
家
族
を
見
直
す

作
業
は
、
そ
の
総
集
編
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
@
家
族
と
は
何
か
。
そ

の
果
た
す
役
郊
と
は
何
か
。
人
口
構
成

が
逆
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
な
っ
た
先
進
国
、

人
口
爆
発
の
途
土
園
、
様
々
な
悩
み
を

抱
え
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
的
小
き

な
、
し
か
し
大
切
な
核
と
し
て
の
家
族

を
地
球
規
模
で
与
、
え
る
年
だ
。

(
日
読
売
新
聞
一
九
九
四
・
一

人
口
、

エ
イ
ズ
に
大
規
模
支
援
(
蜘
億
U
)

i
首
棺
、
二
月
の
日
米
首
脳
会
談
で
表
明
へ

政
府
は
日
米
包
括
経
済
協
議
の
一
環

と
し
て
、
世
界
的
問
題
と
な
っ
て
い
る

人
口
、
エ
イ
ズ
問
題
解
決
の
た
め
西
暦

二

0
0
0年
ま
で
に
、
総
額
三
十
億
b

(約二一

T
二
一
万
八
十
億
円
)
以
上
を
拠

出
す
る
万
針
を
湖
め
た
。
来
月

i
一
日

の
日
米
首
脳
会
談
で
細
川
護
配
首
松
が

ク
リ
ン
ト
ン
米
大
統
領
に
表
明
す
る
。

ワ
ク
チ
ン
開
発
や
世
界
保
健
機
構

(
W

H
O
V
な
ど
と
の
協
力
が
柱
と
な
る
が
、

実
現
す
れ
ば
、
日
出
際
機
関
を
除
い
て
同

問
題
に
こ
れ
ほ
ど
大
規
模
な
支
援
を
行

う
例
は
な
く
、
日
米
両
匿
の
新
た
な
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ソ
ブ
を
象
徴
す
る
も
の
と

たな
。る

政
府
筋
が
六
日

明
ら
か
に
し

人
口
、
エ
イ
ズ
間
同
題
は

H
米
包
括
経

治
協
議
の
主
要
一
7

7

で
あ
る
1

地
球

的
視
野
に
立
ヮ
た
日
米
協
力
」
町
一
項

目
と
し
て
挙
が
っ
て
お
り
、
日
米
内
事

務
レ
ベ
ル
で
協
議
が
続
い
て
い
る
。

具
体
的
に
は
人
口
問
題
を
解
決
す
る

た
め
コ
ン
ド

l
ム
な
と
避
妊
具
を
無
償

供
与
す
る
ほ
か
、
避
妊
具
を
生
産
し
て

い
る
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
諮
問
問
的
現
地

工
場
を
支
援
。
さ
ら
に
、
乳
児
死
亡
率

的
高
い
地
波
ほ
ど
人
口
爆
発
的
傾
向
を

み
せ
て
い
る
こ
と
を
重
祝
、
母
親
な
ど

へ
の
衛
生
教
育
を
徹
底
さ
せ
る
ほ
か
、

病
院
建
設
を
促
進
す
る
な
ど
周
辺
康
境

問
設
備
に
積
禄
的
に
乗
り
出
す
。

世
界
人
口
は
一
九
八
七
年
に
五
す
億

人
だ
っ
た
が
、
年
間
一
億
人
近
い
割
合

で
増
加
を
続
け
、
現
夜
は
約
五
十
六
億

人
(
推
計
)
。
こ
の
ま
ま
の
ス
ピ
ー
ド
で

増
え
続
け
れ
ば
二

O
五

O
年
に
は
百
億

人
に
達
す
る
試
算
も
あ
り
、
人
口
抑
制

の
た
め
の
抜
本
的
対
策
が
急
が
れ
て
い

ス臼。

エ
イ
ズ
問
題
で
は
、
米
国
な
ど
と
協

力
し
て
ワ
ク
チ
ン
開
発
を
推
進
す
る
ほ

か
、
予
防
附
教
育
を
徹
底
さ
せ
る
詳
も
、
7

活
動
を
活
発
化
さ
せ
る
。

資
金
は
二
国
間
の
無
償
援
助
と
人
材

養
成
な
ど
技
術
支
援
を
柱
と
し
、
必
要

な
場
合
に
は
円
借
款
を
供
与
す
る
。
ま

た
、
世
界
保
健
機
関
な
と
の
国
際
機
関

と
協
力
し
な
が
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実

施
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

政
府
は
同
開
発
途
上
国
向
け
無
償
資
金

協
力
の
中
で
医
療
・
保
健
協
力
と
し
て

約
百
七
十
億
円
(
平
成
三
年
度
)
を
支

出
、
そ
の
一
部
が
人
口
、
エ
イ
ズ
対
策

に
使
わ
れ
て
い
る
が
、
系
統
立
っ
た
大

規
模
な
支
援
策
検
討
の
試
み
は
今
回
が

初
め
て
。
人
口
、
エ
イ
ズ
問
題
で
日
本

67 



が
か
つ
て
な
い
取
り
組
み
を
示
す
方
針

を
国
め
た
背
景
に
は
、
日
米
包
括
協
議

が、

7

ク
口
経
済
部
門
を
は
じ
め
自
転

車
・
自
動
車
部
品
な
ど
の
ミ
ク
ロ
経
済

部
門
で
も
日
米
の
意
見
円
弱
た
り
が
大

き
く
、
難
航
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

政
府
と
し
て
は
日
米
が
一
致
で
き
る

地
球
的
協
力
の
分
野
で
の
成
果
を
強
調
、

来
月
の
日
米
首
脳
会
談
を
成
功
に
導
き

た
い
考
、
え
だ
。

ま
た
、
今
年
八
月
に
は
横
浜
で
宙
開
聞

エ
イ
ズ
会
議
が
、
九
月
に
は
カ
イ
ロ
で

国
連
人
口
開
発
会
議
が
開
か
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
国
際
的
附
関
心
が
集
ま

る
な
か
で
白
本
の
貢
献
を
印
象
付
け
た

い
と
の
ね
ら
い
も
あ
る
も
の
と
み
ら
れ

守
合
。(
産
経
新
開

一
九
九
四
・
一
・
七
)

ヘ
母
系
家
族
J

F

化
現
象
」

男
性
も
ウ
カ
ウ
カ
し
て
い
ら
れ
な
い

姿
を
変
え
る
核
家
族

こ
と
し
は
「
間
間
際
家
族
年
(
l
y
F
)
し

だ
が
、
日
本
は
日
本
な
り
の
テ
!
?
が

あ
る
。
そ
れ
は
J
安
を
変
え
る
核
家
族
u

で
あ
る
。
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
社
会

環
境
内
中
で
、
人
び
と
の
価
値
観
は
激

し
く
揺
れ
動
い
て
い
る
。
な
か
で
も
「
家

族
L

的
姿
が
変
貌
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は

誰
も
が
一
番
感
じ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
そ
の
最
た
る
も
の
は
寸
少
子
化
社

会
L

だ
ろ
う
。

少
子
化
を
決
定
づ
け
た
の
は
女
性
の

意
識
の
変
化
で
あ
る
。
そ
の
第
一
は
、

女
性
が
自
ら
の
能
力
を
も
っ
て
職
場
に

進
出
し
た
こ
と
。
第
二
は
、
女
性
の
子

育
て
期
間
が
短
く
な
り
、
さ
ら
に
余
生

が
大
幅
に
延
び
た
こ
と
に
よ
り
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
が
変
化
し
た
こ
と
。
第
三
は
、

職
場
、
家
庭
で
の
技
術
進
歩
の
影
響
に

よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

子
供
が
少
な
く
な
る
こ
と
は
、
子
供

に
対
す
る
価
値
観
の
変
化
を
意
味
す
る
。

親
は

T
供
の
労
力
を
あ
て
に
す
る
こ
と

も
な
く
な
り
、
親
は
所
得
を
社
会
保
障

に
頼
る
の
が
原
則
と
考
え
る
よ
、
7
に
な

っ
た
。あ
る
意
味
で
は
、
親
の
白
か
ら
見
る

子
供
の
価
値
は
下
が
る
。
そ
の
、

?λ
、

教
育
費
の
高
騰
な
ど
、
子
供
一
人
を
育

て
る
費
用
は
か
か
る
一
方
と
な
り
、
結

局
は
親
に
と
っ
て
の
子
供
の
悩
値
は
低

下
し
て
い
く
。
盟
か
な
社
会
に
な
れ
ば

な
る
ほ
ど
、
親
に
と
っ
て
子
供
は
「
生

産
財
L

か
ら
寸
消
費
財
L

に
変
わ
る
と

い
わ
れ
て
い
る
が
、
い
ま
や
そ
の
消
費

財
が
高
価
す
ぎ
る
よ
、
フ
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
二
十
一
世
紀
の
日
本
社
会
を

考
え
る
時
、
象
徴
的
な
デ
ー
タ
が
出
た
。

「
子
供
を
持
つ
な
ら
女
の
子
し
と
、
夫

婦
の
七
五
%
ま
で
が
女
の
子
を
欲
し
が

る
世
の
中
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
ほ
ど
発
表
さ
れ
た
厚
生
省
内
「
第
十

回
出
生
動
向
調
査
し
に
よ
る
と
、
一
人

っ
T
の
場
合
、
男
の
子
を
望
む
夫
婦
が

二
凶
%
J
な
の
に
対
し
、
女
の
子
を
望
む

夫
婦
は
七
六
%
に
な
っ
た
。
二
人
っ
子

的
場
合
で
は
寸
男
女
一
人
ず
っ
し
が
八

四
%
。
こ
れ
は
当
然
と
し
て
も
三
一
人

と
も
女
の
子
し
が
一
三
%
な
の
に
対
し
、

J

一
人
と
も
男
の
子
し
は
わ
ず
か
二
一
%

だ
っ
た
。

な
ぜ
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に

n
女
の
子

人
気
u

な
の
か
。
そ
れ
は
、
嫁
と
の
戦

争
を
避
け
た
い
と
い
う
こ
と
か
ら
「
息

子
が
結
婚
し
て
も
絶
対
に
一
緒
に
住
み

た
く
な
い
し
と
何
時
に
寸
娘
の
夫
と
な

ら
住
ん
で
も
い
い
L

と
思
っ
て
い
る
母

親
が
少
な
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。

寸
出
力
的
子
は
就
職
す
れ
ば
会
社
に
と

ら
れ
、
結
婚
す
れ
ば
嫁
に
と
ら
れ
る
し

し
乙
い
う
こ
と
か
ら
男
の
子
離
れ
が
始
ま

り
、
そ
れ
が
寸
老
後
の
話
し
相
手
や
介

護
に
は
娘
の
方
が
い
い
」
と
な
り
、
つ

い
に
は
「
男
の
子
の
跡
取
り
よ
り
、
娘

に
老
後
を
託
し
た
い
」
と
な
る
。

立
性
的
役
観
的
増
大
と
地
位
の
向
上

は
も
ち
ろ
ん
、
確
実
に
母
系
家
族
化
の

傾
向
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
男
性
諸

氏
、
持
代
的
変
化
に
乗
り
遅
れ
な
い
よ

う

に

。

(

石

橋

武

之

)

(
毎
日
新
開
一
九
九
四
・
一
・
十
)

「女性の声Jを

J¥ 

9月のカイロ
閣僚人口開発

会議に向けて

結集

今
年
九
月
、
カ
イ
ロ
で
聞
か
れ
る
国

述
内
「
国
際
人
口
開
発
会
議
い
に
日
本

町
女
性
的
声
を
反
映
さ
せ
よ
、
7
と
、
各

界
で
活
躍
す
る
女
性
た
ち
が
集
ま
っ
て

「
似
カ
イ
ロ
国
際
人
口
・
開
発
会
議

女
性
と
健
康
ネ
y
ト
ワ
1
7
L
を
結
成
、

i
目
、
東
京
都
千
代
田
区
内
日
本
一
記
者

ク
ラ
ブ
で
設
立
の
趣
旨
な
ど
を
発
表
し

た。
カ
イ
ロ
会
議
で
は
女
性
的
リ
プ
ロ
グ

ク
テ
ィ
プ
・
ヘ
ル
ス
(
性
と
生
殖
に
関
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す
る
健
康
)
の
問
題
も
焦
点
に
な
る
が
、

日
本
に
は
一
般
に
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、

世
界
の
動
き
か
ら
孤
立
し
て
い
る
こ
と

を
堂
本
暁
乙
:
参
院
議
員
ら
が
憂
慮
。

堂
本
さ
ん
や
有
馬
真
喜
子
・
出
凶
連
婦
人

内
地
位
委
員
会
日
本
代
表
、
樋
口
恵
子
・

東
京
家
政
大
学
教
授
、
原
ひ
ろ
子
・
お

茶
の
水
立
子
大
学
教
佼
ら
が
阿
び
儲
け

て
結
成
し
た
。
向
、
不
ソ
ト
ワ
ー
ク
へ
の

問
い
合
わ
せ
は
フ
ァ
ク
ス
で
侃
・

3
8

1
2
・
0
8
8
1
へ。

(
毎
日
新
宿
一
九
九
回
二
・
十
一
)

実はH意8千万

中国の農業人口

隠家統計局分析

【
北
京

m
w
B
I共
凶
】
中
間
的
農
村

人
口
は
一
般
的
に
約
九
億
人
と
帝
国
わ
れ

る
が
、
十
日
の
中
国
紙
「
中
凶
信
白
肝
心
報
し

に
よ
る
と
、
実
際
に
農
業
に
従
事
し
て

い
る
農
民
は
約
内
億
六
千
万
人
で
あ
る

こ
と
が
、
阿
国
家
統
計
局
内
最
新
の
分
析

で
判
明
し
た
。
農
村
に
戸
籍
の
あ
る
九

億
人
の
う
ち
、
改
革
・
開
放
政
策
の
中

で
既
に
一
億
人
余
り
が
都
市
住
民
に
な

り
、
実
際
に
農
村
に
住
ん
で
い
る
の
は

にゅうすふおーらむ

七
億
九
千
七
百
万
人
。
こ
の
う
ち
子
供

や
労
働
力
と
は
な
ら
な
い
老
人
の
計
二

億
七
千
四
百
万
人
、
農
業
以
外
的
佐
事

に
就
い
て
い
る
六
千
数
百
万
人
を
引
い

た
残
り
の
凶
億
六
千
万
人
余
り
が
本
当

の
農
業
労
働
者
と
い
う
。

(
日
本
経
済
新
鶴
一
九
九
四
・
一
・
十
こ

随筆

園

i齢
で
広

尾主化
携
を
分

~嘩 It
合
う

は

品

日
下
、
関
係
者
の
一
人
に
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
研
究
会
の
一
つ
に
、
我

が
図
的
年
紛
別
人
口
憐
成
の
変
化
が
及

ぼ
す
も
ろ
も
ろ
の
彩
盛
一
円
を
勉
強
し
て
い

る
も
の
が
あ
る
。

そ
の
研
究
会
で
学
者
の
方
々
の
お
話

を
う
か
が
っ
て
い
る
と
、
誠
に
示
唆
に

富
ん
で
い
て
界
発
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
多

し

一
例
を
あ
げ
る
と
、
六
十
五
歳
以
上

空
局
齢
者
が
殺
が
困
の
総
人
口
に
占
め

る
比
率
が
二
一
十
年
後
に
は
二
五
%
に
達

し
、
国
民
の
凶
人
に
一
人
は
高
齢
者
に

な
る
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
昭

和
六
卜
二
年
、
六
十
三
年
に
行
わ
れ
た

抜
本
的
税
制
改
正
で
、
国
民
の
負
担
円

分
け
合
い
の
仕
方
を
見
直
し
て
、
所
得

課
税
に
か
た
よ
ら
ず
、
凶
民
全
体
で
広

〈
負
担
を
分
け
合
、
フ
消
費
税
を
導
入
す

る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
た
理
由
の
一
つ

護

は
こ
の
占
…
に
あ
っ
た

研
究
会
で
の
発
一
百
を
う
か
が
う
と
、

学
者
の
方
々
は
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢

者
の
増
加
だ
け
で
な
く
、
八
十
歳
以
上

の
高
齢
者
が
急
速
に
増
加
し
て
い
く
こ

と
に
注
目
し
て
い
る
よ
、
フ
で
あ
る
。

厚
生
省
内
推
計
に
よ
れ
ば
、
全
人
口

に
占
め
る
八
十
歳
以
上
の
人
的
割
合
は
、

現
有
の
三
%
弱
か
ら
=
…
十
年
後
に
は
八

%
強
に
達
す
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
日
本
人
が
百
人
集
ま
る
と
そ
の

う
ち
八
人
は
八
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
自
体
は
、
ま
き
に
長
寿
社

会
的
実
現
で
ま
こ
と
に
結
構
な
こ
と
な

の
だ
が
J

男
性
的
平
均
寿
命
が
七
十
六

歳
、
主
性
的
ほ
う
は
八
十
二
歳
と
六
年

の
差
が
あ
る
の
で
、
八
十
歳
以
上
の
高

齢
者
の
う
ち
か
な
り
の
割
合
を
女
性
の

単
身
者
が
占
め
る
こ
と
と
な
る
と
予
想

さ
れ
る
。
こ
の
方
々
に
、
長
生
き
を
し
て
良
か

っ
た
と
思
っ
て
い
た
だ
く
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
、
こ
れ
が
こ
れ
か
ら
の
課

題
で
あ
る
。
ど
う
考
え
て
も
、
家
族
的

介
護
に
ま
か
せ
る
の
に
は
限
界
が
あ
り
、

結
局
は
社
会
的
な
介
護
が
必
要
に
な
る
。

そ
の
た
め
に
要
す
る
費
用
は
ど
う
分
け

合
っ
た
ら
よ
い
の
か
。
そ
れ
が
関
わ
れ

9
6
0
 

前
大
蔵
次
官

(
白
本
経
済
新
聞
一
九
九
四
・
一
・
十
こ

地球環境で

策

曽根の諮問機関

近〈発足

献

政
府
首
脳
は
十
二
日
、
首
相
の
私
的

諮
問
機
関
と
し
て
、
近
く
布
識
者
ら
に

よ
る
「
地
球
環
境
問
題
懇
談
会
し
(
仮

称
)
を
発
足
さ
せ
る
考
え
を
明
ら
か
に

し
た
。
河
懇
談
会
で
は
、
地
球
的
環
境

破
壊
や
開
発
途
上
国
の
貧
困
、
人
口
爆

発
な
ど
に
対
す
る
わ
が
閉
山
の
出
際
貢
献

の
在
り
方
を
探
り
、
資
金
援
助
や
人
的
、

技
術
支
援
な
ど
に
つ
い
て
具
体
策
を
ま
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と
め
る
予
定
だ
D

現
在
、
原
境
庁
を
中

心
に
委
員
の
人
選
を
進
め
て
い
る
。

(
読
売
新
聞

一
九
九
四
・
一
・
十
三
)

中国

農
村
と
都
市
開
の
流
動
人
口
を
管
理

労

働

情

報

の

拠

点

整

備

【
北
京

η
日

i
飯
野
克
彦
】
中
出
指
導

部
は
、
年
間
二
千
万
人
以
上
と
一
百
わ
れ

る
農
村
と
都
市
部
の
間
的
「
流
動
人
口
L

を
管
四
時
す
る
た
め
に
、
労
働
市
場
内
本

格
的
な
繋
備
に
乗
り
出
す
。
今
後
三
年

間
で
、
全
国
の
労
働
力
需
給
を
即
時
に

伝
え
る
情
報
セ
ン
タ
ー
を
設
け
る
ほ
か
、

農
村
と
都
市
の
双
方
に
専
門
的
担
当
組

織
を
設
置
、
正
規
の
ル

i
ト
で
秩
序
立

っ
て
人
が
移
動
で
き
る
体
制
を
目
指
す
。

流
動
人
目
的
増
加
は
、
沿
海
地
方
な
ど

発
展
的
著
し
い
地
域
に
低
廉
な
労
働
力

を
供
給
し
、
小
国
内
経
済
建
設
に
大
き

く
貢
献
し
て
き
た
が
、
最
近
は
治
安
の

恋
化
や
計
凶
出
産
政
策
的
無
視
な
ど
H

部

作
用
u

が
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

労
働
省
内
計
測
に
よ
る
と
、
流
動
人

υ
円
秩
序
化
政
策
的
第
一
段
階
は
、
例

年
人
口
の
流
動
化
が
最
も
活
発
に
な
る

春
節
(
旧
正
月
)
前
後
の
混
乱
緩
和
を

包
指
す
。
す
で
に
広
東
省
は
九
三
年
同

春
出
即
時
に
、
同
省
に
労
働
者
を
送
り
出

し
て
い
る
凹
川
省
な
ど
九
つ
の
省
目
自

治
区
と
協
力
し
て
、
正
規
の
ル

i
ト
以

外
の
人
口
流
入
を
大
幅
に
抑
制
す
る
こ

と
に
成
功
し
た
。

今
年
は
広
東
省
内
方
式
を
全
出
に
広

げ
、
主
な
省
、
自
治
区
、
直
轄
市
に
専

門
の
部
署
を
設
け
る
副
痢
だ
。
比
較
的

早
く
対
応
し
て
い
る
上
海
市
政
府
内
場

合
、
九
三
年
末
に
流
動
人
口
の
管
四
時
協

調
グ
ル
プ
を
設
立
す
る
と
向
時
に
、

岡
市
に
事
務
所
を
置
い
て
い
る
六
省
内

事
務
所
長
に
協
力
を
要
請
し
た
。
上
海

市
は
さ
ら
に
、
流
動
人
口
を
管
理
す
る

た
め
の
新
し
い
戸
籍
制
度
と
労
働
管
理

的
度
を
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

労
働
省
の
計
耐
で
は
四
月
以
降
九
五

年
三
月
ま
で
に
、
春
節
以
外
の
時
期
を

含
め
た
労
働
需
給
に
開
閉
す
る
情
報
交
換

を
開
始
す
る
方
針
だ
。
さ
ら
に
九
六
年

三
月
ま
で
の
第
三
段
階
で
は
、
沿
海
地

方
に
三
つ
の
労
働
力
市
場
情
報
セ
ン
タ

を
設
け
、
全
倒
的
な
労
働
力
市
場
町

形
成
を
急
ぐ
。
そ
の
、

?λ
で
同
年
末
ま

で
に
流
動
人
口
を
正
規
ル
!
}
で
秩
序

立
っ
た
も
の
に
す
る
、
と
し
て
い
る
。

中
国
で
は
農
村
部
か
ら
都
市
部
へ
の

不
法
移
住
が
培
、
え
て
お
り
、
治
安
問
題

な
ど
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
凹
川
省

重
山
屋
市
で
の
調
盗
に
よ
れ
ば
、
九
二
年

世
界
の
入
口
抑
制
、

食

糧

生

{
ワ
シ
ン
ト
ン

m
R
I前
回
居
間
孝
】

米
国
の
環
境
研
究
機
関
、
ワ
ー
ル
ド
ウ

オ
ソ
チ
研
究
所
は
十
六
日
、
九
四
年
版

の
「
地
球
白
書
L

を
発
表
し
た
。
そ
れ

に
よ
る
と
世
界
的
食
撞
生
産
と
人
口
増

加
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
急
速
に
崩
れ
つ
つ

あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
二

O
一ニ

O
年
に

は
一
人
当
た
り
年
間
一
一
百
四
十
八
J
Mラ

と
、
ピ
ー
ク
だ
っ
た
八
同
年
内
七
割
強

の
穀
物
し
か
確
保
で
き
な
い
と
指
織
。

食
糧
生
産
の
伸
び
に
は
浪
皮
が
あ
る
た

め
、
人
口
抑
制
策
を
講
じ
る
こ
と
が
急

務
だ
と
訴
え
て
い
る
。

白
書
で
は
、
世
界
の
人
口
は
九

O
年

か
ら
二

O
三

O
年
ま
で
の
凹
十
年
間
で

約
三
十
六
億
人
増
加
す
る

E
予
測
。
一

に
市
内
の
あ
る
阪
で
起
き
た
刑
事
事
件

の
フ
ち
五

O
%は
農
民
に
よ
る
も
の
だ

っ
た
。
一
五
都
市
内
郊
外
で
バ
ラ
ソ
ク

生
活
を
し
て
い
る
農
民
た
ち
の
多
く
は

三
人
、
四
人
と

f
供
を
産
み
、
政
府
内

人
口
抑
制
政
策
を
揺
る
が
し
て
い
る
。

(
日
本
経
済
新
開
一
九
九
四
・
一
・
十
三
)

急
務

米研究機関

産

埠

カ、

ず

L、
つ

中
力
、
食
組
問
生
産
は
世
界
の
漁
獲
高
の
伸

び
が
八
九
年
に
止
ま
っ
た
う
え
、
小
麦

や
コ
メ
な
ど
穀
物
の
単
位
同
積
当
た
り

の
収
穫
高
が
八
凶
年
を
境
に
ほ
と
ん
ど

伸
び
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
寸
全
体

と
し
て
人

U
の
伸
び
に
は
追
い
付
け
な

い
し
と
分
析
し
て
い
る
。

特
に
日
本
町
コ
メ
が
国
際
価
格
の
六

倍
も
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
過
去

i

年
間
、
日
本
の
農
民
が
単
位
面
積
当
た

り
の
収
穫
を
増
や
せ
な
か
っ
た
の
は
、

「
水
田
の
生
産
性
の
上
限
を
示
し
て
い

る
L

と
指
摘
。
世
界
的
農
業
用
水
の
不

足
や
、
肥
料
を
投
じ
て
も
収
穫
が
増
え

に
く
く
な
っ
て
い
る
現
状
か
ら
み
て
、

「
人
口
増
に
応
ヒ
た
食
糧
増
産
を
農
民
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に
期
待
す
る
の
は
無
理
だ
L

と
い
う
。

世
界
的
人
口
…
人
当
た
り
の
穀
物
の

量
は
、
八
凶
年
の
三
百
凶
十
六
キ
ロ
M

ラが

ピ
l
ク
。
二

O
三

O
年
に
は
こ
れ
が
一

九
五

O
年
当
時
の
水
準
に
逆
戻
り
し
か

ね
な
い
と
み
て
い
る
。
こ
れ
を
食
い
止

め
る
に
は
よ
家
族
計
画
を
中
心
と
す
る

人
口
抑
制
策
的
徹
底
が
急
務
L

と
強
弱
。

そ
の
知
識
や
手
段
を
提
供
し
な
い
の
は
、

国
際
的
に
「
許
き
れ
な
い
L

と
訴
え
て

い
る
。
(
日
本
経
済
新
聞
一
九
九
四
・
一
・
十
七
)

1人当たりの

食料生産減る

人口抑制が急務

対日輸出減少か

【
ワ
シ
ン
ト
ン
同
日

l
時
事
}
環
境
問

題
の
研
究
機
関
、
米
ワ
ー
ル
ド
ウ
ォ
ッ

チ
研
究
所
は
、
十
五
日
発
表
し
た
年
次

報
告
で
、
世
界
的
食
料
生
産
の
伸
び
の

鈍
化
と
人
口
増
加
の
た
め
、
一
人
当
た

り
の
食
料
生
産
が
減
少
を
続
け
て
い
る

と
指
摘
、
人
口
増
加
抑
制
が
世
界
の
最

優
先
課
題
に
な
っ
て
い
る
と
強
調
し
た
。

にゅうす.3，ぉーらむ

報
告
に
よ
る
と
、
穀
物
生
産
量
は
伸

び
が
鈍
化
傾
向
に
あ
り
、
一
人
当
た
り

生
産
量
が
一
九
八
四
年
に
三
百
凶
十
六

J
ク
ラ
ム
に
達
し
て
以
来
減
少
を
続
け
、

九
三
年
ま
で
に
…
一
%
減
っ
た
。
二

O

…ニ

O
年
に
は
二
百
四
十
八
与
四
グ
ラ
ム
と
、

一
九
五

O
年
の
水
準
に
戻
る
と
い
う
。

牛
肉
・
羊
肉
の
生
産
量
も
九

O
年
ま

で
の
泊
十
年
間
で
二
・
六
倍
増
、
え
た
が
、

今
後
は
ほ
と
ん
ど
伸
び
な
い
見
込
み
。

漁
獲
量
は
五

O
年
か
ら
八
九
年
に
か
け

て
町
内
・
六
倍
増
加
し
た
が
、
既
に
八
九

年
に
ビ

l
ク
に
達
し
た
よ
う
だ
。
一
人

当
た
り
漁
獲
量
は
八
九
年
か
ら
九
三
年

に
か
け
て
約
七
%
減
少
し
た
。

一
方
、
世
界
の
人
口
は
九

O
年
内
五

十
三
億
人
か
ら
二

O
一一一

O
年
に
は
八
十

九
億
人
と
、
三
十
六
億
人
も
増
え
る
見

込
み
。日
本
町
人
口
は
増
え
な
い
見
込
み
だ

が
、
最
大
の
対

H
食
料
供
給
凶
で
あ
る

米
出
で
は
…
一

O
三

O
年
ま
で
の
密
十
年

間
で
九
千
五
百
万
人
増
え
る
こ
と
か
ら
、

対
日
食
料
輸
出
は
減
少
し
そ
う
だ
。
ほ

か
の
国
も
輪
出
余
力
が
減
少
す
る
た
め

日
本
に
と
っ
て
は
食
料
確
保
が
困
難
に

な
り
そ
、
7
だ。

(
靭
日
新
関

一
九
九
隠
・
一
・
十
七
)

10ヵ国に避妊具

提供で日米合意

包括協議人口・

エイズ部会

【
ワ
シ
ン
ト
ン
刊
日

i
関
口
和
ニ

日
米
両
政
府
は
十
八
、
十
九
円
二
日
間
、

ワ
ン
ン
ト
ン
で
日
米
包
括
経
済
協
議
の

三
つ
め
の
柱
で
あ
る
日
米
協
力
的
、
フ
ち
、

人
口
と
エ
イ
ズ
(
後
天
剖
免
疫
不
全
症

終身麗用制

候
群
)
問
題
に
関
す
る
二
回
目
の
作
業

部
会
を
開
催
し
た
。
十
事
務
レ
ベ
ル
協
議

な
が
ら
米
側
か
ら
は
担
当
の
ワ

l
ス
凶

務
次
官
が
参
加
、
ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア

な
ど
の
約
十
カ
国
に
対
し
避
妊
具
や
施

設
な
ど
を
共
何
で
提
供
し
て
い
く
こ
と

で
合
意
、
二
月
的
首
脳
会
談
ま
で
に
具

体
的
な
予
算
措
置
を
決
め
る
こ
と
に
し

た
。
援
助
対
象
固
と
し
て
は
と
り
あ
、
え

ず
イ
ン
ド
、
パ
ン
グ
ラ
デ
ン
ュ
な
ど
を

検
討
し
て
い
る
。

(
臼
本
経
済
新
周
一
九
九
四
・
一
・
ニ
十
)

「
大
鍋
飯
」
企

業

改

革

で

余

剰

人

員

整

理

中
国
の
雇
用
制
度
の
象
徴
と
も
い
う

べ
き
企
業
丸
抱
え
の
終
身
雇
用
制
度
、

「
大
鍋
飯
」
の
シ
ス
テ
ム
が
揺
ら
ぎ
始

め
た
。
企
業
改
革
に
伴
い
経
常
者
の
間

に
余
剰
人
員
整
理
的
動
き
が
強
ま
り
、

公
式
統
計
で
も
失
業
率
の
上
昇
が
目
立

っ
て
き
た
。
経
営
不
娠
の
匝
営
企
業
に

見
切
り
を
つ
け
た
従
業
員
の
転
職
プ

ム
も
続
い
て
い
る
。
中
間
政
府
は
余
剰

人
員
整
理
は
企
業
改
革
の
カ
キ
と
し
て 揺

ら
ぐ
中
国

い
る
が
、
対
応
す
る
社
会
保
惇
制
度
な

ど
の
加
盟
備
は
ま
だ
緒
に
就
い
た
ば
か
り
。

寸
大
鍋
飯
し
に
代
わ
る
新
し
い
扉
用
、

福
祉
制
度
の
擁
立
は
、
経
済
面
ば
か
り

か
政
治
的
に
も
大
き
な
課
題
と
な
り
そ

う
だ
G

(

上
海
u
n
北
原
義
彦
)

職
業
紹
介
所
に
数
百
人

中
国
・
上
海
に
住
む
張
華
生
さ
ん
側

は
昨
年
九
月
か
ら
職
探
し
の
毎
日
だ
。
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寸
勤
め
先
的
毛
織
物
工
場
の
絞
営
が
悪

く
、
失
業
給
付
金
と
河
傾
の
二
百
十
一
五

二

克

1
約
二
二
円
)
し
か
給
料
が
出

せ
な
い
と
い
う
の
で
、
十
一
一
年
間
働
い

た
工
場
を
や
め
た
」
か
ら
だ
。
上
海
市

の
東
部
地
区
職
業
紹
介
所
で
出
会
っ
た

張
さ
ん
は
「
工
場
内
の
各
種
事
務
。
給

与
は
月
四
百
元
か
ら
五
百
元
を
希
望
L

な
ど
と
書
き
こ
ん
だ
求
職
票
を
手
に
雨

接
の
列
に
技
ん
で
い
た
。

九
三
年
十
一
月
に
間
開
設
さ
れ
た
同
職

業
紹
介
所
に
は
毎
週
木
曜
日
に
な
る
と
、

張
さ
ん
の
よ
う
な
転
職
希
望
点
者
が
数
百

人
も
求
人
企
業
向
面
接
を
受
け
に
や
っ

り

定

議

ト

契

な

の

社

、

μ

む

推

余

J

H
M

決

会

一

。

職

場

久

革

ね

織

、

い

呪

を

体

タ

布

免

工

的

改

抗

組

議

な

判

批

齢

れ

松

町

制

定

針

河

期

慨

齢

始

時

革

改

権

3

改

J

採

化

時

間

決

I
F
肺

争

的

全

続

改

に

主

第

済

定

的

布

而

労

を

事

知

情

紛

で

回

楽

E

一

会

結

規

長

公

表

「

ン

革

人

国

!

ヨ

金

業

晴

税

廃

の

員

市

の

業

」

入

は

一

改

菜

一

創

出

員

企

第

摘

勢

出

取

を

撤

業

委

都

つ

従

定

流

に

ベ

内

企

す

吋

で

系

ム

ム

指

情

金

制

を

企

大

央

0
4

、

規

量

半

ン

疫

が

開

会

業

資

貝

を

用

量

約

限

営

拡

中

議

る

険

定

大

後

ヤ

制

ど

に

総

企

外

委

進

一

一

雄

主

上

上

国

を

期

決

す

保

暫

さ

年

キ

険

な

革

側

弁

、

央

児

用

潤

の

、

権

問

叫

を

開

業

理

片

時

同

う

保

省

改

H

合

会

中

動

栢

一

一

霊

山

刊

拾

わ

級

第

革

に

失

処

出

。

い

働

事

の

第

町

工

期

移

働

側

蜘

ぽ

側

岬

齢

制

慨

制

、

定

時

叩

耕

パ

j

J
一
一
蹴

M
蹴

議

制

抑

労

因

企

ナ

院

長

共

体

働

働

規

働

市

門

公

院

省

険

共

択

省

全

決

党

働

勇

中

営

一

務

場

同

済

労

労

を

労

都

安

人

務

働

係

国

採

東

華

を

産

労

恰

同
ボ
用
問
工
中
日
開
「
約
ど
「
大
天
主
国
労
会
中
を
広
中
進
共
剰
李

て
く
る
。
同
紹
介
所
の
銭
竜
海
・
副
、
一
主

任
は
ご
」
れ
ま
で
市
内
各
区
で
綿
々
と

や
っ
て
い
た
転
職
者
や
失
業
者
の
騎
業

紹
介
を
全
市
レ
ベ
ル
で
行
う
の
が
こ
の

紹
介
所
の
狙
い
し
と
説
明
し
て
く
れ
た
。

経
営
不
振
の
国
営
企
業
で
は
事
実
上

向
肩
た
た
き
が
始
ま
っ
て
い
る
と
み
ら

れ
、
上
海
市
労
働
局
内
潤
利
敏
・
労
働

力
処
課
長
の
説
明
で
は
、
籍
だ
け
を
残

し
て
仕
事
か
ら
は
外
さ
れ
た
人
が
市
内

だ
け
で
十
数
万
人
に
達
し
て
い
る
と
い

、「ノ。
聞
き
ん
は

J

二
分
の
…
一
は
関
連
会
社

な
ど
で
再
就
職
し
て
お
り
、
解
雇
さ
れ

84. 10 

92. 10 

93. 1 

93. 10 

86・10

93・11

87・8
89. 2 

89・6

84. 5 

91・6
92. 1 

83・4

た
人
は
ご
く
一
部
。
誤
解
し
な
い
で
し

と
強
認
す
る
が
、
労
働
局
自
体
が
総
工

会
(
組
合
)
と
の
共
同
出
資
で
企
業
内

で
吸
収
で
き
な
か
っ
た
人
を
集
め
て
タ

ク
シ
ー
や
飲
食
庖
的
経
営
に
乗
り
出
す

な
ど
、
失
業
多
発
時
代
へ
の
対
応
を
急

い
で
い
る
。

広
が
る
。
ャ
ミ
転
職
々

93・12

正
式
退
社
を
せ
ず
に
事
実
正
ヤ
ミ
転

織
を
し
て
い
る
労
働
者
も
多
い
。
「
あ

る
企
業
の
調
査
で
は
仮
病
を
つ
か
つ
て

長
期
療
養
休
暇
を
取
り
、
別
の
場
所
で

勤
め
て
い
た
従
業
貝
が
一
千
人
中
百
人

い
た
い
寸
三
百
人
的
職
場
で
い
つ
も
五

十
人
が
病
欠
す
る
い

1
0
「
病
欠
族
」
の

横
行
を
暴
露
す
る
記
事
が
上
海
な
ど
沿

海
地
区
の
地
方
紙
を
に
ぎ
わ
し
て
い
る
。

ご
」
の
方
法
し
か
生
産
性
を
間
際
水
準

に
近
づ
け
る
方
法
は
な
い
で
し
ょ
、
フ
し
。

下
」
、
7
語
る
の
は
宝
山
製
鉄
開
発
総
公
司

の
越
超
回
総
経
理
(
社
長
)
だ
。
宝
山

製
鉄
所
は
八
五
年
当
時
の
三
万
五
千
人

か
ら
二
万
一
千
人
体
制
を
目
指
し
て
毎

年
の
よ
う
に
人
員
削
減
を
実
施
し
て
い

る
が
、
開
発
公
司
は
そ
の
受
け

mと
な

っ
て
い
る
。

同
公
司
が
設
立
さ
れ
た
八
六
年
に
は

人
減
ら
し
し
乙
聞
い
て
一
部
門
職
場
で
は

大

鍋

飯

(タ
i
ク
オ
フ
ァ
ン
)

中
田
町
田
営
企
業
の
経
営
体
質

全
般
を
表
す
一
言
葉
で
、
日
本
で
い

う
寸
親
五
日
の
丸
し
と
よ
く
似
た

意
味
。
雇
用
賃
金
制
度
に
つ
い
て

は
特
に
「
鉄
の
茶
わ
ん
L
(

企
業
の

経
営
が
悪
く
て
も
食
い
は
ぐ
れ
な

い
)
、
寸
鉄
の
賃
金
し
(
働
い
て
も
働

働
か
な
く
て
も
同
じ
)
、
「
鉄
の
い

す
L
(

ミ
ス
を
し
て
も
ポ
ス
ト
を
追

寸
親
方
日
の
丸
」
的

国
営
企
業
の
体
質

わ
れ
な
い

)
i
!の
三
っ
そ
欽
L

が
問
題
祝
さ
れ
て
い
る
ο

ま
た
従
米
の
、
ン
ス
テ
ム
で
は
労

働
者
は
い
っ
た
ん
工
場
に
配
属
さ

れ
れ
ば
、
医
療
、
住
宅
、
年
金
は

す
べ
て
企
業
丸
抱
え
。
企
業
は
社

会
保
険
の
機
能
ま
で
代
行
し
て
い

た
。
「
中
国
の
工
場
は
(
な
に
も

か
も
そ
ろ
っ
て
い
る
)
荘
医
の
よ

う
な
存
在
」
と
い
う
経
済
学
者
も

い
る
。
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不
穏
な
ム
!
卜
が
擦
っ
た
そ
う
だ
。
し

か
し
現
荘
で
は
鉄
づ
く
り
は
宝
山
製
鉄

所
本
体
で
、
施
設
補
修
や
廃
棄
物
処
理

な
ど
関
連
業
務
は
す
べ
て
開
発
公
可
で

と
い
、
7
分
業
体
制
が
確
立
さ
れ
た
。
貿

易
公
司
な
ど
の
多
角
化
事
業
も
軌
道
に

乗
り
始
め
、
「
本
社
を
繰
り
上
げ
退
職
し

て
こ
ち
ら
に
来
た
い
と
い
う
ベ
テ
ラ
ン

従
業
員
も
多
い
し
と
越
さ
ん
は
胞
を
張

ヲ令。
最
近
、
越
さ
ん
の
も
と
に
は
見
学
希

望
が
会
凶
の
同
業
他
社
か
ら
相
次
い
で

い
る
と
い
う
。

中
国
労
働
省
の
統
計
で
は
九
三
年
の

失
業
率
は
P

了
六
%
左
前
年
よ
り
0
・

三
ポ
イ
ン
ト
跳
ね
上
が
り
、
天
安
門
事

件
後
円
経
済
調
整
で
大
量
の
失
業
者
が

出
た
八
九
年
左
河
一
の
水
準
と
な
っ
た
。

「
失
業
な
し
」
過
去
の
話

し
か
し
前
倒
と
違
う
の
は
失
業
者
の

再
就
戦
率
が
七
O
%
か
ら
二
O
%
に
急

減
、
失
業
数
泊
金
町
交
付
者
も
八
ト
五

万
人

E
前
年
の
数
倍
に
達
し
て
い
る
こ

と
だ
。
寸
昨
年
後
半
以
来
の
金
融
引
き
締

め
を
き
っ
か
け
に
、
余
剰
人
員
を
抱
え

切
れ
な
く
な
っ
た
企
業
か
実
質
的
な
人

員
整
理
に
踏
み
切
り
始
め
た
の
で
は
な
い

か
し
(
上
海
町
邦
銀
筋
)
と
の
見
方
が
強
い
。

にゅうすふぉーらむ

中
間
出
で
は
八
四
年
の
都
市
経
済
改
革

以
降
は
「
従
業
員
は
解
雇
も
あ
り
、
つ
る
し

と
当
日
わ
れ
な
が
ら
も
、
企
業
内
経
営
悪

化
を
漂
白
と
し
た
解
雇
は
行
わ
れ
て
こ

な
か
っ
た
。

中
閉
山
政
府
は
寸
九
四
年
は
さ
ら
に
失

業
率
は
高
く
な
る
L

と
雇
用
情
勢
を
展

望
し
て
お
り
、
「
社
会
主
義
に
失
業
は
な

い
L

時
代
は
過
去
の
話
に
な
ろ
う
と
し

て
い
る
。

(
日
本
経
済
新
聞
一
九
九
回
・

一
・
二
邸
)

巨

大

な

失

業

予

備

軍

・
都
市
部
だ
け
で
一
、

0
0
0
万
人

・
農
村
で
は

2
億

人

?

九
三
年
十
一
月
に
開
催
し
た
中
国
共

産
党
第
十
周
期
中
央
委
員
会
第
三
回
全

体
会
議
(
三
中
全
会
)
は
、
党
と
し
て

初
め
て
「
労
働
力
市
場
の
確
立
」
を
決

議
に
盛
り
込
み
、
解
涯
を
含
む
労
働
力

の
移
動
に
ゴ

l
サ
イ
ン
を
出
し
た
。
し

か
し
都
市
ば
か
り
か
農
村
に
膨
大
な
潜

在
失
業
者
を
抱
、
え
て
い
る
だ
け
に
、
寸
企

業
の
経
営
改
革
だ
け
が
先
行
す
れ
ば
、

失
業
が
急
激
に
増
え
て
社
会
不
安
を
招

く
し
と
危
ぐ
す
る
声
も
出
始
め
て
い
る
。

中
国
政
府
は
労
働
力
的
移
動
を
保
障

す
る
た
め
、
八
0
年
代
中
盤
か
ら
失
業

保
障
制
度
を
ス
タ
ー
ト
、
退
職
年
金
も

企
業
丸
抱
え
か
ら
公
的
年
金
へ
の
転
換

を
進
め
て
き
た
。
し
か
し
、
昨
年
に
一

部
の
地
方
で
失
業
保
険
の
支
払
い
が
苦

し
く
な
る
と
、
未
収
売
上
代
金
を
担
保

に
労
働
省
内
最
低
生
活
保
障
給
与
を
銀

行
か
ら
借
り
る
よ
う
指
不
す
る
な
ど
、

保
険
制
度
の
導
入
は
頗
剰
に
進
ん
で
い

る
と
は
言
い
難
い
状
況
だ
。

統
計
で
は
都
市
部
内
失
業
者
数
は
三

百
六
十
万
人
(
九
二
年
)
。
し
か
し
全
出

一
億
九
百
万
人
的
国
営
企
業
の
従
業
員

の
う
ち
、
実
質
的
に
仕
事
が
な
い
潜
在

的
失
業
者
は
1

少
な
く
見
積
も
っ
て
も

…
0
%
、
一
千
万
人
は
い
る
L
(

中
川
間
的

経
済
専
門
家
)
と
い
う
の
が
定
説

E
な

っ
て
い
る
。

農
村
の
余
剰
労
働
力
的
問
題
は
も
っ

と
深
刻
だ
。
中
国
は
農
村
に
は
失
業
が

な
い
と
の
建
前
で
経
済
運
営
を
進
め
て

き
た
が
、
実
際
は
二
千
万
人
も
の
農
村

か
ら
の
出
稼
ぎ
者
が
、
臨
時
工
、
季
節

工
な
ど
の
形
で
都
市
部
に
半
ば
定
住
を

始
め
て
い
る
。
農
村
か
ら
都
市
へ
の
戸

籍
移
動
を
原
則
認
め
な
い
中
関
で
は
、

彼
ら
は
社
会
保
障
制
皮
肉
枠
外
に
お
か

れ
て
い
る
。

前
臣
家
経
済
体
制
改
革
委
員
会
副
主

任
で
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
高
出
全
氏
は
中

国
の
農
村
で
働
く
労
働
人
口
凹
億
人
の

う
ち
半
分
の
二
億
人
は
余
剰
労
働
人
口

で
、
今
後
も
増
え
続
け
る
と
指
摘
す
る
。

こ
れ
に
国
営
企
業
の
余
剰
人
員
一
千
万

人
、
さ
ら
に
毎
年
、
都
市
と
農
村
部
で

発
生
す
る
新
規
就
労
需
要
を
あ
わ
せ
る

と
「
二
0
0
0
年
に
は
米
国
、
英
国
の

人
口
合
計
に
匹
敵
す
る
三
億
…
一
千
万
人

も
の
求
職
者
が
中
国
に
あ
ふ
れ
る
L

と

い、
7
0
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高
氏
は
寸
だ
か
ら
こ
そ
労
働
力
移
動

の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が
急
務
し
と
結
論

す
る
が
、
高
い
人
口
圧
力
の
中
で
、
「
低

効
率
L
E
言
わ
れ
な
が
ら
社
会
の
安
定

に
役
立
っ
て
き
た
寸
大
鱗
飯
し
に
代
わ

る
労
働
雇
用
制
度
の
呉
体
像
は
ま
だ
揃

け
て
い
な
い
。

(
日
本
経
済
新
開
一
九
九
四
・

女性の人権にも配慮

提言へ人口政策論議

一
・
二
四
)

阿部誠

{厚生省人口問魁研究所長)

人
口
と
開
発
に
関
す
る
賢
人
会
議
が

一
…
ト
六
日
か
ら
二
日
問
、
東
京
で
関
か

れ
ま
す
。
各
国
内
研
究
者
や
政
治
家
な

ど
が
参
加
し
て
人
口
問
題
を
幅
広
く
議

論
し
、
九
月
の
凶
際
人
口
開
発
会
議
に

向
け
て
提
一
訂
正
?
を
ま
と
め
る
の
が
目
的
で

す。
国
際
人
口
開
発
会
議
は
国
連
主
催
で
、

十
年
に
一
度
開
催
さ
れ
ま
す
。
ア
工
な
テ

!
?
は
途
上
国
で
の
人
口
増
加
と
そ
の

抑
制
。
今
回
は
開
発
や
経
済
成
長
と
い

っ
た
7

ク
目
的
観
点
だ
け
で
な
く
、
女

性
の
人
権
な
と
ミ
ク
ロ
の
観
点
か
ら
の

人
口
政
策
論
議
が
前
凶
に
出
て
く
る
で

し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で
の
人
口
政
策
に
は
、

産
む
か
ど
、
7
か
を
決
め
る
個
人
の
権
利

を
侵
害
す
る
一
曲
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
最
近
で
は
人
口
・
開
発
に
加
、
ぇ
、

原
境
と
い
う
三
番
目
の
要
素
が
注
目
さ

「人口と鰯発J

賢人会議

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
考
慮
し
た
政

策
が
必
要
で
す
。

日
本
は
函
連
人
口
基
金
に
対
す
る
最

大
的
資
金
拠
出
剖
で
す
。
自
ら
イ
ニ
シ

ア
チ
ブ
を
取
っ
て
世
界
に
ア
ど
ん
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
賢
人
会

議
は
そ
の
一
環
で
す
。

(
臼
本
経
済
新
聞
一
九
九
殴
・
一
・
一
一
回
)

貧
困
、
不
平
等
根
絶
訴
え

「
東
京
宣
言
」

東
京
都
内
の
凶
連
大
学
で
開
か
れ
て

い
た
「
人
口
と
開
発
に
開
削
す
る
賢
人
会

議
し
は
二
十
七
日
、
九
月
に
カ
イ
ロ
で

聞
か
れ
る
国
際
人
口
開
発
会
議
に
向
け

て
の
提
言
と
な
る
東
京
宣
言
を
ま
と
め
、

閉
幕
し
た
。

東
京
宣
言
は
、
人
口
安
定
化
を
悶
害

す
る
貧
困
と
社
会
経
済
的
不
平
等
の
恨

絶
マ
政
策
決
定
に
お
け
る
主
性
の
役
割

の
増
大
V
公
衆
衛
生
や
家
族
計
倒
的
サ

ー
ビ
ス
向
上
マ
先
進
国
と
発
展
途
上
国

の
協
力
推
進
ー
ー
な
ど
を
訴
、
え
た
。
ま

た
、
人
口
関
連
分
野
で
途
上
国
内
支
出

が
、
二

O
O
O年
ま
で
に
年
間
約
百
三

十
億
J
、一…

o
一
五
年
ま
で
に
約
百
七

を
ま
と
め
閉
幕

十
億
ト
に
達
す
る
と
見
込
み
、
米
問
、

日
本
、
ド
イ
ツ
な
ど
経
済
大
国
を
は
じ

め
国
際
社
会
に
財
政
援
助
を
求
め
て
い

zuuo 同
会
議
は
、
地
球
規
模
の
人
口
問
題

へ
の
解
決
策
に
つ
い
て
、
ナ

7
f
ス

サ
デ
ィ
ク
国
連
人
口
基
金
事
務
局
長
や

ロ
ヤ
;
ト
・
マ
ク
ナ
マ
ラ
一
瓦
世
界
銀
行

総
裁
な
ど
内
外
的
有
識
者
十
数
人
を
招

き
、
持
続
可
能
な
開
発
、
家
族
計
閥
、

女
性
、
移
動
な
ど
の
祝
点
か
ら
、
人
口

問
題
を
論
議
し
た
。

(
毎
日
新
聞

一
九
九
閲
・
一
・
ニ
七
)

「人口増と環境J

厚生省が調査へ

途上国を視野に

国際的な取り組み

地
球
環
境
保
全
に
向
け
「
爆
発
的
L

人
口
増
を
と
う
抑
え
る
か
が
課
題
と
な

っ
て
い
る
た
め
厚
生
省
は
三
!
日
、
途

上
倒
的
人
口
増
が
地
球
環
境
に
与
え
る

影
響
に
つ
い
て
初
め
て
調
売
に
乗
り
出

す
こ
と
を
決
め
た
。
ー
人
口
と
環
境
」
を

め
ぐ
っ
て
は
、
環
境
庁
の
呼
び
か
け
で

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
内
将
来
人
口
を

試
算
、
環
境
へ
の
タ
メ

i
ジ
を
減
ら
す

方
法
を
探
る
各
凶
有
識
者
に
よ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ

i
ム
が
三
月
に
発
足
す
る

予
定
。
九
月
に
カ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ
る

十
年
に
一
度
の
伺
迷
の
人
口
会
議
に
向

け
、
孜
前
と
し
て
本
格
的
に
取
り
組
む

こ
と
に
な
っ
た
。

人
口
問
題
に
つ
い
て
政
府
は
こ
れ
ま

で
、
出
生
率
的
低
下
が
高
齢
化
社
会
に

及
ぽ
す
影
響
な
と
国
内
問
題
に
焦
点
を

当
て
て
き
た
が
、
地
球
環
境
保
全
の
高

ま
り
の
中
で
国
際
的
取
り
組
み
を
迫
ら
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N
G
O
国
際
会
議
へ
意
欲

「
環
境
」

れ
て
い
た
。

調
査
は
、
ま
ず
タ
イ
と
中
国
を
対
象

に
実
泊
。
厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
に

よ
る
主
、
タ
イ
は
人
口
集
中
が
著
し
い

バ
ン
コ
ク
な
ど
都
市
部
で
大
気
汚
染
や

水
質
汚
濁
な
ど
の
公
害
が
発
生
し
て
い

る
一
五
、
郊
外
で
は
急
激
な
森
林
破
壊

が
進
行
し
て
い
る
。
中
国
は
寸
一
人
っ

子
政
策
」
を
取
り
続
け
る
中
で
な
お
約

十
↑
一
億
人
的
人
口
を
抱
、
ぇ
、
急
速
な
工

業
化
に
よ
る
深
刻
な
公
害
も
懸
念
さ
れ

て
い
る
。

同
研
究
所
ス
タ

y
7
ら
が
現
地
に
赴

き
、
環
境
破
壊
の
現
状
や
環
境
悪
化
が

乳
児
死
亡
率
や
市
当
率
に
与
、
λ
る
影
響

人口問題

「
女
性
」

今
年
九
月
に
カ
イ
ロ
で
開
か
れ

る
国
捺
人
口
開
発
会
議
に
向
け
て
、

わ
が
国
で
も
、

N
G
O
(
民
間
活

動
団
体
)
が
「
女
性
L

「
環
境
L

を

、
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
政
府
と
の
連
携

に
乗
り
出
し
た
。

生
活
情
報
部

にゅうすふおーらむ

ヰヒ
村

節
子

を
調
査
。
ま
た
環
境
を
保
全
し
な
が
ら

経
済
発
展
を
凶
る
、
?
え
で
の
適
正
な
人

口
水
準
を
探
る
。
三
年
後
に
最
終
報
告

を
ま
と
め
る
予
定
。

一
方
、
環
境
庁
は
三
月
中
旬
に
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
地
域
十
二
カ
国
・
九
国
捺

機
関
内
研
究
者
ら
を
東
京
に
招
き
、
ほ

ほ
一
世
代
後
円
二

O
二
五
年
を
目
途
に
、

民
地
域
の
人
口
増
に
よ
る
環
境
破
壊
を

最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ

l
ム
を
発
足
さ
せ
る
。

現
在
、
世
界
人
口
は
約
五
十
回
億
人
。

一
秒
間
に
三
人
以
上
の
ベ
ー
ス
で
増
、
え

て
い
る
。

(
毎
日
新
照

一
九
九
回
・
一
・
三
ご

キ
i
ワ
i
ド
に

こ
の
会
議
は
、
爆
発
的
に
増
加
す
る

世
界
的
人
口
と
、
こ
れ
に
関
連
す
る
諸

問
題
を
話
し
合
う
た
め
に
、
医
連
主
催

で
開
く
も
の
。
二
十
年
前
に

7
カ
レ
ス

ト
で
初
め
て
開
催
、
そ
の
後
一
九
八
四

年
に
メ
キ
ン
コ
市
で
第
二
回
会
議
が
聞

か
れ
て
お
り
、
今
年
は
三
回
目
。

こ
れ
ま
で
の
会
議
は
、
寸
衛
生
し
「
避

妊」

E
い
っ
た
人
口
抑
制
の
技
術
論
が

己
主
役
u

だ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
今
回

は
、
寸
女
性
の
リ
プ
ロ
タ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ

ル
ス
(
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
ど
と

い
う
、
人
権
を
配
慮
し
た
視
点
が
注
目

さ
れ
て
い
る
。
ー
強
制
的
な
人
口
抑
制

策
は
逆
効
果
。
人
口
問
題
は
女
性
に
十

分
な
情
報
と
笠
か
な
生
活
を
用
意
す
る

こ
と
で
解
決
す
べ
き
だ
」
と
の
コ
ン
セ

ン
サ
ス
だ
。

も
う
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
「
環
境
L
O

一
昨
年
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
、
不
イ
ロ
で
開
か

れ
た
凶
連
環
境
会
議
な
ど
を
き
っ
か
け

に
浮
上
し
て
き
た
「
途
上
関
の
一
人
と

先
進
凶
の
一
人
が
生
活
に
費
や
す
資
源

を
比
べ
れ
ば
、
先
進
国
内
方
が
数
十
倍

も
多
い
。
途
上
国
の
人
口
抑
制
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
黒
か
な
闘
の
過
剰
生
産
、

過
剰
消
費
こ
そ
を
考
え
直
せ
」
と
い
、
7

指
摘
だ
。
こ
う
し
た
流
れ
の
中
、
わ
が
国
で
も
、

「
女
性
L

1

環
境
」
そ
れ
ぞ
れ
に
関
係

す
る
N
G
O
が
、
今
年
の
国
際
会
議
に

向
け
て
の
メ

y
セ
l
ジ
を
発
信
し
始
め

た
先
月
、
旗
揚
げ
し
た
寸
女
性
と
健
康

ネ
y
ト
ワ
ー
ク
L

は
、
す
で
に
優
生
保

護
法
的
扱
い
な
ど
を
巡
っ
て
活
動
を
続

け
て
き
た
別
々
の
女
性
グ
ル
ー
プ
が
、

改
め
て
凶
際
会
議
に
向
け
て
連
携
し
た

Mけ
ρ
U
ハU
。

ま
た
、
リ
オ
の
環
境
会
議
を
き
っ
か

け
に
昨
年
秋
、
組
織
き
れ
た
「
市
民
フ

ォ
ー
ラ
ム
二

0
0
ご
も
、
寸
(
人
口
安

定
化
に
必
要
な
)
適
正
な
開
発
と
は
何

か
」
と
い
っ
た
視
点
か
ら
、
人
口
会
議

へ
の
関
心
を
高
め
て
い
る
。

歴
史
的
に
凡
て
も
、

N
G
O
か
人
口

問
題
に
果
た
し
て
き
た
役
割
は
小
き
く

な
い
。
各
川
田
政
府
が
正
式
に
認
知
し
に

く
い
ス
ラ
ム
の
不
法
滞
主
者
や
、
国
に

よ
っ
て
は
タ
ッ
チ
で
き
な
い
カ
ト
リ
Y

7
教
徒
へ
の
避
妊
情
報
サ
ピ
ス
な
ど
、

O
D
A
(
政
府
開
発
援
助
)
が
正
面
き

っ
て
取
り
組
み
に
く
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
文
字
通
り
、
草
の
根
的
に
取
り
組
ん

で
き
た
。

環
境
保
護
に
つ
い
て
も
、
と
か
く
経

済
効
率
を
重
視
し
が
ち
な
政
府
に
代
わ

り、

N
G
O
が
活
発
に
発
言
し
て
い
る

の
は
各
国
共
通
だ
。

こ
う
し
た
実
績
を
踏
ま
え
、
国
際
会

議
の
場
で

N
G
O
の
声
を
反
映
き
せ
よ

う
と
い
う
流
れ
が
強
ま
っ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
一
一
回
開
聞
か
れ
た
人
日
開
発
会
議

の
準
備
委
員
会
に
、
ア
メ
リ
方
、
カ
ナ

タ
な
ど
は
、

N
G
O
代
表
を
正
式
メ
ン

ハ
ー
と
し
て
送
り
込
ん
で
い
る
。
本
会

議
と
同
時
に
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
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N
G
O
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
す
で
に
世

界
各
国
か
ら
六
白
団
体
が
登
録
済
み
だ
。

そ
の
点
、
日
本
で
は
政
府
内
情
報
提

供
が
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
現
在
の

登
録
は
尚
図
体
を
含
め
て
三
回
開
体
だ
け
。

そ
の
尚
昆
体
は
、
先
月
十
五
日
に
合

同
で
「
凡
人
た
ち
は
発
言
す
る
|
環

境
・
人
口
・
女
性
L

と
い
う
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
き
、
政
府
主
導
の
国
際
会
議

に
対
し
、
民
間
の
声
を
反
映
き
せ
る
こ

と
で
H

共
闘
8

し
て
い
く
方
針
を
確
認

し
た
。さ
ら
に
、
先
月
末
、
国
連
人
口
基
金
、

外
務
省
な
ど
の
主
催
で
問
か
れ
た
寸
人

口
と
開
発
に
関
す
る
賢
人
会
議
し
に
は
、

「
女
性
と
健
康
、
不
ツ
ト
ワ

1
7
L
か
ら
、

女
性
大
学
教
授
を
メ
ン
バ
ー
と
し
て
送

り
込
ん
で
も
い
る
。
昨
年
末
か
ら
の
外

務
省
と
の
折
衝
の
成
果
だ
。
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
参
加
し
よ
う
と
い
、
フ
、

N
G
O
間同

の
呼
び
掛
け
も
始
ま
っ
た
。

わ
が
国
は
、
人
口
問
題
に
関
す
る
多

国
間
政
府
援
助
で
は
、
今
年
度
で
六
千

三
百
三
十
万
ド
ル
と
世
界
ト
ソ
プ
の
援
助

因
。
人
権
や
環
境
な
と
、
微
妙
な
問
題

の
か
ら
む
人
口
問
題
だ
か
ら
こ
そ
、
今

年
度
内
会
議
で
は
、

N
G
O
の
参
加
で
、

よ
り
多
元
的
な
意
見
が
反
映
さ
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

(
読
売
新
聞
一
九
九
回
二
一
・
ご

女
性
が
主
体
の
人
口
政
策
に

「
入
口
と
開
発
」
に
関
す
る
賓
人
会
議

五

i
五
憶
の
地
球
人
口
は
、
二

O
五

O
年
に
百
憶
を
突
破
す
る
。
人
口
爆
発

を
避
け
、
持
続
可
能
な
成
長
の
遂
を
探

ろ
う
と
、
人
口
左
開
発
に
関
す
る
賢
人

会
議
が
一
月
下
旬
、
東
京
の
国
連
大
学

で
開
聞
か
れ
た
。
今
年
九
月
、
カ
イ
ロ
で

開
く
国
際
人
口
・
開
発
会
議
に

'Mけ
て

の
予
備
会
議
的
性
格
を
持
つ
。
非
公
式

会
A
H
で
は
あ
る
が
、
ナ
フ
ィ
ス
・
サ
デ

イ
ク
国
連
人
口
基
金
事
務
局
長
、

7
レ

ソ
ド
・
サ
イ
国
際
家
族
計
画
連
盟
総
裁
、

ロ
パ
!
ト
・

7
ク
ナ
マ
ラ
元
世
銀
総
裁

ら
、
こ
の
分
野
の
権
威
が
多
数
参
加
、

カ
イ
ロ
会
議
へ
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
と
み
ら
れ
る
。

会
議
で
は
過
剰
な
生
産
・
消
費
を
や

め
、
地
球
資
源
の
有
効
利
用
を
図
る
、

援
助
国
は
、
少
な
く
と
も
冨
民
総
生
産

(
G
N
P
)
の
0
・
七
%
を
政
府
開
発

援
助
に
回
し
、
こ
の
中
の
人
口
対
策
費

の
ウ
エ
ー
ト
を
高
め
る
こ
と
な
ど
を
話

し
合
っ
た
。
採
択
さ
れ
た
東
京
宣
言
の

中
に
は
盛
り
込
ま
な
か
っ
た
も
の
の
、

米
、
目
、
独
の
具
体
的
な
名
前
を
あ
げ

て
拠
出
へ
の
強
い
期
待
を
表
明
し
た
こ

と
も
記
憶
し
て
お
く
べ
き
だ
。

宣
言
内
中
で
注
目
す
べ
き
は
、
人
口

問
題
に
お
け
る
女
性
的
役
割
を
強
調
、

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
プ
ヘ
ル
ス
、
ラ
イ
ツ

左
い
、
フ
新
し
い
概
念
を
提
示
し
た
こ
と

だ
。
「
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
し
と

寸
権
利
」
と
訳
き
れ
る
。
途
上
闘
で
は

早
婚
や
短
い
出
産
関
痛
に
よ
る
多
産
が

女
性
の
健
康
を
む
し
は
む
。
貧
国
間
、
食

料
不
足
、
低
水
準
の
医
療
・
保
健
・
衛

生
な
ど
が
そ
れ
を
加
速
す
る
。
避
妊
や

家
族
計
画
に
関
す
る
情
報
、
サ
ー
ビ
ス

も
乏
し
い
。
そ
れ
を
男
性
や
政
府
任
せ

に
し
な
い
で
、
女
性
的
選
択
と
責
任
で

解
決
し
て
い
く
考
え
だ
。
主
性
が
人
口

政
策
的
客
体
で
あ
る
こ
と
を
や
め
、
主

体
に
な
る
、
と
の
主
肢
で
も
あ
る
。

わ
が
国
で
は
、
さ
し
あ
た
り
乳
幼
児

死
亡
率
ほ
ど
に
は
低
下
し
て
い
な
い
妊

産
婦
死
亡
率
の
改
善
、
堕
胎
罪
や
優
生

保
護
法
的
見
直
し
、
経
口
避
妊
薬
の
解

禁
な
ど
の
同
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア

y
プ
き

れ
そ
う
だ
。
ふ
、
え
る
性
感
染
痕
や
エ
イ

ズ
、
潜
夜
化
す
る
売
買
春
な
ど
も
課
題

と
し
て
あ
が
っ
て
お
り
、
思
春
期
前
後

の
性
教
育
か
ら
人
目
的
国
際
移
動
ま
で
、

討
論
の
内
容
は
幅
が
広
か
っ
た
。

こ
ん
ど
の
会
議
で
は
、
非
政
府
組
織

(
N
G
O
)
的
役
割
も
強
調
さ
れ
た
。

当
初
、
非
公
開
の
予
定
だ
っ
た
賢
人
会

議
が
公
開
聞
と
な
っ
た
の
も
、
こ
の
ほ
と

発
足
し
た
「
女
性
と
健
康
、
不
ツ
ト
ワ

1

7
L
な
ど
市
民
グ
ル
ー
プ
の
声
に
よ
る

も
の
と
い
う
。
サ
デ
ィ
ク
局
長
ら
は
、

カ
イ
ロ
会
議
で
も

N
G
0
7
ォ

ラ

ム

に
よ
る
盛
り
上
が
り
を
期
待
し
て
い
る
。

し
か
し
テ

7

が
あ
ま
り
拡
散
し
な
い

よ
う
、
十
分
に
絞
り
込
ん
だ
話
し
合
い

で
成
果
を
あ
げ
る
べ
き
だ
。

高
齢
化
に
つ
い
て
の
議
論
も
あ
っ
た
。

出
生
率
的
低
下
が
著
し
い
日
本
や
一
人

っ
子
政
策
的
中
闘
で
は
特
に
そ
の
急
ピ

ソ
チ
ぶ
り
が
憂
慮
さ
れ
る
。
出
産
や
家

族
に
関
す
る
選
択
は
、
あ
く
ま
で
そ
の

園
、
夫
婦
、
な
か
ん
ず
く
女
性
的
意
思

に
よ
る
も
の
だ
が
、
産
み
た
く
て
も
産

め
な
い
状
況
の
改
善
も
肝
要
な
こ
と
は

当
然
で
あ
る
。

(
日
本
経
済
新
聞一
九
九
四
・
ニ
・
ご
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120億ドル

策
・
対

口

ズ

人

イ
で

エ

米ロH

途上国に
人
口
・
エ
イ
ズ
問
題
の
解
決
に
向
け

て
一
九
九
期
二

0
0
0年
度
内
七
年

間
に
日
米
両
国
が
総
額
約
百
二
十
億
J

を
途
上
国
援
助
に
充
て
る
|
十
…
日
に

ワ
ン
ン
ト
ン
で
行
わ
れ
る
日
米
首
脳
会

談
で
、
細
川
護
照
首
相
と
ク
リ
ン
ト
ン

大
統
領
は

1

地
球
的
展
望
に
立
っ
た
日

米
協
力
L

と
し
て
、
こ
、
フ
し
た
方
針
を

表
明
す
る
こ
と
が
三
日
明
ら
か
に
な
っ

た。
こ
の
人
口
・
エ
イ
ズ
対
策
は
、
日
米

包
括
経
済
協
議
の
枠
内
で
計
画
さ
れ
て

い
る
も
の
で
、
日
本
の
拠
出
額
は
三
1
1

億
J
以
上
、
米
国
約
九
十
億
J
。
日
由
連

人
口
基
金
へ
の
拠
出
増
の
ほ
か
、
人
口
・

家
族
計
画
へ
の
協
力
、
エ
イ
ズ
問
題
の

教
育
・
普
及
、
研
究
に
振
り
向
け
る
。

日
本
側
の
人
口
問
題
へ
の
対
処
で
は
、

家
族
計
画
指
導
セ
ミ
ナ
ー
や
コ
ン
ド

i

にゅうす，3，ぉーらむ

ム
的
配
布
な
ど
の
直
接
的
な
協
力
に
加

え
、
幼
児
死
亡
率
の
低
下
、
識
字
率
の

向
上
、
女
性
の
社
会
的
地
位
向
上
な
ど

に
つ
な
が
る
保
険
・
医
療
、
恭
礎
教
育

な
ど
へ
の
間
接
的
協
力
を
充
実
さ
せ
る
。

エ
イ
ズ
問
題
で
は
、
治
療
法
が
確
立
し

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
①
予
防
に
関
す

る
教
育
・
普
及
②
検
査
技
術
的
移
転
③

エ
イ
ズ
に
関
す
る
調
査
・
研
究
へ
の
協

力
ー
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

(
産
経
新
開
一
九
九
回
二
了
四
)

女
性
の
健
一
藤
、
幅
広
い
視
野
で

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
を
ま
と
め
て

ワ
プ
ロ
グ
ク
テ
ィ
ブ
・
へ
ん
ス
(
性

と
生
殖
に
隠
す
る
健
康
)
。
今
年
九
月
、

カ
イ
ロ
で
行
わ
れ
る
凶
速
の
出
際
人
口

開
発
会
議
会
」
前
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
で

こ
の
言
葉
が
語
ら
れ
て
い
る
。
子
供
を

産
む
・
産
ま
な
い
の
選
択
権
に
と
ど
ま

ら
ず
、
女
性
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
自
分

の
健
康
を
主
体
的
に
確
保
す
る
こ
と
を

目
指
そ
う
と
い
、
フ
概
念
。
国
内
で
も
女

性
た
ち
の

N
G
O
(
非
政
府
組
織
)
が

結
成
き
れ
、
新
し
い
視
点
で
人
口
政
策

や
社
会
保
障
制
度
を
見
詰
め
直
そ
、
フ
と

い
占
動
き
が
始
ま
っ
た
。

賢
人
会
議
で
提
言

カ
イ
ロ
の
医
際
人
口
・
開
発
会
議
に

先
駆
け
、
一
月
末
に
世
界
の
人
口
問
題

の
権
威
が
集
ま
り
寸
人
口
と
開
発
に
関

す
る
賢
人
会
議
」
が
東
京
で
開
か
れ
た
。

こ
の
会
議
に
参
加
し
た
お
茶
の
水
女
子

大
学
教
授
・
原
ひ
ろ
子
さ
ん
は
「
発
展

途
上
留
め
人
口
爆
発
と
、
先
進
出
の
山
山

生
率
低
下
。
一
見
逆
の
現
象
の
よ
、
7
で

す
が
、
女
性
的
健
康
を
と
り
ま
く
社
会

環
境
が
未
繋
備
と
い
う
点
で
は
共
通
な

の
で
す
L

と
主
張
す
る
。

原
さ
ん
は
、
カ
イ
ロ
会
議
に
日
本
女

性
の
声
を
届
け
よ
う
と
こ
の
ほ
ど
結
成

さ
れ
た
寸
似
カ
イ
ロ
国
際
人
口
・
開
発

会
議
女
性
と
健
康
、
不
y
ト
ワ
!
ク
」

発
起
人
の
一
人
。
妊
娠
・
出
産
に
限
ら

れ
が
ち
だ
っ
た
従
来
的
「
女
性
の
健
康
し

の
概
念
を
否
定
し
、
月
経
、
避
妊
、
中

絶
、
不
妊
、
子
育
て
、
更
年
期
障
害
、

性
感
染
症
な
と
き
ま
さ
ま
な
側
頭
を
ト

ー
タ
ル
に
と
ら
、
え
た
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

プ
・
ヘ
ル
ス
の
概
念
的
普
及
に
努
め
て

い
る
。河
ネ
ソ
ト
ワ

i
ク
は
一
月
中
旬
、
女

性
的
寸
い
つ
、
だ
れ
と
、
何
人
産
む
か

決
め
る
権
利
」
を
行
使
で
き
る
よ
う
な

法
制
度
的
整
備
、
育
児
休
暇
や
保
育
施

設
と
い
っ
た
社
会
保
障
の
充
実
な
ど
を

求
め
た
提
言
を
ま

E
め
、
賢
人
会
議
に

提
出
し
た
。

優
性
保
護
法
廃
止
も

メ
ン
バ
ー
の
数
は
二
百
人
に
達
し
、

カ
イ
ロ
会
議
へ
の
参
加
を
求
め
運
動
中

だ
。
「
山
山
生
率
的
低
下
が
続
く
今
、
戦

争
中
の
『
康
め
よ
増
や
せ
よ
』
政
策
が

復
活
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
子
供
を
産

ま
な
い
女
性
的
選
択
を
尊
重
す
る
…
方

で
、
産
め
な
い
女
性
の
健
康
、
高
齢
者

や
障
害
者
の
生
摘
に
関
す
る
健
康
的
保

持
も
訴
え
た
い
L

と
原
さ
ん
。

同
ネ
ソ
ト
ワ

1
7
の
母
体
的
一
つ
は
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ヤ
ン
ゾ
ン
柳
沢
由

美
子
き
ん
、
弁
護
士
の
金
住
典
子
さ
ん

ら
十
人
で
つ
く
る
寸
グ
ル
プ
・
女
の

人
権
と
性
、
八
三
年
か
ら
、
女
性
の
出

産
に
関
す
る
選
択
の
自
由
を
求
的
、
堕

胎
罪
係
性
保
護
法
の
廃
止
を
主
仮
し

て
き
た
。

メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
、
社
団
法
人
日
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本
家
族
計
画
連
盟
事
務
局
次
長
の
芦
野

由
利
子
さ
ん
は
「
出
生
率
低
下
を
経
済

的
危
機

E
し
て
心
配
す
る
人
は
多
い
が
、

女
性
の
健
康
や
意
向
を
無
祝
し
た
成
長

を
続
け
る
方
が
お
か
し
い
。
子
供
を
産

み
育
て
や
す
い
潔
境
づ
く
り
を
優
先
し

て
ほ
し
い
し
と
話
す
。

彼
女
た
ち
の
主
張
に
疑
問
を
呈
す
る

人
も
い
る
。
「
今
図
的
人
口
会
議
で
女

性
た
ち
が
自
己
主
張
を
し
た
の
は
初
め

て
だ
し
、
リ
プ
ロ
タ
ク
テ
ィ
プ
・
へ
ん

ス
の
概
念
が
普
及
し
た
こ
と
は
良
い
こ

と
だ
と
思
う
。
し
か
し
、
途
上
国
的
人

世
界
の
人

口
爆
発
的
問
問
題
が
地
球
規
模
で
あ
る
の

に
対
し
、
日
本
の
女
性
た
ち
の
主
張
は

ミ
ク
口
的
る
開
閉
じ
レ
ベ
ル
で
論
じ
る
の

は
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

L
E
厚

生
省
人
口
問
題
研
究
所
所
長
・
間
内
藤
誠

氏。

性
の
情
報
不
足
も

た
だ
、
女
性
的
生
き
方
的
多
際
化
や

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
変
化
を
背
景
に
、

女
性
の
健
康
の
定
義
が
「
母
子
保
健
L

に
収
ま
ら
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
は

事
尖
だ
。
厚
生
省
で
も
、
九
二
年
に
民

ロ
政
策
の
柱
に

リ
ブ
ロ
タ
ク
テ
ィ

7
・
へ
ん
ス
の
概

念
は
背
界
の
人
口
政
策
の
大
き
な
柱
に

な
っ
て
い
る
。
「
人
口
と
開
発
に
関
す

る
賢
人
会
議
L

で
総
択
き
れ
た
東
京
吉

一
一
百
で
は
、
「
リ
プ
ロ
タ
ク
テ
ィ
ブ
へ

ん
ス
と
家
族
計
画
」
に
関
す
る
寅
一
叫
一
日
が

全
六
十
二
項
目
中
の

1
四
項
尽
を
占
め

た。
世
界
中
で
「
妊
娠
・
出
産
に
関
連
し
、

毎
年
五
十
万
人
的
女
位
が
死
亡
し
て
い

る
¥
年
間
五
千
万
か
ら
六

T
万
件
的
中

絶
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
二
十
万
人
的

女
性
が
死
亡
し
て
い
る
¥
一
億
-
一
千
万

組
の
夫
婦
が
安
全
で
効
果
的
な
避
妊
の

手
段
を
利
用
で
き
な
い
で
い
る

LI--。

こ
ん
な
現
状
的
指
摘
と
並
び
、
す
べ
て

の
個
人
、
夫
婦
が
子
供
向
数
や
出
産
間

隔
を
自
由
に
決
め
る
権
利
を
持
つ
こ
と
、

家
族
計
磁
の
情
報
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・

サ
ー
ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
こ
と
な

ど
を
求
め
て
い
る
。

女
性
的
地
位
的
向
上
が
不
可
欠
と
い

う
意
見
も
、
会
議
で
繰
り
返
し
表
明
さ

れ
た
。
多
く
の
国
々
で
女
性
が
差
別
を

受
け
て
お
り
、
情
報
、
教
育
、
医
療
な

ど
の
享
受
が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

た
め
出
産
の
問
潟
や
産
む
子
供
の
数
を

自
由
に
選
択
で
き
ず
、
結
果
的
に
母
子

間
的
研
究
者
を
募
り
、
「
リ
フ
ロ
タ
ク
テ

ィ
プ
・
ヘ
ル
ス
研
究
班
L

を
設
置
。
働

く
女
性
的
母
性
保
健
や
思
春
期
に
お
け

る
性
行
動
な
ど
、
四
つ
の
テ
|

7

を
設

け
て
三
年
が
か
り
の
研
究
を
進
め
て
い

ヲ令。
7

ザ
リ
ン
グ
研
究
所
代
表
的
竹
永

和
子
さ
ん
は
、
更
年
期
的
保
健
問
題
を

テ
!
?
に
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
た
。

「
妊
娠
し
て
い
る
と
思
わ
れ
た
く
な
い

と
か
、
内
診
台
に
上
が
る
時
的
屈
辱
感

な
ど
を
理
由
に
、
産
婦
人
科
に
行
く
こ

と
に
抵
抗
を
感
じ
る
女
性
は
予
想
以
上

の
健
康
を
損
な
っ
て
い
る
。
女
性
が
自

ら
の
健
康
を
守
り
、
主
体
と
な
っ
て
こ

れ
ら
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
主

張
だ
。ー
統
計
上
の
数
字
を
減
ら
す
こ
と
だ

け
を
目
的
に
し
て
い
た
、
七

O
年
か
ら

八
0
年
代
に
か
け
て
の
政
府
の
押
し
付

け
型
的
人
口
政
策
に
強
い
反
省
が
生
ま

れ
て
い
る
。
家
族
計
画
も
、
個
人
的
健

康
状
態
や
ニ
!
ズ
に
合
わ
せ
、
適
切
な

情
報
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
形
に
変

わ
り
つ
つ
あ
る
L

。
阿
藤
氏
は
こ
う
説
明

す
る
。

に
多
か
う
た
。
自
分
的
性
を
真
正
面
か

ら
見
詰
め
よ
う
と
し
な
い
傾
'M
門
は
、
続

的
育
て
方
や
、
き
ち
ん

E
し
た
性
情
報

の
不
足
が
、
原
因
し
て
い
る
の
で
し
ょ

、
つ
ノ
」

c竹
永
さ
ん
は
、
女
性
が
自
分
自
身
の

健
康
を
も
っ
と
主
体
的
に
考
え
、
オ
ー

プ
ン
に
語
れ
る
場
を
つ
く
る
こ
と
を
提

案
す
る
。

も
ち
ろ
ん
女
性
問
も
、
自
分
の
健
康

を
管
理
す
る
努
力
を
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
日
本
婦
人
会
議
中
央
本
部
議
長

の
津
和
慶
子
さ
ん
に
よ
る
と
、
同
事
務

局
に
は
寸
良
い
病
院
を
紹
介
し
て
ほ
し

い
¥
了
白
筋
し
ゅ
を
切
れ
と
い
わ
れ
た

が
信
用
し
て
い
い
か
L

と
い
、
7
他
人
頼

み
の
相
談
が
相
次
い
で
い
る
。
「
本
来

な
ら
自
分
で
医
師
と
話
し
合
っ
て
納
得

向
上
で
決
断
す
べ
き
な
の
で
す
L
O

刷
出
際
人
口
・
防
発
会
議
の
テ

7

は

「
選
択
と
責
任
L

。
女
性
が
健
康
な
人
生

を
送
る
権
利
を
主
張
す
る
こ
と
と
、
意

思
決
定
が
で
き
る
だ
け
の
自
己
管
理
能

力
を
備
、
え
る
こ
と
。
こ
の
一
…
つ
が
そ
ろ

っ
て
こ
そ
、
真
の
リ
フ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・

ヘ
ル
ス
が
実
現
す
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

(
日
本
経
済
新
聞
一
九
九
四
・
ニ
・
七
)
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望
ま

2高
義齢
久義化

米喜子
重宏

筆

若

者

と

随間
同
述
は
六
十
五
歳
以
上
町
人
口
の
総

合
が
七
%
以
上
の
出
を
老
齢
化
人
口
固

と
し
て
い
る
が
、
日
本
は
一
九
七

O
年

に
そ
の
レ
ベ
ル
を
超
、
ぇ
、
こ
れ
が
一
例

%
に
達
す
る
の
に
二
十
六
年
し
か
か
か

ら
な
い
そ
う
だ
。
日
本
の
高
齢
化
の
特

徴
は
、
そ
の
ス
ピ
ー
ド
が
諸
外
凶
聞
に
比

べ
て
著
し
く
速
い
こ
と
と
、
七
寸
五
歳

以
上
の
高
齢
者
の
増
加
率
が
高
い
こ
と

だ
と
い
う
。

こ
う
し
た
い
わ
ば
超
高
齢
化
社
会
的

到
来
を
目
前
に
控
え
て
、
い
ま
の
若
者

た
ち
は
ど
ん
な
受
け
止
め
方
を
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
ま
た
二
十
一

世
紀
の
子
ど
も
た
ち
は
ど
ん
な
環
境
内

ド
に
育
つ
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

大
変
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
。
と
か
く
高

齢
化
時
代
と
い
う
と
す
ぐ
老
人
福
制
的

問
題
だ
け
を
対
象
に
し
が
ち
だ
が
、
若

い
人
的
気
持
ち
を
置
き
去
り
に
し
て
は

い
け
な
い
。
こ
れ
か
ら
人
口
の
減
少
す

る
中
で
匿
の
経
済
を
発
展
き
せ
、
老
人

の
増
え
る
社
会
を
支
、
え
て
い
く
と
い
う

重
荷
を
背
負
っ
て
い
る
若
者
た
ち
で
あ

にゅうすふぉーらむ

子

化

1
親
ど
子
の
関
係
を
新
し
い
見
方
で
捉
え
る

建

る
。
抱
負
も
あ
れ
ば
不
満
も
あ
ろ
う
。

若
者
た
ち
と
そ
れ
ら
を
掘
り
下
げ
て
論

議
し
納
得
の
い
く
結
論
を
共
有
す
る
こ

と
が
、
こ
れ
か
ら
の
国
民
生
活
の
ビ
ジ

ョ
ン
の
形
成
や
、
近
々
に
実
施
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
税
制
改
革
な
ど
の
社
会
の
仕

組
み
の
変
革
に
対
す
る
国
民
的
合
意
の

成
立
の
た
め
に
、
欠
か
せ
な
い
手
続
き

で
あ
ろ
、
ヲ
。

若
い
人
的
中
に
は
ま
だ
そ
ん
な
こ
と

は
与
え
て
い
な
い
と
い
う
向
き
も
少
な

く
な
い
。
…
方
、
高
齢
者
の
中
に
も
働

け
る
簡
は
働
き
た
い
と
い
う
意
欲
お
う

感
な
人
も
た
く
さ
ん
い
る
。
そ
の
点
で

本

少

罰「
綾
子
友
達
時
代
」
，、

二
O
五
O
年

二

O
九
四
年

一二

O
O
年

九
、
五
五
四
万
人

六、

O
三
四
万
人

五
、
六
六
八
万
人

は
生
き
が
い
を
感
じ
な
が
ら
年
齢
相
応

の
勤
労
が
で
き
る
よ
う
な
職
場
の
開
拓

や
、
高
齢
者
向
社
会
経
験
の
積
極
的
な

活
用
を
も
っ
と
凶
る
べ
き
だ
し
、
仕
事

に
よ
っ
て
は
告
い
人
に
は
遠
慮
し
て
も

ら
う
よ
う
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
も
必
要
か

も
し
れ
な
い
。

そ
れ
に
し
て
も
高
齢
化
と
は
寿
命
的

延
び
と
出
生
率
的
低
下
町
結
果
で
あ
る

が
、
山
山
生
率
の
低
下
に
は
も
っ
と
関
心

を
高
め
た
い
。
こ
の
社
会
現
象
の
背
景

に
は
住
宅
事
情
や
教
育
費
の
高
勝
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
事
情
が
あ
る
と
思
う
が
、

生
ま
れ
る
子
が
少
な
い
ほ
ど
凶
闘
の
活
力

は
衰
え
る
し
、
将
来
そ
の
子
た
ち
が
背

負
う
社
会
的
負
仰
は
重
く
な
る
。

(
日
産
自
動
車
会
長
)

(
日
本
経
済
新
聞
一
九
九
四
・
ニ
・
十
七
)

と

家

庭

少
々
経
っ
ぽ
い
計
算
だ
が
、
厚
生
省

が
一
九
九
二
年
六
月
に
発
表
し
た
、
前

年
内
合
計
特
殊
出
生
率
一
・
五
三
が
続

く
と
す
る
と
、
百
年
後
、
日
本
町
人
口

は
半
分
に
な
る
。

昨
年
一
年
間
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん

は
、
初
め
て
月
平
均
十
万
人
を
下
回
り
、

戦
後
最
低
が
ま
た
更
新
さ
れ
た
。
女
性

が
…
生
の
う
ち
に
産
む
子
供
の
数
の
平

均
で
あ
る
合
計
特
殊
出
生
率
が
一
・
五

七
に
な
っ
た
と
大
騒
ぎ
し
た
の
は
、
三

年
前
の
こ
と
。

九

三

年

は

一

五

O
を
割
る
の
が
確

実
と
な
っ
た
(
厚
生
省
人
口
動
態
統
計

年
間
推
計
)
。
し
か
し
、
年
々
下
が
る
数

字
に
私
た
ち
は
も
う
笹
川
か
な
く
な
っ
て

いヲ令。戦
後
、
日
本
人
が
追
い
続
け
た
盟
か

さ
の
中
で
、
女
性
は
知
識
や
経
済
力
を

持
ち
、
人
生
に
お
い
て
寸
欲
し
い
も
の
L

を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の

一
方
で
、
子
供
の
放
置
付
け
が
大
き
く

変
わ
っ
た
よ
う
に
目
見
え
る
。
子
供
を
育

て
る
よ
り
、
自
由
な
時
間
や
お
金
を
選

択
し
た

D
I
N
K
S
(
ダ
ブ
ル
・
イ
ン

カ
ム
/
|
・
キ
ッ
ズ

1
子
供
向
い
な

い
共
働
き
夫
婦
)
。
結
婚
の
わ
ず
ら
わ
し

さ
よ
り
一
人
の
自
由
を
選
択
し
た
ン
ン

ク
ル
族
も
パ
プ
ル
経
済
時
代
の
象
徴
的

な
寸
ト
レ
ン
ド
L

で
あ
る
。

E
こ
ろ
が
、
パ
プ
ル
に
陰
り
が
見
え

始
的
、
や
が
て
崩
壊
す
る
九

0
年
代
に

入
り
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
や

C
M
で
も
、

家
族
を
テ

1
7
に
し
た
も
の
が
多
く
な
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っ
た
。
日
本
総
合
愛
育
研
究
所
内
母
子

保
健
研
究
部
、
加
藤
忠
明
さ
ん
ら
も
出

生
率
低
下
に
つ
い
て
ま
と
め
た
九
二
年

度
内
研
究
報
告
の
中
で
、
ぷ
一
民
気
に
低
迷

傾
向
が
見
ら
れ
始
め
た
今
、
家
庭
や
子

育
て
へ
目
を
向
け
出
す
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
L

と
予
測
し
て
い
る
。
し
か
し
、

親
と
子
は
均
友
達
4

時
代
に
な
り
つ
つ

あ
る
。子

供
は
「
生
産
財
」
か
ら

「
消
費
財
」

，、

現
代
肉
親
子
関
係
を
与
え
て
み
よ
、
フ
n

f
供
た
ち
は
、
も
は
や
昔
の
よ
う
に

家
や
家
業
を
継
ぐ
寸
生
産
財
」
で
は
な

い
〈
さ
ら
に
老
後
的
世
話
な
ど
、
あ
ま

り
当
て
に
で
き
な
い
。
む
し
ろ
教
育
費
、

住
宅
費
な
ど
、
経
済
的
負
担
が
大
き
い

「
消
費
財
し
に
変
わ
っ
て
い
る
。

な
ら
ば
、

F
供
を
な
ぜ
必
要
と
す
る

の
か
?
答
、
え
は
1

川

i
ナ

と

し

て
し
し
か
見
当
た
ら
な
い
。

子
供
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
寸
親
L

と

い
う
♂
傘
し
の
も
と
で
社
会
と
の
か
か

わ
り
を
持
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
「
傘
」

の
役
割
が
ど
ん
ど
ん
小
さ
く
な
っ
て
い

9
6
0
 毎
日
新
聞
の
生
活
家
庭
面
で
は
新
年

企
磁
と
し
て
、
二
十
一
世
紀
の
社
会
を

担
う
今
の
子
供
た
ち
を
追
っ
た

知
り
わ
ら
し

1
1
2
世
紀
の
オ
・
ト
・

ナ
た
ち
し
を
連
載
し
た
。
そ
こ
に
見
、
え

る
の
は
、
情
報
社
会
的
中
で
大
人
と
同

じ
、
い
や
そ
れ
以
上
の
情
報
量
を
持
つ

子
供
た
ち
だ
っ
た
。
大
人
、
子
供
と
い

う
境
界
線
を
ど
う
引
く
の
か
が
、
難
し

く
な
っ
て
い
る
。

ど
う
し
て
も
親
子
関
係
が
対
等
に
近

く
な
る
。
子
供
は
「
結
婚
し
た
ら
当
然

産
み
、
育
て
る
し
も
の
か
ら
、
「
共
に
楽

し
む
川

l
ト
ナ

i
し
と
し
て
、
意
識
的

に
産
む
と
い
、
フ
選
択
を
す
る
時
代
に
な

っ
て
い
る
の
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
女
性
的

中
に
は
子
供
を
産
み
、
育
て
た
い
と
い

う
良
然
な
欲
求
は
あ
る
。
だ
が
、
あ
く

ま
で
経
済
伏
態
を
号
、
正
、
県
か
な
生
活

が
損
な
わ
れ
な
い
範
岡
山
で
、
と
い
う
ァ
庄
L

が
つ
く
。

経
団
連
の
外
郭
団
体
で
あ
る
経
済
広

報
セ
ン
タ
ー
が
「
百
年
後
の
家
族
」
と

い
う
一
ア

1
7
で
立
性
二
百
人
を
対
象
に

行
っ
た
調
査
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
左
、

「
家
制
度
L

が
崩
壊
し
自
由
な
関
係
に

変
わ
っ
て
い
く
と
予
想
し
た
人
が
多
い
。

当
然
、
人
と
の
暮
ら
し
方
も
従
来
的

J
払
族
」
の
枠
を
超
え
る
。
す
で
に
夫

婦
別
姓
や
別
居
結
婚
、
同
性
同
士
な
ど

の
カ
ソ
プ
ル
、
ま
た
気
の

A
Rノ
他
人
間

ー
モ
ノ

土
が
一
緒
に
暮
ら
す
な
ど
、
こ
れ
ま
で

の
よ
う
に
血
縁
だ
け
に
縛
ら
れ
な
い
形

が
出
て
い
る
。
離
婚
件
数
も
十
九
万
件

近
く
と
、
年
々
増
加
を
続
け
て
い
る
ご

九
九
三
年
)
。
自
分
が
最
も
心
地
良
い

関
係
を
選
び
取
る
こ
と
が
出
来
る
社
会

に
、
よ
り
近
づ
い
て
い
る
と
言
え
る
だ

ろ、フ。そ
れ
は
、
制
度
に
縛
ら
れ
な
い
だ
け

に
気
ま
ぐ
れ
で
、
も
ろ
い
面
も
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。
た
が
、
自
分
の
選
択
に

責
任
を
持
つ
な
ら
ば
、
人
間
凶
上
の
よ

り
深
い
結
び
付
き
を
期
待
す
る
こ
と
も

で
き
る
。

子
育
て
後
の
時
照
は
長
い
ο

自
分
の

人
生
の
充
実
を
考
、
え
た
ら
、
「
消
費
財
い

で
あ
る
子
供
へ
い
つ
ま
で
も
投
資
し
て

い
て
は
合
わ
な
い
。
結
局
、
裁
は
子
に

H
十
く
自
立
を
ボ
め
、
そ
れ
が
続
的
価
値

と
も
一
致
す
れ
ば
支
援
を
続
け
る
が
、

そ
う
で
な
け
れ
ば
「
さ
よ
う
な
ら
L

。
財

産
を
譲
る
の
も
タ
ダ
で
な
く
、
有
償
で
、

と
い
っ
た
ド
ラ
イ
主
親
子
関
係
が
当
た

り
前
に
な
る
の
て
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

(
毎
日
新
聞

一
九
九
邸
・
ニ
・
十
八
)

中
国
・
農
村
の
「
貧
困
絶
滅
」
宣
言

都

市

部

と

の

収

入

格

差

8
倍

【
香
港
問

R
I相
馬
勝
】
中
国
内
陸

部
内
農
民
収
入
と
都
市
住
民
的
収
入
の

格
差
が
八
倍
に
上
っ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
る
な
ど
、
収
入
絡
差
が
深
刻

化
し
農
民
の
不
満
が
大
き
く
な
っ
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
江
沢
民
中
国
共
産
党

総
書
記
や
李
鶴
首
相
が
こ
の
ほ
ど
、
地

方
視
察
で
「
貧
困
絶
滅
」
宣
言
を
行
う

な
ど
、
格
差
是
正
に
本
腰
を
入
れ
て
い

る
。
…
方
で
農
村
部
内
公
安
施
設
を
増

設
、
公
安
要
員
の
増
加
を
決
定
し
、
件

年
来
的
農
民
暴
動
的
再
発
と
い
、
7
不
洲

町
事
態
に
備
、
え
て
い
る
。

中
国
各
地
で
は
中
国
長
大
の
祭
日
で

あ
る
春
節
(
旧
正
月

1
十
日
)
前
後
、

各
地
で
、
述
日
百
万
人
規
模
的
人
口
移

動
が
ノ
れ
わ
れ
た
。
特
に
南
部
広
東
省
や

上
海
な
ど
沿
海
部
市
か
ら
四
川
市
宮
な
ど

の
内
陸
部
へ
の
人
口
移
動
か
目
立
っ
て

い
る
。
平
均
収
入
が
少
な
い
内
陸
部
の

出
身
者
が
広
東
省
な
ど
沿
海
部
町
工
業

都
市
で
働
い
て
い
る
た
め
。
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中
部
は
百
六
十
九
。
西
部
地
区
農
民
の

収
入
は
都
市
部
住
民
的
八
分
の
一
だ
。

都
市
住
民
の
収
入
の
伸
び
が
年
間
一

二
%
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
農
民
の
場

合
は
二
%
で
、
収
入
格
差
は
年
々
拡
大

す
る
一

H
。

寸
改
革
・
開

波
路
線
の
推

進
に
よ
っ
て
、

格
差
が
一
層

拡
大
し
て
い

る
」
(
香
港

内
経
済
専
門

家
)
状
態
だ
U

中
国
指
導

部
は
同
年
米
、

格
差
の
拡
大

傾
向
是
正
の

た
め
に
、
農

業
対
策
や
内

陸
部
内
産
業

振
興
策
を
打

ち
出
し
て
き

た
。
五
子
同
情
首

相
も
八
日
、

視
察
を
終
、
え

た
広
東
省
で
、

同
省
幹
部
に

対
し
、
「
広

中
立
系
香
港
紙
「
中
国
時
報
L

が
中

国
当
局
の
内
部
資
料
と
し
て
伝
、
え
た
と

こ
ろ
で
は
、
沿
海
部
と
中
部
、
西
部
内

農
民
的
収
入
は
商
部
農
民
的
収
入
を
百

と
す
る
と
、
沿
海
部
は
三
百
四
十
九
、

! 中聞の地域別生産比較1m卯前三九三三j二I

にゅうす，3，ぉーらむ

東
省
の
経
済
発
展
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
、

貧
困
地
帯
の
民
衆
的
生
活
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
し
と
指
摘
、
貧
困
の
解
消
を

強
調
し
た
。
江
沢
民
党
総
書
記
も
一
月

下
旬
か
ら
六
日
間
、
内
陸
部
山
両
省
を

視
察
し
、
「
農
村
の
発
展
と
安
定
こ
そ

が
、
中
国
全
体
的
発
展
、
と
安
定
的
カ
キ

で
あ
る
。
今
後
六
年
以
内
に
、
絶
対
的

貧
困
を
解
消
す
る
し
と
述
べ
て
、
農
業

対
策
に
本
腰
を
入
れ
る
姿
勢
を
改
め
て

示
し
た
G

た
カ

香
港
で
は
、

九
億
人
も
の
人

口
を
抱
、
え
る
農
村
部
の
改
革
が
失
敗
す

れ
ば
、
寸
政
治
闘
争
に
発
展
し
、
大
き

な
混
乱
を
生
む
こ
と
は
必
至
L

(

外
交

筋
)
と
指
摘
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
出

期
玉
・
公
安
省
次
官
は
親
中
国
系
香
港

誌
寸
紫
荊
L

最
新
号
と
の
会
見
で
、
「
農

村
部
に
お
け
る
公
安
派
出
所
を
増
や
し
、

讐
備
を
強
化
す
る
L

と
述
べ
て
、
混
乱

発
生
防

d
の
準
備
を
行
っ
て
い
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

(
産
経
新
聞

一
九
九
限
・
ニ
・
一
七
)

農
村
と
都
市
の
二
本
立
て
戸
籍
制
度
を
改
革

農
民
の
都
市
流
入
の
追
認

i
中
国

i

【
北
京
引

R
I荒
井
利
明
】
中
悶
政

府
は
こ
円
ほ
ど
、
労
働
力
の
適
正
配
置

の
観
点
か
ら
、
農
村
と
都
市
と
を
分
け

隔
て
て
い
る
二
本
立
て
の
戸
籍
制
度
の

改
革
に
乗
り
出
し
た
。

農
村
の
余
剰
労
働
力
を
地
万
小
都
市

に
吸
収
し
、
第
二
、
第
三
次
産
業
を
発

展
さ
せ
る
小
都
市
開
発
戦
略
に
恭
づ
く

改
革
で
、
ま
ず
地
方
の
小
都
市
左
農
村

の
問
で
の
区
別
が
取
り
除
か
れ
る
。
し

か
し
、
年
間
約
千
七
百
万
人
と
い
う
人

口
増
が
続
く
中
で
、
都
市
へ
の
人
口
圧

力
的
湖
町
校
、
農
業
保
血
ハ
な
ど
課
題
は
多

く
、
試
行
錯
誤
し
つ
つ
の
改
革
と
な
り

そ
う
だ
G

戸
籍
改
革
は
一
両
で
既
成
事
尖
の
追

認
で
あ
る
。
農
村
の
労
働
力
は
現
在
阿

倍
五
千
万
人
だ
が
、
農
業
に
必
要
な
の

は
せ
い
ぜ
い
二
億
人
。
残
り
の
二
億
五

千
万
人
は
余
剰
労
働
力
で
、
そ
の
7
ち

一
億
一
千
六
百
万
人
が
す
で
に
士
地
を

離
れ
、
労
働
者
と
し
て
郷
鎮
企
業
(
農

村
企
業
)
や
都
市
で
働
い
て
い
る
。

農
民
の
一
部
は
戸
籍
の
な
い
ま
ま
都
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市
に
尉
住
し
て
お
り
、
戸
籍

E
実
態
と

が
合
致
し
な
く
な
っ
て
い
る
。

戸
籍
な
き
農
民
の
都
市
流
入
は
、
都

市
の
ス
ラ
ム
化
、
犯
罪
増
加
な
ど
の
社

会
問
題
を
生
み
出
し
て
い
る
。
ま
た
、

一
部
内
地
方
都
市
で
は
違
法
に
都
市
戸

籍
が
売
買
さ
れ
、
全
国
で
三
百
万
の
農

民
が
鱗
入
、
総
額
は
二
百
五
十
億
元
(
一

一
死
は
約
十
三
円
)
に
達
し
た
と
い
わ
れ

る
。
こ
う
し
た
問
題
の
畑
山
本
解
決
策
も

戸
籍
改
革
以
外
に
は
な
い
。

五
0
年
代
に
凝
立
き
れ
た
現
行
の
戸

籍
制
度
は
、
食
糧
配
給
制
度
と
表
裏
一

体
の
関
係
に
あ
り
、
そ
れ
は
農
民
を
土

地
に
縛
り
つ
け
て
食
糧
生
産
を
確
保
し
、

都
市
住
民
を
対
象
に
し
た
食
糧
配
給
制

度
を
維
持
す
る
た
め
だ
っ
た
。

だ
が
、
改
革
に
伴
っ
て
、
ほ
ぼ
全
問
問

で
食
糧
配
給
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
食
組
閣

価
格
が
自
由
化
さ
れ
た
。
農
民
内
部
市

へ
の
移
住
を
禁
じ
て
い
る
二
本
立
て
戸

籍
は
、
今
や
都
市
化
、
工
業
化
的
流
れ

を
束
縛
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

今
剖
の
改
革
で
は
、
人
口
圧
力
に
悩

む
北
京
や
上
海
を
始
め
と
す
る
大
中

都
市
に
つ
い
て
は
都
市
戸
絡
が
維
持
さ

れ
る
。
た
た
、
農
村
か
ら
都
市
へ
の
人

口
流
入
の
緩
和
は
、
都
市
部
へ
の
全
体

的
な
人
口
圧
力
的
増
大
、
農
業
軽
視
の

向
の
増
進
を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
。

と
り
わ
け
低
収
入
を
理
由
に
耕
作
を

放
棄
す
る
農
民
的
続
出
現
象
に
待
っ
た

を
か
け
、
食
糧
生
産
の
増
大
を
確
保
す

る
た
め
の
農
業
政
策
が
具
体
化
さ
れ
な

け
れ
ば
、
最
高
実
力
者
、
部
小
平
氏
の

中国

「九

0
年
代
に
経
済
問
題
が
起
き
る
と

す
れ
ば
農
業
だ
し
と
す
る
予
言
が
現
実

と
な
る
。

(
読
売
新
聞

一
九
九
四
・
二
・
ニ
ニ
)

内
陸
か
ら
沿
海
へ
出
稼
ぎ
者
の
洪
水

i
駅

や

鉄

道

パ

ク

寸

前

i

{
香
港

naun中
津
幸
久
】
春
節
(
旧

正
月
)
が
明
け
た
中
国
で
、
内
陸
か
ら

沿
海
地
方
へ
出
稼
ぎ
に
山
山
る
農
民
的
ラ

ツ
ン
ュ
が
続
い
て
い
る
。
経
済
の
高
度

成
長
が
呼
び
水
と
な
り
、
今
年
は
空
前

の
規
模
で
、
各
駅
や
鉄
道
は
パ
ン
ク
す

前
。
死
者
五
十
人
を
超
、
え
る
将
棋
倒
し

ゃ
交
通
事
故
が
頻
発
す
る
事
態
と
な
っ

て
い
る
。
一
部
で
は
軍
も
投
入
さ
れ
、

各
地
で
秩
序
維
持
が
濁
ら
れ
て
い
る
v

こ
の
大
移
動
は
か
つ
て
の
つ
盲
流
し

か
ら
最
近
は
「
民
主
潮
し
と
呼
ば
れ
る

が
、
三
つ
の
経
済
特
区
を
抱
、
え
る
最
大

の
集
中
池
・
広
東
省
広
川
駅
で
は
、
一

日
の
乗
降
容
が
十
九
日
、
二
十
万
人
を

突
破
、
同
日
ま
で
の
利
用
者
が
百
万
人

を
超
え
て
史
上
最
高
を
記
録
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
湖
南
省
衡
揚
駅
で
十

ン

五
日
、
群
衆
が
将
棋
倒
し
と
な
り
、
五

す
-
一
人
が
死
亡
、
七
十
人
が
負
傷
す
る

惨
事
が
起
き
た
。

直
ち
に
朱
柏
崎
基
・
副
首
相
ら
が
現
地

を
視
察
、
中
央
が
半
故
を
重
視
し
て
い

る
姿
勢
を
示
し
た
。
凶
駅
は
内
陸
か
ら

広
州
、
上
海
な
ど
へ
の
分
岐
点
で
大
勢

の
乗
客
で
あ
ふ
れ
返
っ
て
い
た
と
こ
ろ

へ
、
一
度
に
二
便
分
的
乗
客
を
ホ

l
ム

に
入
れ
た
な
ど
の
人
為
的
事
故
と
み
ら

れ
、
開
肌
長
を
解
任
、
運
輸
責
任
者
を
逮

捕
す
る
異
例
の
厳
し
い
処
分
と
な
っ
た
。

ま
た
、
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
で
は
、

す
し
詰
め
状
態
的
列
車
か
ら
来
客
が
飛

び
降
り
、
三
人
が
死
亡
、
六
人
が
負
傷
・

行
方
不
明
。
広
東
省
で
は
農
民
を
運
ぶ

車
の
大
事
紋
が
二
十
件
起
き
、
少
な
く

と
も
三

i
人
が
死
亡
し
た
。

民
工
識
は
、
二
寸
六
目
的
週
末
に
か

け
て
ピ

i
ク
を
迎
え
る
と
み
ら
れ
て
い

る
。
広
川
駅
の
乗
降
客
は
一

B
2
一
十
万

人
に
到
達
す
る
と
見
込
ま
れ
、
省
政
府

は
人
民
解
紋
軍
、
武
装
警
察
隊
の
出
動

を
要
請
、
混
乱
的
発
生
に
備
え
、
警
戒

を
強
め
て
い
る
。

(
読
売
新
聞

一
九
九
四
・
二
二
三
一
)

国

離農深刻

農業従事者4億人

から2億人に半減

中
【
北
京
日
日
M
M
聯
合
報
特
約
}
劉
江
・

中
悶
農
業
相
は
卜
二
日
、
北
京
で
記
者

会
見
し
、
中
図
的
農
村
人
口
四
億
五
千

万
人
町
、
7
ち
、
ほ
ほ
半
数
に
当
た
る
約

二
億
人
が
離
農
し
、
農
業
従
事
者
が
半

減
し
た
苧
了
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

都
農
業
相
に
よ
る
と
、
農
業
人
口
円

五
千
万
人
が
地
一
応
の
非
農
業
機
関
に
勤

め
て
い
る
ほ
か
、
約
二
千
万
人
が
中
国

南
部
地
域
を
中
心
に
季
節
労
働
に
携
わ

り
、
約
一
億
二
千
三
百
万
人
が
地
冗
の

郷
鎮
企
業
(
町
・
村
営
企
業
)
で
働
い
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て
い
る
。
ま
た
、
離
農
し
、
郷
鎮
企
業

に
勤
め
る
農
民
は
毎
年
、
六
白
万
人
に

及
ん
で
お
り
、
離
農
人
口
は
ま
す
ま
す

増
、
え
そ
、
7
だ。

(
産
経
新
鶴

一
九
九
四
・
=
一
・
一
回
)

人
口
・

3
分
の

1
に
減
ら
な
い
と
:

一
0
0年
に
は
飢
餓
な
ど
蔓
延

【
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

M
a
l西
山

彰
彦
】
米
コ

i
ネ
ル
大
学
の
テ
ィ
ピ
ソ

ド
・
ピ
メ
ン
テ
ル
博
土
ら
の
グ
ル
ー
プ

は

ご

二

O
O年
に
世
界
的
人
口
が
現

在
的
約
三
分
の
一
で
あ
る
二
十
億
人
程

度
に
減
ら
な
い
と
、
人
々
は
現
在
の
生

活
水
準
を
保
つ
の
が
困
難
に
な
る
。
飢

餓
や
貧
困
、
病
気
が
蔓
延
(
ま
ん
、
え
ん
)

し
た
悲
惨
な
世
界
に
な
る
だ
ろ
う
」
と

の
試
持
結
果
を
ま
と
め
、
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
で
関
か
れ
た
全
米
科
学
振
興
協

会

(
A
A
A
S
)
年
次
総
会
で
発
表
し

た
。
現
在
、
世
界
の
人
口
は
約
五
十
五

億
人
で
、
一
一

O
二
五
年
に
八
十
四
億
人
、

一
二

O
O年
に
は
山
口
二
十
億
人
か
ら
百

五
十
億
人
に
達
す
る
と
推
定
さ
れ
て
い

Zω

。

にゅうす，3，ぉーらむ

ピ
メ
ン
テ
ル
博
士
は
食
物
や
エ
ネ
一
ル

キ
!
、
水
資
源
的
生
産
量
や
消
費
量
な

ど
を
考
慮
し
て
、
二
一

O
O年
に
世
界

の
人
々
が
現
点
的
米
国
人
の
平
均
的
な

暮
ら
し
を
維
持
で
き
る
人
口
を
計
算
し

た
と
こ
ろ
、
卜
億
人
か
ら
二
卜
億
人
に

な
っ
た
。

…
二

O
O年
ま
で
に
人
口
を
二
十
億

人
程
度
に
減
ら
す
た
め
に
は
、
寸
女
性
一

人
当
た
り
の
平
均
出
生
率
を
一
・
五
人

と
現
在
的
ド
イ
ツ
の
出
生
率
並
み
に
抑

制
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
と
ピ
メ
ン

新経済協議

「
地
球
的
協
力
」

日
米
、

日
米
新
経
済
協
議
の
物
別
れ
で
日
米

間
的
緊
慌
が
高
ま
る
な
か
、
両
国
政
府

に
よ
る
寸
地
球
的
展
望
に
立
っ
た
協
力
」

が
、
人
口
・
エ
イ
ズ
対
策
や
森
林
保
護
、

東
欧
の
環
境
改
善
支
援
な
ど
各
分
野
で

具
体
的
に
動
き
始
め
た
。

新
経
済
協
議
の
一
部
だ
が
、
「
地
球
的

協
力
し
は
着
々
と
進
ん
で
お
り
、
こ
の

テ
ル
博
士
は
分
析
し
て
い
る
。

国
連
の
調
査
で
は
現
在
、
各
照
的
出

生
率
は
米
国
が
平
均
二
・
一
人
、
ル
ワ

ン
タ
は
凶
八
・
五
人
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
は
六
・

m
出
入
、
ボ
リ
ヒ
ア
は
六
・
何

人
と
な
っ
て
い
る
。

ピ
メ
ン
テ
ル
博
土
は
「
出
生
率
を
抑

制
す
れ
ば
社
会
的
、
政
治
的
問
題
を
生

み
出
す
だ
ろ
う
が
、
二
一

O
O年
に
人

口
が
百
五
十
億
人
に
な
っ
た
時
に
起
き

る
経
済
、
社
会
、
政
治
上
の
混
乱
に
比

べ
れ
ば
、
た
い
し
た
問
題
で
は
な
い
L

と
述
べ
て
い
る
。

(
日
本
経
済
新
聞
一
九
九
四
・
ニ
・
二
五
)

は
若
々

緊

張

よ

そ

始

動

分
野
で
は
寸
成
熟
し
た
大
人
の
関
係
し

と
な
っ
て
い
る
。

「
地
球
的
協
力
L

は
、
新
経
済
協
議
で

自
動
車
・
自
動
車
部
品
な
ど
の
分
野
別

交
渉
、

7
7
ロ
経
済
政
策
と
抜
ん
で
一
二

本
柱
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
先
月

の
日
米
首
脳
会
設
で
も
、
協
力
す
る
こ

と
で
合
意
さ
れ
た
が
、
新
経
済
協
議
白

体
が
決
裂
し
た
た
め
、
予
定
し
て
い
た

共
同
行
動
計
画
的
発
表
は
見
送
ら
れ

た。
今
世
紀
末
ま
で
に
日
本
が
三
十
億
J
、

米
国
が
九
十
億
卜
一
を
拠
出
す
る
こ
と
で

合
意
し
て
い
る
人
口
・
エ
イ
丈
対
策
で

は
、
エ
イ
丈
蒸
礎
調
削
査
の
第
一
弾
と
し

て
今
週
か
ら
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
日
米

共
同
調
査
が
始
ま
っ
た
。
今
後
、
タ
イ

や
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
ケ
ニ
ア
で
の
共

同
競
売
が
予
a
註
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
米
出
闘
が
積
極
的
な
東
欧
地
域

内
環
境
改
善
支
援
で
は
、
日
本
が
十
億

ト
の
資
金
提
供
を
表
明
し
た
の
を
受
け

て
、
米
医
務
省
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
東
欧
支

援
調
務
官
が
こ
の
ほ
ど
来
日
し
、
日
米

両
国
で
対
象
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
選
定
作

業
に
人
っ
た
。
工
刀
、
森
林
保
全
で
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ス
ヒ
ソ
ク
米
軍
基
地
跡

地
の
槌
林
事
業
に
つ
い
て
、
現
地
で
活

動
し
て
い
る

W
W
F
(
世
界
自
然
保
護

恭
金
)
に
対
し
、
日
本
政
府
と
米
林
野

庁
が
そ
れ
ぞ
れ
小
規
模
資
金
援
助
を
行

う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

(
胡
朝
日
新
開

一
九
九
四
・
一
一
一
・

九
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'
m
日

m

m
一
ア
ジ
ア
人
口
事
情
祝
祭
団
派
遣
(
イ
ン
ド
タ
イ
イ
ン
ド
ネ
シ

i

n

T

、
フ
ィ
リ
ピ
ン
)

-
出
会
議
員
(
日
本

)
1岸
信
介
(
岱
長
)
、
田
中
龍
夫
、
八
回
貞

義
、
佐
藤
降
、
山
崎
竜
男
、
加
藤
シ
ズ
エ
、
河
部
昭
吾

・
そ
の
他

i
w
・
ド
レ

l
パ

l
、
J

・
タ
イ
デ
ィ
ン
グ
ス
、
花
村

仁
八
郎
、
{
日
庁
、

7

ス

コ

関

係

等

寸
I
P
U
列
国
議
会
同
盟
会
議
L

(

於
一
東
京
)

参
加
国
二
ハ
十
五
ヵ
国

1
0
佐
藤
隆
、
「
食
糧
と
人
口
問
題
」

寸
第
三
回
世
界
人
口
会
議
L

(

於
一
ブ
カ
レ
ス
ト
)
総
勢
郎
五

0
0人
1
斉
藤
邦
古
(
元
厚
生
大
臣
)
、
八
沼
貞
義
、
佐
藤
隆
、

堂
森
芳
夫
、
柏
原
ヤ
ス
、
中
沢
伊
登
子
他

『
食
糧
と
人
口
に
関
す
る
宣
言
b

日
出
述
式
典
(
於
一
国
連
本
部

宣
言
書
署
名
・
佐
藤
隆

。
八
月
及
び
十
一
月
の
世
界
人
口
・
食
糧
会
議
に
先
立
ち
、

各
国
政
府
に
現
実
的
立
つ
果
敢
な
諸
政
策
を
採
る
よ
う
要

請
す
る
五
項
目
か
ら
成
る
。

。
人
口
・
食
糧
問
題
解
決
の
為
、
医
速
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
と
る
こ
左
を
要
請
し
た
宣
言
文
。

『
国
襟
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
』
設
立
(
会
長
い
岸
信
介

)
l

衆
・
参
超
党
派
議
員
一
一
九
名
で
発
足
。
(
世
界
で
初
の
試
み
)

人
口

-
開
発
問
題
に
お
け
る

国
会
議
員
活
動
の
歩
み
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第
二
回
「

I
P
O
P
用
回
世
開
会
議
準
備
委
員
会
L
(

於
一
チ
ユ

日

本

側

参

加

者

佐

藤

隆

他

O
際
催
関
、

o
主
催
機
関
、
口
議
題
位
、

に
つ
い
て

寸
人
口
と
開
発
国
国
会
議
員

(
I
P
O
P
)
東
京
会
議
L

ー
第
二
四
国
際
会
議
準
備
会
議

参
加
国
一
米
、
英
、
加
、
西
独
、
イ
ン
ド
、
ス
リ
ラ
ン
力
、
メ
キ
シ
コ
、

ブ
ラ
ジ
ル
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
(
九
ヵ
国
間
十
名
)
、
日
本

(
十
名
)

。
運
営
委
員
メ
ン
バ
ー
箆
、
。
参
加
日
出
、

O
議
事
日
程
、

o
予
算

ン
ア

「
人
口
と
開
発
先
進
国
山
会
議
L
(

ロ
ン
ド
ン
ボ
ン
ベ
ル
リ
ン
)

参
加
国
.
日
、
米
、
英
、
加
、
西
独
(
五
ヵ
閉
山
・
十
六
名
)

日
本
側
佐
藤
降
、
和
田
耕
作
、
土
井
た
か
子

。
一
九
七
七
年
九
月
の
中
南
米
視
察
に
引
続
き
各
間
関
立
法
府
議

貝
へ
の
呼
び
か
け
。

。
隠
際
議
員
会
議
の
開
催
に
つ
い
て
討
誇

中
南
米
家
族
計
画
視
察
閉
山
(
メ
キ
ン
コ

ル
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
)

・
閉
会
議
員
(
八
名

)
1岸
信
介
(
閉
山
長
)
、
佐
藤
隆
、
住
栄
作
、

安
孫
子
藤
士
口
、
和
郎
耕
作
、
阿
部
昭
吾
、
福
岡
義
章
、
古

寺

宏

、

他

・
顧
問
団
(
十
六
名

)
1大
来
佐
武
郎
、
花
村
仁
八
郎
他

U
N
F
P
A
二
名
、
事
務
局
五
名

口
先
進
国
に
も
、
途
上
国
に
も
、
人
口
問
題
議
員
グ
ル
ー
プ
を

結
成
さ
せ
る
べ
く
、
各
国
立
法
府
議
員
に
呼
び
か
け
た
。

コ
ロ
ン
ビ
ア

ラ
イ
ス
・
バ
ン
ク
構
想
を
提
唱

ブ
一
フ
ジ
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寸
資
源
、
人
口
、
開
発
に
隠
す
る
ア
セ
ア
ン
国
会
議
員
代
表
者
会
議
L

(
於
日
夕
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
)

参
加
問
問
、
ン
ン
方
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

イ
ン
ド
、
不
シ
ア
(
五
ヵ
国
)

日
本
側
一
佐
藤
降
、
住
栄
作
、
丹
上
普
方

一
0
日
本
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
を
し
、
北
京
会
議
開
開
催

一
を
提
案
。
合
意
を
取
付
け
た
。

'
m印

8

・M
叫

1
9
・
1

79 

3 

寸
I
P
O
P
隠
際
会
議
L

(

於
一
ス
リ
ラ
ン
カ
)

参
加
国
・
六
十
四
ヵ
国
他
、
国
連
各
機
関
、

I
P
P
F
等

総

勢

五

五

O
名

日
本
側
い
岸
信
介
、
佐
藤
隆
、
石
本
茂
、
中
村
啓
一
、

柏
原
ヤ
ス

会
人
口
問
題
議
員
グ
ル
ー
プ
、
結
成
田
二
十
五
ヵ
医
を
超
、
え
る

に
到
っ
た
の
で
、

U
N
F
P
A
に
働
き
か
け
、
コ
ロ
ン
ボ
で

開
催
。
n

コ
ロ
ン
ボ
宮
A

言
。
探
択

1
こ
の
宣
言
に
よ
り
、
…
九
八
一

年
、
ア
フ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
の
各
大
陸
で
の
人

口
会
議
が
聞
か
れ
た
。

一
九
八
一
年
〈
七
月
〉
ケ
ニ
ヤ
の
ナ
イ
ロ
ビ
に
於
て
〈
十

月
〉
中
国
の
北
京
に
於
て
〈
十
二
月
〉
仏
、
ス
ト
ラ
ス
プ

ー
ル
に
於
て

一
九
八
二
年
〈
十
二
月
〉
ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

に

於

て

(

予

定

)

第
三
国
ゴ
1
p
o
p
国
際
会
議
準
備
委
員
会
」
(
於
ハ
メ
キ
シ
コ

日
本
側
参
加
者
一
佐
藤
隆
他

。
「
宣
言
し
の
草
案
作
成
、
。
会
議
規
定
、

。
日
程
此

81 

10 

30 27 

81 80 

2 11 

20 19 23 

日 加参国 委貝会 人口寸
0 ザイ 藤佐

O 参 委異ムE 人寸
会「
o ~人

本側 ( と 政i古加沼 ( 口と 地開{岸 方田・ 口と

於開発 目於開発
北京 開発

藤ft.本日 北万・ミ・ に
イ日

北京 ) に
デ本東早 に

鳥画け~' Jj(関T 4〉 の月 土M 悶中 ) 堅' への藤{主関す
i湖正 町 ギる 正る

住イ ア |イ ア
式な ~It アジン シ〆、， とコ のン ン、

栄作 ド ア ぞロ 題間ド ア

性員zf介!苦両会言
費会喜

グ〉ン

議男議員ゐ

ス ブボ ス
fd lj 

グ〉リ
オ宣 i外徐 ュノJtフ ロ言 U 

たン N ドン」カ
かカ アに D イコ 、
子 他 ツ蒸 P し、て7
U 第 プづ

) 

てレ 第 日

地五 N F 
務任を 地く

と
回 ア レノ 回

ム打中口、名 P 運 ド ア
運戸E雪~ A 営 と古或 ノ〈

寸
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
会
議
」

-
開
催
地
一
中
・
国
北
京
市
・
会
場
一
人
民
大
会
堂

ω日
本
側
出
席
者
団
長
福
田
起
夫
(
衆
・
白
)
、
佐
藤
世
間
(

H

)

、

住
栄
作
(
H
)
、
関
谷
勝
開
削
(
H
)
、
桜
井
新
(
H
)
、
栗
山
明
(
H
)
、

石
本
茂
(
参
:
目
)
、
田
代
由
紀
男
(
H
)
、
林
寛
子
(
H
)
、
井
上
普

方
(
衆
・
社
)
、
土
井
た
か
子
(
H
)
、
福
岡
義
登
(
H
)
、
川
本
敏
美

(
H
)
、
片
山
甚
市
(
参
・
社
)
、
荷
島
重
武
(
衆
・
公
)
、
柏
原
ヤ
ス

(
参
・
公
)
、
矢
迫
秀
彦
(
H
)
、
和
田
耕
作
(
衆
・
民
社
)
、
納
谷
道

二
参
・
民
社
)
、
山
口
敏
夫
(
衆
・
新
自
)
、
阿
部
昭
吾
(
衆
・
社
民

85 



目

白

・

3

81
9
 

回

2

・M
M

-A

ハU
A

U

-
P
Q
u
z
i
q
u
 

「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
艮
フ
ォ
ー
ラ
ム
暫
定
委
員
会
L

(
於
一
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
)

財
同
法
人
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会
創
立
台
北
京
会
議
時
の
第
三

回
運
営
委
員
会
に
於
て
、
発
議
さ
れ
た
「
ア
ジ
ア
議
員
7
ォ
i
ラ

ム
L

の
活
動
母
体
と
し
て
創
き
れ
た
。

理
事
長
ハ
閉
中
龍
夫
(
衆
議
院
議
員
自
民
党
総
務
会
長
)

副

理

事

長

一

佐

藤

際

(

H

自
民
党
副
幹
事
長
)

環

事

一

住

栄

作

(

H

自
民
党
総
務
局
長
)

一
花
村
仁
八
郊
(
経
関
連
副
会
長
)

日
前
回
福
三
郎
(
日
本
電
波
搭
嗣
聞
社
長
)

事
二
歳
出
慶
四
郎
(
側
家
族
計
画
国
際
協
力
財
団
事
務

局
長
)

位E
血

11 11 

「
人
口

E
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
会
議
第
三
函
連
常
委

員
会
し
(
北
京
会
議
最
終
日
同
地
に
て
)

連
)
・
秘
書
数
名
、
・
河
時
通
訳
二
一
名
、
・
事
務
局
三
名

ω・
議
長
彦
承
志
(
中
国
全
人
代
副
委
員
長
)
・
副
議
長
・
伎

藤
隆
他
五
名
、
・
司
会
一
隙
慕
華
(
中
国
副
総
四
時
)
、
・
起
草

委
員
.
住
栄
作
他
五
名

ω主
な
る
日
程

①
第
一
日
目
(
印
月
幻
H
)
O
福
間
一
応
首
相
の
特
別
講
演
、
。
福

田
元
首
相
、
国
連
平
和
賞
受
賞

②
第
二
日
目
(
悶
月
初
日
)
口
里
'
田
俊
夫
博
士
の
「
日
本
の
人
口

変
動
の
傾
向
と
展
望
」
講
演

③
第
二
一
日
目

(ω
月

m
R
)
O
住
代
議
士
に
よ
る
方
ン
ト
リ
ー

レ
ポ
ー
ト
発
表

@
最
終
日

(ω
月
初
日
)
口
北
京
宣
言
採
択

m

m

3

7

 

4
1
Q
U
 

2

2

!

 

'
Q
0
.
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4
r
d
 

{
'
k
d
 

ロ
・

8

2

'
t
 

t
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ブ
克
大
統
領
・
首
相
会
議
設
笈
委
員
会
」
(
於
一
ウ
ィ
ー
ン

7
プ
ル
グ
王
宮
)

ホ

ー
人
口
と
開
発
に
開
閉
す
る
ブ
ラ
ジ
ル
会
議
L

於
ブ
ラ
ジ
ル

参
加
国
西
半
球
諸
国
二
十
ヶ
国

議
題
.
西
半
球
諸
国
の
開
発
・
人
口
・
婦
人
の
地
位

-
F供

の
保
護
・
移
民
の
各
問
題
に
つ
い
て
。

宣
言
・
各
国
に
「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
園
内
議
員
委
員
会
L

を
形
成
し
、
議
題
と
し
て
と
り
あ
げ
た
諮
問
題
の
改

普
に
向
け
、
積
極
的
に
努
力
す
る
。

寸
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
一
回
準
備

運
営
委
員
会
」
(
於

7

ニ
ラ
)

参
加
国
一
日
本
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
ス
リ
ラ
ン
力
、
オ

l
ス
ト
ラ
リ

ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
他
U
N
D
P
、
U
N
F
P
A
等

議

長

い

佐

藤

隆

。
準
備
委
員
会
及
び
大
会
参
加
国
等
に
つ
い
て
(
準
備
運
営
委

員
会
役
員
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
加
わ
っ
た
)

参
加
国
六
ケ
問
一
中
田
山
、
日
本
、
マ
レ

i
ン
ア
、
ス
リ
ラ
ン

力
、
イ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

他
機
関
一

U
N
F
P
A
、
I
P
P
F
、
A
Y
C
P

日
本
側
一
佐
藤
隆
、
井
上
普
方
他
人
口
問
題
専
門
家

。
一
九
八
一
年
十
月
三
十
日
付
砂
北
京
宣
言
u
に
基
っ
き
「
〉

R
E

司
o
E
ヨ
丘
町
u

R

一日
B
O
P
S門戸自
ω
oロ
司
O百己
EHOロ
自
品

り
0
〈巴
O

甘ヨ
O
D
け
(
〉
司
苛
苛
ロ
)

H

人
口
と
際
発
に
関
す
る

ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
々
し
を
正
式
に
発
足
。

O
A
F
P
P
D
発
足
に
伴
い
、
こ
の
委
員
会
は
そ
の
ま
ま
A
F

p
p
D
第
一
回
運
営
委
員
会
と
な
っ
た
。

86 



日
M

・
7

・
7

'
t
 m

・
5

m
i
m
 

財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会
理
事
会

厚
生
、
外
務
、
農
林
水
産
三
省
共
管
認
可
法
人
に
拡
大
し
て
初

の
理
事
会
で
新
た
に
次
の
十
氏
が
理
事
に
就
任
。

〈
人
口
・
開
発
・
食
横
分
野
〉
里
'
回
俊
夫
(
日
大
人
口
研
究
所

顧
問
)
川
野
重
任
(
東
大
名
誉
教
授
)
小
林
和
正
(
日
大

人
口
研
究
所
教
授
)

〈
科
学
技
術
エ
ネ
ル
￥

l
・
資
源
分
野
v

本
多
健
一
(
京
大

工
学
部
教
授
)
森
一
久
(
日
本
原
子
力
産
業
会
議
専
務
理

事
)
武
凶
修
三
郎
(
東
海
大
工
学
部
教
授
)

〈
行
政
O
B
・
官
界
〉
内
村
良
英
(
元
農
林
事
務
次
官
)
翁

久
次
郎
(
元
一
厚
生
事
務
次
官
)
須
之
部
量
三
(
前
外
務
事

務
次
官
)

〈
経
済
界
〉
房
野
夏
明
経
同
連
総
務
部
長
)

瓦
大
統
領
・
首
相
会
議
執
行
委
員
会
(
於
日
東
京
)

出
席
二
稲
田
起
夫
元
首
相
、
ワ
ル
ト
ハ
イ
ム
前
国
連
事
務
総

長
、
ボ
レ
ロ
元
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
統
領

第
一
一
凶
本
会
議

h
W
年
口
月
中
旬
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
開
催
予
定

主
催
一
人
口
と
開
発
に
関
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ソ
テ
ィ

共
催
一
国
連
開
発
計
瓢

(
U
N
D
P
)

発
起
人
メ
ン

?
i
一
日
本
(
福
田
組
夫
元
首
相
)
オ

l
ス
ト
リ

ア
(
ワ
ル
ト
ハ
イ
ム
前
国
連
事
務
総
長
)
ル
ー
マ
ニ

ア

(
7
ネ
ス
ク
元
首
相
)
セ
ネ
ガ
ル
(
サ
ン
コ

i
ル

前
大
統
領
)
コ
ロ
ン
ビ
ア
(
パ
ス
ト
一
フ

i
ナ
・
ボ
レ

口
元
大
統
領
)
チ
ュ
ニ
ジ
ア
(
ヌ
イ
ラ
元
首
相
)

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
.
イ
ギ
リ
ス
・
ヒ

l
ス
元
首
相

第
一
固
執
行
委
員
会
一
回
年
5
月
東
京
で
開
催
予
定

本
会
議
一
初
年
秋
開
催
予
定

83 
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18 16 

83 
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「
一
五
大
統
領
・
首
相
会
議
第
一
回
総
会
L

於
一
ウ
ィ
!
ン
ホ

!
7
プ
ル
ダ
王
{
呂
)

主
催
一
人
口
と
開
発
に
関
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ソ
テ
ィ

共
催
一
関
連
開
発
計
閥

(
U
N
D
P
)

召
集
者
一
福
田
起
夫

議
長
一
ク
ル
ト
・
ワ
ル
ト
ハ
イ
ム
(
前
国
連
事
務
総
長
)

事
務
総
長
一
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
・
モ

l
ス

(
U
N
D
P
事
務

総
長
)

構
成
国
一
(
二
十
六
ヵ
国
)

O
B
本
(
福
田
組
夫
)
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
(
ク
ル
ト
・
ワ
ル
ト
ハ
イ

ム
)
、
カ
メ
ル
ン
(
ア
!
?
ソ
ド
ア
ヒ
ジ
ョ
)
、
イ
タ
リ
ア

(
ジ
ュ
リ
オ
ア
ン
ド
レ
オ
ソ
テ
ィ
)
、
ネ
パ

i
ル
(
キ
ル
テ
ィ
目

ニ
デ
ィ

l
目
ピ
ス
タ
)
、
イ
ギ
リ
ス
(
ジ
ェ
!
ム
ス
・
寺
ヤ
ラ

ハ
ン
)
、
フ
ラ
ン
ス
(
ジ
ヤ
ツ
ク
・
シ
ャ
パ
ン
・
デ
ル
7
)
、タ

イ
(
ク
リ
ア
ン
サ
ッ
ク
・
チ
ョ

7

ナ
ン
)
、
ザ
ン
ビ
ア

(
7
テ

ィ
ア
ス
・

7

イ
ン
ツ
ア
・
チ
ョ

l
ナ
)
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
(
イ
エ

ノ
・
ホ
ッ
タ
)
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

(
7
ル
コ
ム
・

7
レ
ー
ザ

ー
)
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
(
ア
ル
ト
ゥ
!
ロ
・

7
ロ
ン
デ
ン
ィ
)
、

O

ス
イ
ス
(
ク
ル
ト
・

7
ル
タ
一
フ

l
)
、
レ
バ
ノ
ン
(
セ
リ
ム
・

ホ
ス
)
、
ル
ー
マ
ニ
ア

(
7
ネ
ア
・

7

、
不
ス
キ
ュ
)
、
ジ
ャ
マ

イ
カ
(
ミ
ハ
エ
ル

7

ン
レ

l
)
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
(
ヘ
デ
ィ
!
・

ヌ
イ
ラ
)
、
ナ
イ
ジ
ェ
ワ
ア
(
オ
ル
セ
グ
ン
目
オ
パ
サ
ン
ジ
ョ
)
、

「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
二
回
準
備

運
営
委
員
会
」
(
於
・
バ
ン
コ
ク
)

参
加
国
一
日
本
、
中
也
、
イ
ン
ド
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

U
N
D
P

U
N
F
P
A
r
i
p
p
F
 

議

長

一

佐

藤

隆

O
大
会
参
加
国
等
に
つ
い
て

87 
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寸
人
口
と
開
発
に
開
閉
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
二
回
大
会
し

開
催
地
・
イ
ン
ド
・
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー

会
場
.
ビ
ギ
ャ
ン
・
パ
ワ
ン
(
出
際
会
議
場
)

参
加
者
一
三
十
一
ヵ
国
、
問
卜
七
機
関
、
二
百
九
十
七
名

ω日
本
側
出
席
者

名
誉
団
長

1
福
田
剖
夫
(
衆
・
自
)
、
防
長

i
佐
藤
隆

(
H
)
、

副
局
長

1
丹
上
普
方
(
衆
社
)
、
阿
部
昭
五
日
(
衆
・
社
民
連
)
、

矢
追
秀
彦
(
衆
・
公
)
、
安
孫
子
藤
吉
(
参
・
自
)
、
柄
谷
道
一

(
参
目
民
社
)
、
石
井
二
一
(
参
・
自
)
、
倉
田
寛
之

(
H
)
、

ω議
長
・
パ
ル
一
フ
ム
・
ジ
ャ
カ

l
ル
(
イ
ン
ド
沼
会
議
長
)

司

会

・

サ

ッ

ト

・

ポ

l
ル
・
ミ
ツ
タ
ル
(
ア
ジ
ア
7

ォ
ー
ラ
ム
事
務
総
長
)

起
草
委
員
石
井
二
一
他
五
名

「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
二
回
運
営

委
員
会
L

(

於
い
ニ
ュ

l
テ
リ

i
)

参
加
間
四
日
日
本
、
中
国
、
ス
リ
一
プ
ン
力
、
イ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア

議

長

一

佐

藤

隆

。
第
一
附
大
会
の
同
具
体
的
手
煩
及
び
大
会
以
降
の
展
開
に
つ
い

て
。
モ
ロ

y
コ
(
ア
ハ
メ

y
ド
・
オ
ス
7

ン
)
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
(
ミ

サ
ヱ
ル
・
パ
ス

i
一プ

i
ナ
・
ボ
レ
ロ
)
、
ベ
ネ
ズ
ェ
ラ
(
カ
ル

ロ
ス
・
ア
ン
ド
レ
ス
・
ベ
レ
)
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

(
7
リ
ア
・
ド
・

ル
ー
ル
ド
・
ピ
ン
タ
シ
ル
ゴ
)
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
(
ミ
チ
ャ
・

リ
ビ
チ
y
チ
)
、
西
ド
イ
ツ
(
へ
ん
ム

l
ト
・
シ
ュ
ミ
ッ
!
)
、

口
セ
ネ
ガ
ル
(
レ
オ
ポ
ル
ド
・
セ
ダ

l
ん
・
サ
ン
ゴ

i
ル
)
、
ス

ウ
ェ

i
デ
ン
(
才
一
フ
・
ウ
ル
ス
テ
ン
)

山
田
・

8

61'
4
 
ー

U
M

・
2

・
m

「
国
連
・
閉
山
際
人
口
会
議
L

(

於
.
メ
キ
シ
コ
)

参
加
固
い
百
四
十
九
ヵ
出

日
本
政
府
首
席
代
表
・
湯
川
宏
厚
生
政
務
次
官

日
本
政
府
顧
問
団

田
中
龍
夫
(
衆
・
白
)
、
佐
藤
隆
(
衆
・
自
)
、
水
田
稔
(
衆

・
社
)
、
水
井
孝
信
(
衆
・
社
)
、
矢
追
秀
彦
(
衆
国
公
)
、
納

谷
道
二
参
・
民
)
、
石
井
二
コ
参
・
白
)
、
旦
'
田
俊
夫
(
厚

生
省
人
口
問
題
審
議
会
委
員
)
、
安
川
正
形
(
厚
生
省
人
口
問

題
審
議
会
委
員
)

「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
各
国
代
表
者
会
議
」

参
加
国
一

A
F
P
P
D
公
式
参
加
国
(
十
六
ヵ
国
)
U
N
D
P

-
U
N
F
P
A
-
-
P
P
F
 

議

長

一

佐

藤

隆

O
A
F
P
P
D
活
動
方
針
と
展
望
、
今
後
円
活
動
計
画
に
つ
い

て ω主
な
る

R
程

①
第
一
日
目
(
二
月
十
七
日
)
福
田
起
夫
元
首
相
(
グ
ロ
|

パ
ル
・
コ
ミ
ソ
テ
ィ
会
長
)
・
歓
迎
投
拶
イ
ン
テ
ラ

・
ガ
ン
ジ
ー
イ
ン
ド
首
相
・
歓
迎
挨
拶
へ
ん
ム

ト
・
シ
ュ
ミ
ソ
ト
商
独
前
首
相
基
調
演
説

②
第
一
…
日
目
(
二
月
十
八
日
)
黒
田
俊
夫
博
士
寸
悶
家
開
発

政
策
|
|
人
口
と
開
発
の
新
次
元
」
講
演

③
第
三
一
日
目
(
…
一
月
十
九
日
)
ラ
ン
ジ
ソ
ト
・
ア
タ
パ
ト

ス
リ
ラ
ン
カ
厚
生
大
臣
ー
ス
リ
一
フ
ン
カ
・
住
民
参
加
し

講
演

@
最
終
日
ニ
ュ

l
テ
ワ

l
宣
言
保
択

88 
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寸
第
一
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
貝
代
表
者
会
議
L

(
於
東
京
・
外
務
省
国
際
会
議
室
)

主
催
一
財
閏
法
人
・
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会

(
A
P
D
A
)

出
席
者
一

O
日
本

l
福
由
起
夫
、
問
中
龍
夫
、
佐
藤
降
、
住
栄

作
、
関
谷
勝
樹
、
鹿
野
道
彦
、
桜
井
新
(
衆
・
自
民
)

安
孫
子
藤
吉
、
倉
田
寛
之
、
石
井
ゴ
ス
参
・
自
民
)

井
上
普
方
(
衆
・
社
会
)
、
矢
追
秀
彦
(
衆
・
公
明
)

高
桑
栄
松
(
参
・
公
明
)
、
塩
田
背
(
衆
・
民
社
)

柄
谷
道
一
(
参
・
民
社
)
、
阿
部
昭
吾
(
衆
・
社
民
連
)

O
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

i
B
・
J

・
7
y
ド
ラ
ッ
グ

。
中
医

1
許
議
新
、
何
理
良
、
。
イ
ン
ド

l
s
・
p

-
ミ
y
タ
l
ル
、
。
イ
ン
ド
、
不
シ
ア

I
7
ル
ト
ノ
移

住
大
原
、

o
韓
国
l
モ
l
イ
ム
キ
ン
、

0

7

レ
l

Y
7
1
ラ
!
?
オ
ス
7

ン
交
通
副
大
臣
、

O
ネ
パ

ー
ル

1
ド
口
ン
シ
ュ
ム
シ
ャ

l
ラ
ナ
、

O
フ
ィ

リ
ピ
ン
ー
カ
ル
メ
ン
シ

1
7

レ
イ
エ
ス
国
務
副
大

臣、

O
ス
リ
ラ
ン
カ

1
ラ
ン
ジ
ッ
ト
ア
タ
パ
ト
厚

生
大
臣
、

O
タ
イ
ー
ブ
ン
テ
ィ
ウ
ム
カ
マ
ピ
ラ
ド

運
翰
通
信
副
大
臣

寸
人
口
と
開
発
に
関
す
る
国
際
議
員
会
議
L

於
メ
キ
ン
コ

参
加
盟
一
六
十
ヵ
国

日
本
代
表
団

福
田
越
夫
(
衆
・
自
)
〈
G
C
P
P
D
議
長
〉
、
田
中
龍
夫
(

衆
白
)
、
佐
藤
隆
(
衆
・
白
)
〈
A
F
P
P
D
議
長
〉
、
水

間
稔
(
衆
・
社
)
、
永
井
孝
信
(
衆
・
社
)
、
矢
追
秀
彦
(
衆
・

公
)
、
柄
谷
道
二
参
・
民
)
、
石
井
一
二
(
参
・
自
)
、
三
塚

博
(
衆
・
自
)

日
程
一
第
一
日
目
(
二
月
五
日
)

開
会
式
I
A
P
D
A
理
事
長
・
田
中
龍
夫
挨
拶
内
閣
総
理
大

臣
・
中
曽
根
康
弘
(
山
崎
拓
内
部
官
房
副
長
ι
古
代
理
)
、
外
務

大
臣
・
安
依
背
太
郎
(
森
山
民
弓
外
務
政
務
次
官
代
理
)

財
団
法
人
日
本
船
舶
振
興
会
会
長
・
笹
川
良
一
(
潟
財
団
理

事
長
篠
国
雄
次
郎
代
理
)
が
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
人
口
と
開
発

に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
総
長
・

s
・
p
・

ミ
ッ
タ
!
ル
挨
拶
財
閏
法
人
・
日
本
総
舶
振
興
会
会
長

笹
川
良
一
(
二
月
五
日
夕
、

7

ツ
ヤ
サ
ロ
ン
で
贈
呈
)
、
国
連

人
口
活
動
基
金
事
務
局
長

R
・
サ
ラ
ス
に
感
謝
状
贈
呈
。

基
調
講
演
い
出
述
人
口
活
動
基
金
事
務
局
長

R
・
サ
ラ
ス

本
会
議
い

セ
ソ
シ
ョ
ン

I

一
フ
ン
ジ
ッ

l

ア
タ
パ
}
・
ス
リ
ラ
ン
カ

厚
生
大
臣
を
議
長
に
選
出

ぉ

t
y
シ
ョ
ン

H

間
同
題
提
起

中
国
人
口
恭
礎
調
査

l
黒
田
俊
夫
(
日
大
人
口
研
究
所
名

誉
所
長
)
、
小
林
和
正
(
日
大
人
口
研
究
所
教
授
)

イ
ン
ド
農
村
人
口

E
農
業
開
発
調
査

l
川
野
重
任
(
東
京

大
学
名
誉
教
授
)
、
大
内
穂
(
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
経
済
成

長
調
査
部
長
)

タ
イ
人
口
と
開
発
基
礎
調
査
・
社
会
福
祉
関
連
調
査

l
黒

田
俊
夫
(
日
大
人
口
研
究
所
名
誉
所
長
)
、
山
本
幹
夫
(
帝

京
大
客
員
教
授
・
総
合
保
健
研
究
所
長
)

日
本
の
人
口
転
換
と
農
村
開
発

1
照
時
陽
一
(
厚
生
省
人

口
問
題
研
究
所
長
)
、
阿
部
誠
(
厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所

人
口
資
質
部
長
)

日
本
的
農
業
・
農
村
開
発
と
人
口
そ
の
軌
跡
(
ス
ラ
イ
ド

第
二
日
目
(
二
月
六
日
)
セ
ッ
ン
ョ
ン

m
-
w
総
指
討
論

第
三
日
目
(
…
一
月
七
日
)
セ
ッ
シ
ョ
ン

V

閉
会
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「
第
二
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
L

(
於
一
東
京
・
経
団
連
国
際
会
議
場
)

主
催
日
財
団
法
人
・
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会

(
A
P
D
A
)

出
席
者
ハ

O
日
本

1
福
岡
越
夫
、
田
中
龍
夫
、
佐
藤
隆
、
住
栄

作
、
鹿
野
道
彦
、
彼
丹
新
(
衆
・
自
)
、
安
孫
子
藤

吉
、
林
寛
子
、
石
井
二
一
(
参
・
自
)
、
水
田
稔
、

土
井
た
か
子
(
衆
・
社
)
、
矢
追
秀
彦
(
衆
・
公
)
、

高
桑
栄
松
、
忠
山
山
啓
典
(
参
・
公
)
、
柄
谷
道
二
参

「
第
二
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
イ
ン
ド
議
員
会
議
し
(
於
ニ
ュ

i
デ
リ

i
国
際
会
議
場
)
・
参
加
者
数
一
約
四
百
名

。
日
本
か
ら
は
、
佐
藤
隆
議
員
(
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア

ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
議
長
)
が
、
開
会
式
に
来
賓
と
し
て

出
席
、
基
調
講
演
し
た
。

コ
花
大
統
領
首
相
会
議
第
三
間
総
会
L
(

於
一
パ
リ
国
際
会
議
場
L

・
名
誉
議
長
.
福
田
越
夫
元
首
相
、
-
議
長
一
ワ
ル
ト
ハ
イ
ム

前
国
連
事
務
総
長
、
-
事
務
総
長
一
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
・
モ

ー
ス

U
N
D
P
事
務
総
長
、
-
参
加
展
・
二
十
四
ヶ
因
。

。
そ
れ
ま
で
の
、
三
つ
の
主
要
課
題
に
加
、
正
、
人
口
問
題
が
取

り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
決
定
。

。
第
四
回
総
会
は
、
一
九
八
五
年
四
月
、
百
本
で
跨
催
き
れ
る

予
定
。

。
佐
藤
佳
代
議
士
(
人
口
と
開
発
に
関
す
る
世
界
委
員
会
常
任

理
事
)
が
、
特
別
講
演
を
行
な
い
、

O
B
サ
ミ
ソ
ト
で
人
類

の
生
存
と
平
和
を
脅
か
す
寸
人
口
問
題
」
を
取
り
あ
げ
る
よ

う
進
言
。
そ
の
結
果
、
主
要
課
題
の
一
つ
に
す
る
こ
と
を
決

定
。
人
口
問
題
に
関
す
る
タ
ス
ク
ブ
ォ

l
ス
を
組
織
し
、
主

幹
に
福
田
起
夫
元
首
相
が
就
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

-
民
)
、

o
中
国

l
何
理
良
、
口
イ
ン
ド
リ
S
・
p

-
ミ
ッ
タ
ー
ル
、

D
・
C
-
ジ
ャ
イ
ン
、

O
イ
ン
ド

ネ
シ
ア

1
7
ル
ト
ノ
移
住
大
臣
、
。
韓
国

1
ジ
ャ
ン

ス
ツ
ク
・
キ
ム
、

O
ス
リ
一
ア
ン
カ
ー
P
A
M
-
B
シ

リ
ル
県
大
臣
、

0
7イ
ー
ブ
ン
テ
イ
ウ
ム
・
カ
マ
ピ

一
フ
ド
運
稔
通
信
副
大
臣

日
程
一
第
一
日
目
(
三
月
三
日
)

開
会
式
(
司
会
・
林
寛
子

)
H
A
F
D
A
理
事
長
・
問
中
龍

夫
挨
拶
、
外
務
大
臣
・
安
倍
晋
太
郎
(
浦
野
然
興
外
務
政
務

次
官
代
理
)
挨
拶
、
関
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
会
長
・
福

田
越
夫
歓
迎
挨
拶
、
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ

ォ
ー
ラ
ム
事
務
総
長
・

s・
p
-
ミ
ソ
タ
!
ル
参
加
者
代
表
挨

拶
、
国
連
人
口
活
動
基
金
事
務
局
長
・

R
・
サ
ラ
ス
米
賓
挨
拶

本
会
議
一

セ
ア
ン
ョ
ン

1

住
栄
作
議
員
を
議
長
に
選
出
。

セ
ソ
シ
ョ
ン

1

1

・
2

問
題
提
起

中
国
人
口
家
族
計
爾
基
礎
調
査

1
黒
田
俊
夫
(
日
大
人
口

研
究
所
名
誉
所
長
)
、
小
林
和
正
(
日
大
人
口
研
究
所
教
授
)

イ
ン
ド
人
口
・
開
発
基
礎
調
査

l
媛
峨
座
晴
夫
(
早
稲
田

大
学
文
学
部
教
授
)

タ
イ
農
村
人
口
と
農
業
開
発
調
査

l
川
野
重
任
(
東
京
大

学
名
誉
教
授
)
、
原
洋
之
介
(
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所

助
教
授
)

バ
ン
コ
ク
の
人
口
都
市
化
と
生
活
環
境
・
折
田
初
調
査

1
黒

田
俊
夫
(
日
大
人
口
研
究
所
名
誉
所
長
)

ネ
パ
ル
人
口
家
族
計
画
基
礎
調
査

1
松
本
信
雄
(
東
京

慈
悲
会
医
科
大
学
教
授
)
、
大
内
穂
(
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

経
済
成
長
調
査
部
長
)

日
本
の
人
口
都
市
化
と
開
発

1
黒
田
俊
夫
(
自
大
人
口
研
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・
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I
 ー

ネ
パ

i
ル
人
口
事
情
視
察
議
員
団
派
遣

参
加
議
員
(
計
十
名

)
t福
田
起
夫
(
名
誉
団
長
)
、
田
中
龍
夫

(
団
長
)
、
佐
藤
隆
、
桜
井
新
、
金
子
み
つ
、
矢
迫
秀
彦
、
安

倍
基
雄
、
林
寛
子
、
石
井
一
二
、
高
桑
栄
松

O
ネ
パ
ー
ル
に
発
足
し
た
て
の
人
口
・
開
発
議
員
連
盟
等
と
の

会
議
も
行
な
わ
れ
た
。

寸
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
フ
リ
カ
国
会
議
員
会
議
」

開
催
地
.
ジ
ン
パ
ブ
エ
・
ハ
ラ
レ
市

参
加
国
三
十
九
ヶ
国

主
催
.
人
口
と
開
発
に
関
す
る
国
会
議
員
世
界
委
員
会
ジ
ン

パ
プ
エ
議
会

*
『
ハ
ラ
レ
宣
言
』
採
択

。
ア
フ
リ
カ
の
議
会
制
度
を
持
つ
国
は
三
十
六
ヶ
園
、
こ
の
内

三
十
一
ヶ
閣
と
議
会
制
度
を
持
た
ぬ
凶
八
ヶ
国
が
オ
ブ
ザ
ー

バ
と
し
て
参
加
し
た
が
、
こ
れ
は
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
過

去
梼
催
き
れ
た
議
員
会
議
の
中
で
最
大
規
模
の
も
の
。

究
所
名
誉
所
長
)
、
岡
崎
陽
一

長
)
日
本
の
都
市
化
と
人
口
(
ス
ラ
イ
ド
)

セ
ソ
シ
ョ
ン

I

3

討
議

第
二
日
目
(
三
月
凶
日
)

セ
ソ
シ
ョ
ン
日
(
議
長
・
住
栄
作
議
員

)
1各
国
力
ン
ト
ワ

レ
ポ
ー
ト
及
び
討
議

セ
ソ
ン
ョ
ン
服
(
議
長
佐
藤
隆
議
員
)
、
総
括
討
議

閉

会

式

第
三
日
目
(
三
月
五
日
)
都
内
視
察

厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所

U

2

n

 泊斗a
l
 2
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'

Q

0

1

1
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、，ヮ，

「
第
三
回
人
口
と
開
発
に
開
閉
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
L

(
於
一
バ
ン
コ
ク
・
タ
イ
閏
国
会
議
事
堂
エ
ス
カ
ソ
プ
会
議
場
)

主
催
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会

(
A
P
D
A
)

出
席
者

O
日
本

1
福
田
越
夫
、
佐
藤
隆
(
衆
・
自
)
、
林
寛

子
、
石
井
一
二
(
参
・
自
)
、
伊
藤
忠
治
(
衆
・
社
)
、

有
島
重
武
(
衆
・
公
)
、
阿
部
昭
五
口
(
衆
・
社
民
連
)
、

O
中間四

i
ヤ
ン
・
レ
ン
・
イ
ン
・
何
理
良
、
。
イ
ン

ド

H
5
・
P
ミ
ソ
タ
ー
ル
、

M
・
プ
一
フ
サ
ト
、

O
イ

ン
ド
ネ
ン

7
I
7
ル
ト
ノ
移
住
大
臣
、
。
韓
用
田

1
K
-

J

・
ド
ン
、
。
マ
レ
ー
シ
ア
M
M
R

・
オ
ス
7

ン
運
輸

「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
運
営
委
員
会
」

(
於
一
ジ
ャ
カ
ル
タ
)

参
加
国
一
日
本
、
中
園
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
イ
ン
ド
、
シ
リ
ア
、

イ
ン
ド
ネ
ン
ア
、
他
八
機
関

議
長
一
佐
藤
際
(
日
本
)

。
第
二
回
A
F
P
P
D
総
会
を
一
九
八
七
年
十
月
二

l
i
二
十

三
日
、
北
京
に
て
間
開
催
す
る
こ
と
を
正
式
に
決
定
。

「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
フ
リ
カ
議
員
カ
ウ
ン
シ
ル
」
発
足
会
議

開
催
地
ケ
ニ
ヤ
・
ナ
イ
ロ
ビ
市

参
加
閉
山
.
ア
フ
リ
カ
十
三
ヶ
用
問
、
他
五
ヶ
問
、
他
九
機
関

口
周
年
五
月
十
六
日
付
ジ
ン
パ
ブ
エ
に
て
採
択
さ
れ
た
「
ハ
ラ

レ
宣
言
L

に
基
き
、
ア
フ
リ
カ
地
域
に
お
け
る
各
国
倒
的
人
口

.
開
発
議
員
グ
ル
ー
プ
問
で
の
意
見
交
換
等
の
活
動
を
調
繋

・
促
進
、
ま
た
寸
ハ
ラ
レ
宣
言
」
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
等
の
た

め
同
カ
ウ
ン
ン
ル
を
正
式
に
発
足
し
た
も
の
。

初
代
議
長
に
は
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
ジ
ャ
ン
・
ル
イ
・
一
フ
7

ン
ド
ラ
イ
ア
リ
ソ
ア
氏
が
就
任
。
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部
大
盟
、
口
、
ネ
ケ
i
ル
1

D

5

・
ラ
ナ
、

P
・
B

-
サ
ポ
コ
夕
、
。
ン
リ
ア

H
H
・
サ
デ
イ
ソ
ク
、
。
ス

リ
一
ア
ン
カ
ー
U

B

・
ウ
ィ
ジ
ェ
ク
ン
(
ジ
ャ

7

ナ
自
治
大
臣
)
、

0
7
イ
1
ブ
ラ
ソ
ソ
プ
・

R
、
M
-
L
-

ト
リ
ド
ン
コ
ス
、

D
・
V
-
ビ
!
ウ
|
ン
・

0
、
プ

ア
ン
グ
ル
ト
・

W
、
プ
|
ン
ス
ク
・

L

自
在
一
第
一
日
目
(
二
月
二
十
三
日
)

開
会
式
(
於
タ
イ
国
会
議
事
堂
会
議
場

)
1開
会
内
辞
・
ウ

ク
リ
ソ
ト
・

M
(
タ
イ
同
国
会
議
長
)
、
主
催
者
挨
拶
・
佐
藤

隆
(
A
P
D
A
副
理
事
長
)
、
米
賓
挨
拶
・

J

・
5
・
ン
ン
(
サ

ラ
ス

U
N
F
P
A
事
務
局
長
・
代
理
)
、
米
寅
挨
拶
・
福
田
起

犬
(
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
会
長
)
、
主
催
国
挨
拶
・
プ

プ
ソ
ソ
プ
・

R
(
タ
イ
国
人
口
問
題
議
貝
懇
談
会
会
長
)

本
会
議
一

セ
ソ
ン
ョ
ン

I

問
題
提
起
目
質
疑
応
答
(
於
・
エ
ス
カ
y

プ
・
会
議
場
)

イ
ン
ド
、
不
シ
ア
人
口
・
開
発
基
礎
調
査

1
黒
田
俊
夫
(
日

大
人
口
研
究
所
名
誉
所
長
)
、
イ
ン
ド
ネ
ン
ア
農
村
人
口

と
農
業
開
発
謁
査

1
原
洋
之
介
(
東
大
東
洋
文
化
研
究
所

助
教
授
)
、
タ
イ
付
落
レ
ベ
ル
で
の
人
口
と
開
発

1
ミ
ヅ

チ
守
イ
・

V
(
P
C
D
P
事
務
局
長
)

第
二
日
目
(
二
月
二

f
四
日
)

セ
ア
ン
ョ
ン

I
1
2

問
題
提
起
・
質
疑
応
答
(
於
エ
ス

カ
ソ
フ
会
議
場
)

現
在
及
び
将
来
の
開
発
計
画
に
関
す
る
年
齢
構
造
変
動
的

政
策
的
合
意
H

ニ
ボ
ン
・
デ
バ
パ
ル
ヤ
(
エ
ス
ム
ゲ
ッ
フ
人
口

部
部
長
)
、
日
本
の
労
働
力
人
口
と
開
発

l
里
問
俊
夫
(
日

大
人
口
研
究
所
名
誉
所
長
)
、
日
本
の
産
業
発
展
と
人
口

(
ス
ラ
イ
ド
目
制
作
A
P
D
A
)

'
W剖
・

9

n
F
D
 

1
 2
 

ー
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
7
ォ
!
日
ブ
ム
第
二
回
大
会
」

開
催
地
い
中
国
・
北
京
市

会
場
・
人
民
大
会
堂
、
克
也
問
ホ
テ
ル
国
際
会
議
場

参
加
者
・
二
十
九
ヶ
国
、
十
六
機
関
.
約
二
白
名

ω日
本
代
表
出
席
議
員

名
誉
団
長
・
福
田
起
夫
(
衆
・
自
)
、
団
長
・
佐
藤
隆
(
H
)
、

谷
津
義
男
(

H

)

、
林
寛
子
(
参
・
白
)
、
田
代
市
紀
男
(

H

)

、

石
井
一
一
三
H
)
、
副
団
長
・
井
上
普
方
(
衆
・
社
)
、
城
地
豊

可
(
H
)
、
有
島
霊
式
(
衆
・
公
)
、
矢
追
秀
彦
(
H
)
、
高
桑
栄

怯
(
参
・
公
)
、
三
治
重
信
(
参
・
民
社
)
、
阿
部
昭
五
口
(
衆
・

社
民
連
)
、

ω議
長

・

佐

藤

隆

(

日

本

)

副
議
長
拐
克
賓
(
中
国
)
、

P
-
一
フ
タ
ナ
コ

i
ン
(
タ
イ
)

M
-
チ
ョ
ド
ゥ
リ

l
(
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
)

起
草
委
員
・

G

・
S
-
ヤ
ジ
ャ
ン
(
イ
ン
ド
)
、
ツ
ァ
ン
・
ツ

オ
ン
グ
リ
(
中
国
)
、
矢
追
秀
彦
(
日
本
)
、

L
-

ラ
モ
ス
・
ン
ャ
ハ
ニ
(
フ
ィ
リ
ピ
ン

)
B
・
ク
y

幻

2

・M
拍

t
3
q
δ
-
q
L
 

ネ
パ

l
ル
人
口
開
発
議
連
訪
日
議
員
団
受
人

罰
長
1

D

S

・
ラ
ナ
議
員
(
不
川
ル
人
日
開
発
議
連

会
長
)
、

P
・
D
-
サ
プ
コ
タ
議
員
(
同
メ
ン
川
|
)
、

R
目
D

・
パ
ン
ト
同
家
人
口
委
員
会
経
済
顧
問

。
淳
生
省
等
的
地
設
見
学
を
行
い
、
日
本
的
人
口
事
情
を
視
祭

し
併
せ
て
凶
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
メ
ン
バ
ー
と
懇
談
を

f

ね
っ
た
。

セ
ソ
ン
ョ
ン

H
I
/
2
1各
出
力
ン
ト
リ
レ
ボ

l
l発

表
お
よ
び
討
議
、
総
括
討
議

閉
会
式

92 



日目 87 

3 2 日

1 29 29 26 

寸
第
四
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
L

(
於
一
ク
ア
ラ
ル
ン
フ
ル
・
マ
レ
ー
シ
ア
国
国
会
議
事
堂
パ
ン

パ
ン
ィ
フ
イ
ソ
ク
ホ
テ
ル
・
ボ
ー
ル
ル
l
ム
B
)

主
催
日
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会
(
A
P
D
A
)

共
催
マ
レ
ー
シ
ア
人
口
・
資
源
・
開
発
議
員
連
盟

出
席
者

O

日
本
1
田
中
龍
夫
(
衆
・
自
)
、
林
寛
子
、
石
井
一

二
(
参
目
白
)
、
坂
ト
富
夫
(
衆
・
社
)
、
有
島
重
武
(
衆

・
公
)
、
一
二
治
重
信
(
参
・
民
社
)
、

O
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
H
U
B
-
J
・
ク
ソ
ド
一
フ
y
夕、

0
中
国
1
印
刷
克
実

。
イ
ン
ド
l
J
-
R
・
ク
プ
夕
、

o
韓
国
l
k
・
J

中
国
人
口
事
情
視
察
議
員
団
派
遣
(
山
東
省
)

団
長
・
有
島
重
武
(
衆
・
公
)
、
谷
津
義
男
(
衆
・

8
)、
城
地

豊
司
(
衆
・
社
)
、
高
桑
栄
松
(
参
・
公
)
、
三
治
重
信

(
参
・
民
社
)
、
他
、
随
行
7
名

。
中
国
・
凶
家
計
画
生
育
委
員
会

E
の
協
力
で
、
山
東
省
に
て

実
施
き
れ
て
い
る
家
族
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
視
察
。

ド
ラ
ソ
ク
(
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
)

ω主
な
る
日
程

①
照
会
式
H
H
*
越
紫
陽
・
中
国
首
根
、
他
の
挨
拶
。
*
福
田

越
夫
日
本
国
一
応
首
相
仰
の
基
調
講
演
。

②
セ
ソ
ン
ョ
ン
1
①
ア
ジ
ア
の
人
口
と
間
開
発
、
②
ア
ジ
ア
の

保
健
サ
ピ
ス
・
家
族
計
岡
、
③
都
市
化
、
④
ア
ジ

ア
の
人
口
と
食
糧
、
⑤
人
口
高
鈴
化

③
A
F
P
P
D
北
京
宣
言
掠
択

④
A
F
P
P
D
規
約
採
択

⑤
A
F
P
P
D
役
貝
改
選

(
9
ヶ
包
)

*
議
長
に
は
佐
藤
隆
議
員
(
日
本
)
が
-
再
任
さ
れ
た

「一一…

メ
ン

日
程
一
第
一
日
目
(
二
月
二
十
九
日
)

間
会
式
(
於
マ
レ
!
ン
ア
国
会
議
事
堂
会
議
場
)
l
主
催
者

挨
拶
田
中
龍
夫
(
A
F
D
A
理
事
長
)
、
共
催
者
挨
拶
・
A

.
ハ
ダ
ウ
ィ

(
7
レ
!
ン
ア
人
口
・
資
源
・
開
発
議
員
連
盟

会
長
)
、
来
賓
挨
拶
・
羽
克
賓
(
A
F
P
P
D
副
議
長
)
、
来
賓

挨
拶
・
J
・
5
・
シ
ン
(
N
・
サ
テ
ィ
y
ク
U
N
F
P
A
事

務
局
長
・
代
理
)
、
主
催
国
後
拶
・
モ
ハ
メ
ソ
ド
・
ザ
ヒ
l
ル

(
7
レ
シ
ア
国
下
院
議
長
)

本
会
議
一

セ
ソ
ン
ョ
ン
I
1
問
題
提
起
質
疑
応
答
(
於
一
パ
ン

ハ
シ
ィ

7
f
y
ク
ホ
テ
ル
・
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
日
)

中
国
l
人
口
・
開
発
基
礎
調
盆
1
黒
田
俊
夫
(
日
本
大
学

人
口
研
究
所
名
誉
所
長
)
、
中
国
農
村
人
口
と
農
業
開
発

調
奈
1
演
下
武
志
(
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
助
教
授
)
、

マ
レ
ー
シ
ア
|
都
市
化
・
人
口
移
動
・
開
発
l
k
・
サ
レ

イ
(
マ
レ
l
y
ア
経
済
研
究
所
所
長
)
、
マ
レ
ー
シ
ア
l
農

業
と
農
村
開
発
l
k
・
カ
チ
ャ
(
農
業
大
学
副
総
長
)
、
ア

ジ
ア
諸
国
内
人
口
と
農
業
政
策
I
G
目
。
・
ネ
ス
(
ミ
シ

-
ド
ン
グ

O
ネ
パ
l
ル
l
p
-
B
ン
ャ
ヒ
口

ニ
ュ
l
ジ
ラ
ン
ド

i
S
目
デ
ィ
ビ
ス

O

シ
ン
が
ポ

ー
ル
1
5
・
サ
ニ
フ
、

O
ス
リ
ラ
ン
カ
I
R
・

7
7

パ
ト
、
口
、
ン
リ
ア
H
H
G
・

7
ヤ
ラ
、

0
7
イ
M
M

フ
ラ

ソ
ソ
フ
・
R
、
チ
ュ
ム
サ
イ
・
H
、

0

7

レ
!
ン
ア

H
H
A
目
H
-
A
・
パ
ダ
ウ
ィ
、
p
・
H
ラ

i
7
・

オ
ス
マ
ン
、
A
・
H
-
イ
プ
ラ
ヒ
ム
、
Z
-
A
・
ジ

ン
、
M
・
ザ
カ
リ
了
、
I
・
M
サ
イ
ド
、
Z
M

-
ハ
ッ
サ
ン
、
A
-
R
・
ベ
ィ
カ
、

s
・

5

ス

プ
ラ
7

ニ
ア
ム
、
M
T
・
イ
ス
7

エ

ル

C

J
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∞∞・

7

・
1

『
ア
ジ
ア
人
口
ぬ
億
人
的

B
』
(
於
一
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
)

共
催
.
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
国
際

人
口
問
題
議
員
懇
談
会
、
側
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会

主
な
出
席
者
(
敬
称
略
)

〔
国
会
議
員
〕

福
沼
起
夫
(
衆
・
自
)
、
問
中
龍
夫
(
H
)
、
佐
藤
隆
(

n

)

、
鹿

野
道
彦
(
H
)
、
谷
津
義
男
(
H
)
、
石
本
茂
(
参
・
自
)
、
林
寛

子
(
H
)
、
田
代
由
紀
男
(
H
)
、
石
井
ゴ
ス
H
)
、
水
野
茂
門

(
参
・
自
)
、
金
子
み
つ
(
衆
・
社
)
、
右
島
重
武
(
衆
・
公
)
、

矢
追
秀
彦
(
H
)
、
山
市
英
介
(
H
)
、
高
桑
栄
松
(
参
・
公
)
、

中
西
珠
子
(
H
)
、
三
治
重
信
(
参
・
民
社
)
、
阿
部
昭
五
ロ
(
衆
・

社
民
連
)

〔
来
賓
〕

マ
レ
ー
シ
ア
国
:
ニ
フ
1

7

・
オ
ス
7

ン
上
院
議
員
、
イ
ン

ド
日
出
:
・
サ
ソ
ト
・
ポ
!
ん
・
ミ
ツ
タ
ル
前
上
院
議
員
、

国
連
人
口
器
金

(
U
N
F
P
A
)
事
務
次
長
・
功
刀
達
朗
、

国
際
家
族
計
画
連
盟

(
I
P
P
F
)
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
理
事
会
会
長
ヨ
ハ
ン
・
タ
ン
7

〔
凶
際
機
関
〕

国
連
人
口
基
金

(
U
N
F
P
A
)
広
報
渉
外
部
長
・
ジ
ョ
テ

ィ
・
シ
ン
、
国
連
人
口
基
金

(
U
N
F
P
A
)
事
業
企
画
調

ガ
ン
大
学
教
授
)

第
二
日
目
(
二
一
月
一
日
)

ス
ラ
イ
ド
作
日
本
的
人
口
移
動
と
経
済
発
展
u
(
A
P
D

A
制
作
)

セ
y

ン
ョ
ン

H

各
国
力
ン
ト
リ
レ
ポ
ー
ト
発
表
お
よ
び

討
議
、
総
括
討
論

開
会
式

整
局
長
安
藤
博
文
、
国
連
凋
発
計
画

(
U
N
D
P
)
東
京

連
絡
事
務
所
所
長
・
石
博
利
光

〔
在
日
大
使
館
〕

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
使
館
A
-
T
-
カ
ル
パ
ー
ト
代
理
大
使

(
官
界
〕

外
務
省
・
金
子
義
和
(
国
際
連
合
局
社
会
協
力
議
長
)
、
厚
生

省
・
河
野
絢
果
(
人
口
問
題
研
究
所
所
長
)
、
厚
生
省
・
内
野

澄
子
(
人
口
問
題
研
究
所
人
口
構
造
部
長
)
、
総
務
庁
・
三
浦

由
己
(
統
計
局
長
)
、
環
境
庁
・
森
幸
男
(
企
画
調
整
局
長
)
、

長
谷
川
慧
重
(
大
気
保
全
局
長
)

〔
学
識
経
験
者
〕

黒
田
俊
夫
(
日
本
大
学
人
口
研
究
所
名
誉
所
長
)
、
川
野
重
任

(
東
京
大
学
名
誉
教
授
)
、
安
川
正
彬
(
慶
応
大
学
経
済
学
部

教
授
)
、
大
内
練
(
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
総
合
研
究
部
主
幹
)
、

武
田
修
三
郎
(
東
海
大
学
工
学
部
教
授
)
、
畑
井
義
隆
(
明
治

学
院
大
学
経
済
学
部
教
授
)
、
白
団
長
雄
(
ア
ジ
ア
生
産
性
機

構
事
務
局
長
)

日

程
第
一
部
(
ア
ナ
ウ
ン
ス
メ
ン
ト
)

「
ア
ジ
ア
人
口
初
億
人
の
日
L

人
口
と
開
発
に
隠
す
る
ア
ジ

ア
議
員
ブ
ォ

i
ラ
ム
議
長
・
佐
藤
隆

第
二
部
(
記
念
講
演
)

「
鈎
億
人
を
と
り
凶
む
環
境
問
題
L

環
境
庁
長
官
・
堀
内
俊

夫
、
「
ア
ジ
ア
は
初
億
人
を
ど
う
支
え
る
か
し
ミ
シ
ガ
ン
大

学
教
授
・
ゲ
イ
ル
・

D
・
ネ
ス

第
三
部
(
記
者
会
見
)

第
阿
部
(
レ
セ
ブ
ン
ョ
ン
)
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「
第
五
回
人
口
と
開
発
に
附
附
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
L

(
於
一
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
・

7

ニ

ラ

ド

I
C
C
)

主
催
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
・
間
開
発
協
会

(
A
P
D
A
)

共
催
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
口
と
間
発
国
会
議
員
委
員
会

出
席
者
.

0
日
本

1
福
田
起
夫
、
田
中
龍
夫
、
佐
藤
隆
、
武
村

正
義
(
衆
・
自
)
、
関
山
信
之
(
衆
・
社
)
、
矢
追
秀
彦

(
衆
・
公
)
、
阿
部
昭
五
口
(
衆
・
社
民
連
)
、
口
中
国
l

胡
克
賓
、
。
イ
ン
ド

l
s
・
p
-
ミ
ソ
タ
ー
ル
、

5

・
ジ
ヨ
シ
イ
、

V
・パ

1
7
、
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

1

7

y
ク
ボ
ン
、

o
韓
国
1

5

5

・
モ
ソ
ク
、

L
-

J
・
ロ
i
ル
、

0

7

レ
!
シ

7
1
R
・
オ
ス
7

ン、

z
-
A
B
・
ザ
ア
イ
ン
、
口
、
ネ
パ
!
ル
M
M
T
J
・

7
パ
O
シ
リ
ア

l
H
・
サ
デ
ィ
ッ
ク
、
。
タ
イ

t
プ

寸
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
運
営
委
員
会
」

(
於
東
京
)

参
加
国
一
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
中
園
、
イ
ン
ド
、
日
本
、

7

レ

ン
ア
、
シ
ヮ
ア
、
タ
イ
、
他
二
機
関
i

議
長
一
佐
藤
脱
出
(
日
本
)

。
ア
ジ
ア
人
口
初
出
出
入
の
日
の
行
事
の
成
果
、
今
後
的
活
動
計

画
に
つ
い
て
。

ハ
ン
グ
ラ
デ
ン
ユ
人
口
事
情
視
察
議
員
団
派
遣

団
長
・
中
丙
一
郎
(
参
・
白
H
)
、
副
閏
長
・
丹
上
普
方
(
衆
・

社
)
、
出
代
由
紀
男
(
参
・
自
)
、
武
村
正
義
(
衆
・
自
)
、
平
石

磨
作
太
郎
(
衆
・
公
)
、
大
矢
点
下
史
(
衆
・
民
社
)
、
他
随
行
凹

b
h
 

。
パ
ン
チ
ド
ナ
に
お
け
る
家
族
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
視
察
、
人

口
・
開
発
関
係
議
員
と
の
合
間
会
議
等
を
行
っ
た
。

ラ
ソ
ッ
フ
・

R

ト
リ
ト
シ
ュ
ス
・

D

プ
ア
ン
ク

ラ
ソ
ト
・

V
、
口
フ
ィ
リ
ピ
ン

1
L
-
R

ン
ヤ
ハ

ニ
、
T
・
ア
キ
ノ
オ
レ
夕
、
J
・
エ
ス
ト
一
フ
ダ
、

E

・
へ
レ
ラ
、

O

メ
ル
カ
ド
、

S
・
ラ
ス
ル

日
程
い
第
一
日
目
(
一
…
月
十
七
日
)

開
会
式
(
於

P
I
C
C
ル
ー
ム

4
)
閉
会
的
辞
・
T
・
ア
寺

ノ
オ
レ
タ
(
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
口
目
開
発
国
会
議
員
委
員
会
副

委
員
長
)
、
共
催
者
挨
捗
・

L
-
R
・
シ
ャ
ハ
ニ
(
フ

f
リ
ピ

ン
人
口
・
開
発
凶
会
議
員
委
員
会
委
員
長
)
、
主
催
者
挨
拶
・

田
中
龍
夫

(
A
P
D
A
理
事
長
)
、
来
賓
挨
拶
福
山
起
夫
(
人

口
と
隠
発
に
隠
す
る
沼
会
議
員
世
界
委
員
会
会
長
)
、

5
・
p

-
ミ
ソ
タ
ー
ル

(
A
F
P
P
D
事
務
総
長
)
、
J
・

5
・
シ
ン

(
N
・
サ
デ
f
ソ
ク
U
N
F
P
A
事
務
局
長
・
代
理
)
、
T
-

K
・

7

ン
グ
ン

(
U
N
F
P
A
地
域
事
務
所
長
)

基
調
講
淡
・

5
・
C
・
モ
ン
ソ
ド
(
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
家
経
済

開
発
庁
長
官
)

本
会
議
(
於
・

P
I
C
C
ル
!
ム
ロ
)

セ
ッ
シ
ョ
ン

I

人
口
と
開
発
調
査
研
究

中
国
|
|
人
口
・
開
発
基
礎
調
査

1
黒
田
俊
夫
(
日
本
大

学
人
口
研
究
所
名
誉
所
長
)
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
i
i
!
農
村
に
お

け
る
家
族
計
画
指
導
i
J
・

7
一
フ
ビ
エ
(
悶
際
農
村
肖
建

研
究
所
所
長
)
、
挨
拶

I
佐
藤
隆

(
A
F
P
P
D
議
長
)

ス
ラ
イ
ド
か
日
本
の
人
口
と
家
族
4
(
A
P
D
A
制
作
)

第
二
日
目
(
二
月

1
八
日
)

セ
ソ
ン
ヨ
ン

H

n

世
紀
に
向
け
て
1
1
1人
口
転
換
と
経
済

社
会
開
発
、
各
国
カ
ン
ト
リ
ー
レ
ポ
ー
ト
及
び
討
議
、
総
括

討
論
i
|
|
閉
会
式
|
|
|
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叫
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・
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寸
人
口
と
女
性
的
地
位
に
関
す
る
ア
ジ
ア
女
性
議
員
会
議
運
営
委

員
会
」
開
催
。
(
於
東
京
)

参
加
問
闘
い
中
園
、
イ
ン
ド
、
日
本

7

レ
i

Y

7

7
ィ
リ
ピ

ン
、
シ
リ
了

。
同
会
議
開
催
に
つ
い
て
。

パ
ン
グ
ラ
テ
ン
ュ
国
会
保
健
・
家
族
計
画
常
務
委
員
会
訪
日
議
員

団
受
入団
長

l
M
・
A
-
モ
テ
ィ
ン
副
首
相
(
閲
会
保
健
・
家
族
計

画
常
務
委
員
会
会
長
)
、

M
-
ワ
ハ
ブ
議
員
(
同
委
員
)
、

S
-

u
・
ア

l
メ
ド
議
員
(
同
委
員
)

。
東
京
厚
生
年
金
病
院
、
医
療
機
器
展
示
場
等
の
視
察
、
厚
生

省
人
口
街
題
研
究
所
に
て
日
本
的
人
口
・
初
発
事
清
の
説
明

を
受
け
、
併
せ
て
泊
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
メ
ン
バ
ー
と

懇
談
を
行
っ
た
。

「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
運
営
委
員
会
」

開
催
。
(
於
東
京
)

参
加
国
一
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
中
期
、
イ
ン
ド
、
日
本
、

7

レ

ー
ン
ア
、
ス
リ
ラ
ン
力
、
ン
リ
ア
、
タ
イ
、
他
U
N

F
P
A
G
e
p
p
D
、
I
P
P
F
。

議
長
一
佐
藤
隆
(
日
本
)

O
A
F
P
P
D
大
会
開
催
及
び
女
性
議
員
会
議
問
催
に
つ
い
て
。

寸
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
運
営
委
員
会
」

(
於
一
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ん
会
議
室
)

参
加
国
・
中
間
、
イ
ン
ド
、
日
本
、

7

レ
ー
ン
ア
、

7
ィ
リ
ピ

ン
、
シ
リ
ア
、
タ
イ
他
三
機
関

O
A
F
P
P
D
の
長
期
展
禁
及
び
婦
人
会
議
開
催
に
つ
い
て

'
M刊
・

3

nqu 
l
 つ&

ω
・
3

l
 

i
，q
L
 

「
第
六
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
し

(
於
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
ン
ャ
カ
ル
タ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
国

会
議
事
堂
、
ボ
ロ
ブ
ド
ウ

l
ル
ホ
テ
ル
会
議
室
)

主
催
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会

(
A
P
D
A
)

共
催
一
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
人
口
・
開
発
7
ォ

ラ

ム

出
席
者
一

0
5
本

I
依
藤
隆
、
桜
井
新
(
衆
・
自
)
、
三
治
重
信

(
参
目
民
社
)
、
阿
部
昭
五
日
(
衆
・
社
民
連
)
、
高
桑
栄
松

(
参
・
公
)
、
伊
藤
忠
治
(
衆
・
社
)
、
口
中
国
日
胡
克

賞
、
。
イ
ン
ド

i
s
・
p
-
ミ
ソ
タ
ー
ル
、

M
・
S

-
ラ
テ
ー
ル
、

v
-
N
・
カ
ド
キ
ル
、
。
韓
日
出
M
H
K

-
M

チ
ョ

l
、
口
マ
レ
ー
シ
ア
リ

R
・
オ
ス
7

ン、

1
・
7
リ
、
。
、
不
パ

l
ん
l
T
・
J

・
7
パ
、
。
ニ

ュ
ジ
ラ
ン
ド
リ
ー
r

ガ
!
ビ

y
夕、

0
7
ィ
ワ

ピ
ン
H
H
O

メ
ル
カ
ド
、

O
シ
ン
方
ポ
!
ル

1
5

ω
・3

A
斗ゐ

1
 1
 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
口
・
開
発
事
情
視
察
議
員
団
派
遣

罰
長
代
理
・
桜
井
新
(
衆
・
自
)
、
劇
団
長
・
三
治
重
信
(
参

・
民
社
)
、
伊
藤
忠
治
(
衆
・
社
)
、
広
中
和
歌
了
(
参
・
公
)
、

専
門
家
・
黒
田
俊
夫
(
日
本
大
学
人
口
研
究
所
名
誉
所
長
)
、

他
随
行
ニ
名

。
パ
リ
に
お
け
る
パ
ン
ジ
ャ

l
ル
シ
ス
テ
ム
及
び
ジ
ャ
カ
ル
タ

に
お
け
る
医
療
、
農
業
開
発
の
視
察
及
び
、
人
口
開
発
関

係
議
員
と
の
懇
談
を
行
っ
た
。

寸
人
口
と
女
性
の
池
位
に
隠
す
る
ア
ジ
ア
女
性
議
員
会
議
L

(
於
ニ
コ

i
デ

リ

)

参
加
同
一
中
湖
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
日
本
他

ヵ
園
、
約
百
名
参
加
。

O

日
本
側
広
中
和
歌
子
(
参
・
公
)
が
参
加
。

計開
25 産
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B
・
サ
ニ

7
、
口
ス
リ
一
ア
ン
カ
ー
N

7

ェ
ル
ナ
ン

ド
、
。
タ
イ

l
プ
ラ
ソ
ソ
フ
・

R
、
。
イ
ン
ド
ネ
ン

7
1
B
・
ス
パ
ン
ガ
ソ
ト
、

H
・
Y
・
モ
コ
ギ
ン
タ

w
・
#
イ
ル
パ
ン
、

5
・
イ
ス
モ
ノ
、

5
・
ス
ミ
ア

ル
ノ
、

P
・
ヒ
ン
ト
口
、

A
・
7

ン
タ
ン
、

T
・
ノ

ー
ル
目

B
・
ス
ヨ
ノ
、

B
-
ワ
ル
ヨ
、

O
イ
ン
ド
ネ

ン
ア
人
口
・
開
発
フ
ォ
ー
ラ
ム

I
E
・
サ
リ
ム
(
人

口
・
環
境
大
臣
)
、

H
・
ス
ヨ
ノ
(
出
家
家
族
計
測
調

繋
委
員
会
委
貝
長
)

日
程
・
第
一
日
目
(
三
月
一
…

1
…
一
日
)

-
ス
ハ
ル
ト
大
統
領
表
敬
、
・
カ
ワ
ス
ス
フ
ド
国
会
議
長
表
敬

閉
会
式
(
於
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
同
会
議
事
堂
・
プ
ス
タ
カ
・

ロ
カ

)
1座
長
準
備
挨
拶
・
ハ
ル
ヨ
ノ
・
ス
ヨ
ノ
(
印
刷
釜
本

族
計
凶
調
繋
委
員
会
委
員
長
)
、
歓
迎
の
辞
・
エ
ミ
ル
・
サ
リ

ム
(
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
人
口
・
環
境
大
陸
)
、
開
会
挨
拶
・
佐

藤
隆

(
A
P
D
A
副
理
事
長
)
、
挨
妙
・

s
・
p
・
ミ
ソ
タ
ー

ル

(
A
F
P
P
D
事
務
総
長
)
、
挨
拶
・
J
・

5
・
シ
ン

(
N

.
サ
デ
ィ
ッ
ク
U
N
F
P
A
事
務
局
長
・
代
理
)
、
挨
拶
・
カ

リ
ス
・
ス
7
ド
(
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
間
出
会
議
長
)

本
会
議
(
ボ
ル
ボ
ド
ー
ル
ホ
テ
ル
)

セ
ッ
シ
ョ
ン

I

人
口
と
開
発
に
関
す
る
研
究

人
口
と
開
発
基
礎
調
査

i
|ネ
パ
ー
ル
日
目
黒
田
俊
夫
(
日

本
大
学
人
口
研
究
所
名
誉
所
長
)
、
農
村
人
口
と
農
業
開
発

調
査
1
1
1ア
ジ
ア

8
ヵ
凶
の
比
較

1
原
洋
之
介
(
東
京
大

学
東
洋
文
化
研
究
所
教
授
)
、
人
口
・
開
発
に
お
け
る
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
経
験

1
ハ
ル
ヨ
ノ
・
ス
ヨ
ノ
(
国
家
家
族
計

画
調
整
委
員
会
委
員
長
)
、
日
本
の
人
口
構
造
変
動
ど
同
開
発

i
i
sア
ジ
ア
的
視
点
H

黒
田
俊
夫
(
日
本
大
学
人
口
研
究

所
名
誉
所
長
)

90 90 90 

9 8 5 3 

1 26 26 21 24 
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副・カ |視察 力のモパ l ン P ヤE 人サ iカ 00ン目のラ
長団=井普方上 人口・

と に人コンス ア P タ国中力，。帝
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、ノレ 日
運

オ|事長
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談会 療医 ネン
討議

議員
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、
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90 

10 

18 15 

90 

10 

14 

「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
三
回
大
会
L

開
催
地
タ
イ
国
バ
ン
コ
ク

会
場
・
タ
イ
国
国
会
議
事
堂
ド
ゥ
ン
タ
ニ
ホ
テ
ル

参
加
者
二
十
一
ヶ
国
、
十
二
機
関
二
ハ
一
名

ω日
本
代
表
出
席
議
員

名
誉
団
長
・
福
田
越
夫
、
関
長
・
佐
藤
経
(
衆
・
自
)
、
桜
井

新
(

N

)

、
伊
藤
忠
治
(
衆
・
社
)
、
東
祥
三
(
衆
公
)
、
清
水

嘉
与
子
(
参
・
白
)
、
高
桑
栄
松
(
参
・
公
)
、
三
治
葉
信
(
参

.
民
社
)

ω議
長
・
佐
藤
隆
(
日
本
)

副
議
長
サ
ッ
ト
・
ポ

l
ん
・
ミ
ッ
タ
ー
ル
(
イ
ン
ド
)
、
王

偉
(
中
岡
)
、
ガ
ソ
サ
ン
タ
ヤ
ラ
(
シ
リ
ア
)
、
レ

テ
ィ
ン

7
・
ラ
モ
ス
・
シ
ャ
ハ
ニ
(
フ
ィ
リ
ピ
ン
)

起
草
委
員
・
清
水
嘉
与
子
(
日
本
)
、

7
7

ル
目
ダ
y

カ
(
ン

リ
ア
)
ネ

i
ヴ
ィ
ル
・

7
ェ
ル
ナ
ン
ド
(
ス
リ
ラ

ン
カ
)
、
デ
パ
キ
ュ
ル
(
タ
イ
)
、
7

リ
ア
ノ
・
ユ
ロ

(
フ
ィ
リ
ピ
ン
)
、
ク
マ
ル
デ
ィ
ン
ア
ム
ド
(
イ
ン

ド
)
、
ウ
・
テ
ィ
エ
ピ
ン
(
中
国
)

「人

U
E
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
運
営
委
員
会
L

(
於
バ
ン
コ
ク
)

参
加
凶
一
日
本
、
中
国
、
シ
リ
ア
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
オ

l
ス

ト

ラ

リ

ア

、

議

長

一

佐

藤

径

-
自
)
、
鹿
熊
安
正
(
参
・
自
)
、
肥
田
美
代
子
(
参
・
社
)
、
高

桑
栄
松
(
参
・
公
)

。
大
統
領
表
敬
、
ス
リ
ラ
ン
カ
人
口
・
開
発
議
員
連
盟
メ
ン
バ

と
の
懇
談
及
び
母
子
保
健
家
族
計
画
ク
リ
ニ
ソ
ク
等
の
祝

祭
を
行
っ
た
。

川
出
・

2

お
l
M拘

'
M出

2

・
u

「
第
七
回
人
口
と
開
発
に
隠
す
る
国
会
議
員
代
表
者
会
議
し
(
於
・

韓
凶
ソ
ウ
ル
・
ウ
オ
|
カ
|
ヒ
ル
ホ
テ
ル
会
議
場
)

主
催
・
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会

共
催
.
韓
国
準
備
委
員
会

出
席
者
・

0
日
本

1
佐
藤
隆
(
衆
・
自

A
P
D
A
理
事
長
)
、

水
田
稔
(
衆
・
社
)
、
東
祥
三
(
衆
国
公
)
、
河
部
昭
吾

(
衆
進
民
連
)
、
亀
井
久
輿
(
衆
・
無
)
、
鹿
熊
安
正
(
参

・
自
)
、
高
桑
栄
松
(
参
・
公
)
、
広
中
和
歌
子
(
参
・

公
)
、
三
治
重
信
(
参
・
民
社
)
、

o
中
国

1
主
体
、
陳

「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
運
営
委
員
会
L

(
於
一
ソ
ウ
ル
・
ウ
ォ

l
カ
ヒ
ル
ホ
テ
ル
)

参
加
同
日
本
、
中
凶
、
イ
ン
ド
、
ス
リ
ラ
ン
力
、

議
長
・
佐
藤
隆

他
三
機
関

ω主
な
る
日
程

①
開
会
式
日
福
田
越
夫
日
本
国
元
首
相
、
佐
藤
隆
A
F
P

P
D
議
長
、
ナ
7
ィ
ス
・
サ
デ
イ
ソ
ク
U
N
F
P
A
事
務
局

長
他
の
挨
拶
。
ブ
ン
チ
ャ
ナ
・
ア
タ
コ

i
ン
国
会
部
議
長
の

閉
会
宣
言
。

②
セ
ソ
シ
ョ
ン

l
全
体
セ
ソ
シ
ョ
ン
寸
二
十
一
世
紀
に
於
け

る
ア
ジ
ア
人
口
と
社
会
開
発
し

。
分
科
会

1
「
人
口
・
環
境
・
持
続
的
開
発
L

寸
保
健
i
i
t母

子
保
健
・
家
族
計
画
し
寸
女
性
の
役
割
と
地
位
¥
高
齢
化
、
と
若

年
従
続
人
口
L

O
A
F
P
P
D
バ
ン
コ
ク
宣
言
の
採
択

O
A
F
P
P
D
会
計
報
告

O
A
F
P
P
D
役
員
改
選

(
8
ヶ
国
)

議
長
に
は
佐
藤
議
員
(
日
本
)
が
再
任
さ
れ
た
。

98 



明
光
、

O
イ
ン
ド

1
s
・
p
-
ミ
ソ
タ
!
ル

S
・

プ
一
フ
サ
ダ
、
マ
ヘ
シ
ョ
ワ
ラ
パ
、

O
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

ー

J

ナ
口
、

K

パ
タ
ル
デ
ィ
ン
、

0
韓
国
l

J

-
B
・
パ
夕
、

C
・
S
-
パ
夕
、

J

・
チ
ュ
ン
、

S

・
M
-
ス
ウ
、

Y
・
5
・
ド
ゥ
、

Y
-
K
・
ア
ン
、

C
・
S
・
7
ァ
ン
、

Y
-
5
・
シ
ン
、

s
・

o-
カ

ン、

Y

S

・
パ
夕
、

J

・
H
・
ハ
ム
、

B
・
C
-

チ
ョ
イ
、

I
-
H
・
ヨ

i
、
5
・
パ
夕
、

K
-
5
・

シ
ン
、

w
-
S

ピ
ュ
ン
、

5
・

u
・
キ
ム
、

S
-

Y

・コ

l
、
S

B

・
リ
、

0

マ
レ
ー
シ
ア

1
1

・
7
リ
、
。
パ
キ
ス
タ
ン

t
N
・
J
-
パ
ネ
ザ
イ
、

O
フ
ィ
リ
ピ
ン

M
M
L
'
H
・
ン
ャ
ハ
一
一
、

E

N

・

7

テ
ィ
、

J

・
パ
ラ
ス
、

o
y
ン
ガ
ポ

i
ル
1
5
・

B
・
サ
ニ

7
、
。
ス
リ
ラ
ン
カ

1
N
・
7
ェ
ル
ナ
ン

ド、

M

L

-

M
・
ア
ボ
サ
ワ
ィ

日
程
一
第
一
日
目
(
二
月
二
十
五
日
)

開
会
式
(
於
一
ウ
ォ

l
カ
l
ヒ
ル
ホ
テ
ル
隠
際
会
議
場
)
日
目
歓

迎
の
辞
・
チ
ョ
ン
・
ピ
ョ
ン
・
パ
ク
(
韓
国
児
童
目
人
口
開

発
議
員
連
盟
会
長
)
、
閉
会
挨
拶
・
佐
藤
隆

(
A
P
D
A
理
事

長
)
、
挨
拶
・

N

・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
(
プ
ラ
ソ
ソ
フ
・

R
-
A

F
P
P
D
事
務
総
長
・
代
理
)
、
安
藤
博
文

(
N
・
サ
デ
f
ツ

ク
U
N
F
P
A
事
務
局
長
・
代
理
)

セ
ッ
ン
ョ
ン

I

人
口
と
開
発
に
開
閉
す
る
研
究

人
口
と
開
発
基
礎
調
査

l
パ
ン
ク
ラ
デ
シ
ュ

1
黒
田
俊
夫

(
日
本
大
学
人
口
研
究
所
名
誉
所
長
)
、
農
村
人
口
と
農
業

開
発
調
査

l
フ
ィ
リ
ピ
ン

1
川
野
重
任
(
東
京
大
学
名
誉

教
授
)
、
人
口
と
開
発
|
韓
国
の
経
験

1
崖
仁
銭
(
韓
国
保

健
社
会
研
究
院
耐
波
長
)
、
日
本
の
人
口
・
開
発
・
環
境

ア
ジ
ア
の
経
験

1
1黒
田
俊
夫
(
日
本
大
学
人
口
研
究
所

川
出
・

7

61
m
 ト一一一一一一

ア
フ
リ
カ
人
口
開
発
事
情
況
察
議
員
団
派
遺

(
J
O
I
C
F
P

主
催
)団
長
・
鹿
野
道
彦
(
衆
・
自
)
、
副
団
長
・
阿
部
昭
吾
(
衆
・

進
民
連
)
、
副
団
長
・
矢
迫
秀
彦
(
衆
・
公
)
、
劇
団
長
・
三
治

重
信
(
参
・
民
社
)
、
桜
井
新
(
衆
・
自
)
、
高
桑
栄
怯
(
参
・

公
)
、
東
祥
三
(
衆
・
公
)
、
池
岡
ム
伺
(
参
・
連
合
)
、
清
水
嘉
与

子
(
参
・
自
)
、
鹿
熊
安
正
(
参
白
)

。
ジ
ン
パ
ブ
エ
、
ケ
ニ
ア
、
ガ
ー
ナ
を
訪
問
。
人
口
・
開
発
議

員
と
懇
談
、
保
健
・
家
扶
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
視
察
し
た
。

'
M出

・

4

日2
 

4
1
n
L
 

ス
リ
ラ
ン
カ
人
口
・
開
発
議
連
訪
日
議
員
閃
受
入

団
長

1
L
・
ア
ト
ラ
ソ
ト
ム
タ
リ
教
育
・
高
専
教
育
大
臣
(
ス

リ
ラ
ン
カ
人
口
・
間
開
発
議
員
連
盟
会
長
)
、

N
-
フ
ェ
ル
ナ
ン

ド
議
員
(
問
問
議
連
副
会
長
)
、

D
-
セ
ナ
ナ
ヤ
ケ
議
員
(
同
議

連
メ
ン
バ
ー
)
、

L
・
キ
リ
エ
一
フ
議
員
(
附
議
連
メ
ン
バ
ー
)

p
-
カ
シ
ナ
ダ

l
ル
議
員
(
府
議
連
メ
ン
バ
ー
)

。
国
立
医
療
セ
ン
タ
ー
等
の
医
療
施
設
の
視
察
及
び
、
同
世
相
人

口
問
題
議
員
懇
談
会
メ
ン
バ
ー
と
の
懇
談
を
行
っ
た
。

名
誉
所
長
)

ス
ラ
イ
ド
砂
日
本
の
環
境
・
人
口
・
開
発
久
A
P
D
A
制
作

第
二
日
目
(
二
月
二
十
六
日
)

セ
ソ
シ
ョ
ン

H

ア
ジ
ア
の
人
口
と
開
発
問
題
バ
ン
コ
ク

宣
言
内
達
成
方
策
、
各
国
力
ン
ト
リ
レ
ポ
ー
ト
及
び
討
議

全
体
討
議

閉
会
式

i
閉
会
挨
拶
・
千
ョ
ン
・
ス

i

パ
ク
(
韓
国
児
童

人
口
・
隠
発
議
員
連
盟
副
会
長
)
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H

9

一
ベ
ト
ナ
ム
人
口
・
開
発
事
情
視
察
議
長
田
派
遣

i
u
一
団
長
・
井
上
普
方
(
衆
・
社
)
、
阿
部
昭
五
回
(
衆
進
民
連
)
、
一

一
三
治
重
信
(
参
・
民
社
)
、
桜
井
新
(
衆
・
白
)
、
高
桑
栄
松
(
参
一

・

公

)

一

口
ホ

l
チ
ミ
ン
市
、

7
エ
市
、
タ
ナ
ン
市
、
ハ
ノ
イ
市
を
訪
問
。
一

ベ
ト
ナ
ム
国
会
社
会
医
療
委
員
会
メ
ン
バ
ー
と
懇
談
、
人
口
一

.
家
族
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ー
を
視
察
し
た
。

寸
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
(
A
F
P
P

D
)
・
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会
(
A
P
D
A
)
設
立

ω周

年
記
念
式
典
(
日
本
国
・
東
京
・
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ

l
タ
ニ
翠
胤

の
照
)
主
催
一
一
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会
人
口
と
開
発
に

関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム

共

催

国

連

人

口

基

金

(
U
N
F
P
A
)
国
際
家
族
計
画
連

盟

(
I
P
P
F
)

出
席
者

O
日
本

1
中
山
太
郎
(
衆
・
自
)
、
鹿
野
道
彦
(
衆
・

自
)
、
井
上
普
方
(
衆
・
社
)
、
阿
部
昭
五
口
(
衆
・
進
民

連
)
、
矢
造
秀
彦
(
衆
・
公
)
、
桜
井
新
(
衆
・
白
)
、
清

水
嘉
守
子
(
参
・
自
)
、
高
桑
栄
松
(
参
・
公
)
、
大
塚

雄
司
(
衆
・
自
)
、
大
野
由
利
子
(
衆
・
公
)
、
狩
野
勝

(
衆
・
白
)
、
関
谷
勝
嗣
(
衆
・
自
)
、
片
岡
武
司
(
衆

・
自
)
、
川
島
寅
(
衆
・
社
)
、
佐
藤
敏
夫
(
衆
・
自
)
、

「
人
口
と
開
発
に
開
閉
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
運
営
委
員
会
」

(
於
一
バ
ン
コ
ク
)

参
加
隠
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
日
本
、
ス
リ

ラ
ン
カ
、
タ
イ

O
A
F
P
P
D
/
A
P
D
A
m
周
年
記
念
式
典
開
催
に
つ
い
て

H

故
佐
藤
隆
A
F
P
P
D
議
長
・

A
P
D
A
議
長
、
故
サ
y
ト

ポ
!
ル
・
ミ
ソ
タ
ー
ル

A
F
P
P
D
議
長
代
行
を
偲
ぶ
会
。

一
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
1
7
ニ
格
的
問
)

水
田
稔
(
衆
・
社
)
、
倉
田
寛
之
(
参
・
白
)
、
O
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
I

C
・
ホ
リ
ス
、
。
バ
ン
グ
ラ
テ
ン
ユ

1
5
・
シ
ラ
ジ
、
。
中
国

l
王
除
、

Y
・
ジ
ケ
、
O
イ

ン
ド

l
M
・
プ
ラ
サ
ド
、
。
イ
ン
ド
、
不
一
、
Y
7
U
M
I
-

-
-
ア
ラ
ム
シ
ャ
、
。
韓
国
l
Y
-
S
ド
l
、
M
-

K
・
7
l、
B
・
C
-
チ
ェ
、

S
-
H
・
リ

l
、
K

・
T
-
コ
ン
、
。
マ
レ
ー
シ
ア

l
i
・
ア
リ
、
。
ネ

パ
!
ル

1
5
・
L
・
タ
パ
タ

i
ル
、
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド

1
J
・
プ
リ
ン
コ
、
。
フ
ィ
リ
ピ
ン

l
B
・

D
-
デ
レ
オ
ン
、
。
ン
ン
ガ
ポ

l
ル
l
L
-
S
目パ

ウ
、
。
ス
リ
ラ
ン
カ

l
N
・
7
ェ
ル
ナ
ン
ド
、

H
-

M

ノ
ニ
ュ
エ
一
フ
、

W
-
E
・
ラ
ナ
ト
ゥ
ン
ガ
、
。
シ
リ

7
1
E
-
M
・
G
・
タ
ヤ
ラ
、

0
0
ノ
イ
1
プ
ラ
ソ
ソ

プ
・

R
、
口
ベ
ト
ナ
ム
N
U
N
・
T
-
N
・
フ
ォ
ン
、

N

T

・
7
ン、

N
・
T
-
H
・
ト
ゥ
、

N
-
H
-

ズ
オ
ン
、

T
-
T
・
ク
エ

開
会
式
(
於
・
ホ
テ
ル
ニ
ュ

i
オ
l
タ
ニ
翠
原
の
問
)
H
H
閉
会

の
辞
・
前
回
福
三
郎

(
A
P
D
A
理
事
長
代
行
)
、
主
催
者
挨

拶
・
フ
ラ
ソ

y
プ

-
R
(
A
F
P
P
D
事
務
総
長
)
、
メ
ソ
セ

|
ジ
・
宮
津
喜
二
内
照
総
理
大
臣
)
、
祝
辞
・
周
回
博
之
(
厚

生
政
務
次
官
)
、
来
賓
挨
拶
・
北
谷
勝
秀

(
U
N
F
P
A
事
務

局
次
長
)
、
福
田
創
夫

(
G
C
P
P
D
会
長
)
、

V
・
T
・
パ
ラ

ン

(
I
P
P
F
地
域
局
長
)

基
調
講
演

H

ア
ジ
ア
の
人
口
、
開
発
と
環
境
。
大
来
佐
武

郎
(
内
外
政
策
研
究
会
会
長
)

1i~' 
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m

「第
8
国
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
」

(
於
一
日
本
国
・
東
京
・
ホ
テ
ル
ニ
ュ
オ
!
タ
ニ
梅
の
間
)

主
催
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
開
発
協
会

(
A
P
D
A
)

出
席
者

O
日
本

1
中
山
太
郎
(
衆
・
自
)
、
鹿
野
道
彦
(
衆
・

自
)
、
井
上
普
均
(
衆
・
相
)
、
阿
部
昭
吾
(
衆
・
進
民

連
)
、
矢
追
秀
彦
(
衆
・
公
)
、
三
治
重
信
(
参
・
民
社
)
、

桜
井
新
(
衆
・
自
)
、
一
泊
升
二
一
(
参
目
白
)
、
東
祥
三

(
衆
・
公
)
、
池
凶
治
(
参
・
連
合
)
、
清
水
嘉
与
子
(
参

白
)
、
関
山
信
之
(
衆
・
社
)
、
高
桑
栄
松
(
参
・
公
)
、

A
F
P
P
D
/
A
P
D
A
m
周
年
記
念
レ
セ
ブ
ン
ョ
ン
於
一
麗

の
問
)挨
拶
・
プ
ラ
ソ
ソ
プ

R
(
A
F
P
P
D
事
務
総
長
)
、
前
回

福
三
郎

(
A
P
D
A
理
事
長
代
行
)

祝
好
・
中
山
太
郎
(
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
会
長
)

表
彰
式
受
賞
者
1
篠
川
良
一
(
腕
日
本
船
舶
振
興
会
会
長
)
、
川
野

重
任
(
東
京
大
学
名
誉
教
授
)
、
黒
田
俊
夫
(
日
本
大
学
人

口
研
究
所
名
誉
所
長
)

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

の
人
口
と
農
業
開
発
。

-
パ
ネ
ラ

l
l黒
岡
俊
夫
(
日
本
大
学
人
口
研
究
所
名
営
所
長
)

M
・
モ
ス
レ
・
ウ
デ
ィ
ン
(
凶
連
ア
ジ
ア
太
平
洋
統
計
研
修

所
教
育
)
、
川
野
重
任
(
東
京
大
学
名
誉
教
授
)
、
原
洋
之
介
(
東

京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
教
授
)

-
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
i
H
湖
崎
務
ご
日
本
大
学
法
学
部
教
授
)

ス
ラ
イ
ド
H

日
本
町
地
城
開
発
と
人
口
。
(
A
P
D
A
制
作
)

於
一
翠
鳳
の
間
)

M

M

H

ア
ジ
ア

'
M出

・

8
・

m

巾
出
・

8

η

，
 

i
 2
 

的
出
・

2

町四

「
第
五
回
A
F
P
P
D
運
常
委
員
会
」

パ
リ
島
)

参
加
.
日
本
・
中
医
・
イ
ン
ド
・
シ
リ
ア
ス
リ
ラ
ン
ヵ
・

7

イ
他
四
機
関

O
A
F
p
p
p
活
動
報
告
・
計
画
及
び
収
支
報
告
・
計
画

「
第
四
朗
ア
ジ
ア
太
平
洋
人
口
開
発
会
議
」
於
・
イ
ン
ド
、
不一

シ
ア
・
パ
リ
烏
)

主
催

.
E
S
C
A
P
、
後
媛
一

U
N
F
P
A

参
加
一
世
界
五

十
六
ヵ
国
の
政
府
及
び
国
際
機
関
か
ら
約
六
百
五
十
名
の
代
表
。

。
一
九
九
凶
年
に
エ
ジ
プ
ト
の
カ
イ
ロ
で
開
か
れ
る
同
国
際
人
口

会
議
に
向
け
て
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
意
見
を
ま
と
め
た
。

O

際
井
新
議
員
が
A
F
P
P
D
を
代
表
し
て
、
人
口
問
題
解
決

の
た
め
の
提
言
を
発
表
。

寸
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
運
営
委
員
会
L

(
於
一
東
京
・
ホ
テ
ル
ニ
ュ
!
オ

i
タ
ニ
)

参
加
国
い
日
本
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
中
園
、
イ
ン
ド
、
ス
リ

ラ
ン
力
、
ン
リ
ア
、
タ
イ
他
3
機
関

D
A
F
P
P
D
予
算
・
決
算
及
び
役
員
選
出

於
一
イ
ン
}
ネ
、
ン
ア

肥
田
美
代
子
(
参
・
社
)

。
中
国
他
H
ヵ
国
の
出
席
者
は
ぬ
周
年
記
念
式
典
と

同
じ
。

セ
ツ
ン
ョ
ン

l
n
ア
ジ
ア
に
お
け
る
人
口
と
持
続
可
能
な
開

発
環
境
問
題
、
と
の
関
連

i
、
各
国
カ
ン
ト
リ
ー
レ
ポ
ー
ト

発
表
及
び
討
議
、
総
括
討
論

閉
会
式
H
H
開
会
的
辞
前
回
福
三
郎
(
A
P
D
A
理
事
長
代
行

挨
拶
・
ガ
y

サ
ン
・
タ
ヤ
ラ

(
A
F
P
P
D
副
議
長
)
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「
第
九
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
L

(
於
い
ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
・
タ
イ
ホ

i
ホ
テ
ル
会
議
場
)

主
催
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
・
荷
発
協
会

共
催
ベ
ト
ナ
ム
人
口
・
開
発
議
員
連
盟

出
席
者

O
日
本

1
桜
井
新
(
衆
・
自
・

A
P
D
A
斑
事
)
、
井

k
普
方
(
衆
・
社
)
、
風
間
利
(
参
・
公
)
口
市
中
国

l

I

工
偉
、
間
開
明
光
O
イ
ン
ド

1
7
へ
ン
ド
ラ
・
フ
ラ
サ

ド、

V
・
P
・
パ
テ
イ
ル

O
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

H
A
-

M

サ
イ
7
デ
ィ
ン
O
韓
関

1
C
・
S
-
コ
l
ン、

H
・
C
-
リ
|
、

I
-
H
・
チ
ォ

1
0
マ
レ
ー
シ
ア

1
イ

プ
ラ
ヒ
ム
・
ア
リ
、

M
・
L
・
カ
ヤ
O

不
パ

i
ル
1
5
・

L

・
タ
バ
タ
ー
ル
口
フ
ィ
リ
ピ
ン
u
H
L
・
R

シ
ャ
ハ

ニ、

C
・
F
・
7

ル
チ
ネ
ス
O
シ

ン

ガ

ポ

ル

1
5
・
P

リ
ュ
ウ
O
ス
リ
一
ア
ン
カ
ー
N
・
7
ェ
ル
ナ
ン
ド

幻
・

2
・

μ

92 

10 

26 18 

イ
ン
ド
人
口
・
開
発
事
情
視
察
議
員
同
派
遣

団
長

i
高
桑
栄
松
(
参
・
公
)
、
水
出
稔
(
衆
・
社
)
、
谷
津
義
男

(
衆
・
自
)
、
清
水
嘉
与
子
(
参
・
自
)
、
堂
本
暁
子
(
参
・
社
)
、

本
陸
健
太
郎
(
参
・
公
)
、
池
出
治
(
参
・
連
合
)

。
ボ
ン
ベ
イ
市
他
を
訪
問
。
イ
ン
ド
人
日
開
発
議
連
メ
ン
バ

!
と
懇
談
、
人
口
・
家
族
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
悦
察
。

「
第
六
回
A
F
P
P
D
運
営
委
長
会
し
(
於
ハ
ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ

タ
イ
ホ

i
ホ
テ
ル
)

参
加
一
日
本
中
国
・
イ
ン
ド
・

7

レ
i
ン
ア
(
オ
フ
ザ
!
パ

ー
)
、
ス
リ
ラ
ン
カ
・
シ
リ

7
・
7
イ
他
問
機
関

O
A
F
P
P
D
第
悶
回
大
会
開
開
催
に
つ
い
て

O
A
F
P
P
D

バ
ン
コ
ク
事
務
所
の
事
務
局
長
選
出

O
九
三
年
活
動
計
画

。
会
計
報
告

O
九
四
年
国
際
人
口
会
議
に
つ
い
て

ト一一一

。
パ
キ
ス
タ
ン
M
M
J
-
N
・
パ
、
ネ
ザ
イ
口
ニ
ュ
!
ジ
!

ラ
ン
ド

l
J
-
プ
リ
ン
コ

O
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

l
s

ン
一
フ
ジ
O

シ
リ
ア

1

M

G
・
7
ヤ一フ
O
タ
イ
H
H
ブ

ラ
ソ
ッ
プ

R
、
ロ
ン
タ
'
ム
・

L
、
チ
ェ
ル
チ
ャ
イ
・

T
、
ピ
キ
ソ
ト
・

v
oベ
}
ナ
ム
リ
N

T
・
7
ン、

N
-
r
-
N
・
フ
ォ
ン
、

N
-
ル
ッ
夕
、

N
'
T目
H
・チ

ュ
l
l
、
T
-
T
・
ク
エ
、

B

N
・
タ
ン

日
程
一
第
一
日
目
(
二
月
二
十
五
日
)

-
N
・
D
・
7

イ
ン
ベ
ト
ナ
ム
同
国
会
議
長
表
敬

開
会
式

1
歓
迎
の
辞
グ
ェ
ン
・
カ
イ
ン
(
ベ
ト
ナ
ム
凶
副
首
相
)
、

間
開
会
挨
拶
い
前
回
副
三
郎

(
A
P
D
A
理
事
長
)
、
挨
拶
王

偉

(
A
F
P
P
D
議
長
代
行
)
、
メ
ソ
セ

i
ジ
一

N
・
サ
デ
ィ

ソ
ク

(
U
N
F
P
A
事
務
局
長
、
安
藤
博
文
U
N
F
P
A
広

報
渉
外
局
長
代
読
)

セ
ソ
シ
ョ
ン

I

人
口
と
開
発
基
礎
調
奈

i
べ

i
ナ
ム
、
黒

間
俊
夫
(
日
本
大
学
人
口
研
究
所
名
誉
所
長
)
、
農
村
人
口

と
農
業
開
発
調
査
ー
マ
レ
ー
シ
ア
、
川
野
重
任
(
東
京
大
学

名
誉
教
授
)
人
口
・
開
発
に
お
け
る
ベ
ト
ナ
ム
の
経
験
、

ピ
ュ
イ
・
ゴ
ッ
ク
タ
ン
(
ベ
ト
ナ
ム
田
出
国
家
社
会
委
員
会

部
委
員
長
)
、
ス
ラ
イ
ド
ぷ
明
日
に
生
き
る
|
日
本
の
産
業

転
換
と
人
口
々

(
A
P
D
A
制
作
)

第
二
日
目
(
二
月
二
十
六
日
)

セ
y

ン
ョ
ン

H

ア
ジ
ア
の
人
口
問
題
と
開
発
問
問
題
一
九

九
四
年
函
連
人
口
会
議
に
対
す
る
活
動
戦
略
、
各
国
レ
ポ

ー
ト
発
表
及
び
討
議
、
全
体
討
議

開
会
式

l
閉
会
的
静
一
前
田
部
三
郎

(
A
P
D
A
理
事
長
)
、
開
問

会
挨
拶
・
グ
ェ
ン
テ
ィ
・

7
ン
(
ベ
ト
ナ
ム
国
同
家
社
会
委

員
会
委
員
長
、
ベ
ト
ナ
ム
人
口
・
開
発
議
員
連
盟
会
長
)
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寸
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
泊
回
大
会
し

開
開
催
地
一

7

レ
l
y
ア
凶
ク
ア
一
フ
ル
ン
プ

i
ル

会

場

.

7

レ
i
ン
ア
出
会
議
事
堂
イ
ス
タ
ナ
・
ホ
テ
ル

参
加
者
三
十
一
ヶ
国
、
他
悶
際
機
関
約
二
百
名

ω日
本
代
表
出
席
議
員

団
長
・
中
山
太
郎
(
衆
・
自
)
、
阿
部
昭
五
日
(
衆
・
社
民
連
)
、

桜
井
新
(
衆
・
自
)
、
斉
藤
鉄
夫
(
衆
・
公
)
、
栗
原
博
久
(
衆

・
白
)
、
肥
田
美
代
子
(
参
・
社
)
、
川
橋
幸
子

(
H
)
、
南
野
知

恵
子
(
参
・
自
)

ω役
員
改
選

議
長
・
桜
井
新
(
日
本
)
、
副
議
長
ハ
オ
・
イ
チ
ュ
ン
(
中

用回)、
7

へ
ン
ド
ラ
・
プ
ラ
サ
ド
(
イ
ン
ド
)
、
ガ
ッ
サ
ン
・
タ

ヤ
ラ
(
シ
ワ
ア
)
、
グ
ヱ
ン
・
チ
・

7
ン
(
ベ
ト
ナ
ム
)
、
事
務

総
長
・
プ
ラ
ソ
y
プ
・
ラ
タ
ナ
コ

l
ン
(
タ
イ
)
、
副
事
務
総

長
・
イ
プ
ラ
ヒ
ム
・
ア
リ
(
マ
レ
ー
シ
ア
)
、
財
務
担
当
・
コ

リ
ン
目
ホ
リ
ス
(
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
)

起
草
委
員
・
高
野
知
恵
子
、
斉
藤
鉄
夫
、
川
僑
幸
子
(
日
本
)

他ω主
な
る
日
綜

①
イ
ブ
一
ブ
ヒ
ム
ア
リ
・

7

レ
i
y
ア
宙
人
口
議
連
会
長
、
プ

一フソ

y
プ
・
ラ
タ
ナ
コ

i
ン
A
F
P
P
D
事
務
総
長
、
桜
井
新

同
議
長
代
行
、
モ
ソ
ド
・
ザ
ヒ

l
ル
・
イ
ス
マ
イ
ル
・
マ
レ
ー

シ
ア
下
続
議
長
、
ハ
ー
フ
ダ
ン
・

7
l
ラ
・

I
P
P
F
事
務
局

長
、
安
藤
博
文

U
N
F
P
A
事
務
次
長
が
挨
拶
、
ア
ン
ワ

l
ル

一

7
1
1

'
m
m
-
m
-
n
 

「
第
七
回
A
F
P
P
D
運
営
委
員
会
」
(
於
.
マ
レ
ー
シ
ア
ク
ア

-
フ
ル
ン
プ
ー
ル
)

参
加
一
日
本
・
中
間
由
・
イ
ン
ド
・
シ
リ
ア
・
ベ
ト
ナ
ム
・
タ
イ

・
7

レ
シ
ア
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
他
国
際
機
関

7

レ
l
y
ア
及
び
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
口
事
情
観
察
議
員
国
間
派
遣

(
セ
ラ
ン
ゴ
ー
ル
、

7

ラ
ッ
力
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
)

桜
井
新
(
衆
・
自
)
、
栗
原
博
久

(
H
)
、
斉
藤
鉄
夫
(
衆
公
)
、

肥
田
美
代
子
(
参
・
社
)
、
川
橋
幸
子

(
H
)
、
南
野
知
忠
子
(
参

自
)

o
I
P
P
F
セ
ラ
ン
ゴ
ー
ル
・
エ
ス
テ
ィ
ト
(
大
農
園
)
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、

I
P
P
F
・
7

ラ
ッ
力
家
族
計
凶
協
会
パ
ラ
イ
・

パ
ン
ジ
ャ
タ
ン
タ
ン
パ
ソ
ク
村
の
家
族
計
凶
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
偲
察
。

o
y
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
カ
ン
タ
ン
・
ケ
ル
パ
ウ

(

K

K

病
院

を
視
察

1
胞
団
、
川
橋
両
議
貝
の
み
。

吋
第
一
回
人
口
と
間
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
運
営

委
員
会
」
(
於
一
ク
ア
ラ
ル
ン
プ

i
ル
イ
ス
タ
ナ
・
ホ
テ
ル
)

参
加
国
日
本
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
シ
リ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ

イ、

7

レ
シ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
他
凶
際
機
関

口
カ
イ
ロ
の
悶
際
人
口
開
発
会
議
へ
の
参
加
な
ど
に
つ
い
て

-
イ
ブ
一
フ
ヒ
ム
マ
レ
ー
シ
ア
国
蔵
相
が
開
会
宣
言
。

②
中
山
太
郎
元
日
本
国
外
相
が

J

一
十
一
世
紀
へ
の
ア
ジ
ア
の

挑
戦

i
人
口
と
陪
発
L

と
題
す
る
基
調
講
演
。

③
セ
y

ン
ョ
ン

1
0
第
一
分
科
会
一
家
族
計
画
・
母
子
保
健

1

タ
イ
の
サ
ク
セ
ス
・
ス
ト
ー
リ

O
第
二
分
科
会
.
国
家
開
発

に
お
け
る
女
性
の
役
割
・
夫
婦
問
の
労
働
分
業
(
雇
用
、
育
児

家
事
)
リ
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
O
第
三
分
科
会
日

人
口
増
加
、
高
齢
化
、
青
年
O
第
四
分
科
会
・
人
口
・
環
境
・

食
科
④
ク
ア
ラ
ル
ン
プ

i
ル
宣
言
コ
一
十
一
世
紀
へ
の
ア
ジ
ア
の
挑

戦
|
人
口
と
開
発

l
」
を
採
択

103 



94 

3 

4 ;1 

川
内
・

3
・

2

寸
第
十
四
人
口
と
開
発
に
m
附
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
L

(
於
一
中
国
・
北
京
・
メ
デ
ィ
ア
・
ホ
テ
ル
)

主
催
財
団
法
人
ア
ン
ア
人
口
・
開
発
協
会

共
催
中
国
全
人
代
教
育
科
学
文
化
衛
生
委
員
会

出
席
者

O
日
本
H
H
村
山
井
新
(
衆
・
白
)
、
高
桑
栄
松
(
参
・
八
ム
)
、

清
水
嘉
与

f
(参
・
自
)
、
川
橋
幸
子
(
参
・
社
)
、
南

野
知
息
子
(
参
・
白
)
、

O
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

1
コ
リ

ン
・
ホ
リ
ス

O
パ
ン
タ
ラ
デ
ン
ユ
M
H

ン
ヤ
ジ
ャ
ハ

ン
・
ン
ラ
ジ
O
中
凶

1
ツ
ア
オ
・
ド
ン
ワ
ン
、
ハ
オ

イ
|
チ
コ
ン
、
フ

l
・
テ

f
エ
ン
ャ
ン
、
ツ
ォ
!

ユ
、
チ
ャ
ン
・
チ
ャ
ン
ン
ュ
ア
ン
、

7
1
・
ャ

メ
イ
、
チ
ン
ブ
ア
ス
ン
、
ホ

l
・
チ
ェ
ン
ェ
ン
、

ポ
ン
・
ユ
、
口
イ
ン
ド

I
7
へ
ン
ド
ゥ
・
フ
一
フ
サ

ソ
ド
、
サ
テ
ィ
ッ
ン
ュ
・
パ
ラ
ド
ハ
ン
、
。
イ
ン
ド

ネ
ン

7
1
ナ

7
ン
ア
・
ム
ボ
イ
、
。
韓
国
リ
ス
/
ヨ

ン
・
カ
ン
、

0

7
レ
ー
ン
ア
H
H
フ
ォ
ン
チ
ャ
ン
・

オ
ペ
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
・
ア
リ
、
ン
テ
ィ
ザ
イ
ナ
ブ

・
ベ
ー
カ
ー
、
ハ
フ
サ
!
・
オ
ス

7

ン
、
ミ
力
エ
ル

・
リ
ザ
・
カ
ヤ
、
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
H
H
ウ
ェ

l

寸
第
二
回
人
口
と
開
発
に
開
閉
す
る
ア
ジ
ア
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム
運
営

委
員
会
L

(

於
一
北
京
、
メ
デ
ィ
ア
・
ホ
テ
ル
)

参
加
国
一
日
本
、
中
国
、
シ
リ
ア
、
イ
ン
ド
、
べ
}
ナ
ム
、
タ

イ
オ
|
ス
↑
一
ア
リ
ア

。
イ
ン
タ
ア
メ
リ
カ
ン
議
貝
ク
ル
!
ブ
と

G
C
P
P
D
の
協

力
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
く

I
C
P
D
(
凶
抱
何
人
口
・
開
発
会

議
)
準
備
会
議
内
期
間
中
に
一
日
議
員
会
議
内
開
催
を
決
議
。

口
一
九
九
五
年
に
て
ア
フ
ロ

l
ア
ジ
ア
議
員
会
議
を
聞
く
こ
と

を
承
認
。

ゥ
・
ツ
ワ
カ
テ
不
ス
リ
ヴ
ァ
ン
、
。
フ
ィ
リ
ピ
ン

1

7

ル
ガ
リ
ト
・
テ
ベ
ス
、
。
ン
ン
ガ
ポ
ー
ル
ー
チ
ェ

イ
ワ
イ
目
チ
ュ
ヱ
ン
、
口
ス
リ
一
ア
ン
カ
ー
ネ
ウ
ィ

ル
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
、
。
ン
リ
ア
ー
ガ
ソ
サ
ン
・

7

ヤ一フ、

0
7イ
M
M
フ
ラ
ソ
ソ
プ
・
ラ
タ
ナ
コ
ー
ペ

ヴ
ィ
ナ
・
チ
ョ

l
Fブ
l
ン
チ
ャ
ー
ト
、
ウ
タ
イ
目

ス
ド
ス
ク
、
フ
|
ン
ス
ゾ
ク
ロ
ハ
ジ
ョ
テ
ィ
、

o

ベ
ト
ナ
ム

1
グ
ェ
ン
・
チ

i

夕
、
/
、
ブ
イ
・
ゴ
ク

・
7
ン
、
ト
ラ
ン
・
チ

l
・
チ
ャ
ン
、

o
国
際
機
関

U
N
ド

P
A
、
I
P
P
F
、

W
H
H
O
、
A
F
P
P
D

日
待
.
第
一
日
目
(
三
月
一
二
日
)

開
会
式

l
祝
辞
一
李
鴎
首
相
代
読
祁
治
純
・
全
人
代
教
科
文
衛

委
員
会

(
E
S
C
P
H
)
副
議
長
、
歓
迎
挨
M
V

・
越
東
宛
・

日
間
議
長
、
開
会
挨
拶
.
前
田
福
三
郎
A
P
D
A
理
事
長
、
挨

拶
一
桜
芹
新
A
F
P
P
D
議
長
、
安
藤
博
文

U
N
F
P
A
事

務
次
長

セ
ソ
ン
ョ
ン

I

人
口
・
開
発
基
礎
調
室
ス
リ
一
ア
ン
カ
、
里

田
俊
夫
(
日
大
人
口
研
名
骨
所
長
)
、
農
付
人
口
と
農
業
開
発
調

査
ベ
ト
ナ
ム
、
川
野
重
任
(
東
大
名
醤
一
日
教
授

)
1資
料
配
布

l
、
中
凶
の
人
口
・
開
発
、
必
玉
(
国
家
計
凶
生
育
委
只
会
副
大
臣
)

O
誌
に
判
・
全
人
代
常
務
委
員
会
委
員
長
を
人
民
大
会
堂
に
表
敗
。

第
二
日
目
(
三
月
凶

R
)

セ
ソ
ン
ョ
ン
日
幻
世
紀
に
お
け
る
女
性
平
和
と
繁
栄
へ
の

戦
略
、
各
国
レ
ポ

i
ト
発
表
、
討
議
、
ス
ラ
イ
ド
寸
女
た
ち
の

挑
戦
女
性
の
地
付
向
上
と
日
本
的
人

U
K
A
P
D
A
制
作
)
、

セ
ソ
ン
ヨ
ン
討
議
。

開
会
式

i
井
、
拶
一
前
悶
折
田
二
郎
A
P
D
A
理
事
長
U
V
-
T
-

パ
ラ
ン
・

i
p
p
ド
東
・
南
東
・
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
地

局
長
、
部
ム
川
純
・
全
人
代
教
科
文
衛
委
員
会
副
議
長

/04 
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A
賛

助

会

員

P 
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原資

の

お

L、

人
口
問
題
は
、
二
十
一
位
紀
の
人
類
生
作
を
左
右
す
る
池
球
上
の
最
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
一
九
九
三
年
の
世
界
人
口
は
五
五
億
人
、
一
九
九
八
年
に
は
六

O
億
人
を
超
え
る
と
推
計

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ア
ジ
ア
の
人
口
は
こ
の
急
増
す
る
世
界
人
口
の
六

O
%を
占
め
て
お
り
ま
す
。

人
口
の
培
加
は
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
・
経
済
問
題
に
深
刻
な
影
響
を
及
ほ
し
ま
す
。

判
世
界
人
口
町
大
半
を
市
め
る
ア
ジ
ア
人
口
の
行
方
が
、
人
頬
生
存
の
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
1
i
!

と
い
う
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
ま
、
世
界
存
地
で
叫
ば
れ
て
い
る
か
環
境
問
題
。
も
、
人
口
の
増
加
が
大
き
な
根
本
原
山
な

の
で
す
。
人
口
増
加
に
伴
う
食
料
一
小
足
を
補
う
た
め
の
焼
畑
農
業
や
、
燃
料
と
し
て
の
薪
伐
採
な

ど
は
森
林
破
壊
を
も
た
ら
し
、
一
五
で
は
急
速
な
工
業
化
は
大
気
汚
染
や
水
質
汚
濁
な
ど
多
く
の

産
業
公
害
を
引
き
起
こ
し
、
地
球
環
境
の
悪
化
は
、
も
う
こ
れ
以
上
放
置
で
き
な
い
ギ
リ
ギ
リ
の

と
こ
ろ
に
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
口
問
題
で
は
爆
発
的
に
人
口
の
増
加
を
続
け
る
地
域
と
、
日

本
な
ど
の
よ
う
に
、
こ
れ
以
上
子
供
が
欲
し
く
な
い
と
い
、
7
夫
婦
が
ふ
え
て
い
る
地
法
、
こ
の
こ

と
が
も
た
ら
す
高
齢
化
現
象
に
伴
う
労
働
力
不
足
や
福
相
費
の
増
大
な
ど
、
き
ま
さ
ま
な
重
大
な

社
会
・
経
済
問
題
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
桜
源
は
、
す
べ
て

H

人
口
。
問
題
に
帰
結
さ
れ
ま
す
。

A
P
D
A
(
ア
プ
ダ
)
は
、
官
民
及
び
国
際
機
関
の
協
力
を
得
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
有
効
に

解
決
す
る
方
策
を
さ
ぐ
り
協
調
す
る
た
め
、
日
夜
、
真
剣
に
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

何
卒
、
あ
す
の
人
類
の
明
る
い
未
来
と
、
共
存
の
た
め
に
皆
き
ま
の
尊
い
ご
協
力
を
心
か
ら
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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2 東南アンア諸国等人日 開発基礎調交報告書

イノト国 一

Report on the Basic Survey of Population and 

Ocvelopment in Southeast Asian Countries 

一India

3 中華人民共和巨人口 京族計画第二次基礎調査報告書

Basic Survey(H) on Population and品川IyPlanning 

in the Peop!e's Republic of China 

生育牢初生活水平失系第二次中 8合作調査研究揖

告名 {中国語版)

4 ネパ ル王出入口・京臨計画恭礎調査

Basic Survey Rcport on Population and 1るmily

Planning in the Kingdom of Nepal 英語眠)

5 日本の人口都市{U:開尭

Urbani日tlOna吋 Oevelopmentin ]apan 英語版)

昭和58年度

1 中主義人民共和国人口家族計画基礎調査報告書

Basic Survey on Population and Family Planning 

in the Peop!e's Repub1ic of China 英語版)

生育宇和生活水平美系中日合作調査研究被告名

(中田語版)

昭和59年度

1 アジア諸面的農村人口と農業開琵に閲する謂奈報告書

インド国

Report on the Survey of Rural Population and 

Agricultural Oevelopment in Asian Countries 

India""- 英語版)

2 東南アジア諸国等人口・開尭基礎調査報告書

6 パンコクの人口都市化と生活環境 福祉調査 | タイ国

デタ輔 Report on the Basic Survey of Population and Oe¥'e 
Sur¥'ey of Urhanization， Living Environment and 

Welfare in Bangkok --Oata-一
(英語版)

7 スライド

日本の都市化左人口 I B本語版)

Urhanization and Population in ]apan 笑諮問)

日本的城市化与人口 (中国語版)

Urhanisasi Dan kependudukan日 ]epang

(インドネンア詰眠)

昭和61年度

1 アンア諸国内農村人nt農業開発に関する調査報告書

一一ーインドネンア回一一一

宜eporton the Survey of Rural Population and 

Agricultural Developロentin Asian Countries 

Indonesia--I英語版)

2 東南アジア諸民等人口・陪尭基礎調査報告書

インドネンア国

Report on the Basic Survey of Population and 

De¥'e!opment in Southeast Asian Countries 

lndonesia-一(英語版)

3 を日留学生町学宵と生活条件に関する研究

人的能力関尭の課題に即して

4 日本町労働力人口と開尭

Labor Force and Development in ]apan (英語版)

5 人口と開発関連続計集

Oemographic and Socio. Economic Indicators on 

Population and Development (英語眠)

lopment in Southeast Asian Countries 

Thailand 

3 日本町人口転妓と農村開尭

Demographic Transition in ]apan and Rural Deve 

lopment 英語版)

4 " Survey of Fcrtility and Living Standards in Chinese 

Rural Areas -Data - AIl the hou出seholdsof tれ、V

、羽可llagesin J五ilinPro引ncesurveye臥~d by ques坑tωn山!田u区e洛
(英語版)

美子中同求廿的人口生育率与生活水平的E周産扱告

対子吉林省同小村遊行全戸面詰調査的措果

=坑汁場開 (中国語版)

5 スライド 日本町農業、農村陪尭と人口

その軌跡 (日本語版)

Agricultural & Rural Development and， Population 

in ]apan 英語間)

日本衣立衣村的没展和人口的推移(中国語眠)

Perlα口lhanganPertanian， Masyarakat Desa Dan 

Kependudukan Di ]apang (インドネンア語版)

(以上4カ図版スライドは、日本産業教育スライドコ

ンク ルにて檀秀賞を受賞LましたJ

昭和60年度

1 アジア諸国内農村人口と農業開尭に関する調奈報告書

タイ国

Report on the Survey of Rural Population and 

Agricultural Development in Asian Countries 

Thailand…ー(英語版)
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2 東南アジア諸国等人日 開発基礎調貴報告書

中華人民共和国

Report on the Basic Survey of Population and 

Development in Southeast AsiぉnCountries 

China-(英語版)

3 アジア諸国からの労働力流出に隠する調査研究報告書

タイ国

4 日本内人口左京族

Popul出 onand the Family in )ap田(英語版)

5 アジア町人口転換と開尭 統計集

Demographic Tram山onand Development in Asian 

Countries --Overv悶wand StatistIcal Tables 

(英諮問)

6 スライド

ヨ本町人口左京控(日本語版)

Family and Population in ]apan 

Asian Experience--(;英語版)

日本的人口与京庭{中国語版)

Penduduk & Keluarga Jepang (イノドネンア語版)

7 ベル 共和国人口京肱計画基礎調査

平成元年度

l アジア諸国内農村人口と農業開発に関する調貴報告書

…一-，，-:ングラテンユ国

Report on the Survey of Rural Populaれonand 

Agricultural Development --Banglade-sh 

(英語版)

2 東南アジア諸il'J等人口 開発基礎調盆報告書

ネパル出

Report on the Basic Survey of Population and 

Deve!opment in So凶heast Asian Cowltries 

Nepaトー(英語版)

3 アジア諸白から同労動力流出に関する調査研究報告書

一一マレーンア国

4 日本町人口構造変動と開発

高齢化的アンア的問占

Structural Change in Population and Development 

]apan's Experience III A回og- (英語版)

5 スライド

高齢化社会へのB本町挑戦

生きがい円ある老f後愛を日指Lて ( A本語版)

Ag釦m昭1砲gin ]apan -CI凶3誌M叫叫all引11，印n昭ge白s

(芙語版)

道人高齢化社会的日本正面儲銚故

一一追求民生命意え的老年生涯 (中国語版)

/07 

6 スライド 日本的戸事業開発左人口

その原動力・電気 一 (日本語版)

lndustrial Development and Population in ]apan 

The Prime s.lover. Electricity--(英E百版)

B本的F沈没展与人口

其車劫11-!.主主王 (中国語版)

Pembangunan Industri dan kependudukandi Jepang 

Penggerak Utama. Tenga Listrik 

(イノドネンア語版)

7 ネパ ル王国人口京臨計両第二次第礎調奄

Comp!ementary Basic Survey Report on Population 

and Family Planning in the kingdom of Nepal 

昭和62年度
1 アジア諸出向農村人口と農業開発に関する詞査報告書

中掌人民共和田

Report on the SUfvey of Rural Population and 

Agricullural Development in Asian Countries 

Chi田 (英語杭)

2 東南アンア諸国等人口・開発基礎調査報告書

中華人民共和色l…
Report on the Basic Survey of Population and 

Development in Southeast Asi丘nCounlris 

China-- (英語版)

3 アジア諸国から町労働力，)由民l二時する調査研究報告書

フィリピ/国

4. "本町人口左農薬開発

Population al世 AgriculturalDeveJopment in )apan 

(英語間)

5 ネノ、 ル町人口・開発現境

Population， Development and Em~ronment in Nepal 

(英語悶)

6 スライド

日本円人口移動左絃済発展(日本語版)

rhe I¥.figratory i.".loveπent and Economic Develop 

ment in ]apan 英語悶)

a本的人口移訪与崎市友展 (中間語版)
Perpindahan Penduduk Dan Perkembangan Ekonomi 

Di Jepang (イノドネンア語版)

7 トルコ出入口京佐.'i1岡本時詞奈

昭和63年度
l ア y ア諸国的農村人口と農業開発に関する調査報告書

ネパル再

Report on the Survey of RuraI Population and 

i¥gricultural Develo戸nentin Asian Countries 

Nepal--(英語版)



3 アジア諸国かりの労働力流出に関する調査研究報告書

中華人民共和国

4. H本町地域開発と人口 一199C年代的展望

RegIonal Dcvelopment and Population in ]apan 

Trends 3!ld Pros中ectsin the 19908 

(耳語版)

5 スライド

日本的地域閲覧と人口(日本語版)

Re良inalDevelopment 3!ld Population in Jal沿n

(英語版)

日本的区域汗友利人口(中国語版)

Perml氾ngunanDaerah dan p.υpulasi di ]apang 

(インドネンア同)

6 アンア的労働力移動

Labor jI，.fjgration in Asia 英語版)

平成 4年度

1 アンア諸国内農村人口左農業開発に関する調査報告書

マレーンア国…

Report on the Survey of Rural Population and 

Agricultural Development ivlalays山k

(英語版)

2 東南アンア諸田等人日 開発基礎調査報告書

一一)ベトナム国

Report 00 the Basic Survcy of Population and 

Development in Soulheast Asian Countrie~ 

Viet Nam--(英語悶)

3. 7ンア諸白からの労間力流出に関する謂査研究報告書

…スリラ/カ国

4 アンアの産菜転換と人口

Industrial Transition and Populat山 1in Asiβ 

(英語岡)

5 スライド

明日に生きる 日本町産業転換と人口

(日ぶ語版)

Livin記 forTomorrow --Industrial 

Transition and Population in ]apan-

(英語版)

生活花晴天 H本的戸立持筏与人口

(中国語版)

Hidup Untuk Hari Esok --Peralihan Struktur 

Industri Dan Populasi Di ]epang-

(イ/トネンア語)

平成 5年度

1 アンア諸国内農村人口と農業開発に閉する詞査報告書

一一ー、トナム出

Tantangan :-vfasyarakat Lanjut usiλJepang 

(インドネンア語版)

6 アンア諸国内農薬開尭 5ヵ国内比較

Strategic I'...Jeasures for the Agricultural Development 

Comparatlvc 51れd陀 Son F!ve Asian Countrie: 

(英語版)

(本作品l土、 1990i手f附包本祝聴覚教育協会主催催芳暁

(象教材選奨社会教育部門で恒秀賞を受賞。)

平成 2年度

1 アンア諸国内農村人口と農業開琵に問?る詞盆報告書

一フィリピ/匝

Repoτt on the Survey of Rural Population and 

AεriC111tural Deve!c戸1l(~nt --Philippine 

(英語版)

2 東南アンア諸国等人H 開発基礎語交報告書

…ノ{:，;グラテンユ

Report on the Basic Sw'vey of Population and 

Developn淀川 inSoutheast Asian Countries 

-Bangladesh… (英語版)

3. 7:，;ア諸国からの労閏力inWに関する詞査研究報告書
インドネンア国

4 日本町人口開発碍境 アンア内在段

Populatio!l， Develo戸i1ent and Environment in 

]apan --Asian Experience--(英語問)

5 スライト

B 本的時境人口開発("本語問)

Environment， Population and Development m 

.1apan 英語版)

日本的孫境 人口 7干左(中国語問)
Lingkungan， PenduduJ.ミ di1Il Pembangunan Jepang 

(イノドネンア語版)

(本作品1;、目此年問H本視聴覚教育協会ヨ催橿克暁

{聖教材選奨社会教育部門で臣秀賞を受賞。)

6 アンア内人口都市北 統計集

日ospectsof Urbanization in Asia 英語同)

平成 3年度

2 アジア諸屈の農村人口と農業開尭に関する詞査報告書

スリラ/カ国

Report on the Survey Rural Population and 

A呂町ultUTal [巴velopment --Srilanka 

(英語版)

2 東南アジア諸国等人口・開発基健詞究報告書

… フィリピン国

I~eport on the Basic Su了、刊eyof Population and 

Development in Southeast Asian Countries 

Philippines- (英語版)
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Report on the Surwy of Rural Population and 

Agricultural De¥"e!opment .---V1Ct N副 1

(英語版)

2 東南アジア諸国等人U 開発蕊礎調査報告書

スリランカ田

Report 0日 the Basic Survcy of PopuJation and 

Development in SOUthc，lSt ASlan Countrie只
Sri Lanka … (英語版)

3 アンア諸国内人間駐軍伺尭と労働力に関する詞査研究

報告書 フィリピン巴

4 アジアか句的u，戟 人Uc開発

Chal1enge and Strateg)' of Asian Nations 

-Population and Suぉtainablc Development 

(英語版)

女性的地位向上と日本円人口

(日本語版)

wαnen and their Challenges --Improvements 

in the Status of Women the Popul川ionof )apan 

(英語版)

女性的f立政

(中国語版)

Tantangan Kaum ¥Vanitβ 

Eman回pa邑iWanita dan Popul出 iJepang 

5 スライト

女たちの挑戦

女性地位的提高与 H本的人口

Sま日APDA 
1
月
同
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日

1
月
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恒
柵

集

後

φ
北
京
で
捌
か
れ
た
「
第
一

O
肌
A
P

D
A
会
議
し
で
は
、
女
性
議
貝
の
活
躍

が
目
立
っ
た
。
メ
イ
ン
テ
!
?
が
コ
一

一
世
紀
に
お
け
る
女
性

l
l平
和
と
繁

栄
へ
の
戦
略
|
|
」
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
参
加
し
た
一
五
力
民
国
会
議
員
の

半
数
が
女
性
議
員
で
占
め
た
。
こ
れ
は

い
ま
だ
か
つ
て
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

で
、
白
熱
し
た
討
論
に
男
性
議
員
は
押

さ
れ
気
味
。
ひ
た
向
き
で
、
地
道
に
勉

強
す
る
女
性
議
員
の
姿
が
頼
も
し
く
も

あ
り
、
地
球
上
町
大
難
問
で
あ
る
h

人

口
問
題
。
に
果
た
す
女
性
議
員
へ
の
期

待
と
、
役
割
と
が
い
よ
い
よ
大
き
く
な

っ
た
こ
と
を
痛
感
し
た
。

@
北
京
で
の
感
想
だ
が
、
日
を
見
張
る

発
展
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り
と
、
会
場
・
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舎
と
な
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テ
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光
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の
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世
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ぬ
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で
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た
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中
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力
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こ
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後
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り
方
の
模
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と
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0

.
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務
省
が
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人
口
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題
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た
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今
世
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で
の
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に
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問
題
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。
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助
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?
iチ
も
、
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性
の
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位
向
上
に
役
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健
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療
、

家
抜
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初
め
教
育
、
職
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練
や
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や
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建
設
な
と
も
含
む
、
ハ

ド
・
ソ
フ
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面
に
わ
た
っ
て
お
り
、
そ

の
実
施
効
果
が
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待
さ
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る
。
こ
の
地

球
的
規
模
に
立
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

日
米
包
括
経
済
協
力
的
一
環
と
し
て
行

わ
れ
る
点
に
も
注
目
し
た
い
。(
T
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)

月から見える唯一の人工建造物と

いわれる 万里の長城 は、北

京市の西北郊外、およそ80kmに、雄

大な姿を横たえている。

今から2500年前の戦国時代に着工、

秦の始皇帝が勾奴の侵入を防ぐため

に本格的に予を力JIえ、以来2000年に

わたり営々t築きあげた世界最大の城壁であ

る。高さは 7-8m、幅は5.8-6.51l1o llii年

間から嘉路間までの全長は6，000kmといわれ、

明の時代にできた八達嶺は標高 1，000 111の地

点にある。

長城から眺めるタ月の風情は絶景とか。左

はやや急、な「男坂J。右は少々楽な「女坂Jo

3丹羽Jめのこの日は、晴れ渡って風もなく、

悠久の景観にしばし心を奪われる o

表紙の写真説明

万里の長城

惨
こ
の
城
壁
に
立
っ
と
、
人
と
は
何

な
ん
だ
ろ
う
、
自
ハ
?
と
は
と
開

い
た
く
な
る
。
人
間
の
小
さ
さ
を
い

や
と
い
う
程
、
知
ら
さ
れ
る
。
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マ/グロ プの苗木を桔1討する、インドネシアと日本の若者たち。

やさしい想い、地球にも。
一一一一一 TOGETHERTO TOMORROW 

地球か与えてくれた、豊かな自然と資源を糧に、めざましい進歩と発展をとげた人

類。しかし、その繁栄とともに失われつつある、かつての美しい地球の姿を、忘れて

はいけません。地球環涜問題が、世界的にクローズアップされている現代。日本船

舶振興会は、この問題に早くから取り組み、環境問題の先駆けとして活動してきま

した。大切な地球を守るため、私たちはこれからも、環境問題の研究・事業に取り組

んでいきまま~TOGETHER TO TOMOR円OW、あなたもぜひ、ご一緒に。

財団法人日本船舶振興会 会長 II1川良一



地
球
が
つ
く
る
も
の
は
、

人
聞
が
つ
く
る
も
の
よ
り
も

優
れ
て
い
る
。

人
間
は
ず
っ
と
自
然
と
紛
で
し
た
。自
然
に
つ
つ
ま
れ
、
育
て

ら
れ
、
市
ぶ
を
う
け
て
保
々
な
も
の
を
生
み
だ
し
、
暮
ら
し
を
肢

か
な
も
の
に
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
方
で
、
地
球
の
渇
暖

化
、
オ
ゾ
ン
層
の
破
焼
、
酸
仕
而
と
い
っ
た
環
境
問
砲
が
深
刻
化

し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
そ
こ
で
、
人
間
に
も
、自
然
に
も

や
さ
し
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
、
い
ま
、
わ
た
し
た
ち
が
償
制

的
に
取
り
網
ん
で
い
る
の
が
、
天
然
ガ
ス
の
導
入
で
す
。
こ
れ

は、
怖
界
各
地
に
皇
宮
に
開
設
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
長
則
的
な

安
定
供
給
も
望
め
る
ク
リ
ー
ン
で
思
想
的
立
エ
ネ
ル
ギ
ー
。す

で
に
、
そ
の
判
附
の
一環
と
し
て
コ

l
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
、
燃
料
電
池
、
天
然
ガ
ス
自
動
市
な
ど
の
聞
発
・将
及
が
准

め
ら
れ
て
い
ま
す
。気
の
透
く
な
る
よ
う

な
長
い
年
内
を
か
け
て
、
大
地
が
大
切
に

育
ん
で
き
た
天
然
ガ
ス
。
そ
れ
は
、
人
聞

が
山
然
と
調
利
し
て
い
く
た
め
に
、
な
く

て
は
な
ら
立
い
手
不
ル
ギ
!
な
の
で
す
。


